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はじめに 

 

 

私たちは、現在、グローバル化の進展や生成ＡＩによるデジタル分野の急速な

技術革新など、社会の変化が加速度を増し、将来の予測が困難な時代を迎えてい

ます。 

 

このような変化の激しい時代においても、高い志をもち、多様な人々と協働し

ながら、主体的に未来を切り拓いていくことのできる子どもたちを育てていく

ことが、重要であると考えています。 

 

 このため、県教育委員会では、令和５年 10 月に策定した「山口県教育振興基

本計画（2023 年度～2027 年度）」に基づき、教育目標である「未来を拓く たく

ましい『やまぐちっ子』の育成」をめざして、本県の強みである「コミュニティ・

スクールの連携・協働体制」と「ＩＣＴ環境」を積極的に活用しながら、様々な

教育課題に的確に対応するための諸施策を総合的かつ計画的に推進しています。 

  

こうした取組をより確かなものとするとともに、本県教育に関わる全ての人

が、本県教育の現状やめざす方向性、取組内容等を共有し、教育目標の実現に向

けて一体となって取り組む必要があることから、単年度計画としての「令和８年

度山口県教育推進の手引き」を作成しました。 

 

 本手引きでは、本県の教育目標の実現に向けた令和８年度の取組内容を計画

に沿って体系的・総合的に示すとともに、市町教育委員会や学校が、それぞれの

取組を点検・評価しながら見直し・改善を図る、いわゆるＰＤＣＡサイクルに沿

った教育活動ができるよう、関係指標等の各種データや学校現場での各取組の

参考となる資料を掲載しています。 

    

 各学校におかれましては、本手引きを有効に活用され、学校教育目標の設定や、

教育活動の点検・評価等を通じた継続的な学校運営の改善を図るとともに、創意工

夫を凝らした教育活動を積極的に展開され、児童生徒や保護者、地域の方々の期待

に応える学校づくりに努めていただきますようお願いします。 

 

 

2026 年（令和８年）４月 

山口県教育委員会教育長  繁 吉 健 志 
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山口県教育振興基本計画の全体像

１ 教育を取り巻く社会状況の変化
（１）人口減少・少子高齢化の進行
（２）急速な技術革新とグローバル化の進展
（３）新型コロナウイルス感染症の影響
（４）社会の多様化と子どもの権利利益の擁護

ひら

教育目標：未来を拓く たくましい「やまぐちっ子」の育成

➢ 高い志をもち、未来に向かって挑戦し続ける人

➢ 知・徳・体の調和がとれた生きる力を身に付けるとともに、他者と協働し

ながら力強く生きていく人

➢ 郷土に誇りと愛着をもち、グローバルな視点で社会に参画する人

２ 本県教育の現状
（１）子どもの学力・学習の状況
（２）子どもの生活の状況
（３）子どもの体格・体力の状況
（４）いじめ・不登校等の諸課題の状況
（５）高校卒業者の進学・就職の状況
（６）地域連携教育の状況
（７）子どもたちと向き合う教職員の状況
（８）ＩＣＴ環境の整備・活用状況
（９）子どもたちの教育に対する期待

本県教育をめぐる状況

ウェルビーイング（身体的・精神的・社会的に良い状態）の向上に資する教育の展開

目標達成に向けて

３つの力（学ぶ力、創る力、生き抜く力） ３つの心（広い心、温かい心、燃える心）の育成

➢ 市町教育委員会、関係機関・団体等との連携

➢ 計画の進行管理

計画の着実な推進

26の施策

83の推進指標

コミュニティ・スクールコミュニティ・スクールコミュニティ・スクール
ＩＣＴ環境

重要な視点

やま ぐ ち っ子
のすがた

６つの
施策の柱

施策の展開
➢ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

➢ 新たな時代を創造する人材を育む教育の推進

➢ 誰一人取り残されることのない教育の推進

➢ 学校・家庭・地域が連携・協働した教育の推進

➢ 生涯を通じた学びの充実

➢ 豊かな学びを支える教育環境の充実

＜国参考資料＞

「教育振興基本計画」（Ｒ５.６閣議決定）

https://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/index.htm

＜県参考資料＞

教育政策課「山口県教育振興基本計画(2023(令和５)年度～2027(令和９)年度)」(Ｒ５.10 策定)

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26129.html
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教育目標「未来を拓
ひら

く たくましい『やまぐちっ子』の育成」においてめざす、『やまぐ

ちっ子』の「すがた」を具体的に示します。

■ 高い志をもち、未来に向かって挑戦し続ける人

・ 一人ひとりの願いや思いを、未来への大いなる夢や理想へと高め、その実現に向けた

強い意志を有している。

・ 大きく変化することが予想されるこれからの社会において、将来に対し、希望をもち

ながら、自らを高めるための努力を惜しまず、未知なるものへ進んで挑戦する態度や

困難を乗り越える態度、新しいものを取り入れようとする態度を身に付けている。  

■ 知・徳・体の調和がとれた生きる力を身に付けるとともに、他者と協働し

ながら力強く生きていく人

・ 志をもちながら未来に向かって挑戦し続けるために必要な学び続ける力やたくましさ、

さらにはこれらを支える豊かな人間性を有している。

・ 様々な人々とのつながりや支え合いが求められるこれからの社会において、他者を思

いやり、共感したり、感謝したりする心を有するとともに、他者と協働して自己のよさ

や可能性を見出し、個性を発揮しながら、主体的に考え、判断し、行動するなど、自主・

自立の精神に富んでいる。

■ 郷土に誇りと愛着をもち、グローバルな視点で社会に参画する人

・ 人、もの、情報等が地球規模で行き交い、多様な文化や価値観に触れる機会が増加す

るなど、広がりゆく社会において、豊かな国際感覚をもち、幅広い視野で考え、行動す

ることができる。

・ また、そのような時代だからこそ、自分を育んできたふるさとの自然や人、伝統、文

化を大切にする気持ちをもち続け、ふるさとや自分が住んでいる地域のよりよいコミ

ュニティづくりなど、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与している。

■ 高い志をもち、未来に向かって挑戦し続ける人

■ 知・徳・体の調和がとれた生きる力を身に付けるとともに、他者と

協働しながら力強く生きていく人

■ 郷土に誇りと愛着をもち、グローバルな視点で社会に参画する人

未来を拓
ひら

く たくましい「やまぐちっ子」の育成

やまぐちっ子のすがた

山口県の教育目標
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教育目標の達成に向けて、子どもたちに次の「３つの力」と「３つの心」を育成します。

「３つの力」  「３つの心」
学ぶ力     広い心
創る力     温かい心
生き抜く力   燃える心

多様な他者と連携・協働しながら
困難を乗り越えていく行動力

◇ 規範意識や倫理観

◇ コミュニケーション能力

◇ 自己肯定感、自己有用感

◇ たくましく生き抜いていくために

必要な健康や体力

生涯を通じて主体的に学び続ける力

◇ 知的好奇心

◇ 自ら学びに向かう意欲や態度

◇ 基礎的・基本的な知識・技能

◇ 思考力・判断力・表現力

生き抜く力

新たな価値を創り出す力

◇ 自ら課題を見つけ、将来を見通しな

がらよりよく解決していく力

◇ 科学的なものの見方や考え方、情報

や技術を活用する力

◇ 豊かな創造力

創る力

目標達成に向けて

互いに理解し合う、前向きで広い心

◇ 多様な考えを理解し、尊重する態度

◇ 他国の文化を理解し、協調していく態度

◇ 郷土の伝統や文化を地域や人との  

つながりを通じて尊重し、継承する態度

◇ 平和を愛する心や態度

豊かで温かい心

◇ 他者を思いやり、共感したり感動したり

する心や態度

◇ 社会に貢献しようとする態度

◇ 感謝する心や態度

温かい心

広い心

不撓
ふ と う

不屈
ふ く つ

の意志や勇気など、熱く燃える心

◇ 未知なるものに進んで挑戦する態度

◇ 困難に立ち向かい、それに打ち勝とう

とする態度

◇ 新しいものを進んで取り入れようと

する態度

燃える心

学ぶ力
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⑨ グローバルに活躍する人材の育成

６
豊かな学びを支える教育環
境の充実

㉑ 安心・安全で質の高い教育環境の整備

㉒ 学校安全の推進

㉓ 学校における働き方改革の推進

㉔ 教員確保と教職員の資質能力の向上

㉕ 多様な学びのニーズに応える特色ある学校づくり

㉖ 私立学校における特色ある教育の推進

４
学校・家庭・地域が連携・協
働した教育の推進

⑭ 地域連携教育の充実

⑮ 家庭教育支援の充実
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学習指導要領の趣旨を踏まえた確かな学力の育成を図るとともに、生涯にわたる人格形成

の基礎を培う重要な時期である乳幼児期の教育など、子どもたちが多様な人々と協働して力

強く生きていくための基礎となる力を育みます。 

  また、豊かな心を育むため、人権教育を推進するとともに、体力の向上などにより、健や

かな体を育成します。 

 施策 
  ① 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導の充実 
  ②  読書活動の推進 
  ③  学校における人権教育の推進 
  ④  体力向上の推進 
  ⑤  学校保健、学校給食・食育の充実 
  ⑥  乳幼児期における教育及び保育の充実  
  ⑦  キャリア教育・進路指導の充実 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

2026（令和８）年度の施策の展開 
１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進 

※ 施策ごとに2026（令和８）年度の取組方針、主な取組、取組の進捗、参考について記

載しています。 

※ 【主な取組】の見方 

➢ 主な取組を取組主体別に記載しています。 

■：山口県教育振興基本計画に示す主な取組 

○：主な取組の柱 

・：具体的な取組内容 

新新：2026（令和８）年度の新規事業関連の取組 

新：2026（令和８）年度の予算計上を伴わない新たな取組 

拡：2026（令和８）年度の拡充する取組 

➢ 予算の欄には、関連資料（令和8年度教育委員会当初予算の概要）のページ数を記載しています。 

➢ 参考に説明資料等を掲載している取組や資料名には下線を引いています。 

 

注 各施策の参考に記載している＜国参考資料＞及び＜県参考資料＞には、その他の関連資料、閲覧す

るためのＵＲＬや二次元コードを示しています。情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性が

あります。 
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①  主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導の充実 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 「やまぐち型地域連携教育」による家庭や地域との連携・協働を基盤として、「学校の組

織力の充実」「教員の授業力の向上」「学校・家庭・地域の連携力の強化」の３つの方針の

もと、学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動の更なる充実を図り、これからの時代に求

められる資質・能力の育成に向けた体制づくりと授業改善を推進します。 

◆  「デジタルの力でリアルな学びを支える」という考え方に立ち、学習の基盤的なツール

として ICT を利活用することで、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実

し、誰一人取り残されることなく「主体的・対話的で深い学び」を実現させるための取組

を推進します。 

◆  確かな学力の育成に向け、地域社会や大学等と連携しつつ、現代社会の諸課題について 

探究し、他者と協働して課題解決に取り組む機会や、学校・学年の枠を越えて、高校生が

切磋琢磨して学び合う機会を創出します。 

 

【主な取組】 （担当課：義務教育課／高校教育課／教育情報化推進室／特別支援教育推進室） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 「組織力」「授業力」「連携力」による確かな学力の定着と向上 

 ○ 児童生徒一人ひとりに対応したきめ細かな学習指導の充実 

 

新 「生成ＡＩ搭載やまプリＣＢＴによる学力向上支援事業」の推進（小・中） 

・ 生成ＡＩを活用した家庭と学校の学びの循環を促進（中） 

・ 小学校専科加配教員の配置 

県教委 

市町教委 

P127 

P128 

P150 

・ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、「主体的・

対話的で深い学び」を実現させるための取組❶❹ 

新 「やまぐちっ子学習プリントＣＢＴ」を加えた「やまぐち学習支援

プログラム」等を効果的に活用した組織的な学習支援ときめ細かな学

習指導体制づくり 

・ 「生成ＡＩ・学習アシスタントアプリ」の活用（中・特） 

・ 生成ＡＩの利活用（高・特） 

学校 

（小・中・高・特） 

P127 

P128 

P135 

○ 組織的・継続的な授業改善の取組の推進 

 

・ 県・市町教育委員会の学校訪問等による各学校の課題解決に向けた

支援 

・ 教職員自身が探究的に学ぶ意欲やキャリアステージに応じた研修の

実施 

県教委 

市町教委 

P135 

P150 

 

・ 「学校・地域連携カリキュラム」を軸とした、教科等横断的な視点から

の教育課程編成など、カリキュラム・マネジメントの推進❸（小・中） 

・ 全国学力・学習状況調査と山口県学力定着状況確認問題（ＣＢＴ）

を活用した全校体制での年間２回の検証改善サイクルの推進（小・中） 

・ 誤答分析に基づいた課題の焦点化や課題解決に向けた組織的・継続

的な授業改善（小・中） 

・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざした組織的・計画的な

ＰＤＣＡサイクルによる授業改善❹ 

学校 

（小・中・高・特） 

P135 

P150 
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として ICT を利活用することで、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実

し、誰一人取り残されることなく「主体的・対話的で深い学び」を実現させるための取組

を推進します。 

◆  確かな学力の育成に向け、地域社会や大学等と連携しつつ、現代社会の諸課題について 

探究し、他者と協働して課題解決に取り組む機会や、学校・学年の枠を越えて、高校生が

切磋琢磨して学び合う機会を創出します。 

 

【主な取組】 （担当課：義務教育課／高校教育課／教育情報化推進室／特別支援教育推進室） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 「組織力」「授業力」「連携力」による確かな学力の定着と向上 

 ○ 児童生徒一人ひとりに対応したきめ細かな学習指導の充実 

新 「生成ＡＩ搭載やまプリＣＢＴによる学力向上支援事業」の推進（小・中） 

・ 生成ＡＩを活用した家庭と学校の学びの循環を促進（中） 

・ 小学校専科加配教員の配置 

県教委 

市町教委 

P127 

P128 

P148 

・ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、「主体的・

対話的で深い学び」を実現させるための取組❶❹ 

新 「やまぐちっ子学習プリントＣＢＴ」を加えた「やまぐち学習支援

プログラム」等を効果的に活用した組織的な学習支援ときめ細かな学

習指導体制づくり 

・ 「生成ＡＩ・学習アシスタントアプリ」の活用（中・特） 

・ 生成ＡＩの利活用（高・特） 

学校 

（小・中・高・特） 

P127 

P128 

P135 

○ 組織的・継続的な授業改善の取組の推進 

 

・ 県・市町教育委員会の学校訪問等による各学校の課題解決に向けた

支援 

・ 教職員自身が探究的に学ぶ意欲やキャリアステージに応じた研修の

実施 

県教委 

市町教委 

P135 

P148 

 

・ 「学校・地域連携カリキュラム」を軸とした、教科等横断的な視点から

の教育課程編成など、カリキュラム・マネジメントの推進❸（小・中） 

・ 全国学力・学習状況調査と山口県学力定着状況確認問題（ＣＢＴ）

を活用した全校体制での年間２回の検証改善サイクルの推進（小・中） 

・ 誤答分析に基づいた課題の焦点化や課題解決に向けた組織的・継続

的な授業改善（小・中） 

・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざした組織的・計画的な

ＰＤＣＡサイクルによる授業改善❹ 

学校 

（小・中・高・特） 

P135 

P148 
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①  主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導の充実 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 「やまぐち型地域連携教育」による家庭や地域との連携・協働を基盤として、「学校の組

織力の充実」「教員の授業力の向上」「学校・家庭・地域の連携力の強化」の３つの方針の

もと、学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動の更なる充実を図り、これからの時代に求

められる資質・能力の育成に向けた体制づくりと授業改善を推進します。 

◆  「デジタルの力でリアルな学びを支える」という考え方に立ち、学習の基盤的なツール

として ICT を利活用することで、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実

し、誰一人取り残されることなく「主体的・対話的で深い学び」を実現させるための取組

を推進します。 

◆  確かな学力の育成に向け、地域社会や大学等と連携しつつ、現代社会の諸課題について 

探究し、他者と協働して課題解決に取り組む機会や、学校・学年の枠を越えて、高校生が

切磋琢磨して学び合う機会を創出します。 

 

【主な取組】 （担当課：義務教育課／高校教育課／教育情報化推進室／特別支援教育推進室） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 「組織力」「授業力」「連携力」による確かな学力の定着と向上 

 ○ 児童生徒一人ひとりに対応したきめ細かな学習指導の充実 

 

新 「生成ＡＩ搭載やまプリＣＢＴによる学力向上支援事業」の推進（小・中） 

・ 生成ＡＩを活用した家庭と学校の学びの循環を促進（中） 

・ 小学校専科加配教員の配置 

県教委 

市町教委 

P127 

P128 

P150 

・ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、「主体的・

対話的で深い学び」を実現させるための取組❶❹ 

新 「やまぐちっ子学習プリントＣＢＴ」を加えた「やまぐち学習支援

プログラム」等を効果的に活用した組織的な学習支援ときめ細かな学

習指導体制づくり 

・ 「生成ＡＩ・学習アシスタントアプリ」の活用（中・特） 

・ 生成ＡＩの利活用（高・特） 

学校 

（小・中・高・特） 

P127 

P128 

P135 

○ 組織的・継続的な授業改善の取組の推進 

 

・ 県・市町教育委員会の学校訪問等による各学校の課題解決に向けた

支援 

・ 教職員自身が探究的に学ぶ意欲やキャリアステージに応じた研修の

実施 

県教委 

市町教委 

P135 

P150 

 

・ 「学校・地域連携カリキュラム」を軸とした、教科等横断的な視点から

の教育課程編成など、カリキュラム・マネジメントの推進❸（小・中） 

・ 全国学力・学習状況調査と山口県学力定着状況確認問題（ＣＢＴ）

を活用した全校体制での年間２回の検証改善サイクルの推進（小・中） 

・ 誤答分析に基づいた課題の焦点化や課題解決に向けた組織的・継続

的な授業改善（小・中） 

・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざした組織的・計画的な

ＰＤＣＡサイクルによる授業改善❹ 

学校 

（小・中・高・特） 

P135 

P150 
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○ 指導と評価の一体化を図る取組の推進 

 

・ 単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して、めざす子どもの

姿から考える授業改善の取組の推進 

県教委 

市町教委 
 

・ 学習評価の手引き等を活用した指導と評価の一体化の工夫・改善❺ 

・ 「振り返り」に関する研修資料等を活用した校内研修の実施（小・中） 

学校 

（小・中・高・特） 

 

 

○ 質の高い探究的な学びの実現 

 

・ 「子どもの新たな学び」の実現に資する学校マネジメント力の強化 

推進❷（小・中） 

県教委 

市町教委 
P135 

・ 小学校・中学校・高等学校等が連携・協働した探究的な活動の推進 

・ やまぐち総合教育支援センター作成の教育プログラムや探究研修 

モジュールを活用した探究的な学びの質の向上 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 学校・家庭・地域の連携力の強化 

 

・ 学校・家庭・地域が一体となって取り組むカリキュラム・マネジメ

ントの促進❸ 

・ 地域の人が授業づくりに関わるユニット型研修の促進（小・中） 

県教委 

市町教委 
 

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした家庭・地域と

の連携・協働や学校間連携の充実 

・ 学力課題や地域課題等の解決に向けた地域の教育資源を活用した教

育活動の充実  

・ 接続する学校や、幼児教育・保育施設等との連携による、発達の段

階に応じた指導方法の工夫改善 

・ 児童生徒参画型の「学力に関する熟議」の実施（小・中） 

・ 高大連携や地域の人材を活用した取組の充実（高） 

学校 

（小・中・高・特） 
 

■ ＰＤＣＡサイクルによる授業改善 

 ○ 「全国学力・学習状況調査」と「山口県学力定着状況確認問題」を活用

した全校体制による年間２回の検証改善サイクルの徹底 

・ 各種学力調査等のＣＢＴ化によるスピード感ある情報提供と全県の

学力課題の共有 

・ 県・市町教育委員会の学校訪問等による各学校の課題解決に向けた支援 

県教委 

市町教委 

P135 

P150 

■ 学習の基盤的なツールとしてのＩＣＴ利活用 

 ○ ＩＣＴ活用指導力と授業力の向上 

 

・ ⅠＣＴの強みを生かし、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一

体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」を実現させるための研修

会の実施 

・ １人１台タブレット端末の活用事例集の周知及び好事例の展開 

県教委 

市町教委 
 

 

・ クラウドの強みを生かした教育活動の実施 

・ 生成ＡＩの利活用（高・特） 

・ デジタル教科書の活用（小・中・特） 

学校 

（小・中・高・特） 
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○ 指導と評価の一体化を図る取組の推進 

・ 単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して、めざす子どもの

姿から考える授業改善の取組の推進 

県教委 

市町教委 
 

・ 学習評価の手引き等を活用した指導と評価の一体化の工夫・改善❺ 

・ 「振り返り」に関する研修資料等を活用した校内研修の実施（小・中） 

学校 

（小・中・高・特） 

 

 

○ 質の高い探究的な学びの実現 

・ 「子どもの新たな学び」の実現に資する学校マネジメント力の強化 

推進❷（小・中） 

県教委 

市町教委 
P135 

・ 小学校・中学校・高等学校等が連携・協働した探究的な活動の推進 

・ やまぐち総合教育支援センター作成の教育プログラムや探究研修 

モジュールを活用した探究的な学びの質の向上 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 学校・家庭・地域の連携力の強化 

・ 学校・家庭・地域が一体となって取り組むカリキュラム・マネジメ

ントの促進❸ 

・ 地域の人が授業づくりに関わるユニット型研修の促進（小・中） 

県教委 

市町教委 
 

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした家庭・地域と

の連携・協働や学校間連携の充実 

・ 学力課題や地域課題等の解決に向けた地域の教育資源を活用した教

育活動の充実  

・ 接続する学校や、幼児教育・保育施設等との連携による、発達の段

階に応じた指導方法の工夫改善 

・ 児童生徒参画型の「学力に関する熟議」の実施（小・中） 

・ 高大連携や地域の人材を活用した取組の充実（高） 

学校 

（小・中・高・特） 
 

■ ＰＤＣＡサイクルによる授業改善 

 ○ 「全国学力・学習状況調査」と「山口県学力定着状況確認問題」を活用

した全校体制による年間２回の検証改善サイクルの徹底 

・ 各種学力調査等のＣＢＴ化によるスピード感ある情報提供と全県の

学力課題の共有 

・ 県・市町教育委員会の学校訪問等による各学校の課題解決に向けた支援 

県教委 

市町教委 

P135 

P148 

■ 学習の基盤的なツールとしてのＩＣＴ利活用 

 ○ ＩＣＴ活用指導力と授業力の向上 

 

・ ⅠＣＴの強みを生かし、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一

体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」を実現させるための研修

会の実施 

・ １人１台タブレット端末の活用事例集の周知及び好事例の展開 

県教委 

市町教委 
 

 

・ クラウドの強みを生かした教育活動の実施 

・ 生成ＡＩの利活用（高・特） 

・ デジタル教科書の活用（小・中・特） 

学校 

（小・中・高・特） 
 

１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進 

- 7 - 

○ 指導と評価の一体化を図る取組の推進 

 

・ 単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して、めざす子どもの

姿から考える授業改善の取組の推進 

県教委 

市町教委 
 

・ 学習評価の手引き等を活用した指導と評価の一体化の工夫・改善❺ 

・ 「振り返り」に関する研修資料等を活用した校内研修の実施（小・中） 

学校 

（小・中・高・特） 

 

 

○ 質の高い探究的な学びの実現 

 

・ 「子どもの新たな学び」の実現に資する学校マネジメント力の強化 

推進❷（小・中） 

県教委 

市町教委 
P135 

・ 小学校・中学校・高等学校等が連携・協働した探究的な活動の推進 

・ やまぐち総合教育支援センター作成の教育プログラムや探究研修 

モジュールを活用した探究的な学びの質の向上 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 学校・家庭・地域の連携力の強化 

 

・ 学校・家庭・地域が一体となって取り組むカリキュラム・マネジメ

ントの促進❸ 

・ 地域の人が授業づくりに関わるユニット型研修の促進（小・中） 

県教委 

市町教委 
 

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした家庭・地域と

の連携・協働や学校間連携の充実 

・ 学力課題や地域課題等の解決に向けた地域の教育資源を活用した教

育活動の充実  

・ 接続する学校や、幼児教育・保育施設等との連携による、発達の段

階に応じた指導方法の工夫改善 

・ 児童生徒参画型の「学力に関する熟議」の実施（小・中） 

・ 高大連携や地域の人材を活用した取組の充実（高） 

学校 

（小・中・高・特） 
 

■ ＰＤＣＡサイクルによる授業改善 

 ○ 「全国学力・学習状況調査」と「山口県学力定着状況確認問題」を活用

した全校体制による年間２回の検証改善サイクルの徹底 

・ 各種学力調査等のＣＢＴ化によるスピード感ある情報提供と全県の

学力課題の共有 

・ 県・市町教育委員会の学校訪問等による各学校の課題解決に向けた支援 

県教委 

市町教委 

P135 

P150 

■ 学習の基盤的なツールとしてのＩＣＴ利活用 

 ○ ＩＣＴ活用指導力と授業力の向上 

 

・ ⅠＣＴの強みを生かし、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一

体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」を実現させるための研修

会の実施 

・ １人１台タブレット端末の活用事例集の周知及び好事例の展開 

県教委 

市町教委 
 

 

・ クラウドの強みを生かした教育活動の実施 

・ 生成ＡＩの利活用（高・特） 

・ デジタル教科書の活用（小・中・特） 

学校 

（小・中・高・特） 
 

❿
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■ 主体的に社会の形成に参画する態度の育成

○ 地域の関係機関や人材等を活用した主権者教育の推進❻

・ 高校生県議会への参加促進（高）

・ 主権者教育に関する教員研修の実施
県教委

・ 県選挙管理委員会及び市町選挙管理委員会等が実施する出前授業の

積極的活用

・ 県議会や市町議会が実施する議会訪問見学及び模擬議会への参加

学校

（小・中・高・特）

○ 地域の関係機関と連携した消費者教育の推進

・ 消費者教育に関する教員研修の実施

・ 山口県消費生活センター等が実施・提供する出前授業・教材の活用

促進

県教委

市町教委

・ 家庭科の消費生活に関する内容を第２学年までに履修（高）

・ 消費者教育関係省庁作成の教材等を活用した授業の実施

・ 消費生活相談員や弁護士等の実務経験者等による出前授業の実施

学校

（小・中・高・特）

○ 学習指導要領に基づいた教科等横断的な環境教育の推進❼

・ 「やまぐちエコリーダースクール認証制度❽」を活用した環境教育の

促進

・ 「環境教育推進計画」に基づく取組の推進

県教委

・ 環境マネジメントシステムを取り入れた取組の実施
学校

（小・中・高・特）

○ ＳＤＧｓの趣旨を踏まえた持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の

推進

・ カーボンニュートラルをテーマとした企業等との連携による課題解

決型学習の展開（高）

県教委

■ 高校生が切磋琢磨して学び合う機会の創出

○ 地域医療の諸課題の解決等について探究するセミナーの開催

・ 医師を志す高校生が地域医療の課題等について学び合うセミナーの

開催
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○ 全県合同のハイレベル課外授業等の実施

・ 選抜性の高い大学や医学部への進学をめざす高校生が学び合う課外

授業の実施及び、１人１台タブレット端末を活用した課外授業の配信

・ 東京大学先端科学技術研究センター等と連携した最新の研究を学ぶ

生徒・教員向けの講座を実施

・ 複数校へ同時配信することで、学校・学科の枠を越えた学びの場を

提供

県教委

・ 生徒の資格取得に向けたオンライン講座の活用➒
学校

（高・特）
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値 目標値

(2027(令和９)年度)

「全国学力・学習状況調査」の全国

平均との差（公立小・中学校）

小国

小算

※67％（67.2％）

  61％（62.5％）
(2023(令和５)年度)

※68％（66.8％）

58％（58.0％）
(2025(令和７)年度)

全国平均を３ポ

イント上回る

中国

中数

※70％（69.8％）

  52％（51.0％）
(2023(令和５)年度)

※55％（54.3％）

48％（48.3％）
(2025(令和７)年度)

全国平均を３ポ

イント上回る

勉強が「好き」「どちらかといえば好き」であ

る児童生徒の割合（公立小・中学校）

小 61.6％

中 62.6％
(2023(令和５)年度)

小 57.6％

中 57.2％
(2025(令和７)年度)

80.0％

コンピュータなどのＩＣＴ機器を学級の友

達と意見交換する場面で週３回以上使用す

る児童生徒の割合（公立小・中学校）

小５ 49.7％

小６ 54.6％

中１ 43.7％

中２ 51.0％
(2022(令和４)年度)

小５ 49.6％

小６ 57.1％

中１ 48.5％

中２ 56.8％
(2025(令和７)年度)

70.0％

課題の解決に向けて、自分で考え、自分から

取り組む児童生徒の割合（公立小・中学校）

小 78.4％

中 82.4％
(2023(令和５)年度)

小 78.8％

中 79.1％
(2025(令和７)年度)

90.0％

学校の枠を越えて高校生が学び合う活動に

取り組んだ学校の割合（県立高等学校等）
75.0％

(2022(令和４)年度)

85.4％
(2024(令和６)年度)

100%

地域の関係機関や人材等を活用した主権者

教育又は消費者教育を行っている学校の割

合（県立高等学校等）

79.2％
(2022(令和４)年度)

91.7％
(2024(令和６)年度)

100%

           ※都道府県等における各区分の平均正答率は整数値、（ ）内は全国値。

取組の進捗 p-d-Check-a
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小・中学校における取組

「やまぐち型地域連携教育」による家庭や地域との連携・協働を基盤とし、「学校の組織力の

充実」「教員の授業力の向上」「学校・家庭・地域の連携力の強化」の３つの方針の下、学習指

導要領の趣旨を踏まえた教育活動の更なる充実を図り、「ふるさと山口の創り手」となる子ども

たちがこれからの時代に求められる資質・能力を身に付けることができる体制づくりと授業改

善を推進します。

❷「子どもの新たな学び」の実現に資する学校マネジメント力の強化推進

子どもが新たな時代に社会で活躍するために必要な力を身に付けることをめざし、校長等の

マネジメント力の強化により、教員同士が学び合う環境を構築し、子どもの新たな学びを実現

します。

❶「組織力」「授業力」「連携力」による確かな学力の定着と向上
(担当：義務教育課／高校教育課)

参考
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＜県参考資料＞

義務教育課「やまぐちっ子の学力を育む検証・改善委員会からの提言」

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26905.html

❸義務教育課「社会に開かれた教育課程の実現に向けたカリキュラム・マネジメント

（カリキュラム・マネジメントの手引き 理論編／実践編) 」

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26827.html

義務教育課「ＩＣＴ活用指導力の向上に向けて

（やまぐちっ子ＩＣＴ活用事例集Vol.01～03）」

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26854.html

❺義務教育課「各教科における「指導と評価の一体化」のための学習評価のポイント」

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26897.html

高等学校等における取組

❹「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けて

                                                                                    

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行うことで、学校教育におけ
る質の高い学びを実現し、学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたっ
て能動的（アクティブ）に学び続けるようにすることが求められています。

❿
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❺指導と評価の一体化に向けて

教師が指導の改善を図るとともに、生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうこ

とができるようにすることが「指導と評価の一体化」です。

＜県参考資料＞

高校教育課「高等学校における学習評価の手引き

～「指導と評価の一体化」の推進に向けて～」（Ｒ３）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/180/26430.html

①知識・概念を習得する、②地域社会に参加する、③自分で考え判断する、そして④投票に

向けて準備する、の４つの視点から、主権者教育を「積極的に」「効果的に」「公正に」推進し、

自ら考え判断し、行動する高い資質をもった有権者を育成します。

❻主権者教育の推進 (担当：高校教育課／義務教育課／学校安全・体育課／教職員課)

教師が指導の改善を図るとともに、生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうこ

生徒に必要な資質・能力を効果的に育成するためには、教科等の目標及び内容と学習評
価とを一体的に検討することが重要であり、授業の改善と評価の改善を両輪として行って
いくこと（指導と評価の一体化）が求められています。
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各教科の学習内容と関連付けて教科等横断的に取り組むとともに、学校行事や児童生徒会活

動との関連性を図ります。

＜県参考資料＞

❽高校教育課「エコリーダースクール・トップページ」

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/180/257226.html

ＩＣＴ環境を活用した資格取得の促進
１人１台タブレット端末を活用したオンライン講座を実施し、学校・学科の枠を越えた学び

の場や機会を創出します。

■ オンラインによる講座配信

❼環境教育の推進 (担当：高校教育課／義務教育課)

❾高校生が切磋琢磨して学び合う機会の創出 (担当：高校教育課)

実 施 校

・ 県立高等学校（職業に関する学科・総合学科）

・ 県立特別支援学校（就業実践科）

高い専門性を有した講師による講座

【県内企業の技術者、大学・専門学校等の教員】

オンライン

配 信

参 加 校

・ 県立高等学校

・ 県立下関中等教育学校

・ 県立特別支援学校

資格取得に向けた学習

【やまぐちエコリーダースクールとは】
環境教育に関する活動に環境マネジメントシステム（ＰＤＣＡサイクル）の手法を取り入れた取組
を行い、県教委が「やまぐちエコリーダースクール」と認証した学校です。

＜例＞世界平和と人類の福祉の増大
地球環境、資源・エネルギー、貧困   
などの課題の解決のために経済的、技術
的な協力が大切であること
を理解すること。

（中学校社会）

学習活動宣言に基づく実践活動

○△学校
１ 空き教室の照明のスイッチ
をこまめに切ります。
２ 手洗い・歯磨きの水を節約
します。

行動宣言

やまぐちエコリーダー
スクールでは・・・

他校への成果の普及
家庭・地域での
環境保全活動の充実

実践活動への応用

実践に基づく学習
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② 読書活動の推進 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 読書が好きと感じている児童生徒の割合を増やすため、本や活字に親しむ機会を提供す

るとともに、読書の習慣化に向けた取組を充実し、その取組を広く県民に周知します。 

 ◆ 研修や講座等を通して、子どもと本をつなぐ人材の育成や、資料・情報の提供を推進す

る「山口県子ども読書支援センター」の取組を促進します。 

 ◆ 県立図書館や学校図書館の図書資料の充実を図り、多様な子どもたちが読書活動に親し

むことができる読書環境の整備を促進します。 

 

【主な取組】 （担当課：地域連携教育推進課／義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室／乳幼児の育ちと学び支援センター） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 本や活字に親しむ読書活動の推進 

 ○ 読み聞かせや読書会、ブックトーク等、本に親しむ機会の充実 

 

・ 読書の時間などの全校体制による読書活動の実施 
学校 

(小・中・特) 
 

・ 読書ボランティアと連携した読み聞かせやブックトーク等の実施 

幼保等 

学校 

(小・中・特) 

 

○ 児童生徒が主体となった読書イベントの実施 

・ 推薦図書の紹介や図書の展示の工夫等、委員会活動の活性化 

・ 「ライぶらり※１」「読書会」「ビブリオバトル」等の取組の実施 

学校 

（小・中・高） 
 

○ 県立図書館における子どもの読書イベントの実施 

・ 「おはなし会」の開催 

・ 「こどもの読書週間」や夏休み等における子ども向け行事の開催 

県教委  

○ 家庭・地域と連携した読書活動の推進 

・ 読書ボランティアと連携した「おはなし会」等、子ども向け行事の

開催 

県教委 

市町教委 
 

■ 山口県子ども読書支援センターによる取組 

 
○ 「ライぶらり」の普及・充実による読書活動の推進 

・ 図書館と出会う読書活動「ライぶらり」の推進 
県教委 P148 

○ メールマガジン配信や優れた取組の紹介による情報提供の充実 

・ メールマガジン「本はともだち」の配信 

・ ホームページやＳＮＳを活用した情報発信 

県教委 P148 

○ 学校等と連携した本や活字に親しむ機会の提供 

・ 「子どもと本をつなぐスキルアップ講座」の開催 

・ 「学校図書館セミナー」の開催 

・ 「幼稚園・保育園のための子ども読書研修会」の開催 

・ 「新刊児童書閲覧会」の開催 

・ 「出前こどもとしょかん」の実施（小・中・特別支援学校対象） 

・ 「読書講演会」の実施（高等学校対象） 

・ 学校や読書ボランティア団体等への「団体貸出」の実施 

・ 講師の派遣や学校図書館運営に係る相談対応 

県教委 P148 
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② 読書活動の推進 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 読書が好きと感じている児童生徒の割合を増やすため、本や活字に親しむ機会を提供す

るとともに、読書の習慣化に向けた取組を充実し、その取組を広く県民に周知します。 

 ◆ 研修や講座等を通して、子どもと本をつなぐ人材の育成や、資料・情報の提供を推進す

る「山口県子ども読書支援センター」の取組を促進します。 

 ◆ 県立図書館や学校図書館の図書資料の充実を図り、多様な子どもたちが読書活動に親し

むことができる読書環境の整備を促進します。 

 

【主な取組】 （担当課：地域連携教育推進課／義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室／乳幼児の育ちと学び支援センター） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 本や活字に親しむ読書活動の推進 

 ○ 読み聞かせや読書会、ブックトーク等、本に親しむ機会の充実 

 

・ 読書の時間などの全校体制による読書活動の実施 
学校 

(小・中・特) 
 

・ 読書ボランティアと連携した読み聞かせやブックトーク等の実施 

幼保等 

学校 

(小・中・特) 

 

○ 児童生徒が主体となった読書イベントの実施 

・ 推薦図書の紹介や図書の展示の工夫等、委員会活動の活性化 

・ 「ライぶらり※１」「読書会」「ビブリオバトル」等の取組の実施 

学校 

（小・中・高） 
 

○ 県立図書館における子どもの読書イベントの実施 

・ 「おはなし会」の開催 

・ 「こどもの読書週間」や夏休み等における子ども向け行事の開催 

県教委  

○ 家庭・地域と連携した読書活動の推進 

・ 読書ボランティアと連携した「おはなし会」等、子ども向け行事の

開催 

県教委 

市町教委 
 

■ 山口県子ども読書支援センターによる取組 

 
○ 「ライぶらり」の普及・充実による読書活動の推進 

・ 図書館と出会う読書活動「ライぶらり」の推進 
県教委 P148 

○ メールマガジン配信や優れた取組の紹介による情報提供の充実 

・ メールマガジン「本はともだち」の配信 

・ ホームページやＳＮＳを活用した情報発信 

県教委 P148 

○ 学校等と連携した本や活字に親しむ機会の提供 

・ 「子どもと本をつなぐスキルアップ講座」の開催 

・ 「学校図書館セミナー」の開催 

・ 「幼稚園・保育園のための子ども読書研修会」の開催 

・ 「新刊児童書閲覧会」の開催 

・ 「出前こどもとしょかん」の実施（小・中・特別支援学校対象） 

・ 「読書講演会」の実施（高等学校対象） 

・ 学校や読書ボランティア団体等への「団体貸出」の実施 

・ 講師の派遣や学校図書館運営に係る相談対応 

県教委 P148 
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※１ ライぶらり：学校図書館の蔵書を活用した図書館探検の手法。児童・生徒の主体的・対話的な読書活動を  

推進するため、平成 30年度に山口県子ども読書支援センターにおいて考案

※２ 第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」：令和４年度から令和８年度までを対象期間とする公立小中学

校等の学校図書館における、学校図書館図書標準の達成、計画的な図書の更新、新聞の複数紙配備、学校司書

の配置拡充が図られることを目的に策定

※３ アクセシブルな書籍：「読書バリアフリー法」第２条第２項の「視覚障害者等が利用しやすい書籍」で、   

点字図書、拡大図書、録音図書、さわる絵本、布の絵本等、視覚障害者等が、その内容を容易に認識すること

ができる書籍や電子書籍

※４ マルチメディアデイジー：視覚障害や学習障害などで読むことが困難な方のための、パソコン等により文字・

音声・画像を同時に再生できる図書（マルチメディアデイジー図書）の国際規格（「デイジー（ＤＡＩＳＹ）」

は Digital Accessible Information System（誰もが使いやすい情報システム）の略）

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値 目標値

(2027(令和９)年度)

読書が好きと感じている児童生徒の割合

（公立小・中学校）

小 72.6%

中 68.1%

(2022(令和４)年度)

小 65.3%

中 62.6%

(2024(令和６)年度)

小 80.0％

中 75.0％

学校以外で、月に１冊も本(漫画本を除く)を

読まない児童生徒の割合

小 29.4%

中 35.6%

(2022(令和４)年度)

小 32.3%

中 38.4%

(2025(令和７)年度)

小 25.0％

中 30.0％

県立図書館における児童書貸出冊数
110,478冊

(2022(令和４)年度)

89,920冊
(2024(令和６)年度)

120,000冊

県立図書館の電子図書館サービス閲覧数
12,268件

(2022(令和４)年度)

12,464件

(2024(令和６)年度)
15,000件

■ 読書活動の推進に向けた環境の整備

○ 第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」※２に基づいた図書資料の整備の促進

・ 子どもの読書活動関連資料の整備・充実
県教委

市町教委

・ 第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」に基づく図書や新聞の

整備や充実

・ 様々な興味・関心に応じた魅力的な学校図書館資料の整備・充実

学校

（小・中・高・特）

○ デジタル端末で本や活字に親しむことができる環境の整備

・ 県立図書館電子図書館サービスの活用促進
県教委

○ 司書教諭や学校司書の配置促進及び資質向上研修の充実

・ 司書教諭配置の促進及び司書教諭等研修会における司書教諭と学校

司書の役割等に関する研修の充実

県教委

市町教委

■ 視覚障害者等の読書環境の整備

○ アクセシブルな書籍※３等の充実及び利用に向けたサービスの周知

・ マルチメディアデイジー※４図書等の資料収集や利用に関する情報の

発信

県教委

市町教委

取組の進捗 p-d-Check-a
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全ての子どもたちが、生涯にわたる読書習慣を身に付けられるよう家庭、地域、学校、公立図書館等

が連携・協働し、社会全体で子どもの主体的な読書活動を推進します。

＜国参考資料＞
文部科学省 第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（Ｒ５.３ 閣議決定）

https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/mext_00072.html

＜県参考資料＞
地域連携教育推進課「山口県子ども読書活動推進計画第５次計画（概要・全文）」（Ｒ６.３ 策定）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/183/125453.html

参考

家庭・地域・学校等が連携した社会総がかりによる読書活動の推進

学 校
○ 読書活動の推進
○ 授業での学校図書館等の活用促進  

○ 学校図書館の環境整備 等

家 庭
○ 読み聞かせや親子読書の取組
○ 公立図書館等の活用

○ 読書イベント等への参加 等

地 域
〇 公民館等での読み聞かせ等の実施
○ 読書ボランティア活動への参加
○ ネットワーク化の推進 等

山口県子ども読書支援センター
○ 読書ボランティア、図書館司書、学校図書館関係者、教員等を対象とした研修会の開催  
○ 講師派遣や学校図書館運営に係る相談   ○ ホームページやメールマガジンによる情報提供    
○ 「出前こどもとしょかん」や「おはなし会」等の子ども向け行事の開催  ○ 団体貸出  等

県・市町教育委員会
○ 「子ども読書活動推進計画」策定 ○ 公立図書館の整備・充実 ○ 司書教諭等の配置促進と研修の充実
○ 家庭での読書の奨励 ○ 山口県子ども読書活動団体の表彰 ○ 幼稚園・保育所等における読書の推進

○ 「山口県子ども読書活動推進協議会」の設置 ○ 「学校図書館ガイドライン」に基づいた学校図書館の整備・充実  
等

家庭・地域・学校等が連携した社会総がかりによる読書活動の推進
(担当：地域連携教育推進課)

公立図書館
○ 読書機会の確保   〇 読書環境の整備   〇 読書活動の推進  〇 図書館資料の充実と提供

〇 読書に親しむ機会の提供   〇 学校、幼稚園・保育所等に対する支援 等

山口県子ども読書支援センター山口県子ども読書支援センター
○ 読書ボランティア、図書館司書、学校図書館関係者、教員等を対象とした研修会の開催  研修会の開催  研修会の開催
○ 講師派遣や学校図書館運営に係る相談   講師派遣や学校図書館運営に係る相談   講師派遣や学校図書館運営に係る相談 ○ ホームページやメールマガジンによる情報提供    ホームページやメールマガジンによる情報提供    ホームページやメールマガジンによる情報提供
○ 「出前こどもとしょかん」や「おはなし会」等の子ども向け行事の開催  ○ 団体貸出  等

県・市町教育委員会
○ 「子ども読書活動推進計画」策定 ○ 公立図書館の整備・充実 ○ 司書教諭等の配置促進と研修の充実
○ 家庭での読書の奨励 ○ 山口県子ども読書活動団体の表彰 ○ 幼稚園・保育所等における読書の推進

○ 「山口県子ども読書活動推進協議会」の設置 ○ 「学校図書館ガイドライン」に基づいた学校図書館の整備・充実  充実  充実
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○ 学校図書館の環境整備 等
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○ 講師派遣や学校図書館運営に係る相談   ○ ホームページやメールマガジンによる情報提供    
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県・市町教育委員会
○ 「子ども読書活動推進計画」策定 ○ 公立図書館の整備・充実 ○ 司書教諭等の配置促進と研修の充実
○ 家庭での読書の奨励 ○ 山口県子ども読書活動団体の表彰 ○ 幼稚園・保育所等における読書の推進

○ 「山口県子ども読書活動推進協議会」の設置 ○ 「学校図書館ガイドライン」に基づいた学校図書館の整備・充実  
等
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(担当：地域連携教育推進課)
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山口県子ども読書支援センター山口県子ども読書支援センター
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○ 講師派遣や学校図書館運営に係る相談   講師派遣や学校図書館運営に係る相談   講師派遣や学校図書館運営に係る相談 ○ ホームページやメールマガジンによる情報提供    ホームページやメールマガジンによる情報提供    ホームページやメールマガジンによる情報提供
○ 「出前こどもとしょかん」や「おはなし会」等の子ども向け行事の開催  ○ 団体貸出  等

県・市町教育委員会
○ 「子ども読書活動推進計画」策定 ○ 公立図書館の整備・充実 ○ 司書教諭等の配置促進と研修の充実
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○ 「山口県子ども読書活動推進協議会」の設置 ○ 「学校図書館ガイドライン」に基づいた学校図書館の整備・充実  充実  充実
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③ 学校における人権教育の推進 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 「山口県人権推進指針❶」及び「山口県人権教育推進資料❷」に基づいて、児童生徒の心

身の成長の過程に即し、教育活動を通して人権尊重の意識を高め、一人ひとりを大切にす

る教育を組織的・計画的に推進します。 

 ◆ 児童生徒の自主性と実践への意欲の高まりをめざし、人と人との関わりの中で主体的な

学びが行われるよう、人権尊重の視点に立った指導の充実を図ります。 

【主な取組】                         （担当課：人権教育課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 人権尊重の意識を高め、一人ひとりを大切にする教育の推進 

 
○ 人権が尊重された学校づくりの充実❸ 

・ 「山口県人権推進指針」及び「山口県人権教育推進資料」に基づい

た、互いの人格を尊重した態度や言動を育む指導の展開 

・ 人権に関する児童生徒作品（ポスター）の募集及び入賞作品を活用

した広報の充実 県教委 

市町教委 

学校 

（小・中・高・特） 

P148 
○ 主体性を育み、課題解決力等を高める授業実践 

・ 様々な人権課題に対する理解を深め主体的に解決しようとする資質

能力の涵養を目的とした、教科等で活用できる指導資料の作成及び活

用方法の提示 

・ 教育ＤＸの進展を背景とした児童生徒によるタブレット端末等を介

した様々な人権侵害の未然防止に向けた取組の紹介 

■ 教職員研修の充実 

 ○ 人権が尊重された学校づくりや指導方法に関する研修の充実 

・ 教職員の人権意識の向上を目的とした「人権尊重の視点に立った教

育活動の振り返りシート」の活用促進 

・ 学校、家庭、地域社会の連携・協働体制による「人権が尊重された

学校づくり」の取組に関する、「News letter」や「ふれあい夢通信」

等を活用した情報発信 

県教委 

市町教委 

学校 

（小・中・高・特） 

P148 

○ 研修機会の充実に向けた支援 

・ 様々な人権課題に対応できる研修内容の充実及びサテライト研修の

活用促進 

・ 人権教育担当者研究協議会（県内７ブロック）の充実に向けた、担

当校との情報交換及び講師経費の支援（高・特） 

■ 人権に関する資料の整備と活用の促進 

 ○ 基本的人権に関する理解を深めるための資料の提供 

・ 教科等で活用できる指導資料の作成、整備及びウェブページによる

情報提供 
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市町教委 
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P154 
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・ 視聴覚資料を活用した効果的な学習活動に関する研修会の実施 
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値 目標値

(2027(令和９)年度)

人権教育に関するサテライト研修等への
県教委からの講師派遣回数

223回
（5年間・44.6回/年）

(2018(平成 30)年度
～2022(令和４)年度)

93回
(2年間・46.5回/年)

(2023(令和５)年度
～2024(令和６)年度)

250回
（5年間・50回/年）

人権に関する視聴覚資料の貸出状況

724本
（5年間・144.8本/年）

(2018(平成 30)年度
～2022(令和４)年度)

286本
(2年間・143本/年)

(2023(令和５)年度
～2024(令和６)年度)

750本
（5年間・150本/年）

人権教育の推進にあたっては、教育内容、指導方法とともに、学習の場そのものが、児童生

徒にとって、安心して、楽しく学ぶことのできる環境でなければなりません。そのため、互い

を尊重した人間関係や人権が尊重された学習環境などが、人権教育の重要な基盤となります。

＊

＊ 意義…意味・価値

＊ 理念…基本的な考え方

＜国参考資料＞

法務省「人権教育・啓発に関する基本計画（第二次）」

https://www.moj.go.jp/JINKEN/JINKEN83/jinken83.html

＜県参考資料＞

❶人権対策室「山口県人権推進指針」（Ｈ14.３策定、Ｈ24.３改定、Ｒ６.12 改定）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/36/14902.html

❷人権教育課「山口県人権教育推進資料」（Ｈ24.３作成、Ｒ７.３改定）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/291558.html

取組の進捗 p-d-Check-a

❸人権が尊重された学校づくりの充実 (担当：人権教育課)

参考

基本的人権尊重の視点

に立った取組の中で、個人

の尊重、生命・自由・幸福

追求の権利の尊重、法の下

の平等など、〈基本的人権

に関わる学び〉として、基

本的人権の意義や人権尊

重の理念の正しい理解と

人権の大切さに気付く豊

かな感性などの育成をめ

ざします。

- 18 -



１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

- 18 -
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93回
(2年間・46.5回/年)
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250回
（5年間・50回/年）

人権に関する視聴覚資料の貸出状況

724本
（5年間・144.8本/年）

(2018(平成 30)年度
～2022(令和４)年度)

286本
(2年間・143本/年)

(2023(令和５)年度
～2024(令和６)年度)

750本
（5年間・150本/年）

人権教育の推進にあたっては、教育内容、指導方法とともに、学習の場そのものが、児童生

徒にとって、安心して、楽しく学ぶことのできる環境でなければなりません。そのため、互い

を尊重した人間関係や人権が尊重された学習環境などが、人権教育の重要な基盤となります。

＊

＊ 意義…意味・価値

＊ 理念…基本的な考え方

＜国参考資料＞

法務省「人権教育・啓発に関する基本計画（第二次）」

https://www.moj.go.jp/JINKEN/JINKEN83/jinken83.html

＜県参考資料＞

❶人権対策室「山口県人権推進指針」（Ｈ14.３策定、Ｈ24.３改定、Ｒ６.12 改定）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/36/14902.html

❷人権教育課「山口県人権教育推進資料」（Ｈ24.３作成、Ｒ７.３改定）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/291558.html

取組の進捗 p-d-Check-a

❸人権が尊重された学校づくりの充実 (担当：人権教育課)

参考

基本的人権尊重の視点

に立った取組の中で、個人

の尊重、生命・自由・幸福

追求の権利の尊重、法の下

の平等など、〈基本的人権

に関わる学び〉として、基

本的人権の意義や人権尊

重の理念の正しい理解と

人権の大切さに気付く豊

かな感性などの育成をめ

ざします。

１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進 
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④ 体力向上の推進 
【2026(令和８)年度の取組方針】 
 ◆ 学校、市町教育委員会、県教育委員会が一体となって、バランスのとれた体力向上をめ

ざす、「体力向上維新プロジェクト❶」を推進します。 
◆ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果を踏まえ、関係団体等と連携した組織的な
取組の推進を図ります。 

 ◆ 教員の指導力向上に向けた各種研修会等への参加促進や、体育授業マイスターやアスリ
ート等の積極的な活用により、学校体育の充実を図ります。 

 ◆ コミュニティ・スクール等との連携を促進し、家庭や地域、学校が一体となった運動習
慣づくりの取組の推進を図ります。 

【主な取組】                      （担当課：学校安全・体育課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 「体力向上維新プロジェクト」の推進 

 ○ 体力向上に向けた全小・中学校の共通の取組の推進 

 

・ 準備運動、おうちで運動※１の充実 
・ 正しい測定方法や動作のポイント等についての研修会の実施、実施
時期の統一（５～７月）、体力確認テスト（対象：小４・中１、11～12
月）の実施による新体力テストの充実 

県教委 
市町教委 
学校(小・中) 

 

 

・ 指導資料「柔軟性向上運動メニュー 改訂版」「柔軟性向上運動  
メニュー動きのポイント」「（新体力テスト動画資料）児童生徒の力を
発揮させるために」「体力アップのための準備運動例」「レノファ山口
運動プログラム集」等の活用 

学校 
（小・中・高・特）  

 

○ 各学校の課題に応じた、特色ある取組の推進 

 
・ 新体力テスト等の調査結果に基づく検証改善サイクルを活用した体
力課題の把握と課題解決に向けた取組の見直し及び改善 

県教委 
市町教委 
学校(小・中) 

 

 
・ 学校の課題に合わせた取組（学校オリジナル活動）の充実 
新 運動時間の確保や運動への興味を引き出す校内環境の工夫・充実 

学校(小・中)  

■ 体力向上に向けた組織的な取組の推進 

 ○ 関係団体等と連携した取組の検証、改善 

 
・ スポーツ医・科学の知見を有する専門家や関係機関の代表者等に 
よる「体力アップチャレンジ協議会」の開催 

県教委 P149 

 
・ 「体力向上レポート※２」の効果的な活用による、各市町教委・学校に
おける好事例を展開 

県教委 
市町教委 
学校(小・中) 

 

■ 指導方法の工夫改善による学校体育の充実 

 ○ 体育・保健体育科授業の改善と充実に向けた教員の指導力向上 

 
・ 学校体育セミナーや実技講習会等の開催 
新 体育授業マイスターの育成・資質向上に向けた連絡会議や研修会等
の開催 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

P149 

 

・ 体育授業マイスター制度※３の活用 学校（小） P149 

・ 授業におけるＩＣＴの効果的な活用事例の収集、周知 
・ ＩＣＴの活用を充実させていくための研修等の実施 

県教委 
学校 

(小・中・高) 
P149 
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※１ おうちで運動：子どもが、毎日、家庭で、発達の段階に応じた運動を行う取組

※２ 体力向上レポート：各学校の体力向上に向けた取組や成果を記載したもの

※３ 体育授業マイスター制度：小学校体育科授業において高い指導力を有する教員を「体育授業マイスター」に

任命し、学校に派遣する制度

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値

(2027(令和９)年度)

「全国体力・運動能力、運動習

慣等調査」における、体力合計

点の県平均点（公立小・中学校）

※（ ）内は全国平均値

小５男子 50.5点

（52.3点）

小５女子 52.9点

（54.3点）

中２男子 39.8点

（40.9点）

中２女子 47.2点

（47.3点）
(2022(令和４)年度)

小５男子 53.0点

（53.0点）

小５女子 54.3点

（54.0点）

中２男子 42.3点

（42.1点）

中２女子 48.2点

（47.5点）
(2025（令和７）年度)

全国平均値を超える

「全国体力・運動能力、運動習

慣等調査」における、１週間の

総運動時間が 420分以上の児童

生徒の割合（公立小・中学校）

小５男子 54.1％

小５女子 33.1％

中２男子 84.2％

中２女子 62.5％
(2022(令和４)年度)

小５男子 50.2％

小５女子 29.3％

中２男子 74.1％

中２女子 52.0％
(2025（令和７）年度)

山口県平均値

(2019(令和元)年度)

小５男子 56.4％

小５女子 36.9％

中２男子 87.6％

中２女子 67.7％

○ 関係団体等と連携した学校体育活動の充実

・ 学校の課題に応じた地域スポーツ指導者の派遣とその活用
・ プロスポーツチームと連携した新体力テストや運動・健康教室、出
前教室の実施

県教委
市町教委
学校

(小・中・高)

P149

・ 学校体育活動や家庭等で実践できる運動動画等の活用
学校

（小・中・高・特）

・ アスリート派遣による体育授業等の充実
学校

（小・中・高・特）

■ 家庭や地域、学校が一体となった運動習慣づくりのための取組の充実

○ 家庭と連携した取組の推進

・ ホームページを活用した本県の体力、運動習慣等の状況や運動の重要
性に関する情報提供、家庭でできる運動メニューの紹介

・ 出前授業による運動教室や講義を通した、啓発活動の充実
県教委 P149

・ 指導資料「子どもに経験させたい運動・遊び」「チャレンジやまぐち❷」
等を活用した取組の推進

学校(小・中)

○ 地域との連携による運動・遊び等の活動機会の確保

・ 「地域協育ネット」の仕組みを生かした運動・遊び等の機会の確保
県教委
市町教委
学校(小・中)

・ 学校運営協議会等を活用し、地域と連携・協働した体育活動の実施 学校(小・中)

取組の進捗 p-d-Check-a
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※１ おうちで運動：子どもが、毎日、家庭で、発達の段階に応じた運動を行う取組

※２ 体力向上レポート：各学校の体力向上に向けた取組や成果を記載したもの

※３ 体育授業マイスター制度：小学校体育科授業において高い指導力を有する教員を「体育授業マイスター」に

任命し、学校に派遣する制度

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値

(2027(令和９)年度)

「全国体力・運動能力、運動習

慣等調査」における、体力合計

点の県平均点（公立小・中学校）

※（ ）内は全国平均値

小５男子 50.5点

（52.3点）

小５女子 52.9点

（54.3点）

中２男子 39.8点

（40.9点）

中２女子 47.2点

（47.3点）
(2022(令和４)年度)

小５男子 53.0点

（53.0点）

小５女子 54.3点

（54.0点）

中２男子 42.3点

（42.1点）

中２女子 48.2点

（47.5点）
(2025（令和７）年度)

全国平均値を超える

「全国体力・運動能力、運動習

慣等調査」における、１週間の

総運動時間が 420分以上の児童

生徒の割合（公立小・中学校）

小５男子 54.1％

小５女子 33.1％

中２男子 84.2％

中２女子 62.5％
(2022(令和４)年度)

小５男子 50.2％

小５女子 29.3％

中２男子 74.1％

中２女子 52.0％
(2025（令和７）年度)

山口県平均値

(2019(令和元)年度)

小５男子 56.4％

小５女子 36.9％

中２男子 87.6％

中２女子 67.7％

○ 関係団体等と連携した学校体育活動の充実

・ 学校の課題に応じた地域スポーツ指導者の派遣とその活用
・ プロスポーツチームと連携した新体力テストや運動・健康教室、出
前教室の実施

県教委
市町教委
学校

(小・中・高)

P149

・ 学校体育活動や家庭等で実践できる運動動画等の活用
学校

（小・中・高・特）

・ アスリート派遣による体育授業等の充実
学校

（小・中・高・特）

■ 家庭や地域、学校が一体となった運動習慣づくりのための取組の充実

○ 家庭と連携した取組の推進

・ ホームページを活用した本県の体力、運動習慣等の状況や運動の重要
性に関する情報提供、家庭でできる運動メニューの紹介

・ 出前授業による運動教室や講義を通した、啓発活動の充実
県教委 P149

・ 指導資料「子どもに経験させたい運動・遊び」「チャレンジやまぐち❷」
等を活用した取組の推進

学校(小・中)

○ 地域との連携による運動・遊び等の活動機会の確保

・ 「地域協育ネット」の仕組みを生かした運動・遊び等の機会の確保
県教委
市町教委
学校(小・中)

・ 学校運営協議会等を活用し、地域と連携・協働した体育活動の実施 学校(小・中)

取組の進捗 p-d-Check-a

１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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体力は、人間のあらゆる活動の源であり、健康の維持のほか意欲や気力といった精神面の充実に大き

く関わっており、「生きる力」を支える重要な要素です。本県では、学校、市町教育委員会、県教育委

員会が一体となって、バランスの取れた体力向上をめざす、「体力向上維新プロジェクト」を推進し、

心身ともに健康で、未来をたくましく生き抜く力を育成します。

＜県参考資料＞

❶学校安全・体育課 「体力向上維新プロジェクト」（Ｒ５.２～）

https://sites.google.com/g.ysn21.jp/tairyoku-up-ishin/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0

・ 指導資料「柔軟性向上運動メニュー動きのポイント」

・ 指導資料「体力アップのための準備運動例」

・ 新体力テスト実施に向けた研修資料「児童生徒の力を発揮させるために」

・ 「子どもに経験させたい運動・遊び」  等

❷学校安全・体育課 チャレンジやまぐち・「チャレンジやまぐち」運動遊びプログラム

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26663.html

・ 子どもの体力について

・ 「バランス」運動遊びプログラム

・ 「体の移動」運動遊びプログラム  等

参考

体力向上の取組推進に向けて (担当：学校安全・体育課)
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⑤ 学校保健、学校給食・食育の充実 
【2026(令和８)年度の取組方針】 
◆ 子どもたちが生涯を通じて心身の健康を保持増進するために、望ましい生活習慣や食習
慣を身に付けることができるよう、学校・家庭・地域の連携による組織的・計画的な学校
保健・食育の推進を図ります。 

◆ 現代的な健康課題の解決に向け、学校保健委員会の活性化や、学校医・学校歯科医・学
校薬剤師及び医療機関等との連携体制の一層の充実を図ります。 

◆ 「生きた教材」である学校給食を活用した食に関する指導の充実を図るとともに、安全・
安心な学校給食を提供するため、衛生管理・危機管理の徹底を図ります。 

◆ 学校保健及び食育・給食管理に関する研修会等の充実により、養護教諭や栄養教諭等の
更なる資質能力の向上を図ります。 

【主な取組】           （担当課室：学校安全・体育課／学校運営・施設整備室） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 望ましい生活習慣・食習慣の定着に向けた学校・家庭・地域の連携による組織的・計画的な学校保健・食育の推進 

 ○ 児童生徒の実態を踏まえた「学校保健計画」及び「食に関する指導の全体計画」の見直し・改善の推進  

 ・ 児童生徒の実態を踏まえた計画等の毎年度の見直し・改善の推進 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

 

 
・ 健康課題の解決に向けた学校保健委員会の計画的開催（年２回以上） 
・ オンラインの活用等による学校保健委員会の開催回数や参加率の向上 

学校 
（小・中・高・特） 

 

○ 養護教諭・栄養教諭等を中心とした学校全体で取り組む推進体制の充実 

 
・ 学校教育活動全体を通じてチーム学校で取り組む学校保健・食育の
ＰＤＣＡサイクルの確立 

拡 養護教諭・栄養教諭等の連携による組織的な個別指導の促進・実施 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

 

 
・ 県教委や文部科学省、日本学校保健会、日本スポーツ振興センター
が作成している資料等を活用した校内研修の実施 

・ 学校保健研究大会等における健康教育の実践事例の共有による各学校の取組の充実 

学校 
（小・中・高・特） 

 

○ コミュニティ・スクールを核とした学校・家庭・地域が連携した学校保健・食育の推進 

 
・ 学校保健委員会や地域学校保健委員会の開催及び積極的な情報発信
による学校・家庭・地域が連携した取組の推進 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

 

 
・ 学校運営協議会における健康課題や食に関する課題の共有及び熟議の開催 
・ 「食に関する指導の手引 ～学校・家庭・地域で取り組む食育の推
進～」❶の活用 

学校 
（小・中・高・特） 

 

■ 現代的な健康課題の解決に向けた学校保健の充実 

 ○ ＩＣＴ活用等による学校保健委員会の活性化、学校医・学校歯科医・学校薬剤師及び医療機
関等との連携体制の一層の充実 

 
・ 県医師会・県歯科医師会・県薬剤師会、学校保健会等と連携した研
究大会や委員会の開催等による学校保健の推進 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

P149 

 
・ 学校保健計画の作成や学校保健委員会への参画による学校医・学校
歯科医・学校薬剤師等との連携体制の充実 

・ ＩＣＴ環境を生かした児童生徒・地域人材の参画など、学校保健委員会の活性化 

学校 
（小・中・高・特） 

 

 ○ アレルギー疾患対応に係る取組の充実  
  ・ 「学校におけるアレルギー疾患対応委員会」での検討結果を踏まえた学校における組織体制の改善  
  ・ 「緊急時対応事案」や「ヒヤリハット事例」の情報共有及びエピペ

ン○Rの使用方法を盛り込んだ校内研修の推進 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

P149 
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※１ 養護教諭指導員：養護教諭の資質能力向上のため、職務に関する質疑や研修に対して指導・助言を行う経験

豊かで指導力のある養護教諭 

○ 専門家や関係機関と連携した学校歯科保健の推進 
・ 「学校歯科保健推進検討委員会」による指導内容の検討及び効果的
な指導方法の周知 

・ 県健康福祉部、県歯科医師会等が連携して実施する「健口スマイル
運動」に関する学校における取組の普及啓発 

県教委 
市町教委 

P149 

○ 学校医や学校薬剤師、関係機関と連携したがん教育や薬物乱用防止教育の充実 

 
・ 「山口県がん教育推進協議会」におけるがん教育の取組方針及び効
果的な方策の検討 

・ 外部講師や文部科学省教材❸を活用したがん教育の推進 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

P149 

 

・ 学校薬剤師、警察職員、認定講師等と連携した、各学校における年
１回の薬物乱用防止教室の実施 

・ 学校薬剤師等と連携した学校環境衛生活動の充実（学校環境衛生基
準に基づく学校環境衛生検査の確実な実施等） 

学校 
（小・中・高・特） 

 

■ 「生きた教材」である学校給食の充実 

 ○ 食に関する指導における「生きた教材」としての学校給食の活用に向けた献立の工夫 

 
・ 食に関する指導の全体計画を反映させた献立計画に基づく献立作成
の推進 

・ 県農林水産部等関係機関との連携による地場産食材活用の促進 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

 

 
・ 地域の生産者との連携による地場産食材を活用した給食献立の工夫
と食に関する指導による地域の食文化や産業、環境への理解促進 

学校 
（小・中・高・特） 

 

○ 衛生管理・危機管理の徹底による安全・安心な学校給食の提供 
・ 関係機関と連携した衛生管理・危機管理に関する研修会の開催等に 
よる学校の安全管理体制の充実 

・ 給食施設の衛生管理状況等の調査及び改善指導による安全管理の徹底 

県教委 
市町教委 

 

○ 食物アレルギー事故防止に向けた全教職員の共通理解による組織的な
取組の徹底 
・ 「学校におけるアレルギー疾患対応マニュアル」❷の活用（対応方

針の見直し、校内研修など） 

・ 関係機関と連携し方針に基づいた組織的な対応の徹底 
・ 児童生徒の正確な実態把握と個別の支援プラン作成の推進 

学校 
（小・中・高・特） 

P149 

新 学校給食費の抜本的な負担軽減 
  ・ 小学校段階（公立）において、保護者負担となっている学校給食費

（食材費）の負担軽減を通じた子育て支援や、栄養水準の確保や地産
地消の推進など「給食の質の向上」に向けた取組の推進 

県教委 
市町教委 

P132 
P149 

○ 物価上昇に伴う県立学校給食費高騰分の差額支援 
  ・ 食材料費が上昇する中でも、栄養バランスや量を保った学校給食が

実施されるよう、学校給食費高騰分の一部の補助 
県教委 

P132 
P149 

■ 養護教諭及び栄養教諭等の更なる資質能力の向上 

 ○ 学校保健及び食育・給食管理に関する研修会等の充実 
・ 養護教諭・栄養教諭等の専門的知識と技能の習得を目的とした各種 
研修会の開催 

・ 県立学校や各市町における食に関する指導研修会の開催 

県教委 
市町教委 

P149 

○ 健康教育指導者養成研修及び食育指導者養成研修への派遣 
・ 保健体育関係長期研修及び健康教育指導者養成研修、食育指導者養
成研修への派遣及び研修成果の活用 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

 

○ 養護教諭指導員制度による養護教諭の資質能力の向上 
・ 養護教諭指導員※１の指導力の向上を図る研修の実施 

県教委 
市町教委 

 

○ 栄養教諭の計画的な配置の推進 
・ 栄養教諭の計画的な配置による食育の充実 

県教委 
市町教委 
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現代的な健康課題への対応

ポイント

★ 組織体制（校内対応委員会の
設置を含む）の整備

★ アレルギー疾患の理解と正確

な情報の把握・共有（「学校にお
けるアレルギー疾患対応マニュ
アル」の活用）

★ 関係機関との連携を含むアレ
ルギー疾患対応の研修会の充実

アレルギー疾患

ポイント

★ 事例検討会や研修の充実
★ 指導内容・方法の充実（スト
レスとのつきあい方、人間関係

づくり等）
★ 担任、教育相談・生徒指導担
当、養護教諭等の相互の連携

★ 健康観察・健康相談の充実

メンタルヘルス

ポイント
★ 指導の機会の充実 （身体計

測、全校集会時等）
★ 生活習慣に関する調査の実施
・振り返り、保護者との連携

★ 学校保健委員会等の充実（専
門家の意見を受け、学校と家庭
での役割を確認、同一地域内の

学校等の連携）

生活習慣

ポイント

★ 健康診断及び事前・事後指導
の充実

★ 学校歯科医や歯科衛生士と

連携したブラッシング指導等
の充実

★ 児童生徒保健委員会による歯

みがきの推進
★ 歯と口の健康週間の活用

歯と口の健康

・ 学校環境衛生活動

・ 感染症

・ 熱中症

・ 献血教育

・ 近視の増加

・ ICT環境の変化に伴う問題

・ スポーツ障害 等

その他の課題

ポイント

★ 教育活動全体を通じて児童生
徒の発達の段階に応じた指導

★ 年間指導計画の作成

★ 組織づくりと研修体制の確立
★ 集団指導と個別指導の充実
★ 外部講師による講演・研修会

の充実

性に関する指導

ポイント

★ 体育科、保健体育科を中心に
関連教科等を含めて教育活動全
体を通じて実施

★ 児童生徒に分かりやすい教材
と指導参考資料の活用

★ 学校医をはじめとした関係者

・関係機関との連携
★ 実施する上での配慮事項の確認

がん教育

ポイント

★ 学校・地域の実態や児童生徒
の発達の段階に応じた指導内容
・方法の工夫

★ 講演・研修会の実施（学校薬
剤師等外部講師の活用）

★ 指導の必要性や課題などにつ

いて、家庭・地域への普及啓発

喫煙･飲酒･薬物乱用防止

学 校 保 健

・ 学校保健委員会等の活性化（オンラインの
活用等による開催回数や参加率の向上等）

・ 家庭、地域の専門家や関係機関等との連携
(学校運営協議会における健康課題や食に関
する課題の共有及び熟議の開催等) 

・ 教職員の組織、協力体制の確立（チーム学
校で取り組む学校保健・食育のＰＤＣＡサ
イクルの確立）

組織活動

・ 体育科、保健体育科をはじめとする各
教科、総合的な学習(探究)の時間等にお

ける指導
・ 道徳、特別活動等における指導、その
他保健室や学級で行う集団・個別の指導

保健教育

・ 健康観察、健康診断（保健調査）、

健康相談及び保健指導、疾病の管
理・予防、感染症予防、救急処置、
学校環境衛生活動

保健管理

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値

(2027(令和９)年度)

肥満傾向児の出現率
小５男子 11.42％
小５女子 8.09％
(2021(令和３)年度)

小５男子 16.39％
小５女子 10.50％
(2024(令和６)年度)

小５男子 9.0％
小５女子 6.0％

12 歳でむし歯（う歯）のない人の
割合

70.1％

(2021(令和３)年度)

70.8％

(2024(令和６)年度)
80.0％

朝食を毎日食べる児童生徒の割合

（公立小･中学校）

小６ 94.4％
中３ 92.6％

(2023(令和５)年度)

小６ 93.8％
中３ 92.7％

(2025(令和７)年度)
100％

学校給食における地場産食材を使

用する割合

69.1％

(2022(令和４)年度)

64.6％

(2024(令和６)年度)
72.0％

学校保健の推進

子どもたちが生涯を通じて心身の健康を保持増進するための資質・能力を育成することをめざし、学

習指導要領に基づき、体育科・保健体育科や特別活動をはじめ、学校教育活動全体を通じた体系的な保

健教育を充実するとともに、複雑化・多様化する子どもたちの現代的な健康課題に対応するため、健康

相談及び保健指導、保健管理、保健組織活動等の取組を推進するなど、学校保健の充実を図ります。

取組の進捗 p-d-Check-a

組織的・計画的な学校保健・食育の推進 (担当：学校安全・体育課)

参考
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現代的な健康課題への対応

ポイント

★ 組織体制（校内対応委員会の
設置を含む）の整備

★ アレルギー疾患の理解と正確

な情報の把握・共有（「学校にお
けるアレルギー疾患対応マニュ
アル」の活用）

★ 関係機関との連携を含むアレ
ルギー疾患対応の研修会の充実

アレルギー疾患

ポイント

★ 事例検討会や研修の充実
★ 指導内容・方法の充実（スト
レスとのつきあい方、人間関係

づくり等）
★ 担任、教育相談・生徒指導担
当、養護教諭等の相互の連携

★ 健康観察・健康相談の充実

メンタルヘルス

ポイント
★ 指導の機会の充実 （身体計

測、全校集会時等）
★ 生活習慣に関する調査の実施
・振り返り、保護者との連携

★ 学校保健委員会等の充実（専
門家の意見を受け、学校と家庭
での役割を確認、同一地域内の

学校等の連携）

生活習慣

ポイント

★ 健康診断及び事前・事後指導
の充実

★ 学校歯科医や歯科衛生士と

連携したブラッシング指導等
の充実

★ 児童生徒保健委員会による歯

みがきの推進
★ 歯と口の健康週間の活用

歯と口の健康

・ 学校環境衛生活動

・ 感染症

・ 熱中症

・ 献血教育

・ 近視の増加

・ ICT環境の変化に伴う問題

・ スポーツ障害 等

その他の課題

ポイント

★ 教育活動全体を通じて児童生
徒の発達の段階に応じた指導

★ 年間指導計画の作成

★ 組織づくりと研修体制の確立
★ 集団指導と個別指導の充実
★ 外部講師による講演・研修会

の充実

性に関する指導

ポイント

★ 体育科、保健体育科を中心に
関連教科等を含めて教育活動全
体を通じて実施

★ 児童生徒に分かりやすい教材
と指導参考資料の活用

★ 学校医をはじめとした関係者

・関係機関との連携
★ 実施する上での配慮事項の確認

がん教育

ポイント

★ 学校・地域の実態や児童生徒
の発達の段階に応じた指導内容
・方法の工夫

★ 講演・研修会の実施（学校薬
剤師等外部講師の活用）

★ 指導の必要性や課題などにつ

いて、家庭・地域への普及啓発

喫煙･飲酒･薬物乱用防止

学 校 保 健

・ 学校保健委員会等の活性化（オンラインの
活用等による開催回数や参加率の向上等）

・ 家庭、地域の専門家や関係機関等との連携
(学校運営協議会における健康課題や食に関
する課題の共有及び熟議の開催等) 

・ 教職員の組織、協力体制の確立（チーム学
校で取り組む学校保健・食育のＰＤＣＡサ
イクルの確立）

組織活動

・ 体育科、保健体育科をはじめとする各
教科、総合的な学習(探究)の時間等にお

ける指導
・ 道徳、特別活動等における指導、その
他保健室や学級で行う集団・個別の指導

保健教育

・ 健康観察、健康診断（保健調査）、

健康相談及び保健指導、疾病の管
理・予防、感染症予防、救急処置、
学校環境衛生活動

保健管理

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値

(2027(令和９)年度)

肥満傾向児の出現率
小５男子 11.42％
小５女子 8.09％
(2021(令和３)年度)

小５男子 16.39％
小５女子 10.50％
(2024(令和６)年度)

小５男子 9.0％
小５女子 6.0％

12 歳でむし歯（う歯）のない人の
割合

70.1％

(2021(令和３)年度)

70.8％

(2024(令和６)年度)
80.0％

朝食を毎日食べる児童生徒の割合

（公立小･中学校）

小６ 94.4％
中３ 92.6％

(2023(令和５)年度)

小６ 93.8％
中３ 92.7％

(2025(令和７)年度)
100％

学校給食における地場産食材を使

用する割合

69.1％

(2022(令和４)年度)

64.6％

(2024(令和６)年度)
72.0％

学校保健の推進

子どもたちが生涯を通じて心身の健康を保持増進するための資質・能力を育成することをめざし、学

習指導要領に基づき、体育科・保健体育科や特別活動をはじめ、学校教育活動全体を通じた体系的な保

健教育を充実するとともに、複雑化・多様化する子どもたちの現代的な健康課題に対応するため、健康

相談及び保健指導、保健管理、保健組織活動等の取組を推進するなど、学校保健の充実を図ります。

取組の進捗 p-d-Check-a

組織的・計画的な学校保健・食育の推進 (担当：学校安全・体育課)

参考

１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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食育の推進

子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができるよう、学習指導要領

に基づき、学校教育活動全体を通じて食に関する指導を組織的・計画的に推進します。その際、小・中

学校等においては、「生きた教材」である学校給食を活用した実践的な指導を行うなど、栄養教諭を中

核とした学校・家庭・地域の連携による食育の充実を図ります。

＜国参考資料＞

文部科学省「学校保健、学校給食、食育」

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/index.htm

❸文部科学省「がん教育」教材・参考資料等

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1370005.htm

＜県参考資料＞

学校安全・体育課「こども元気づくり関連サイトマップ」

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26670.html

❶ 食に関する指導の手引 ～学校・家庭・地域で取り組む食育の推進～

❷ 学校におけるアレルギー疾患対応マニュアル 等

食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けた大人

次世代の親

・生きた教材となる学校給食の献立の工夫
（栄養管理、地場産食材の活用、教科等の学習内容や
時期を考慮した献立作成等）

・安全・安心な学校給食の提供
（衛生管理・危機管理）
・食物アレルギーを有する児童生徒への組織的な対応
（「学校におけるアレルギー疾患対応マニュアル」の
活用）

学校給食の充実

・食育推進体制の整備・充実
（学校運営協議会における健康課題や食に関する課
題の共有及び熟議の開催等）

・食に関する指導の全体計画の見直し・改善
・食に関する指導の教材としての学校給食の活用
（地域の生産者との連携による食に関する指導）等

食に関する指導の充実

食品を選択する能力

心身の健康

食事の重要性

社会性

感謝の心

食文化

連携

家庭 地域

学校

・食生活の乱れ（不規則な食事、偏った栄養摂取）
・健康課題（肥満、過度の痩身、食物アレルギー）
・社会の変化（こ食化、外食や調理済み食品利用の増大、地域の食文化の喪失） 等

児童生徒の食生活の現状
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⑥ 乳幼児期における教育及び保育の充実
【2026（令和８）年度の取組方針】

◆ 「山口県乳幼児の育ちと学び支援センター❶」を拠点として、国公私立・施設類型を問わ

ず、保育者の専門性の向上等の取組を一体的に推進します。

◆ 生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期である乳幼児期の教育及び保育の更なる

質の向上のため、教育及び保育の内容や指導方法等に関する研修、幼児教育アドバイザー

等による幼児教育・保育施設の訪問支援等を実施します。

◆ 子どもたちの育ちや学びをつなぐための、小学校区を単位とした保幼小連携（幼児教育・

保育施設と小学校の連携）を促進します。

【主な取組】         （担当課：乳幼児の育ちと学び支援センター／義務教育課）

※１ 保育者：保育士、幼稚園教諭、保育教諭等 ※２ 幼児教育・保育施設：保育所、幼稚園、認定こども園等
※３ 架け橋期：５歳児から小学校１年生までの２年間のこと。生涯にわたる学びや生活の基盤をつくるための重

要な時期として「架け橋期」と呼んでいる。

主な取組と内容 主な取組主体 予算
■ 乳幼児期の教育及び保育の質の向上

○ 全ての保育者※１を対象とした研修の実施❷

  ・ 現場のニーズや県における課題等に対応した研修内容の充実

・ オンライン開催や研修動画配信等による受講機会の拡充

県教委 P136

○ 幼稚園教諭一種免許状認定講習の開設

・ 幼稚園教諭二種免許状を保有する教員を対象とした幼稚園教諭一種免許状認定講習開設
県教委 P136

○ アドバイザー等による幼児教育・保育施設※２の訪問支援❸

・ 幼児教育アドバイザー、スクールソーシャルワーカー等の配置及び  

幼児教育・保育施設からの要請に応じた訪問等の実施

県教委 P136

■ 幼児期の教育と小学校教育の接続の促進

○ 小学校区を単位とした保幼小連携の推進
  ・ 小学校区の中で、合同保育・授業等による子ども同士の交流活動や

保育者と小学校教員の合同研修会等の計画的、継続的な実施

県・市町
県教委
市町教委

P136

○ 大学、関係機関等との連携による架け橋期※３における教育の内容の充実

・ 幼児教育・保育施設と小学校での架け橋期における教育及び保育内

容の充実と「架け橋期のカリキュラム」の開発、実践、検証、改善

県・市町
県教委
市町教委

P136

・ 派遣地域との連携による「保幼小連携研修会」の開催
・ 保幼小連携に係る冊子「はじめのいっぽ もういっぽ」❹の活用促進

県教委 P136

○ 幼児教育・保育長期研修の実施❺

  ・ 保幼小連携の推進役を育成するため、小学校教員を保育所・幼稚園・認定こども園に１年間派遣
・ 市町教育委員会及び市町幼児教育・保育主管課との連携による派遣
教員の研修成果の還元及び架け橋期のプロモーターとしての活用

・ 派遣地域への架け橋期のコーディネーターの派遣

県・市町
県教委
市町教委

P136

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

県主催の保育者対象の研修会等において研修の目標が

十分に達成できた参加者の割合

71.3％

(2022(令和４)年度)

62.7％

(2025(令和７)年度)
100%

スタートカリキュラム※４の改善に向けて幼児教育施設

との意見交換や合同の研究の機会などを設けている公

立小学校の割合

78.8％

(2022(令和４)年度)

95.6％

(2024(令和６)年度)
100%

※４ スタートカリキュラム：小学校に入学した子どもが、保育所・幼稚園・認定こども園などの遊びや生活を通
した育ちと学びを基礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくためのカリキュラム
（合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定に配慮）

取組の進捗 p-d-Check-a

１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進 
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⑥ 乳幼児期における教育及び保育の充実 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 「山口県乳幼児の育ちと学び支援センター❶」を拠点として、国公私立・施設類型を問わ

ず、保育者の専門性の向上等の取組を一体的に推進します。 

 ◆ 生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期である乳幼児期の教育及び保育の更なる

質の向上のため、教育及び保育の内容や指導方法等に関する研修、幼児教育アドバイザー

等による幼児教育・保育施設の訪問支援等を実施します。 

◆ 子どもたちの育ちや学びをつなぐための、小学校区を単位とした保幼小連携（幼児教育・

保育施設と小学校の連携）を促進します。 

【主な取組】         （担当課：乳幼児の育ちと学び支援センター／義務教育課） 

※１ 保育者：保育士、幼稚園教諭、保育教諭等 ※２ 幼児教育・保育施設：保育所、幼稚園、認定こども園等 
※３ 架け橋期：５歳児から小学校１年生までの２年間のこと。生涯にわたる学びや生活の基盤をつくるための重

要な時期として「架け橋期」と呼んでいる。 

 

 

 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 乳幼児期の教育及び保育の質の向上 

 ○ 全ての保育者※１を対象とした研修の実施❷ 

  ・ 現場のニーズや県における課題等に対応した研修内容の充実 

・ オンライン開催や研修動画配信等による受講機会の拡充 

県教委 P136 

○ 幼稚園教諭一種免許状認定講習の開設 

・ 幼稚園教諭二種免許状を保有する教員を対象とした幼稚園教諭一種免許状認定講習開設  
県教委 P136 

○ アドバイザー等による幼児教育・保育施設※２の訪問支援❸ 

・ 幼児教育アドバイザー、スクールソーシャルワーカー等の配置及び  

幼児教育・保育施設からの要請に応じた訪問等の実施 

県教委 P136 

■ 幼児期の教育と小学校教育の接続の促進 

 ○ 小学校区を単位とした保幼小連携の推進 
  ・ 小学校区の中で、合同保育・授業等による子ども同士の交流活動や 

保育者と小学校教員の合同研修会等の計画的、継続的な実施 

県・市町 
県教委 
市町教委 

P136 

○ 大学、関係機関等との連携による架け橋期※３における教育の内容の充実 

 
・ 幼児教育・保育施設と小学校での架け橋期における教育及び保育内

容の充実と「架け橋期のカリキュラム」の開発、実践、検証、改善 

県・市町 
県教委 

市町教委 
P136 

 
・ 派遣地域との連携による「保幼小連携研修会」の開催 
・ 保幼小連携に係る冊子「はじめのいっぽ もういっぽ」❹の活用促進 

県教委 P136 

○ 幼児教育・保育長期研修の実施❺ 
  ・ 保幼小連携の推進役を育成するため、小学校教員を保育所・幼稚園・認定こども園に１年間派遣  

・ 市町教育委員会及び市町幼児教育・保育主管課との連携による派遣
教員の研修成果の還元及び架け橋期のプロモーターとしての活用 

・ 派遣地域への架け橋期のコーディネーターの派遣 

県・市町 
県教委 
市町教委 

P136 

主な指標 
基準値 

(計画策定時) 
最最新新値値  

目標値 
(2027(令和９)年度) 

県主催の保育者対象の研修会等において研修の目標が

十分に達成できた参加者の割合 

71.3％ 

(2022(令和４)年度) 

6622..77％％  

((22002255((令令和和７７))年年度度))  
100% 

スタートカリキュラム※４の改善に向けて幼児教育施設

との意見交換や合同の研究の機会などを設けている公

立小学校の割合 

78.8％ 

(2022(令和４)年度) 

9977..33％％  

((22002255((令令和和７７))年年度度))  
100% 

※４ スタートカリキュラム：小学校に入学した子どもが、保育所・幼稚園・認定こども園などの遊びや生活を通
した育ちと学びを基礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくためのカリキュラム
（合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定に配慮） 

取組の進捗 p-d-Check-a 
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⑥ 乳幼児期における教育及び保育の充実
【2026（令和８）年度の取組方針】

◆ 「山口県乳幼児の育ちと学び支援センター❶」を拠点として、国公私立・施設類型を問わ

ず、保育者の専門性の向上等の取組を一体的に推進します。

◆ 生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期である乳幼児期の教育及び保育の更なる

質の向上のため、教育及び保育の内容や指導方法等に関する研修、幼児教育アドバイザー

等による幼児教育・保育施設の訪問支援等を実施します。

◆ 子どもたちの育ちや学びをつなぐための、小学校区を単位とした保幼小連携（幼児教育・

保育施設と小学校の連携）を促進します。

【主な取組】         （担当課：乳幼児の育ちと学び支援センター／義務教育課）

※１ 保育者：保育士、幼稚園教諭、保育教諭等 ※２ 幼児教育・保育施設：保育所、幼稚園、認定こども園等
※３ 架け橋期：５歳児から小学校１年生までの２年間のこと。生涯にわたる学びや生活の基盤をつくるための重

要な時期として「架け橋期」と呼んでいる。

主な取組と内容 主な取組主体 予算
■ 乳幼児期の教育及び保育の質の向上

○ 全ての保育者※１を対象とした研修の実施❷

  ・ 現場のニーズや県における課題等に対応した研修内容の充実

・ オンライン開催や研修動画配信等による受講機会の拡充

県教委 P136

○ 幼稚園教諭一種免許状認定講習の開設

・ 幼稚園教諭二種免許状を保有する教員を対象とした幼稚園教諭一種免許状認定講習開設
県教委 P136

○ アドバイザー等による幼児教育・保育施設※２の訪問支援❸

・ 幼児教育アドバイザー、スクールソーシャルワーカー等の配置及び  

幼児教育・保育施設からの要請に応じた訪問等の実施

県教委 P136

■ 幼児期の教育と小学校教育の接続の促進

○ 小学校区を単位とした保幼小連携の推進
  ・ 小学校区の中で、合同保育・授業等による子ども同士の交流活動や

保育者と小学校教員の合同研修会等の計画的、継続的な実施

県・市町
県教委
市町教委

P136

○ 大学、関係機関等との連携による架け橋期※３における教育の内容の充実

・ 幼児教育・保育施設と小学校での架け橋期における教育及び保育内

容の充実と「架け橋期のカリキュラム」の開発、実践、検証、改善

県・市町
県教委
市町教委

P136

・ 派遣地域との連携による「保幼小連携研修会」の開催
・ 保幼小連携に係る冊子「はじめのいっぽ もういっぽ」❹の活用促進

県教委 P136

○ 幼児教育・保育長期研修の実施❺

  ・ 保幼小連携の推進役を育成するため、小学校教員を保育所・幼稚園・認定こども園に１年間派遣
・ 市町教育委員会及び市町幼児教育・保育主管課との連携による派遣
教員の研修成果の還元及び架け橋期のプロモーターとしての活用

・ 派遣地域への架け橋期のコーディネーターの派遣

県・市町
県教委
市町教委

P136

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

県主催の保育者対象の研修会等において研修の目標が

十分に達成できた参加者の割合

71.3％

(2022(令和４)年度)

62.7％

(2025(令和７)年度)
100%

スタートカリキュラム※４の改善に向けて幼児教育施設

との意見交換や合同の研究の機会などを設けている公

立小学校の割合

78.8％

(2022(令和４)年度)

95.6％

(2024(令和６)年度)
100%

※４ スタートカリキュラム：小学校に入学した子どもが、保育所・幼稚園・認定こども園などの遊びや生活を通
した育ちと学びを基礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくためのカリキュラム
（合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定に配慮）

取組の進捗 p-d-Check-a
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❷全ての保育者を対象とした研修の実施

○ 現場のニーズや今日的課題等に対応した保育者への研修を一元的に実施
○ 乳幼児期に育まれた資質・能力を踏まえて小学校教育が円滑に行われる

よう、保幼小接続に係る小学校との合同研修会の開催 等
                    

調査研究部
保幼小連携・接続
に関する調査研究

研修部
保育者の専門性
の向上に関する

研修

支援部
乳幼児の生活・学
びの保障に向けた
園運営の在り方等
に関する支援

山口県が山口県が
めざす

乳幼児の生活・学

めざす
乳幼児の姿

普及啓発情報発信

支援

幼児教育・保育施設
【保育所・幼稚園・認定こども園等】

やまぐち総合教育
支援センター

連
携

福祉研修センター

ひとづくり財団

乳幼児の育ちと学び
推進協議会

市町・関係団体 等

協
議

乳幼児期の教育及び保育の質の向上

山口県乳幼児の育ちと学び支援センター

助
言

外部有職者

幼児教育・保育に
関する学識経験者等

❸アドバイザー等による幼児教育・保育施設の訪問支援

○ 乳幼児期における教育及び保育、特別支援教育等に関する専門的知見や
豊富な実践経験を有する幼児教育アドバイザー、スクールソーシャルワー
カーを配置（この他にも「ＩＣＴ活用」「障害のある子どもと家族支援」
等の専門分野に係る幼児教育アドバイザーの派遣が可能）

○ 「園内研修の手引き」を活用した園内研修の充実、幼児教育・保育施設
の課題解決等に向けた助言

❹冊子「はじめのいっぽ もういっぽ」の活用促進
○ 保幼小連携に関する市町主催の研修会や、園小合同研修会等の際に、冊

子・動画を活用
○ 冊子の活用促進・成果検証のため好事例を広く周知 等

❺幼児教育・保育長期研修の実施
○ 平成16 年度から実施し、令和７年度までに84 人の教員を派遣

○ 架け橋期のプロモーターとして位置付け研修後の成果還元

（小学校低学年における指導や教育課程の工夫改善）

＜県参考資料＞

乳幼児の育ちと学び支援センターＷｅｂページ

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/186/

「山口県乳幼児の育ちと学び支援センター」
乳幼児期の教育及び保育の内容・指導方法等に関する保育者への研修や調査研究、幼児教育・保育

施設に対する助言、情報提供等の施策を総合的に実施する拠点

各地域での保幼小連携の推進役

アドバイザー等訪問書類

保幼小連携に係る冊子

「はじめのいっぽ もういっぽ」

PDF

参考

❶山口県乳幼児の育ちと学び支援センター」の機能 (担当：乳幼児の育ちと学び支援センター)

幼児教育・保育施設
【保育所・幼稚園・認定こども園等】

やまぐち総合教育
支援センター

福祉研修センター

ひとづくり財団

外部有識者

幼児教育・保育に
関する学識経験者等

乳幼児の育ちと学び
推進協議会

市町・関係団体 等保幼小連携・接続
に関する調査研究

保育者の専門性
の向上に関する

研修

乳幼児の生活・学びの
保障に向けた園運営の
在り方等に関する支援

研修一覧
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⑦⑦  キキャャリリアア教教育育・・進進路路指指導導のの充充実実  
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 幼児教育から高等学校等までの各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育を推

進し、自己の進路選択に主体的に取り組む態度と能力の育成を図ります。 

 ◆ 学校と家庭、地域、産業界等との連携を強化し、体験活動をはじめとする教育活動の一

層の充実を図るとともに、地域産業への理解を深め、主体的に地域づくりに貢献する「ふ

るさと山口の創り手」となる人材の育成を図ります。 

 ◆ 各学校の特色や児童生徒の実態に応じた一人ひとりの進路実現に向けた取組の一層の充

実を図ります。 

 ◆ 就職を希望する全ての生徒の進路実現並びに主体的な県内就職の促進に向け、知事部局

や関係機関と連携し、組織的な就職支援体制の強化や県内企業への理解を深める取組及び

実践的・体験的な学習活動を推進します。 

◆ ふるさと山口の未来を創る心意気を「やまぐちＰＲＩＤＥ※１」という合言葉で表し、そ

の下で、学校と地域産業等との連携・協働体制を構築し、地域との関わりの中で、自己

の在り方生き方を考えさせる教育を推進します。 
 
【主な取組】 （担当課：高校教育課／義務教育課／特別支援教育推進室／地域連携教育推進課） 

主主なな取取組組とと内内容容  主主なな取取組組主主体体  予予算算  

■ 各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育の推進 

 ○ 校種間の連携の強化や継続的な進路指導の充実 

 

・ 校種間の連絡協議会等を活用した取組の促進 
新 キャリア教育推進連絡協議会の開催 
新 「やまぐちＰＲＩＤＥ」醸成に係る専門家による講義や推進校の事
例発表等の研修会の開催 

県教委 
市町教委 

P117 
P149 

・ 「キャリア教育実践事例集」、「キャリア教育年間指導計画作成資料」
を活用した取組の充実 

・ 「キャリア・パスポート」の効果的な活用❶ 

学校 
（小・中） 
学校 

（小・中・高・特） 

P117 
P149 

○ 中学校における計画的・組織的な進路指導の充実 

 ・ 県市町キャリア教育連携・推進会議における情報共有と情報発信 
県教委 
市町教委 

P117 
P149 

 
・ 入学後早期からのキャリア教育の視点に立った計画的な進路指導の充実 
・ キャリア・カウンセリングによる子どもたちの状況に応じたきめ細
かな支援の充実 

学校 
（中） 

P149 

○ 高等学校等における組織的・系統的・計画的な進路指導の推進 
・ 学校の特色や生徒の実態に応じた進路指導計画（進路シラバス）の 
工夫・改善 

・ スクール・ポリシー※２に基づく進路指導の工夫・改善 
・ 教育ダッシュボード※３を活用した進路指導の充実 

学校 
（高） 

P149 

新 「やまぐちＰＲＩＤＥ」の醸成に向けた“あこがれの連鎖”を創出する教育活動の推進 

 

・ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」推進校を中心として、学校と地域産業等が
一体的に連携・協働（小・中） 

県教委 
市町教委 

P117 
P149 

・ 異校種間交流や地域産業等と連携・協働した教育活動の実施 
学校 

（小・中・高・特） 
P117 
P149 

■ 職場体験、インターンシップ等の体験活動の充実 

 ○ ＩＣＴ機器等を活用した体験活動の機会の充実 

 
・ 普通科高校における「地域探究型インターンシップ」等の実施 県教委  
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⑦⑦  キキャャリリアア教教育育・・進進路路指指導導のの充充実実  
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 幼児教育から高等学校等までの各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育を推

進し、自己の進路選択に主体的に取り組む態度と能力の育成を図ります。 

 ◆ 学校と家庭、地域、産業界等との連携を強化し、体験活動をはじめとする教育活動の一

層の充実を図るとともに、地域産業への理解を深め、主体的に地域づくりに貢献する「ふ

るさと山口の創り手」となる人材の育成を図ります。 

 ◆ 各学校の特色や児童生徒の実態に応じた一人ひとりの進路実現に向けた取組の一層の充

実を図ります。 

 ◆ 就職を希望する全ての生徒の進路実現並びに主体的な県内就職の促進に向け、知事部局

や関係機関と連携し、組織的な就職支援体制の強化や県内企業への理解を深める取組及び

実践的・体験的な学習活動を推進します。 

◆ ふるさと山口の未来を創る心意気を「やまぐちＰＲＩＤＥ※１」という合言葉で表し、そ

の下で、学校と地域産業等との連携・協働体制を構築し、地域との関わりの中で、自己

の在り方や生き方を考えさせる教育を推進します。 
 
【主な取組】 （担当課：高校教育課／義務教育課／特別支援教育推進室／地域連携教育推進課） 

主主なな取取組組とと内内容容  主主なな取取組組主主体体  予予算算  

■ 各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育の推進 

 ○ 校種間の連携の強化や継続的な進路指導の充実 

 

・ 校種間の連絡協議会等を活用した取組の促進 
新 キャリア教育推進連絡協議会の開催 
新 「やまぐちＰＲＩＤＥ」醸成に係る専門家による講義や推進校の事
例発表等の研修会の開催 

県教委 
市町教委 

P117 
P149 

・ 「キャリア教育実践事例集」、「キャリア教育年間指導計画作成資料」
を活用した取組の充実 

・ 「キャリア・パスポート」の効果的な活用❶ 

学校 
（小・中） 

学校 
（小・中・高・特） 

P117 
P149 

○ 中学校における計画的・組織的な進路指導の充実 

 ・ 県市町キャリア教育連携・推進会議における情報共有と情報発信 
県教委 
市町教委 

P117 
P149 

 
・ 入学後早期からのキャリア教育の視点に立った計画的な進路指導の充実 
・ キャリア・カウンセリングによる子どもたちの状況に応じたきめ細
かな支援の充実 

学校 
（中） 

P149 

○ 高等学校等における組織的・系統的・計画的な進路指導の推進 
・ 学校の特色や生徒の実態に応じた進路指導計画（進路シラバス）の 
工夫・改善 

・ スクール・ポリシー※２に基づく進路指導の工夫・改善 
・ 教育ダッシュボード※３を活用した進路指導の充実 

学校 
（高） 

P149 

新 「やまぐちＰＲＩＤＥ」の醸成に向けた“あこがれの連鎖”を創出する教育活動の推進 

 

・ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」推進校を中心として、学校と地域産業等が
一体的に連携・協働（小・中） 

県教委 
市町教委 

P117 
P149 

・ 異校種間交流や地域産業等と連携・協働した教育活動の実施 
学校 

（小・中・高・特） 
P117 
P149 

■ 職場体験、インターンシップ等の体験活動の充実 

 ○ ＩＣＴ機器等を活用した体験活動の機会の充実 

 
・ 普通科高校における「地域探究型インターンシップ」等の実施 県教委  
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⑦⑦  キキャャリリアア教教育育・・進進路路指指導導のの充充実実  
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 幼児教育から高等学校等までの各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育を推

進し、自己の進路選択に主体的に取り組む態度と能力の育成を図ります。 

 ◆ 学校と家庭、地域、産業界等との連携を強化し、体験活動をはじめとする教育活動の一

層の充実を図るとともに、地域産業への理解を深め、主体的に地域づくりに貢献する「ふ

るさと山口の創り手」となる人材の育成を図ります。 

 ◆ 各学校の特色や児童生徒の実態に応じた一人ひとりの進路実現に向けた取組の一層の充

実を図ります。 

 ◆ 就職を希望する全ての生徒の進路実現並びに主体的な県内就職の促進に向け、知事部局

や関係機関と連携し、組織的な就職支援体制の強化や県内企業への理解を深める取組及び

実践的・体験的な学習活動を推進します。 

◆ ふるさと山口の未来を創る心意気を「やまぐちＰＲＩＤＥ※１」という合言葉で表し、そ

の下で、学校と地域産業等との連携・協働体制を構築し、地域との関わりの中で、自己

の在り方生き方を考えさせる教育を推進します。 
 
【主な取組】 （担当課：高校教育課／義務教育課／特別支援教育推進室／地域連携教育推進課） 

主主なな取取組組とと内内容容  主主なな取取組組主主体体  予予算算  

■ 各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育の推進 

 ○ 校種間の連携の強化や継続的な進路指導の充実 

 

・ 校種間の連絡協議会等を活用した取組の促進 
新 キャリア教育推進連絡協議会の開催 
新 「やまぐちＰＲＩＤＥ」醸成に係る専門家による講義や推進校の事
例発表等の研修会の開催 

県教委 
市町教委 

P117 
P149 

・ 「キャリア教育実践事例集」、「キャリア教育年間指導計画作成資料」
を活用した取組の充実 

・ 「キャリア・パスポート」の効果的な活用❶ 

学校 
（小・中） 
学校 

（小・中・高・特） 

P117 
P149 

○ 中学校における計画的・組織的な進路指導の充実 

 ・ 県市町キャリア教育連携・推進会議における情報共有と情報発信 
県教委 
市町教委 

P117 
P149 

 
・ 入学後早期からのキャリア教育の視点に立った計画的な進路指導の充実 
・ キャリア・カウンセリングによる子どもたちの状況に応じたきめ細
かな支援の充実 

学校 
（中） 

P149 

○ 高等学校等における組織的・系統的・計画的な進路指導の推進 
・ 学校の特色や生徒の実態に応じた進路指導計画（進路シラバス）の 
工夫・改善 

・ スクール・ポリシー※２に基づく進路指導の工夫・改善 
・ 教育ダッシュボード※３を活用した進路指導の充実 

学校 
（高） 

P149 

新 「やまぐちＰＲＩＤＥ」の醸成に向けた“あこがれの連鎖”を創出する教育活動の推進 

 

・ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」推進校を中心として、学校と地域産業等が
一体的に連携・協働（小・中） 

県教委 
市町教委 

P117 
P149 

・ 異校種間交流や地域産業等と連携・協働した教育活動の実施 
学校 

（小・中・高・特） 
P117 
P149 

■ 職場体験、インターンシップ等の体験活動の充実 

 ○ ＩＣＴ機器等を活用した体験活動の機会の充実 

 
・ 普通科高校における「地域探究型インターンシップ」等の実施 県教委  
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・ ミラナビ（山口県バーチャル企業見学体験）や高校生向け企業紹介
動画の積極的な活用 

・ 地域の企業や教育機関等を訪問する体験活動の実施 

学校 
（高） 
学校 

（小・中・高・特） 

 

○ 各学校と家庭・地域・産業界等との連携強化 

 

新 学ぶことや働くことの意義を理解し、自己の在り方や生き方を考え
る体験的な学習の機会の充実 

新 「やまぐちＰＲＩＤＥ」推進校による広域的な職場体験活動への支
援（小・中） 

県教委 
市町教委 

P117 
P149 

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を活用した職場体験、  
インターンシップ等の実施 

・ 「やまぐち教育応援団」の活用（登録事業所等団員数：Ｒ８.１月現在4,892人） 
新 「やまぐちＰＲＩＤＥ」応援団ポータルサイトの活用 

学校 
（小・中・高・特） 

P117 
P149 

■ 進路実現に向けた取組の支援の充実 

 ○ 中学校における進路指導の充実 
  ・ キャリア・ガイドブック「夢サポート」の活用 

・ 高校教員等を講師とした「進路説明会」の実施 
・ 高校生を講師とした「卒業生に学ぶ会」の実施 

学校 
（中） 

 

○ 高等学校等における県内大学等と連携した学習活動の推進 

 

・ 「やまぐち高大パートナーシップ強化事業」による県内大学等と連 
携した学習活動の推進❷ 

県教委 
P149 
P151 

・ 県内大学等と連携したキャリア教育の実施❷ 
学校 
（高） 

 

○ 志の高い高校生等の学習意欲の向上を図る取組の推進 
・ 医師を志す高校生が地域医療の課題等について学び合うセミナーの開催❷ 

県教委  

○ 進学に関する特色ある取組に対する支援の充実 

 

・ 「学校プランサポート」等による各学校の特色ある取組に対する  
支援 

県教委 P149 

・ 他校と連携した学習合宿等、進路意識の醸成や学習意欲の向上を 
図る取組の実施 

学校 
（高） 

 

○ 総合支援学校におけるキャリア教育・進路指導の充実❸ 

 

・ 「特別支援学校職業自立・進路指導推進協議会」の開催 
拡 「きらめき検定」（山口県特別支援学校技能検定）の充実 

県教委 P139 

・ 個別の教育支援計画や個別の指導計画、キャリア発達段階表等  
の活用 

学校 
（特） 

 

■ 就職支援の充実 

 ○ 生徒一人ひとりの希望を踏まえた組織的できめ細かな就職支援 

 

・ 「高校と地元企業による交流フェア❹」の企画・渉外等を行う産学連
携コーディネーターの配置 

・ 高校１年時から生徒の希望・適性に沿った就職に向けた伴走型支援
を行う人材等の配置❹ 

・ 教員や就職を希望する生徒等と企業の採用担当者が面談をする場の創出 

県教委 
市町教委 

P120 
P149 

・ 地元優良中小企業を学校に招聘した企業説明会の実施（高・特） 
・ キャリアデザインから就職に向けた個別相談・マッチングまでの 
総合的な支援（高・特） 

・ 教員と企業の採用担当者との情報交換の実施 
・ 生徒・保護者と企業の採用担当者との面談の実施 

学校 
（中・高・特） 
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※１ やまぐちＰＲＩＤＥ：ふるさと山口を大切にする気持ちをもって、主体的に地域づくりに参画しようとする

心意気、つまりふるさと山口の未来を創る心意気を表す言葉

※２ スクール・ポリシー：各高等学校等における教育活動の指針となる３つの方針（「グラデュエーション・ポリ

シー」、「カリキュラム・ポリシー」、「アドミッション・ポリシー」）

※３ 教育ダッシュボード：児童生徒の教育データをグラフや表等で可視化し、児童生徒やクラスの状況をより的

確に把握できるようにするための画面や機能

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

中学校・高校卒業者のうち進路決定

者の割合

中 99.0%

高 97.2%

(2021(令和３)年度)

中 99.1%

高 97.5%

(2024(令和６)年度)

中 99.5％

高 99.0％

将来の夢や目標をもっている児童生

徒の割合（公立小・中学校）

小 83.9%

中 66.1%

(2023(令和５)年度)

小 85.1%

中 67.9%

(2025(令和７)年度)

小 88.0％

中 75.0％

地域と連携して「1/2成人式」や「立

志式」を行っている公立小・中学校の

割合

小 26.7%

中 37.9%

(2022(令和４)年度)

小 94.8%

中 96.5%

(2024(令和６)年度)

100%

高校生等の就職決定率
99.7％

(2022(令和４)年度)

99.6％

(2024(令和６)年度)
100％

高校生等の県内就職割合
83.0％

(2021(令和３)年度)

80.8％

(2024(令和６)年度)
90.0%

在学中に体験的なキャリア教育(イ

ンターンシップ、大学・企業訪問等)

を経験した高校生等の割合

高 97.9％

(2022(令和４)年度)

高 99.1％

(2024(令和６)年度)
高 100%

○ 就職に向けた意識の醸成と県内産業等への理解促進

・ 県内企業の優れた技術や魅力の理解を図る体験型セミナーの開催❹
・ 就職に向けた意識を醸成し、社会・職業への円滑な移行を図るセミ
ナーの開催

県教委
P120
P149

・ 「ものづくり産業魅力体験セミナー」❹等への参加
・ 山口しごとセンターやハローワーク等と連携したガイダンスの実施

学校
（高・特）

P120
P149

○ 職業人に求められる資質能力の育成

・ ＤＸや働き方改革に先進的に取り組んでいる企業への訪問の推進❹
・ 産業界のＤＸの進展に伴い必要となる知識・技術の習得の支援❹

県教委
P120
P149

・ 産業現場や施設の見学、企業で働いている方との意見交換会の実施
・ 学科の専門性に応じた技術講習会や実習の実施

学校
（高・特）

P120
P149

取組の進捗 p-d-Check-a
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※１ やまぐちＰＲＩＤＥ：ふるさと山口を大切にする気持ちをもって、主体的に地域づくりに参画しようとする

心意気、つまりふるさと山口の未来を創る心意気を表す言葉

※２ スクール・ポリシー：各高等学校等における教育活動の指針となる３つの方針（「グラデュエーション・ポリ

シー」、「カリキュラム・ポリシー」、「アドミッション・ポリシー」）

※３ 教育ダッシュボード：児童生徒の教育データをグラフや表等で可視化し、児童生徒やクラスの状況をより的

確に把握できるようにするための画面や機能

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

中学校・高校卒業者のうち進路決定

者の割合

中 99.0%

高 97.2%

(2021(令和３)年度)

中 99.1%

高 97.5%

(2024(令和６)年度)

中 99.5％

高 99.0％

将来の夢や目標をもっている児童生

徒の割合（公立小・中学校）

小 83.9%

中 66.1%

(2023(令和５)年度)

小 85.1%

中 67.9%

(2025(令和７)年度)

小 88.0％

中 75.0％

地域と連携して「1/2成人式」や「立

志式」を行っている公立小・中学校の

割合

小 26.7%

中 37.9%

(2022(令和４)年度)

小 94.8%

中 96.5%

(2024(令和６)年度)

100%

高校生等の就職決定率
99.7％

(2022(令和４)年度)

99.6％

(2024(令和６)年度)
100％

高校生等の県内就職割合
83.0％

(2021(令和３)年度)

80.8％

(2024(令和６)年度)
90.0%

在学中に体験的なキャリア教育(イ

ンターンシップ、大学・企業訪問等)

を経験した高校生等の割合

高 97.9％

(2022(令和４)年度)

高 99.1％

(2024(令和６)年度)
高 100%

○ 就職に向けた意識の醸成と県内産業等への理解促進

・ 県内企業の優れた技術や魅力の理解を図る体験型セミナーの開催❹
・ 就職に向けた意識を醸成し、社会・職業への円滑な移行を図るセミ
ナーの開催

県教委
P120
P149

・ 「ものづくり産業魅力体験セミナー」❹等への参加
・ 山口しごとセンターやハローワーク等と連携したガイダンスの実施

学校
（高・特）

P120
P149

○ 職業人に求められる資質能力の育成

・ ＤＸや働き方改革に先進的に取り組んでいる企業への訪問の推進❹
・ 産業界のＤＸの進展に伴い必要となる知識・技術の習得の支援❹

県教委
P120
P149

・ 産業現場や施設の見学、企業で働いている方との意見交換会の実施
・ 学科の専門性に応じた技術講習会や実習の実施

学校
（高・特）

P120
P149

取組の進捗 p-d-Check-a
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○ キャリア教育推進の視点

○ 小・中・高を通じた体系的・系統的な取組を推進

＜発達の段階に応じて、夢や目標を考える（夢をデザインする）視点＞

○ 学校で学ぶことと社会との接続を意識し、学校教育活動全体を通じてキャリア教育を推進

          発達の段階

３つの視点

小学校（小学部） 中学校（中学部） 高等学校（高等部）

低学年 中学年 高学年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

自分がしたいこと

自分ができること

社会が求めていること

参考

様々な体験等を通じて自分がしたいことを見つけ、将来の夢や目標につなげる

夢や目標の実現に向けて継続的に努力し、自分ができることを増やし自分のよさを伸ばす

社会の一員としての自覚を深め、自分の役割を果たそうとする意欲や能力を高める

学習意欲

・ 日々の教科等の授業において、学習内容と社会
や職業との関連を意識させる工夫

・ 教科指導の中でもキャリア教育をしていると
いう教員の認識

・ 将来の夢を描くことに加え、「働くこと」の実
際や必要な資質・能力の育成につながる指導の
工夫

・ 体験活動（職場見学、職場体験、インターンシ
ップ等）の事前・事後指導の充実

・ 学校と家庭・地域、産業界等の連携強化 など

◇ 学力の向上

◇ 基礎的・汎用的能力

の育成

学習意欲

「子どもたちに学びと社会や仕事のつながりを伝える」

～学校と家庭・地域、産業界等の連携を通じて～

「
学
習
意
欲
」
に
も
波
及

・ 学ぶ目的の明確化

・ 学びの内容と社会とのつながりの重視

・ 教科・科目の学びが社会や仕事で活用

されることの実感

発達の段階に応じて

小学校段階から教育活動全体を

通じての系統的取組の積み上げ

体験活動を重視して

職場体験、インターンシップ等

の体験活動の充実

連携・協力して

学校と家庭、地域、産業界等との

連携・協力体制の強化

夢や目標をもち、一人の社会人として自
立できるよう、自分にふさわしい生き方
を実現しようとする意欲や態度、能力を
育成する

本県キャリア教育のねらい
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児童生徒がふるさと山口を大切にする気持ちをもって、主体的に地域づくりに参画しよう

とする心意気を「やまぐちＰＲＩＤＥ」という合言葉で表し、その下でキャリア教育と地域

連携教育を一体的に推進することにより、地域との関わりの中で、自己の在り方や生き方を考

えさせる教育活動を推進します。 

 

  

＜＜「「ややままぐぐちちＰＰＲＲＩＩＤＤＥＥ」」のの醸醸成成にに関関連連すするる主主なな令令和和８８年年度度事事業業ととＫＫＰＰＩＩ＞＞  

 現状値 

（Ｒ７） 

目標値 

（Ｒ１０） 

■あこがれの連鎖で紡ぐキャリア教育推進事業（義務教育課） 
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「当てはまる」の回答割合 

小 44.6% 

中 39.1% 
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る地域のために役に立つことをしたいと思う」の肯定的な
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中 62.5% 

高  ― % 

小 80.0% 

中 80.0% 

高 80.0% 

山山口口県県ららししいいキキャャリリアア教教育育のの推推進進  ～～「「ややままぐぐちちＰＰＲＲＩＩＤＤＥＥ」」のの醸醸成成～～  

        (担当：義務教育課／高校教育課／地域連携教育推進課／特別支援教育推進室) 
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＜＜国国参参考考資資料料＞＞ 

文部科学省「キャリア教育 先生応援ページ１（手引き・パンフレット等）」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/detail/1312372.htm 

 

文部科学省「キャリア教育 先生応援ページ２（研修用動画・資料等）」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/detail/1315412.htm 

  

❶文部科学省「「キャリア・パスポート」に関すること」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/detail/1312382_00004.htm 

  

 

＜＜県県参参考考資資料料＞＞  

義務教育課・高校教育課「山口県キャリア教育の推進」 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/78930.pdf 

 

❶義務教育課「キャリア教育の推進・キャリア・パスポート」 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26821.html 
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高校と県内大学との連携を一層強めることにより、主体的な進路選択による県内大学への進学

意識の向上を図り、若者の県内定着を促進します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  

  
 総合支援学校で、子どもたちの自立と社会参加につながるよう、各学部において育てたい力

を整理したキャリア発達段階表等を活用して、きめ細かな進路指導を行います。 

キャリア発達段階表と指導内容（例） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

❷県県内内大大学学等等へへのの進進学学促促進進にに向向けけたた高高大大連連携携のの推推進進    
～やまぐち高大パートナーシップ強化事業～        （担当：高校教育課）  

～大学等地域活性化人材育成推進事業～       （担当：総務部学事文書課） 

❸総総合合支支援援学学校校ににおおけけるる進進路路指指導導のの推推進進  
    ～キャリア発達段階表等の活用によるきめ細かな支援～ (担当：特別支援教育推進室)    

参考資料：国立特別支援教育総合研修所「知的障害のある児童生徒のキャリアプランニング・マトリックス」 
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❹
❹就職支援の充実～明日のやまぐちを創る！高校生就職支援事業～

(担当：高校教育課／特別支援教育推進室)

   

新規高校卒業者を取り巻く雇用情勢を踏まえ、「ガイダンスの充実」と「マッチングの促進」に重

点をおき、関係部局等と連携しながら、１年時から生徒一人ひとりに寄り添った組織的できめ細かな

就職支援を推進し、就職を希望する生徒の進路実現を図る。

就職を希望する生徒の進路実現

（生徒の主体的な県内就職・県内定住の促進）

【関係部局等との連携】  産業労働部・山口労働局・市町・商工会議所 他

◇ ＩＣＴを活用した就職支援：県内企業情報の提供、労働法制等について学ぶ動画の配信等

「ガイダンスの充実」

■高校生キャリアデザイン支援事業

⇒ 県内産業や山口県の魅力の理解

促進、県内就職・県内定住に向けた

意識の醸成

◇ ものづくり産業魅力体験セミナー

・ 県内企業の技術者等による講義

や演習を通して、県内企業の優れた

技術や魅力の理解を図る体験型セ

ミナーの実施

◇ やまぐち魅力発見セミナー

・ ライフプランニングや社会人とし

て求められる資質等について考え

るワークショップの実施

・ 県内に就職した卒業生や本県にＩ

ターン等した若者が、山口県や県

内企業等の魅力について語るセミ

ナー及び座談会の実施

◇ やまぐち仕事探究セミナー

・ 社会・職業への円滑な移行を図

るため、労働法制等に関するガイ

ダンスの実施

・ 高校生を取り巻く雇用環境や地

域産業の雇用動向等に関するガ

イダンス等の実施

■やまぐち産学マッチング事業
⇒ 生徒の適切な職業選択と県内優良中小企業とのマッチングの促進

◇ 高校と地元企業による交流フェア
・
・ 交流フェアの企画・渉外を担当する、産学連携コーディネーターの
配置（公立学校に２名配置）

◇ 就職支援を担う人材等配置

・ １年時から個別相談等を行い、生徒の希望・適性に沿った伴走型
支援の実施

・ キャリアデザインから就職に向けた個別相談・マッチングまでを
総合的に支援

・ 求人情報等を集約し、県内全域で共有
【総合支援学校就職支援コーディネーター（公立学校に４名配置）】

・ 総合支援学校に在籍する生徒の現場実習先の開拓、就職支援
・ 障害者雇用に関する理解促進

◇ ふるさと山口企業合同就職フェア
・ 高校生、保護者と企業の採用担当者との面談
◇ 県内就職促進協議会
・ 教員等と企業の採用担当者との情報交換
◇ 県内企業訪問（応募前職場見学等）
・ 応募前職場見学、教員等による企業訪問・職場定着に向けた支援

「マッチングの促進」

■やまぐちリーディングカンパニー連携事業
⇒ ＤＸを推進している企業や各産業分野で主導的な地位にある企業と
連携した企業見学・実習を推進

◇ やまぐちリーディングカンパニー訪問事業
・ ＤＸに関する取組や働き方改革を推進している企業への訪問、企業
で働いている方との意見交換等を実施
◇ デジタルスキル習得支援事業
・ 産業界のＤＸの進展に伴い必要となる知識・技術の習得を支援
・ 企業や学校の施設・設備を活用した実習を実施
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 グローバルな視点で活躍し、イノベーションを担う人材の育成に資する英語教育や理数教育

の充実を図りながら、未来を切り拓いていくために必要な新たな価値を生み出す創造性と多様

な他者と協働して行動できる人材を育みます。 

 
 施策 
  ⑧  教育ＤＸの推進 
  ⑨  グローバルに活躍する人材の育成 
  ⑩  新たな価値を創造する人材の育成 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

2026（令和8）年度の施策の展開 
２ 新たな時代を創造する人材を育む教育の推進 

※ 施策ごとに2026（令和８）年度の取組方針、主な取組、取組の進捗、参考について記

載しています。 

※ 【主な取組】の見方 

➢ 主な取組を取組主体別に記載しています。 

■：山口県教育振興基本計画に示す主な取組 

○：主な取組の柱 

・：具体的な取組内容 

新新：2026（令和８）年度の新規事業関連の取組 

新：2026（令和８）年度の予算計上を伴わない新たな取組 

拡：2026（令和８）年度の拡充する取組 

➢ 予算の欄には、関連資料（令和８年度教育委員会当初予算の概要）のページ数を記載しています。 

➢ 参考に説明資料等を掲載している取組や資料名には下線を引いています。 

 

注 各施策の参考に記載している＜国参考資料＞及び＜県参考資料＞には、その他の関連資料、閲覧す

るためのＵＲＬや二次元コードを示しています。情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性が

あります。 
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⑧ 教育ＤＸの推進 
【2026(令和８)年度の取組方針】 
◆ 「やまぐちスマートスクール構想2.0※１」を推進❶します。 
◆ 児童生徒の情報活用能力の育成に向けて、１人１台タブレット端末の効果的な活用を促
進するとともに、教職員のＩＣＴ活用指導力の向上を図ります。 

 ◆ 学習の基盤となるＩＣＴ環境の維持・充実に取り組みます。 
◆ ＩＣＴの校務への活用を推進し、業務の効率化を図ります。 

【主な取組】（担当課：教育情報化推進室／教職員課／義務教育課／高校教育課／ 

特別支援教育推進室／学校安全・体育課／やまぐち総合教育支援センター） 

主主なな取取組組とと内内容容  主主なな取取組組主主体体  予予算算  

■ ＩＣＴを活用した児童生徒の資質能力の育成 

 ○ 児童生徒の情報活用能力の育成 

・ １人１台タブレット端末等のデジタル学習基盤のさらなる活用促

進による「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

・ 各教科等の特質に応じた、情報技術を適切に活用した学習活動の充実 

・ 総合的な学習（探究）の時間等、地域や社会での学習における１人

１台タブレット端末の活用 

学校 

（小・中・高・特） 

P127 

P128 

○ 情報モラル教育の充実 

・ 「情報モラル教育年間指導計画」に基づく情報モラル教育の充実（高・特） 

・ 情報モラル教育に関する研修会等の実施 

・ 活用型情報モラル教材「ＧＩＧＡワークブックやまぐち※２」の活用 

県教委 

市町教委 

学校 

（小・中・高・特） 

 

○ １人１台タブレット端末の効果的な活用の促進  

 

・ １人１台タブレット端末を用いた効果的な実践例の創出及びオンラ 

インコミュニティ等を活用した横展開 

・ １人１台タブレット端末の家庭への持ち帰りによる家庭学習での活

用の促進 

県教委 

市町教委 

学校 

（小・中・高・特） 

 

 

・ 「生成ＡＩを活用した家庭と学校の学びの好循環創出事業」による

１人１台タブレット端末の活用の促進 

新 「生成ＡＩ搭載やまプリＣＢＴによる学力向上支援事業」の推進 

（小・中・特） 

県教委 

市町教委 

学校 

(小･中･特) 

P127 

P128 

○ デジタル人材に必要な資質能力の育成 

 
新 高校生等を対象としたシビックテックコミュニティの運営、コンテ

ストや講座等のデジタル関連イベントの開催 
県教委 P129 

 
・ 「ＤＸハイスクール推進事業」を活用し、デジタル等成長分野を支

える人材を育成 

県教委 

学校 

（高・特） 

P130 

■ 教職員のＩＣＴ活用指導力の向上 

 ○ 教職員のＩＣＴ活用指導力のレベルに応じた研修の実施  

・ ＩＣＴや情報・教育データの利活用について各キャリアステージに

おいて求められる資質能力の向上に資する研修の実施 

県教委 

市町教委 
P155 

○ 多様な研修機会の提供 

・ 専門研修やサテライト研修、独立行政法人教職員支援機構（ＮＩＴ

Ｓ）山口大学センターと連携した研修、オンライン研修等の実施 

・ 「やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）※３
❷」での

研修コンテンツの提供 

・ 学校における適切な生成ＡＩの利活用に向けた研修会の実施 

県教委 

市町教委 
P155 
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⑧ 教育ＤＸの推進 
【2026(令和８)年度の取組方針】 
◆ 「やまぐちスマートスクール構想2.0※１」を推進❶します。 
◆ 児童生徒の情報活用能力の育成に向けて、１人１台タブレット端末の効果的な活用を促
進するとともに、教職員のＩＣＴ活用指導力の向上を図ります。 

 ◆ 学習の基盤となるＩＣＴ環境の維持・充実に取り組みます。 
◆ ＩＣＴの校務への活用を推進し、業務の効率化を図ります。 

【主な取組】（担当課：教育情報化推進室／教職員課／義務教育課／高校教育課／ 

特別支援教育推進室／学校安全・体育課／やまぐち総合教育支援センター） 

主主なな取取組組とと内内容容  主主なな取取組組主主体体  予予算算  

■ ＩＣＴを活用した児童生徒の資質能力の育成 

 ○ 児童生徒の情報活用能力の育成 

・ １人１台タブレット端末等のデジタル学習基盤のさらなる活用促

進による「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

・ 各教科等の特質に応じた、情報技術を適切に活用した学習活動の充実 

・ 総合的な学習（探究）の時間等、地域や社会での学習における１人

１台タブレット端末の活用 

学校 

（小・中・高・特） 

P127 

P128 

○ 情報モラル教育の充実 

・ 「情報モラル教育年間指導計画」に基づく情報モラル教育の充実（高・特） 

・ 情報モラル教育に関する研修会等の実施 

・ 活用型情報モラル教材「ＧＩＧＡワークブックやまぐち※２」の活用 

県教委 

市町教委 

学校 

（小・中・高・特） 

 

○ １人１台タブレット端末の効果的な活用の促進  

 

・ １人１台タブレット端末を用いた効果的な実践例の創出及びオンラ 

インコミュニティ等を活用した横展開 

・ １人１台タブレット端末の家庭への持ち帰りによる家庭学習での活

用の促進 

県教委 

市町教委 

学校 

（小・中・高・特） 

 

 

・ 生成ＡＩを搭載した学習アシスタントアプリの活用 

新 「生成ＡＩ搭載やまプリＣＢＴによる学力向上支援事業」の推進 

（小・中・特） 

県教委 

市町教委 

学校 

(小･中･特) 

P127 

P128 

○ デジタル人材に必要な資質能力の育成 

 
新 高校生等を対象としたシビックテックコミュニティの運営、コンテ

ストや講座等のデジタル関連イベントの開催 
県教委 P129 

 
・ 「ＤＸハイスクール推進事業」を活用し、デジタル等成長分野を支

える人材を育成 

県教委 

学校 

（高・特） 

P130 

■ 教職員のＩＣＴ活用指導力の向上 

 ○ 教職員のＩＣＴ活用指導力のレベルに応じた研修の実施  

・ ＩＣＴや情報・教育データの利活用について各キャリアステージに

おいて求められる資質能力の向上に資する研修の実施 

県教委 

市町教委 
P155 

○ 多様な研修機会の提供 

・ 専門研修やサテライト研修、独立行政法人教職員支援機構（ＮＩＴ

Ｓ）山口大学センターと連携した研修、オンライン研修等の実施 

・ 「やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）※３
❷」での

研修コンテンツの提供 

・ 学校における適切な生成ＡＩの利活用に向けた研修会の実施 

県教委 

市町教委 
P155 

- 37 -



２ 新たな時代を創造する人材を育む教育の推進 

- 38 - 

※１ やまぐちスマートスクール構想 2.0：１人１台タブレット端末などのデジタル学習基盤の充実・強化とさら

なる活用促進により、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実や、誰一人取り残されない学びの保障、

子どもと向き合う時間を確保するための働き方改革の推進など、デジタルを活用してリアルな学びを充実させ、

子どもたちの可能性を広げる構想 

※２ ＧＩＧＡワークブックやまぐち：県教委が LINE ヤフー株式会社と連携し作成した、ＩＣＴを活用した学び

に焦点を当てた情報モラル教材。端末利用時の注意点や適切なコミュニケーション方法など、ＩＣＴの活用場

面ごとにそれぞれのテーマで学ぶことができる。 

※３ やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）：ＩＣＴを授業や校務において効果的に活用できる

情報を集積したウェブサイト。タブレット端末を活用した授業や探究的な学びに関する資料等を多数掲載して

いる。                         

■ ＩＣＴを活用するための環境の整備 

 ○ ＩＣＴ環境の維持・充実 

 
・ 高校段階における１人１台タブレット端末整備のＢＹＡＤ※４化に係

る端末購入費の補助 
県教委 

P130 
P150 

 
・ 「山口県公立学校情報機器整備基金」を活用した、義務教育段階に

おける１人１台タブレット端末等の計画的な更新 

県教委 

市町教委  

P129 
P150 

 
・ 県立学校における校内ネットワークの機器更新による通信ネットワ

ーク速度の改善 
県教委  

○ 教育データ利活用に向けた環境整備 

 ・ 様々な教育データを集約・可視化する教育ダッシュボードの運用 県教委 P129 

 ・ 採点結果の分析機能を搭載したクラウド型採点システム※５の運用 県教委 P129 

■ ＩＣＴ活用推進体制の整備と校務の改善 

 ○ 教職員の日常的なＩＣＴ活用のサポート 

・ ＩＣＴ支援員※６の配置 

・ 「やまぐちＧＩＧＡスクール運営支援センター」の設置 

県教委 

市町教委 

P129 
P150 

○ ＩＣＴ活用の推進等に向けた体制の整備 

 
・ 「県立学校教育ＤＸ推進協議会」での協議による、県立学校の   

ＩＣＴの効果的な活用の推進 
県教委  

 

・ 県教委と市町教委で構成する「山口県教育ＩＣＴ推進協議会」にお

ける、市町間のＩＣＴの利活用状況・好事例の共有 

・ 県域共通クラウドサービスの活用による県・市町の連携強化 

県教委 

市町教委 
 

○ ＩＣＴを活用した業務の効率化 

 
・ クラウドサービスを活用した校務ＤＸの推進 

・ 校務における生成ＡＩの活用推進 

学校 

（小・中・高・特） 
 

 

・ クラウド型採点システムや統合型校務支援システム※７の活用 
学校 

（高・特） 
P129 

・ 市町の統合型校務支援システムの共同利用 

市町教委 

学校 

（小・中） 

 

・ 公立高等学校における入学者選抜のＷＥＢ出願システムの運用 

県教委 

学校 

（中・高） 
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※１ やまぐちスマートスクール構想 2.0：１人１台タブレット端末などのデジタル学習基盤の充実・強化とさら

なる活用促進により、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実や、誰一人取り残されることのない学び

の保障、子どもと向き合う時間を確保するための働き方改革の推進など、デジタルを活用してリアルな学びを

充実させ、子どもたちの可能性を広げる構想 

※２ ＧＩＧＡワークブックやまぐち：県教委が LINE ヤフー株式会社と連携し作成した、ＩＣＴを活用した学び

に焦点を当てた情報モラル教材。端末利用時の注意点や適切なコミュニケーション方法など、ＩＣＴの活用場

面ごとにそれぞれのテーマで学ぶことができる。 

※３ やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）：ＩＣＴを授業や校務において効果的に活用できる

情報を集積したウェブサイト。タブレット端末を活用した授業や探究的な学びに関する資料等を多数掲載して

いる。                         

■ ＩＣＴを活用するための環境の整備 

 ○ ＩＣＴ環境の維持・充実 

 
・ 高校段階における１人１台タブレット端末整備のＢＹＡＤ※４化に係

る端末購入費の補助 
県教委 

P130 
P150 

 
・ 「山口県公立学校情報機器整備基金」を活用した、義務教育段階に

おける１人１台タブレット端末等の計画的な更新 

県教委 

市町教委  

P129 
P150 

 
・ 県立学校における校内ネットワークの機器更新による通信ネットワ

ーク速度の改善 
県教委  

○ 教育データ利活用に向けた環境整備 

 ・ 様々な教育データを集約・可視化する教育ダッシュボードの運用 県教委 P129 

 ・ 採点結果の分析機能を搭載したクラウド型採点システム※５の運用 県教委 P129 

■ ＩＣＴ活用推進体制の整備と校務の改善 

 ○ 教職員の日常的なＩＣＴ活用のサポート 

・ ＩＣＴ支援員※６の配置 

・ 「やまぐちＧＩＧＡスクール運営支援センター」の設置 

県教委 

市町教委 

P129 
P150 

○ ＩＣＴ活用の推進等に向けた体制の整備 

 
・ 「県立学校教育ＤＸ推進協議会」での協議による、県立学校の   

ＩＣＴの効果的な活用の推進 
県教委  

 

・ 県教委と市町教委で構成する「山口県教育ＩＣＴ推進協議会」にお

ける、市町間のＩＣＴの利活用状況・好事例の共有 

・ 県域共通クラウドサービスの活用による県・市町の連携強化 

県教委 

市町教委 
 

○ ＩＣＴを活用した業務の効率化 

 
・ クラウドサービスを活用した校務ＤＸの推進 

・ 校務における生成ＡＩの活用推進 

学校 

（小・中・高・特） 
 

 

・ クラウド型採点システムや統合型校務支援システム※７の活用 
学校 

（高・特） 
P129 

・ 市町の統合型校務支援システムの共同利用 

市町教委 

学校 

（小・中） 

 

・ 公立高等学校における入学者選抜のＷＥＢ出願システムの運用 

県教委 

学校 

（中・高） 
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※１ やまぐちスマートスクール構想 2.0：１人１台タブレット端末などのデジタル学習基盤の充実・強化とさら

なる活用促進により、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実や、誰一人取り残されない学びの保障、

子どもと向き合う時間を確保するための働き方改革の推進など、デジタルを活用してリアルな学びを充実させ、

子どもたちの可能性を広げる構想 

※２ ＧＩＧＡワークブックやまぐち：県教委が LINE ヤフー株式会社と連携し作成した、ＩＣＴを活用した学び

に焦点を当てた情報モラル教材。端末利用時の注意点や適切なコミュニケーション方法など、ＩＣＴの活用場

面ごとにそれぞれのテーマで学ぶことができる。 

※３ やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）：ＩＣＴを授業や校務において効果的に活用できる

情報を集積したウェブサイト。タブレット端末を活用した授業や探究的な学びに関する資料等を多数掲載して

いる。                         

■ ＩＣＴを活用するための環境の整備 

 ○ ＩＣＴ環境の維持・充実 

 
・ 高校段階における１人１台タブレット端末整備のＢＹＡＤ※４化に係

る端末購入費の補助 
県教委 

P130 
P150 

 
・ 「山口県公立学校情報機器整備基金」を活用した、義務教育段階に

おける１人１台タブレット端末等の計画的な更新 

県教委 

市町教委  

P129 
P150 

 
・ 県立学校における校内ネットワークの機器更新による通信ネットワ

ーク速度の改善 
県教委  

○ 教育データ利活用に向けた環境整備 

 ・ 様々な教育データを集約・可視化する教育ダッシュボードの運用 県教委 P129 

 ・ 採点結果の分析機能を搭載したクラウド型採点システム※５の運用 県教委 P129 

■ ＩＣＴ活用推進体制の整備と校務の改善 

 ○ 教職員の日常的なＩＣＴ活用のサポート 

・ ＩＣＴ支援員※６の配置 

・ 「やまぐちＧＩＧＡスクール運営支援センター」の設置 

県教委 

市町教委 

P129 
P150 

○ ＩＣＴ活用の推進等に向けた体制の整備 

 
・ 「県立学校教育ＤＸ推進協議会」での協議による、県立学校の   

ＩＣＴの効果的な活用の推進 
県教委  

 

・ 県教委と市町教委で構成する「山口県教育ＩＣＴ推進協議会」にお

ける、市町間のＩＣＴの利活用状況・好事例の共有 

・ 県域共通クラウドサービスの活用による県・市町の連携強化 

県教委 

市町教委 
 

○ ＩＣＴを活用した業務の効率化 

 
・ クラウドサービスを活用した校務ＤＸの推進 

・ 校務における生成ＡＩの活用推進 

学校 

（小・中・高・特） 
 

 

・ クラウド型採点システムや統合型校務支援システム※７の活用 
学校 

（高・特） 
P129 

・ 市町の統合型校務支援システムの共同利用 

市町教委 

学校 

（小・中） 

 

・ 公立高等学校における入学者選抜のＷＥＢ出願システムの運用 

県教委 

学校 

（中・高） 
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※４ ＢＹＡＤ：指定された端末を個人が私費で購入し、学校や家庭で活用すること（Bring Your Assigned Device

の略）

※５ クラウド型採点システム：答案用紙をスキャンしたデータをクラウド上に保存し採点するシステムであり、

選択式の解答の自動採点や得点の自動集計等の機能を有するもの

※６ ＩＣＴ支援員：学校における教職員のＩＣＴ活用（例えば、授業、校務、教職員研修等の場面）をサポート

することにより、ＩＣＴを活用した授業等を教職員がスムーズに行うための支援を行う者

※７ 統合型校務支援システム：教務系（成績処理、出欠管理、授業時数管理等）、保健系（健康管理、保健室来室

管理等）、学籍系（指導要録等）、学校事務系など統合した機能を有しているシステム

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値

(2027(令和９)年度)

学習者用端末を活用した学習活動に、
情報活用能力の向上の効果があると感
じている生徒の割合（県立中・高等学
校、中等教育学校）

87.1％

(2022(令和４)年度)

91.1％

(2025(令和７)年度)
95.0%

情報活用の基盤となる知識や態度につ
いて指導する能力を有する教員の割合
（公立小・中・高等学校、中等教育学校、
特別支援学校）

85.8％

(2021(令和３)年度)

87.5％

(2024(令和６)年度)
90.0%

授業にＩＣＴを活用して指導する能力
を有する教員の割合（公立小・中・高等
学校、中等教育学校、特別支援学校）

77.9％

(2021(令和３)年度)

82.4％

(2024(令和６)年度)
85.0%

教育ダッシュボードで可視化した教育

データを活用している学校の割合（県

立学校）

0.0％

(2022(令和４)年度)

67.2％

(2025(令和７)年度)
100%

取組の進捗 p-d-Check-a
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※１ やまぐちスマートスクール構想 2.0：１人１台タブレット端末などのデジタル学習基盤の充実・強化とさら

なる活用促進により、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実や、誰一人取り残されることのない学び

の保障、子どもと向き合う時間を確保するための働き方改革の推進など、デジタルを活用してリアルな学びを

充実させ、子どもたちの可能性を広げる構想 

※２ ＧＩＧＡワークブックやまぐち：県教委が LINE ヤフー株式会社と連携し作成した、ＩＣＴを活用した学び

に焦点を当てた情報モラル教材。端末利用時の注意点や適切なコミュニケーション方法など、ＩＣＴの活用場

面ごとにそれぞれのテーマで学ぶことができる。 

※３ やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）：ＩＣＴを授業や校務において効果的に活用できる

情報を集積したウェブサイト。タブレット端末を活用した授業や探究的な学びに関する資料等を多数掲載して

いる。                         

■ ＩＣＴを活用するための環境の整備 

 ○ ＩＣＴ環境の維持・充実 

 
・ 高校段階における１人１台タブレット端末整備のＢＹＡＤ※４化に係

る端末購入費の補助 
県教委 

P130 
P150 

 
・ 「山口県公立学校情報機器整備基金」を活用した、義務教育段階に

おける１人１台タブレット端末等の計画的な更新 

県教委 

市町教委  

P129 
P150 

 
・ 県立学校における校内ネットワークの機器更新による通信ネットワ

ーク速度の改善 
県教委  

○ 教育データ利活用に向けた環境整備 

 ・ 様々な教育データを集約・可視化する教育ダッシュボードの運用 県教委 P129 

 ・ 採点結果の分析機能を搭載したクラウド型採点システム※５の運用 県教委 P129 

■ ＩＣＴ活用推進体制の整備と校務の改善 

 ○ 教職員の日常的なＩＣＴ活用のサポート 

・ ＩＣＴ支援員※６の配置 

・ 「やまぐちＧＩＧＡスクール運営支援センター」の設置 

県教委 

市町教委 

P129 
P150 

○ ＩＣＴ活用の推進等に向けた体制の整備 

 
・ 「県立学校教育ＤＸ推進協議会」での協議による、県立学校の   

ＩＣＴの効果的な活用の推進 
県教委  

 

・ 県教委と市町教委で構成する「山口県教育ＩＣＴ推進協議会」にお

ける、市町間のＩＣＴの利活用状況・好事例の共有 

・ 県域共通クラウドサービスの活用による県・市町の連携強化 

県教委 

市町教委 
 

○ ＩＣＴを活用した業務の効率化 

 
・ クラウドサービスを活用した校務ＤＸの推進 

・ 校務における生成ＡＩの活用推進 

学校 

（小・中・高・特） 
 

 

・ クラウド型採点システムや統合型校務支援システム※７の活用 
学校 

（高・特） 
P129 

・ 市町の統合型校務支援システムの共同利用 

市町教委 

学校 

（小・中） 

 

・ 公立高等学校における入学者選抜のＷＥＢ出願システムの運用 

県教委 

学校 

（中・高） 
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＜県参考資料＞

❶教育情報化推進室 「やまぐちスマートスクール構想2.0」の推進

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/244/291097.html

❷教育情報化推進室 やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）

https://www.yama-labo.ysn21.jp/

参考

❶ 「やまぐちスマートスクール構想 2.0」の推進 （担当：教育情報化推進室）
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＜県参考資料＞

❶教育情報化推進室 「やまぐちスマートスクール構想2.0」の推進

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/244/291097.html

❷教育情報化推進室 やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）

https://www.yama-labo.ysn21.jp/

参考

❶ 「やまぐちスマートスクール構想 2.0」の推進 （担当：教育情報化推進室）
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⑨ グローバルに活躍する人材の育成 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 校種間接続の視点を踏まえた指導の更なる充実を図るとともに、言語活動を通した指導

の充実や指導と評価の一体化を進め、英語でコミュニケーションを図る資質能力の確実な

育成を推進します。 

 ◆ 児童生徒の国際的視野を広げ、英語学習に主体的に取り組む態度を育成するため、海外

姉妹校との連携強化や留学生の受入れ、オンラインも含めた国際交流の機会の充実に取り

組みます。 

 ◆ 世界に向けた広い視野と地域の身近な問題を意識する視点の両方をもつ人材を育成する

ため、国際協調・協力を実践する態度等を育む教育活動を推進するとともに、地域課題に

ついて探究する機会の充実を図ります。 

【主な取組】                   （担当課：高校教育課／義務教育課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 英語によるコミュニケーション能力の育成 

 ○ 校種間接続の視点を踏まえた英語教育の推進 

 
・ 県・市町教育委員会の学校訪問における、校種間の接続の視点を踏

まえた指導助言の実施 

県教委 

市町教委 
 

 
・ 校種間のつながりを意識した指導計画の作成と、生徒の実態に応じ

た授業の展開 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 指導と評価の一体化の推進、ＩＣＴ等の研修の充実 

 

・ 小・中学校英語指導力スキルアップ研修会の開催 

・ 英語によるコミュニケーション能力を育成するためのＩＣＴ活用を促進する研修の実施 

・ 外国語指導助手（ＡＬＴ）と日本人教員を対象とした「山口県   

外国語指導助手指導力等向上研修会」の開催 

県教委 

市町教委 
 

 
・ ＣＡＮ－ＤＯリストの活用 

・ 言語活動の充実やＩＣＴの活用による指導方法の工夫・改善 

学校 

（小・中・高） 
 

○ 小学校専科教員の配置 

 ・ 小学校英語専科教員等の配置 
県教委 

市町教委 
P150 

 ・ 配置校・兼務校を中心とした英語教育に関する校内研修の充実 
学校 

（小） 
 

○ デジタル教科書の活用促進 

 ・ 各研修会におけるデジタル教科書の効果的な活用の促進 
県教委 

市町教委 
 

 ・ デジタル教科書を効果的に活用した授業改善 
学校 

（小・中） 
 

■ 海外との交流の促進 

 ○ 海外の教育機関との交流機会の充実 

 
・ 韓国慶尚南道に訪問団を派遣し、高校での授業体験・意見交換等を

通した相互交流や産業・文化施設訪問等による異文化体験を実施（高） 

（交流テーマ：「ＳＤＧｓ」、実施時期：10月以降を予定） 

県教委 P150 

 
・ オンラインを活用した海外の学校等との交流の実施 

・ 海外姉妹校との交流の実施 

学校 

（小・中・高・特） 
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

中学校卒業段階で英検３級相当以

上、高等学校卒業段階で英検準２

級相当以上を達成した中高生の割

合

中学校卒業段階

50.7％

高等学校卒業段階

48.3％

(2022(令和４)年度)

中学校卒業段階

53.3％

高等学校卒業段階

47.5％

(2024(令和６)年度)

中学校卒業段階

60.0％

高等学校卒業段階

60.0％

高等学校卒業段階で英検２級相当

以上を達成した高校生の割合

20.6％

(2022(令和４)年度)

18.9％

(2024(令和６)年度)
30.0％

海外の教育機関等と交流した県立

学校の割合（オンラインによる交

流も含む）

54.2％

(2022(令和４)年度)

68.8％

(2024(令和６)年度)
100％

○ 海外留学の促進及び留学生の受入れによる国際交流機会の充実

・ 海外留学に必要な経費の一部を補助（高）❶
（留学先：オーストラリア、実施時期：７月下旬～８月上旬

  人数：上限 20人、補助金額：60千円／人［予定］）

・ 海外留学の成果を共有し、留学に対する意欲や機運の醸成を図る機

会の創出❶（中・高）

県教委
P137

P150

・ 留学に関する情報の積極的な提供や、留学支援事業の周知

・ 国補助事業「アジア高校生架け橋プロジェクト＋（プラス）」等を  

活用した留学生の受入れ（高）

学校

（中・高・特）

○ ＡＬＴの活用の一層の促進

・ 県、市町主催事業や学校での教育活動におけるＡＬＴの参画促進
県教委

市町教委
P150

・ 教育活動におけるＡＬＴの参画機会の充実
学校

（小・中・高・特）

■ グローバル・リーダーの育成

○ 海外におけるグローバルな視野を育む教育の推進

・「東部地域グローカル人材育成事業❷」による海外研修等の実施（中・

高）

県教委
P137

P150

○ 大学等と連携した、地域課題をグローバルな視点で探究する学習活動の推進

・ 「やまぐち発！グローバル・リーダー育成事業」による、米国スタ

ンフォード大学と連携したオンラインプログラム「スタンフォード

ｅ－Ｙａｍａｇｕｃｈｉプログラム」の実施❶（高）

・ 「東部地域グローカル人材育成事業」における、大学生と協働した

探究活動の実施（中・高）

県教委
P137

P150

・ 地域課題をグローバルな視点で探究する学習活動の一層の充実
学校

（小・中・高）

取組の進捗 p-d-Check-a
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

中学校卒業段階で英検３級相当以

上、高等学校卒業段階で英検準２

級相当以上を達成した中高生の割

合

中学校卒業段階

50.7％

高等学校卒業段階

48.3％

(2022(令和４)年度)

中学校卒業段階

53.3％

高等学校卒業段階

47.5％

(2024(令和６)年度)

中学校卒業段階

60.0％

高等学校卒業段階

60.0％

高等学校卒業段階で英検２級相当

以上を達成した高校生の割合

20.6％

(2022(令和４)年度)

18.9％

(2024(令和６)年度)
30.0％

海外の教育機関等と交流した県立

学校の割合（オンラインによる交

流も含む）

54.2％

(2022(令和４)年度)

68.8％

(2024(令和６)年度)
100％

○ 海外留学の促進及び留学生の受入れによる国際交流機会の充実

・ 海外留学に必要な経費の一部を補助（高）❶
（留学先：オーストラリア、実施時期：７月下旬～８月上旬

  人数：上限 20人、補助金額：60千円／人［予定］）

・ 海外留学の成果を共有し、留学に対する意欲や機運の醸成を図る機

会の創出❶（中・高）

県教委
P137

P150

・ 留学に関する情報の積極的な提供や、留学支援事業の周知

・ 国補助事業「アジア高校生架け橋プロジェクト＋（プラス）」等を  

活用した留学生の受入れ（高）

学校

（中・高・特）

○ ＡＬＴの活用の一層の促進

・ 県、市町主催事業や学校での教育活動におけるＡＬＴの参画促進
県教委

市町教委
P150

・ 教育活動におけるＡＬＴの参画機会の充実
学校

（小・中・高・特）

■ グローバル・リーダーの育成

○ 海外におけるグローバルな視野を育む教育の推進

・「東部地域グローカル人材育成事業❷」による海外研修等の実施（中・

高）

県教委
P137

P150

○ 大学等と連携した、地域課題をグローバルな視点で探究する学習活動の推進

・ 「やまぐち発！グローバル・リーダー育成事業」による、米国スタ

ンフォード大学と連携したオンラインプログラム「スタンフォード

ｅ－Ｙａｍａｇｕｃｈｉプログラム」の実施❶（高）

・ 「東部地域グローカル人材育成事業」における、大学生と協働した

探究活動の実施（中・高）

県教委
P137

P150

・ 地域課題をグローバルな視点で探究する学習活動の一層の充実
学校

（小・中・高）

取組の進捗 p-d-Check-a
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英語によるコミュニケーション能力の育成 (担当：義務教育課／高校教育課)

参考

海外との交流の促進、グローバル・リーダーの育成 (担当：高校教育課)

❶やまぐち発！グローバル・リーダー育成事業
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＜国参考資料＞

YouTube文部科学省／mextchannel「外国語教育はこう変わる！」（随時更新）

https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbCsze5PvMhQ1TS-jXEZKA4f

文部科学省「高等学校外国語科におけるパフォーマンステスト参考資料」（Ｒ４.７）

https://www.mext.go.jp/content/20220715-mxt_kyoiku01-000021347_1.pdf

文部科学省「外国語の指導におけるＩＣＴの活用について」（Ｒ２.９）

https://www.mext.go.jp/content/20201102-mxt_jogai01-000010146_009.pdf

総務省「ＪＥＴプログラム外国語指導助手（ＪＥＴ－ＡＬＴ）活動事例集」（Ｒ５.７）

https://www.soumu.go.jp/kokusai/kouryu_JET.html

文部科学省「英語教育改善プラン（平成28年度～）」

https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/index_00006.htm

＜県参考資料＞

高校教育課

ＩＣＴを活用した実践事例【外国語①】「オンライン掲示板ツールを活用したアイデアの共有」（Ｒ7.12）

ＩＣＴを活用した実践事例【外国語②】「フィードバックによる英語プレゼンテーション練習」（Ｒ7.12）

ＩＣＴを活用した授業提案「外国語科におけるReading Progressの活用について」（Ｒ６.１）

ＩＣＴを活用した授業提案「外国語科におけるReading Coachの活用について」（Ｒ６.１）

https://www.yama-labo.ysn21.jp/ ※「取組紹介」のページから閲覧可能

❷東部地域グローカル人材育成事業

１ 語学力育成プログラム

（英会話レッスン）

３ 国際交流体験プログラム

（外国人との交流等）

２ グローバル探究プログラム

(海外研修）

４ ローカル探究プログラム

（地域探究）

ロ
ー
カ
ル
探
究

自ら考え、物おじせず行動する力

地域への意識・リーダーシップ

語学力

コミュニケーション力

多様性や多文化共生への理解

育てたい力
５ グローカル・ラボ（研修）
→事業全体を通じた研修事業
→グローバルとローカルの融合
→ローカライズ能力の育成

グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
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＜国参考資料＞

YouTube文部科学省／mextchannel「外国語教育はこう変わる！」（随時更新）

https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbCsze5PvMhQ1TS-jXEZKA4f

文部科学省「高等学校外国語科におけるパフォーマンステスト参考資料」（Ｒ４.７）

https://www.mext.go.jp/content/20220715-mxt_kyoiku01-000021347_1.pdf

文部科学省「外国語の指導におけるＩＣＴの活用について」（Ｒ２.９）

https://www.mext.go.jp/content/20201102-mxt_jogai01-000010146_009.pdf

総務省「ＪＥＴプログラム外国語指導助手（ＪＥＴ－ＡＬＴ）活動事例集」（Ｒ５.７）

https://www.soumu.go.jp/kokusai/kouryu_JET.html

文部科学省「英語教育改善プラン（平成28年度～）」

https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/index_00006.htm

＜県参考資料＞

高校教育課

ＩＣＴを活用した実践事例【外国語①】「オンライン掲示板ツールを活用したアイデアの共有」（Ｒ7.12）

ＩＣＴを活用した実践事例【外国語②】「フィードバックによる英語プレゼンテーション練習」（Ｒ7.12）

ＩＣＴを活用した授業提案「外国語科におけるReading Progressの活用について」（Ｒ６.１）

ＩＣＴを活用した授業提案「外国語科におけるReading Coachの活用について」（Ｒ６.１）

https://www.yama-labo.ysn21.jp/ ※「取組紹介」のページから閲覧可能

❷東部地域グローカル人材育成事業

１ 語学力育成プログラム

（英会話レッスン）

３ 国際交流体験プログラム

（外国人との交流等）

２ グローバル探究プログラム

(海外研修）

４ ローカル探究プログラム

（地域探究）

ロ
ー
カ
ル
探
究

自ら考え、物おじせず行動する力

地域への意識・リーダーシップ

語学力

コミュニケーション力

多様性や多文化共生への理解

育てたい力
５ グローカル・ラボ（研修）
→事業全体を通じた研修事業
→グローバルとローカルの融合
→ローカライズ能力の育成

グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
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⑩ 新たな価値を創造する人材の育成 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 学習指導要領を踏まえ、児童生徒が主体的に課題を発見し、多様な人と協働しながら課

題を解決する探究学習やＳＴＥＡＭ教育等の教科等横断的な学習の充実を図ります。 

◆ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、普通科改革、先進的なグローバル・理数

系教育等を通じて、各高等学校等の特色化・魅力化を図ります。 

 ◆ 整備されたＩＣＴ環境やデジタル化対応産業教育装置を積極的に活用し、専門分野に関

する知識・技術の深化と実践力の育成、将来の地域産業を支える人材の育成に向けた取組

を推進します。 

◆ 各教科等の授業において、起業への理解促進や起業体験活動を推進します。 

 ◆ 専門高校で学ぶ生徒に対して、脱炭素社会の実現に向けた意識の醸成と必要な資質能力

を身に付けた人材を育成します。 
【主な取組】                   （担当課：高校教育課／義務教育課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 探究・ＳＴＥＡＭ教育の充実に向けた取組 

 ○ 大学等と連携・協働した課題解決型学習や研究発表会の実施 

 
・ 各学校における課題研究の成果を発表する探究学習成果発表大会等

の機会の設定 
県教委 

P122 

P149 

P151 

 
・ 文理探究科などにおける大学や博物館等の訪問を通した課題解決型学習の実施 

・ 地域社会の課題に基づく探究活動の実施 

学校 

（高） 
 

○ 探究的な学習に資するプログラムを活用した取組の推進  

 
・ 県教委が独自に開発した教育プログラム❻（まなびで“きびる”プロ

ジェクト）の活用促進 
県教委  

 
・ 課題発見能力の向上に資するプログラムを活用した授業の実施 

・ プレゼンテーション能力の向上に資するプログラムを活用した授業の実施 

学校 

（小・中・高） 
 

○ 生徒が切磋琢磨し、能力を伸長する機会の充実 

 ・ 国内外の科学コンテストへの参加促進 県教委  

 
・ 国際科学オリンピックへの参加 

・ ＩＳＥＦ（国際科学技術フェア）等への参加 

学校 

（高） 
 

 ○ 文理探究科❸における探究的な学習活動の推進  

 

 

・ 「やまぐちサイエンス・サポート事業」❷、「ＤＸで未来を創る！やま

ぐち探究レベルアップ事業」❶による文理探究科設置校の学習環境の充実 

・ 理数系人材を育成するための文理融合・探究的な学びの充実 

・ 探究学習の充実と教員の指導力向上に資する協議会の開催 

県教委 

P122 

P135 

P151 

  
・ 文理探究科の生徒が集う合同セミナーの実施 

・ 課題研究の充実 

学校 

（高） 
 

■ 理数教育の充実に向けた取組 

 ○ 大学等と連携した体験的・探究的な学習活動の推進  

 
・ やまぐちサイエンス・キャンプ❷の開催 
・ 「科学の甲子園」山口県大会（中学生・高校生対象）❷の開催 

県教委 
P138 
P151 

 
・ 大学等が主催する研究発表会への参加 
・ 大学等の研究者から直接指導を受ける機会の創出 

学校 
（高） 

 

○ 創造性等を高める指導方法の研究開発及び成果の普及  

 
・ 理科授業改善研修会の実施（小・中） 
・ 「サイエンスやまぐち」等の科学作品展・科学発表会の開催 

県教委 
P138 
P151 

 ・ スーパーサイエンスハイスクールにおける指導方法の研究開発及び成果の普及 学校（高）  
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■ 高等学校の特色化・魅力化に向けた取組 

 ○ 協働的・探究的な教育活動の充実 

 
・ 「ＤＸで未来を創る！やまぐち探究レベルアップ事業」により探究的

な学習を推進する教員の育成や学習の質の高度化を支援 
県教委 

P122 

P151 

 
・ 文理探究科設置校等における次代を担う人材の育成や、多様化する

大学入学者選抜への対応 

学校 

（高） 
 

○ 組織的・計画的な教育活動の検証・改善 

・ 学校運営協議会等の活用による、スクール・ポリシーを踏まえた、 

日々の教育活動の組織的・計画的な実施及び検証・改善 

学校 

（高） 

 

■ 職業教育の充実❹ 

 ○ 産業界のＤＸ化に対応できる人材の育成 

 

・ 専門高校とデジタル技術を積極的に導入している県内企業との連携 

による技術講習会や実習の推進 

・ ものづくりへの興味・関心の喚起と知的好奇心の育成 

県教委 
P120 

P149 

 
・ 企業の技術者による学科の専門性に応じた技術講習会等の実施 

・ ものづくり教室やものづくりイベント等の活用 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 資格取得や専門技術習得の促進 

 

・ オンライン講座の配信による学校や学科の枠を越えた学びの場や機 

会の創出 

・ 高度な専門知識や技術を身に付けた人材の育成 

県教委 
P120 

P149 

 

・ 山口マイスター等の熟練技能者の積極的な活用による技術講習会の実施 

・ デジタル化対応産業教育装置を活用した資格取得講座の実施 

・ 「介護職員初任者研修」等の実施 

・ 「きらめき検定」（山口県特別支援学校技能検定）の活用 

学校 

（高・特） 
 

■ 起業家教育（アントレプレナーシップ教育）の推進 

 ○ 新たな価値の創造に取り組む姿勢や発想・能力等の醸成 

 ・ 学科の専門性に応じた起業家教育への理解促進や体験活動の推進 県教委  

 

・ 地元企業や異なる学科と連携・協働した商品開発・販売等の教育活

動の実施 

・ やまぐちハイスクールブランドプロジェクト❺を活用した起業体験

活動の実施 

・ 県及び経済団体等が主催するコンテストの活用  

学校 

（高・特） 

 

■ 脱炭素等、これからの社会における成長分野を担う人材の育成 

 新  地元企業・団体等と連携した課題解決型学習（ＰＢＬ）の推進「企業から学ぶ！ローカル×

テック探究プロジェクト」 

 ・ 脱炭素化やＰＢＬについて学ぶ研修会や活動報告会の実施 県教委 
P119 

P149 

 
・ カーボンニュートラルをテーマにＡＩ等を活用したＰＢＬを展開 

・ 企業メンターの伴走支援のもと、調査・分析・研究・発表を実施 

学校 

（高） 

 

新 専門高校における探究活動の推進と成果の普及「専門高校プロモーションプロジェクト」 

 

・ 専門高校の取組を紹介するやまぐちスペシャリストＥＸＰＯの開催 

・ 専門高校紹介コンテンツ（パンフレット・ホームページ）の作成 

・ 小中学生や保護者、中学校教員に向けた情報発信 

県教委 
P119 

P149 

・ やまぐちスペシャリストＥＸＰＯへの参加や専門高校紹介コンテン

ツの充実による研究成果の発信 

学校 

（高） 
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■ 高等学校の特色化・魅力化に向けた取組 

 ○ 協働的・探究的な教育活動の充実 

 
・ 「ＤＸで未来を創る！やまぐち探究レベルアップ事業」により探究的

な学習を推進する教員の育成や学習の質の高度化を支援 
県教委 

P122 

P151 

 
・ 文理探究科設置校等における次代を担う人材の育成や、多様化する

大学入学者選抜への対応 

学校 

（高） 
 

○ 組織的・計画的な教育活動の検証・改善 

・ 学校運営協議会等の活用による、スクール・ポリシーを踏まえた、 

日々の教育活動の組織的・計画的な実施及び検証・改善 

学校 

（高） 

 

■ 職業教育の充実❹ 

 ○ 産業界のＤＸ化に対応できる人材の育成 

 

・ 専門高校とデジタル技術を積極的に導入している県内企業との連携 

による技術講習会や実習の推進 

・ ものづくりへの興味・関心の喚起と知的好奇心の育成 

県教委 
P120 

P149 

 
・ 企業の技術者による学科の専門性に応じた技術講習会等の実施 

・ ものづくり教室やものづくりイベント等の活用 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 資格取得や専門技術習得の促進 

 

・ オンライン講座の配信による学校や学科の枠を越えた学びの場や機 

会の創出 

・ 高度な専門知識や技術を身に付けた人材の育成 

県教委 
P120 

P149 

 

・ 山口マイスター等の熟練技能者の積極的な活用による技術講習会の実施 

・ デジタル化対応産業教育装置を活用した資格取得講座の実施 

・ 「介護職員初任者研修」等の実施 

・ 「きらめき検定」（山口県特別支援学校技能検定）の活用 

学校 

（高・特） 
 

■ 起業家教育（アントレプレナーシップ教育）の推進 

 ○ 新たな価値の創造に取り組む姿勢や発想・能力等の醸成 

 ・ 学科の専門性に応じた起業家教育への理解促進や体験活動の推進 県教委  

 

・ 地元企業や異なる学科と連携・協働した商品開発・販売等の教育活

動の実施 

・ やまぐちハイスクールブランドプロジェクト❺を活用した起業体験

活動の実施 

・ 県及び経済団体等が主催するコンテストの活用  

学校 

（高・特） 

 

■ 脱炭素等、これからの社会における成長分野を担う人材の育成 

 新  地元企業・団体等と連携した課題解決型学習（ＰＢＬ）の推進「企業から学ぶ！ローカル×

テック探究プロジェクト」 

 ・ 脱炭素化やＰＢＬについて学ぶ研修会や活動報告会の実施 県教委 
P119 

P149 

 
・ カーボンニュートラルをテーマにＡＩ等を活用したＰＢＬを展開 

・ 企業メンターの伴走支援のもと、調査・分析・研究・発表を実施 

学校 

（高） 

 

新 専門高校における探究活動の推進と成果の普及「専門高校プロモーションプロジェクト」 

 

・ 専門高校の取組を紹介するやまぐちスペシャリストＥＸＰＯの開催 

・ 専門高校紹介コンテンツ（パンフレット・ホームページ）の作成 

・ 小中学生や保護者、中学校教員に向けた情報発信 

県教委 
P119 

P149 

・ やまぐちスペシャリストＥＸＰＯへの参加や専門高校紹介コンテン

ツの充実による研究成果の発信 

学校 

（高） 
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参考

探究・ＳＴＥＡＭ教育の充実に向けた取組 （担当：高校教育課）

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値 目標値

(2027(令和９)年度)

県教委が独自に開発した探究的な学習に資する

教育プログラムを活用した公立高校の割合

55.1％

(2022(令和４)年度)

47.9％

(2024(令和６)年度)
100%

産業界等と連携した学習活動（インターンシッ

プ、共同研究等）を行っている県立高校の割合

97.9％

(2022(令和４)年度)

95.8％

(2024(令和６)年度)
100%

大学等と連携した理数教育に関する体験的・探

究的な学習活動に参加した普通科設置校の割合

37.0％

(2022(令和４)年度)

56.3％

(2024(令和６)年度)
70.0％

新たな価値を創造する人材の育成に向け、文理探究科６校において、ＩＣＴ・ＡＩ等を活用

した文理横断的・探究的学習の高度化を図り、その取組・成果を広く県内に発信・横展開する

ことで、探究的な学習活動を推進します。

取組の進捗 p-d-Check-a

❶ DXで未来を創る！やまぐち探究レベルアップ事業
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科学に対する興味・関心の喚起や、探究的活動に重点を置いた理数教育の充実など、質の

高い系統的・継続的な理数教育の推進を図ります。

❸文理探究科のねらい【概念図】 (担当：県立高校再編整備推進室)

理数教育の充実 (担当：高校教育課／義務教育課)

文系・理系分野の専門科目等を通じた高いレベルの学習

【発展的な学習】
大学・専門機関等と連携した学習

【先進的な学習】

自ら見つけた課題の解決に向けて他者と協働して取り組む学習

【探究的な学習】

❷ や ま ぐ ち 燦 め き サ イ エ ン ス 事 業

ＹＳＥ事業

ヤングサイエンティスト拡大事業

裾野拡大 意欲向上意欲向上

ＹＳＳ事業

能力伸長

ＹＳＣ事業

国際的な

科学技術系人材
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科学に対する興味・関心の喚起や、探究的活動に重点を置いた理数教育の充実など、質の

高い系統的・継続的な理数教育の推進を図ります。

❸文理探究科のねらい【概念図】 (担当：県立高校再編整備推進室)

理数教育の充実 (担当：高校教育課／義務教育課)

文系・理系分野の専門科目等を通じた高いレベルの学習

【発展的な学習】
大学・専門機関等と連携した学習

【先進的な学習】

自ら見つけた課題の解決に向けて他者と協働して取り組む学習

【探究的な学習】

❷ や ま ぐ ち 燦 め き サ イ エ ン ス 事 業

ＹＳＥ事業

ヤングサイエンティスト拡大事業

裾野拡大 意欲向上意欲向上

ＹＳＳ事業

能力伸長

ＹＳＣ事業

国際的な

科学技術系人材
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＜県参考資料＞
❻高校教育課
やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）「ＩＣＴを活用した新たな学び」（ま
なびで‘’きびる‘’プロジェクト）

https://www.yama-labo.ysn21.jp/

❹職業教育の充実 (担当：高校教育課／義務教育課／特別支援教育推進室)

＜社会を支え産業の発展を担う職業人として必要な資質・能力の育成＞

〇 各職業分野に関する体系的・系統的な理解及び関連する技術の習得

〇 各職業分野に関する課題を発見し、職業人としての倫理観をもって合理的かつ創造的に

解決する力の育成

〇 職業人として豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築をめざして自ら学び、産業の

振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度の育成

ＩＣＴの活用

〇 学校・学科の枠を越えた学びの場や機会の創出

〇 やまぐちスマートスクールポータルサイトにおける情報発信

山口県産業の将来を担う人材の育成

産・学・公との連携・協力【企業、大学、関係機関等】
〇 企業実習受入、講師派遣     〇 若年技能者人材育成支援等事業

〇 次代を担う産業人材育成推進事業 〇 ものづくり産業技能向上対策事業 等

❺ やまぐちハイスクールブランドプロジェクト：専門高校等で

学ぶ生徒が、学科の枠を越え協働しながら起業体験活動や商

品開発及びブランド化等、新たな価値の創造につながる教育

活動を実施。模擬株式会社山口魅来（やまぐちみらい）の活動

を通したマーケティングに関するノウハウの構築・共有化、

新ブランドの確立・活用に取り組む。

統一マーク

商標登録第6437234号

山口魅来（やまぐちみらい）

（企業名の由来）

  々 魅了  未来          
魅  知 て      
 地域  々     伝統 引 継ぎ   
未来 創 上 て      ざ  
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障害や、いじめ、不登校等の困難を有する児童生徒の多様なニーズに対応した教育を推進し

ます。 

 
 施策 
  ⑪ いじめ・不登校等の諸課題への取組の充実 
⑫ 特別支援教育の推進 

  ⑬ 多様なニーズに応じた児童生徒への支援の充実 
 
 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

2026（令和8）年度の施策の展開 
３ 誰一人取り残されることのない教育の推進 

※ 施策ごとに2026（令和8）年度の取組方針、主な取組、取組の進捗、参考について記

載しています。 

※ 【主な取組】の見方 

➢ 主な取組を取組主体別に記載しています。 

■：山口県教育振興基本計画に示す主な取組 

○：主な取組の柱 

・：具体的な取組内容 

新新：2026（令和8）年度の新規事業関連の取組 

新：2026（令和8）年度の予算計上を伴わない新たな取組 

拡：2026（令和8）年度の拡充する取組 

➢ 予算の欄には、関連資料（令和8年度教育委員会当初予算の概要）のページ数を記載しています。 

➢ 参考に説明資料等を掲載している取組や資料名には下線を引いています。 

 

注 各施策の参考に記載している＜国参考資料＞及び＜県参考資料＞には、その他の関連資料、閲覧す

るためのＵＲＬや二次元コードを示しています。情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性が

あります。 
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⑪⑪  いいじじめめ・・不不登登校校等等のの諸諸課課題題へへのの取取組組のの充充実実  
【2026(令和８)年度の取組方針】 
 ◆ 豊かな心を持ち、たくましく生き抜く児童生徒の育成に向け、心の教育の取組の基盤と
なる「発達支持的生徒指導」を推進することにより、いじめ等の問題行動や不登校の未然
防止の取組を一層強化します。 
◆ 「山口県いじめ防止基本方針❶」に基づき、いじめの未然防止、早期発見・早期対応、全
てのいじめを解消する取組を、学校・家庭・地域・関係機関等が連携して、社会総がかり
で推進します。 
◆ 生徒指導上の諸課題の早期解決をめざし、１人１台タブレット端末を活用するなどの多様
な方法により、児童生徒の悩みやＳＯＳを幅広く受け止める相談体制の強化を図るとともに、
外部専門家や関係機関等との更なる連携や、緊急時等の学校への支援体制を充実させます。 

【主な取組】 （担当課室：学校安全・体育課／義務教育課／やまぐち総合教育支援センター） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 心の教育の取組の基盤となる発達支持的生徒指導の充実 

 ○ 問題行動等の未然防止に向けた発達支持的生徒指導の充実 
拡 「心の教育推進の手引き❷」等の活用促進や「授業における『発達支持的生
徒指導』チェック25問❸」等を活用した教科の指導と生徒指導の一体化の推進 
・ スクールカウンセラー（ＳＣ）による児童生徒の心の育成を行う「心
理教育プログラム」を一層充実し、「ＳＯＳの出し方に関する教育」等
による自殺予防教育の更なる推進 
・ 生命（いのち）を大切にし、子どもたちを性暴力・性犯罪の加害者、被
害者、傍観者にさせないための「生命（いのち）の安全教育❹」の充実 

県教委 
P125 
P126 
P151 

○ 各課・室等で構成する「いじめ・不登校対策ワーキンググループ」による魅力ある学校づくりの推進 
・ 安心・安全な居場所づくりと個に応じたきめ細かな学習指導の充実 

県教委  

■ 問題行動や不登校の早期発見・早期対応に向けた組織的な取組の充実 

 ○ 児童生徒理解の深化及び教育相談体制の充実 

 ・ １人１台タブレット端末等を活用したオンラインによる相談・カウンセリングの推進 
県教委 
市町教委 

P125 
P151 

 

拡 ＳＣやスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）等と連携した幅広い
教育相談体制づくり（正規雇用のＳＳＷを１人増員） 
・ 中学校及び高等学校入学前の全ての児童生徒を対象とした心理教育
テストの実施とその結果を踏まえたＳＣとの教育相談等の実施 
・ 全ての県立学校で「心の健康観察アプリ」を積極的に活用した児童
生徒の日々の心の健康状態の把握やメンタルヘルスチェックの実施 
・ Ｆｉｔ※１等の生活アンケートの積極的な活用などによる児童生徒理解の深化 

学校 
（小・中・高・特） 

P125 
P126 
P151 

○ 専門家の派遣等による児童生徒、家庭、学校等への支援の充実、強化 
・ 就学時健診等へＳＣを派遣するアウトリーチ型の相談支援の実施 
・ ＳＣ、ＳＳＷ等の専門家の派遣、児童相談所や警察等の関係機関と
の連携による児童生徒・家庭・学校等への一層の支援 

  拡 エリアスーパーバイザー（エリアＳＶ）※２との積極的な連携や、全
市町へのＳＳＷの配置による支援体制の充実 

  ・ ファミリー・リレーションシップ・アドバイザー（ＦＲアドバイザー：家庭問題専門家）による支援 
  ・ 弁護士による、法的側面からのいじめ予防教室の実施（中・高）及

びいじめ等生徒指導上の諸課題への適切な対応に資する指導・助言 
  ・ 犯罪行為として取り扱われるべきいじめなど、学校のみでは対応し

きれない困難な事案への警察等の関係機関との連携・協力の促進 
  ・ 県教委内に配置した警察ОＢや管理職ＯＢ、スクールロイヤーによ

る学校問題の解決に向けた伴走支援の実施 

県教委 
市町教委 
関係機関 

P125 
P126 
P151 

 ○ 児童生徒の適切なインターネット利用に向けた対応 
 ・ 児童生徒の適切なインターネット利用に向けた主体的な取組の推進

及び「インターネットＫＹＴ資料集❺」の活用促進 
・ 教職員及び児童生徒、保護者等を対象としたネットトラブルに関する研修会等への講師派遣  

県教委  

 ・ 警察と連携した新入生やその保護者等を対象とする情報モラル教室の実施（高校） 
・ 大学と連携したネットトラブル等防止出前授業の実施（高校） 

学校（高） 
関係機関 
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 ○ 不登校児童生徒の社会的自立や学校復帰に向けた支援 
拡 ステップアップルーム※３を中学校に加え新たに小学校に設置し、専
属教員を配置することで、学びの場の確保及び教室復帰に向けた支援
を充実 《小学校》新規設置 《中学校》Ｒ７：35校⇒Ｒ８：増設 

  ・ 校内教育支援センターの設置促進 
  ・ 教育支援センター（適応指導教室）等との連携強化の促進 
  ・ 支援充実に向けた連絡協議会の開催 

県教委 
市町教委 

P125 
P126 
P151 

 ○ 「山口県いじめ防止基本方針」「学校いじめ防止基本方針」に基づくいじめ対策の充実・強化 

 

・ 「山口県いじめ問題対策協議会」を核とした、関係機関・団体等と 
の連携強化及び本県基本方針に基づく取組の検証・評価・改善 
・ 県立学校におけるいじめの重大事態発生時の調査等のための「山口 
県いじめ問題調査委員会」の設置 
・ 教職員を対象とした、いじめや自殺の未然防止のための研修会の開催 

県教委 
P125 
P151 

 

・ 各学校の「いじめ対策委員会」を中核とした、学校基本方針に基づく実効的
ないじめの防止等の取組の年間計画作成・実施・検証・評価・改善 
・ 「いじめ防止・根絶強調月間」（10月）における児童会・生徒会の主
体的取組の推進 

学校 
（小・中・高・特） 

 

○ 校内体制の整備と校種間の連携強化 

 

・ ＳＣやＳＳＷ等の外部専門家の協力を得た、生徒指導・教育相談  
体制の充実・強化 
・ 教職員の生徒指導・教育相談に係る資質能力の向上に向けた各種 
研修会等の開催や、管理職の自殺予防教育推進に係る研修会の開催 

県教委 
市町教委 

P125 
P126 
P151 

 

・ 管理職及び生徒指導主任等を中核とした、迅速・的確かつ組織的な
対応の強化 
・ 入学後の円滑な適応に資する校種間の情報共有及び学校警察連絡協
議会の実施 

学校 
（小・中・高・特） 

 

■ 教育活動全体を通じて行う道徳教育の充実❻ 

 ○ 教育活動全体を通じて行う道徳教育の推進 

 
・ 「心に響く講師」派遣事業の推進 
・ 家庭や地域と連携した道徳教育の推進 

県教委 
市町教委 

P151 

 
・ 児童生徒の実態を踏まえ、道徳科を要とした各学校の道徳教育全体
計画や具体的な指導計画の見直し・改善 

学校 
（小・中・高・特） 

 

○ 道徳教育における教員の指導力向上 

 

・ 「やまぐちっ子の心を育む道徳教育」プロジェクト推進校    
（小・中14 校、高２校、特支１校）における取組事例の普及 
・ やまぐち総合教育支援センターと共同した「考え、議論する道徳科
授業づくり研修講座」の開催（小・中） 
・ 「『考え、議論する道徳』の授業づくり～道徳科を要とした道徳教育
の充実に向けて～」パンフレット❼等の積極的な研修資料の活用の推進 
・ 道徳教育パワーアップ研究協議会（７月）の開催 

県教委 
市町教委 

P151 

 ・ 道徳授業セミナー（10月～11 月）の開催 
学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 指導者の育成 
・ 道徳教育ブラッシュアップ研修会による市町教委担当者の指導力向上 
・ 国の指導者養成研修受講者等を活用した道徳教育学校サポート事業の実施 

県教委 
市町教委 

 

■ 学校・家庭・地域が連携した体制づくり 

 ○ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした取組の推進 

 
・ 「子どもの未来を考えるフォーラム」の開催等による、いじめの防
止等に向けた学校・家庭・地域が一体となった社会総がかりでの取組
の充実 

県教委 
市町教委 

P125 
P151 

 ・ コミュニティ・スクールとの連携・協働体制の構築 
学校 

（小・中・高・特） 
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 ○ 不登校児童生徒の社会的自立や学校復帰に向けた支援 
拡 ステップアップルーム※３を中学校に加え新たに小学校に設置し、専
属教員を配置することで、学びの場の確保及び教室復帰に向けた支援
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の連携強化及び本県基本方針に基づく取組の検証・評価・改善 
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ないじめの防止等の取組の年間計画作成・実施・検証・評価・改善 
・ 「いじめ防止・根絶強調月間」（10月）における児童会・生徒会の主
体的取組の推進 

学校 
（小・中・高・特） 

 

○ 校内体制の整備と校種間の連携強化 

 

・ ＳＣやＳＳＷ等の外部専門家の協力を得た、生徒指導・教育相談  
体制の充実・強化 
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研修会等の開催や、管理職の自殺予防教育推進に係る研修会の開催 

県教委 
市町教委 
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P151 

 

・ 管理職及び生徒指導主任等を中核とした、迅速・的確かつ組織的な
対応の強化 
・ 入学後の円滑な適応に資する校種間の情報共有及び学校警察連絡協
議会の実施 

学校 
（小・中・高・特） 

 

■ 教育活動全体を通じて行う道徳教育の充実❻ 

 ○ 教育活動全体を通じて行う道徳教育の推進 

 
・ 「心に響く講師」派遣事業の推進 
・ 家庭や地域と連携した道徳教育の推進 

県教委 
市町教委 
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・ 児童生徒の実態を踏まえ、道徳科を要とした各学校の道徳教育全体
計画や具体的な指導計画の見直し・改善 

学校 
（小・中・高・特） 

 

○ 道徳教育における教員の指導力向上 

 

・ 「やまぐちっ子の心を育む道徳教育」プロジェクト推進校    
（小・中14 校、高２校、特支１校）における取組事例の普及 
・ やまぐち総合教育支援センターと共同した「考え、議論する道徳科
授業づくり研修講座」の開催（小・中） 
・ 「『考え、議論する道徳』の授業づくり～道徳科を要とした道徳教育
の充実に向けて～」パンフレット❼等の積極的な研修資料の活用の推進 
・ 道徳教育パワーアップ研究協議会（７月）の開催 

県教委 
市町教委 

P151 

 ・ 道徳授業セミナー（10月～11 月）の開催 
学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 指導者の育成 
・ 道徳教育ブラッシュアップ研修会による市町教委担当者の指導力向上 
・ 国の指導者養成研修受講者等を活用した道徳教育学校サポート事業の実施 

県教委 
市町教委 

 

■ 学校・家庭・地域が連携した体制づくり 

 ○ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした取組の推進 

 
・ 「子どもの未来を考えるフォーラム」の開催等による、いじめの防
止等に向けた学校・家庭・地域が一体となった社会総がかりでの取組
の充実 

県教委 
市町教委 

P125 
P151 

 ・ コミュニティ・スクールとの連携・協働体制の構築 
学校 

（小・中・高・特） 
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※１ Ｆｉｔ：児童生徒の学校生活等への適応感を測定するためのアンケート調査
※２ エリアスーパーバイザー（エリアＳＶ）：やまぐち総合教育支援センター配置の５人のＳＳＷの呼称。県内４
エリアを分担し、困難な問題を抱える児童生徒の環境への働きかけや関係機関との連携・調整を図るとともに、
市町配置のＳＳＷへの指導・援助を行う

※３ ステップアップルーム：市町立学校を対象に設置した、通常の学級での学習や集団での生活が困難となった
児童生徒の支援を行う特別の教室

※４ 学びの多様化学校：学校に行きづらい児童生徒のために、通常の学校より授業時間数が少ないなど、柔軟に
学ぶことができる学校（令和８年４月 下関市立文洋中学校関西分校開校）

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値

(2027(令和９)年度)

「いじめはどんな理由があってもい

けないことだ」と思っている児童生

徒の割合（公立小・中学校）

小 84.2％
中 81.9％

(2023(令和５)年度)

小 83.6％
中 80.3％

(2025(令和７)年度)

小 87.8％
中 86.1％

いじめの解消※５率

（公立小・中・高等学校、総合支援学校）

97.6%
(2021(令和３)年度)

96.2%
(2024(令和６)年度)

100％

1,000 人当たりの不登校児童生徒数

（公立小・中・高等学校）

小・中 26.6人
高 9.5人

(2021(令和３)年度)

小・中 39.0人
高 13.6人

(2024(令和６)年度)

小・中 19人
高 6.0人

不登校児童生徒のうち、学校内外の機

関等で相談・指導を受けている児童生

徒数（公立小・中・高等学校）

67.6％
(2021(令和３)年度)

93.7％
(2024(令和６)年度)

100％

1,000 人当たりの暴力行為発生件数

（公立小・中・高等学校）

6.0件
(2021(令和３)年度)

11.0件
(2024(令和６)年度)

4.0件

※５ いじめの解消：少なくとも、①いじめに係る行為が止んでいること（少なくとも 3か月間）、②被害児童生徒
が心身の苦痛を感じていないことを満たしている状態（文部科学省「いじめ防止等のための基本的な方針」）

■ やまぐち総合教育支援センターの相談・支援体制の充実

拡 「子どもと親のサポートセンター」及び「ふれあい教育センター」による相談・支援の充実
・ 電話相談、来所相談及び要請相談（学校等を訪問しての相談）によ
る、きめ細かな相談・支援（電話相談員、ＳＳＷ、ネットアドバイザ
ー及びセンター職員が対応）

県教委
P125
P126
P151

■ 緊急時等の学校への支援体制の充実

○ 学校での重大な事件・事故等の発生時における専門家の派遣
・ 事態の深刻化の防止や早期解決、児童生徒の安全確保や二次的被害
の防止を目的とした専門家の早期派遣

県教委
P125
P151

○ いじめの重大事態に係る児童生徒支援
・ いじめの重大事態発生時における早期解決を目的とした、いじめ防
止対策推進法に基づく調査の実施や児童生徒等の心のケア、学校復帰
後の学校生活等への適応に向けた外部専門家の派遣

県教委
市町教委

P125
P151

■ 不登校児童生徒等に対する多様な教育機会の確保

○ 多様な教育機会の確保及びＩＣＴ環境を生かした取組
・ 不登校児童生徒に対するオンラインでの授業配信による学習支援
・ ＳＣ等による相談・カウンセリングなど、ＩＣＴを効果的に活用し
た支援の推進
拡 ステップアップルーム※３を中学校に加え新たに小学校に設置し、専
属教員を配置することで、学びの場の確保及び教室復帰に向けた支援
を充実 《小学校》新規設置 《中学校》Ｒ７：35校⇒Ｒ８：増設
・ 市町への「学びの多様化学校」※４設置の支援及び情報提供

県教委
市町教委

P125
P126
P151

取組の進捗 p-d-Check-a

- 53 -



３ 誰一人取り残されることのない教育の推進 

- 54 - 

  
  
  
  
    
ⅠⅠ    学学校校がが行行うう具具体体的的なな取取組組                                                                                                                                                      
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

ⅡⅡ    そそのの他他                                                                                                                                                      
○○    学学校校いいじじめめ防防止止基基本本方方針針のの評評価価・・検検証証・・改改善善及及びびいいじじめめ対対策策にに資資すするる積積極極的的なな取取組組 

参考 

  
  ■■１１  未未然然防防止止（（いいじじめめのの予予防防））  

○○    生生徒徒指指導導・・教教育育相相談談のの充充実実・・強強化化  
「教職員の資質能力の向上」「児童生徒の行動観察」「児童生徒理解」「校種間連携の促進」 

  ○○    学学校校のの教教育育活活動動をを通通ししたた取取組組  
「各教科・総合的な学習の時間」「道徳教育」「特別活動等における児童生徒の主体的な活動」 

  ○○    「「いいじじめめ対対策策委委員員会会」」にによよるる評評価価・・検検証証・・改改善善  
「学校基本方針の評価・検証・改善」「いじめ対策委員会による情報集約と情報共有」 
「未然防止の取組を学校評価の評価項目への位置づけ」 

  ○○    家家庭庭・・地地域域ととのの連連携携  
「大人の意識の向上」「日頃からの信頼関係づくり」「地域の情報ネットワーク」「情報発信」 

  ■■２２  早早期期発発見見（（把把握握ししににくくいいいいじじめめのの発発見見）） 

  ○○    校校内内指指導導体体制制のの確確立立  
   「複数の教職員による指導体制づくり」「教育相談担当・養護教諭の役割」 
  ○○    具具体体的的なな取取組組  
   「日常の観察」「生活アンケート」「教育相談」「ふれあいの時間」「研修の充実」「相談窓口の周知」 
  ○○    家家庭庭・・地地域域ととのの連連携携  
   「学校運営協議会や地域協育ネット等の取組による開かれた学校づくり」「保護者懇談会の開催」 

  ■■３３  早早期期対対応応（（現現にに起起ここっってていいるるいいじじめめへへのの対対応応）） 

   ○○    学学校校のの体体制制づづくくりり  
   「いじめを認知した場合（疑われる場合も含む）の役割分担と対応例」 
   ○○    対対応応すするる上上ででのの留留意意点点  
   「児童生徒・保護者への対応」「臨時保護者会の開催」「いじめのアフターケア」 
  ○○    教教育育相相談談のの在在りり方方  
   「いじめられている児童生徒・いじめている児童生徒への教育相談」 
   ○○    イインンタターーネネッットトやや携携帯帯電電話話等等をを利利用用ししたたいいじじめめへへのの対対応応  
   「初期対応」「関係機関との連携」「被害拡大の防止」 
   ○○    保保護護者者ととのの連連携携  
   「いじめられている児童生徒・いじめている児童生徒の保護者への対応」「臨時保護者会の留意点」 
  ○○    地地域域・・関関係係機機関関ととのの連連携携  
   「学校と地域との連携」「学校と関係機関との連携」「やまぐち児童生徒サポートライン」 

■■４４  重重大大事事態態へへのの対対応応（（生生命命、、心心身身又又はは財財産産にに重重大大なな被被害害がが生生じじたた疑疑いいががああるるいいじじめめ等等へへのの対対応応）） 

  ○○    重重大大事事態態のの判判断断  
   「いじめ対策委員会の判断」「県教委・学校法人からの指導助言」 
  ○○    重重大大事事態態へへのの対対応応  
   「全容解明と早期対応」「いじめられている児童生徒・いじめている児童生徒への対応」 
  ○○    学学校校にによよるる調調査査  
   「全容解明に向け、外部専門家と連携した調査」「調査の進捗状況及び結果等についての説明」 
  ○○    調調査査にに当当たたっっててのの留留意意事事項項 
   「中立性・公平性の確保」「いじめられた児童生徒からの聴き取りが不可能な場合の対応」 

 

                                                                         構構    成成    

  複数の教職員（管理職・生徒指導主任・学年主任・
養護教諭・教育相談担当教員・生徒指導部員等）、Ｓ
Ｃ・ＳＳＷ、その他関係者 

  役役    割割    

「未然防止」「早期発見」「早期対応」「重大事態の対
応」の実効的な取組及び取組の評価・検証・改善を行
ういじめ対策の中核 

４４つつのの視視点点かかららのの取取組組  

いいじじめめ対対策策委委員員会会  

❶❶  山口県いじめ防止基本方針（概要）              (担当：学校安全・体育課)  

- 54 -



３ 誰一人取り残されることのない教育の推進 

- 54 - 
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ⅡⅡ    そそのの他他                                                                                                                                                      
○○    学学校校いいじじめめ防防止止基基本本方方針針のの評評価価・・検検証証・・改改善善及及びびいいじじめめ対対策策にに資資すするる積積極極的的なな取取組組 

参考 

  
  ■■１１  未未然然防防止止（（いいじじめめのの予予防防））  

○○    生生徒徒指指導導・・教教育育相相談談のの充充実実・・強強化化  
「教職員の資質能力の向上」「児童生徒の行動観察」「児童生徒理解」「校種間連携の促進」 

  ○○    学学校校のの教教育育活活動動をを通通ししたた取取組組  
「各教科・総合的な学習の時間」「道徳教育」「特別活動等における児童生徒の主体的な活動」 

  ○○    「「いいじじめめ対対策策委委員員会会」」にによよるる評評価価・・検検証証・・改改善善  
「学校基本方針の評価・検証・改善」「いじめ対策委員会による情報集約と情報共有」 
「未然防止の取組を学校評価の評価項目への位置づけ」 

  ○○    家家庭庭・・地地域域ととのの連連携携  
「大人の意識の向上」「日頃からの信頼関係づくり」「地域の情報ネットワーク」「情報発信」 

  ■■２２  早早期期発発見見（（把把握握ししににくくいいいいじじめめのの発発見見）） 

  ○○    校校内内指指導導体体制制のの確確立立  
   「複数の教職員による指導体制づくり」「教育相談担当・養護教諭の役割」 
  ○○    具具体体的的なな取取組組  
   「日常の観察」「生活アンケート」「教育相談」「ふれあいの時間」「研修の充実」「相談窓口の周知」 
  ○○    家家庭庭・・地地域域ととのの連連携携  
   「学校運営協議会や地域協育ネット等の取組による開かれた学校づくり」「保護者懇談会の開催」 

  ■■３３  早早期期対対応応（（現現にに起起ここっってていいるるいいじじめめへへのの対対応応）） 

   ○○    学学校校のの体体制制づづくくりり  
   「いじめを認知した場合（疑われる場合も含む）の役割分担と対応例」 
   ○○    対対応応すするる上上ででのの留留意意点点  
   「児童生徒・保護者への対応」「臨時保護者会の開催」「いじめのアフターケア」 
  ○○    教教育育相相談談のの在在りり方方  
   「いじめられている児童生徒・いじめている児童生徒への教育相談」 
   ○○    イインンタターーネネッットトやや携携帯帯電電話話等等をを利利用用ししたたいいじじめめへへのの対対応応  
   「初期対応」「関係機関との連携」「被害拡大の防止」 
   ○○    保保護護者者ととのの連連携携  
   「いじめられている児童生徒・いじめている児童生徒の保護者への対応」「臨時保護者会の留意点」 
  ○○    地地域域・・関関係係機機関関ととのの連連携携  
   「学校と地域との連携」「学校と関係機関との連携」「やまぐち児童生徒サポートライン」 

■■４４  重重大大事事態態へへのの対対応応（（生生命命、、心心身身又又はは財財産産にに重重大大なな被被害害がが生生じじたた疑疑いいががああるるいいじじめめ等等へへのの対対応応）） 

  ○○    重重大大事事態態のの判判断断  
   「いじめ対策委員会の判断」「県教委・学校法人からの指導助言」 
  ○○    重重大大事事態態へへのの対対応応  
   「全容解明と早期対応」「いじめられている児童生徒・いじめている児童生徒への対応」 
  ○○    学学校校にによよるる調調査査  
   「全容解明に向け、外部専門家と連携した調査」「調査の進捗状況及び結果等についての説明」 
  ○○    調調査査にに当当たたっっててのの留留意意事事項項 
   「中立性・公平性の確保」「いじめられた児童生徒からの聴き取りが不可能な場合の対応」 

 

                                                                         構構    成成    

  複数の教職員（管理職・生徒指導主任・学年主任・
養護教諭・教育相談担当教員・生徒指導部員等）、Ｓ
Ｃ・ＳＳＷ、その他関係者 

  役役    割割    

「未然防止」「早期発見」「早期対応」「重大事態の対
応」の実効的な取組及び取組の評価・検証・改善を行
ういじめ対策の中核 

４４つつのの視視点点かかららのの取取組組  

いいじじめめ対対策策委委員員会会  

❶❶  山口県いじめ防止基本方針（概要）              (担当：学校安全・体育課)  
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「やまぐちっ子の心を育む道徳教育」プロジェクト

児童生徒がいじめの問題等に主体的に対処することのできる実効性ある力を育成

❻道徳教育の充実 (担当：義務教育課)

道徳授業セミナー（10月～11月）

■ 発達の段階に応じた指導方法等、道徳科に向けた

授業等の公開（２年次推進校）

■ 校内研修の活性化を図る研究協議の改善

道徳教育パワーアップ研究協議会（７月）

■ 道徳教育推進教師等を対象に開催

■ 学習指導要領の趣旨や魅力ある道徳教育

の推進についての講義の実施

■ 児童生徒の発達の段階に応じた効果的な

指導についての協議

心に響く講師派遣事業（６月～１月）          

■ 保護者等を含む心に響く講演会の実施

■ 道徳科のゲストティーチャー派遣

道徳教育ブラッシュアップ事業

■ 推進校と連携した指導者資質向上研修の開催

■ 校内研修等で指導支援を行う「学校サポート」の実施

■ 指導者養成研修受講者による研修会の実施

■ センターと共同の道徳科の授業づくり研修会の開催

○ 小・中学校においては、道徳科を要として子どもたちの基本的な倫理観や社会性、規範意識
等を育むとともに、発達の段階に応じた道徳教育を充実
○ 高等学校においては、公民科の「公共」及び「倫理」並びに特別活動を中核的な指導の場面と
しつつ、学校の教育活動全体を通じた道徳教育を充実
○ 指導力の向上、校内指導体制の充実、家庭・地域との連携による道徳教育の推進

① 道徳教育推進のための協力体制の確立

○ 校長の方針を明確化し、学校の特色や課題に即した道徳教育を展開

○ 「道徳教育推進教師」を中心とした全校体制による取組

② 道徳教育の全体計画、道徳科の授業の年間指導計画の工夫、見直し

○ 生命尊重や思いやりの心、規範意識等の各学校の道徳教育の重点内容項目の明確化

○ 学校の教育活動全体を通じて行う観点からの全体計画の見直し

○ 特色ある教育活動や豊かな体験活動等と関連付け、計画的に道徳性を育成する別葉※の

作成

○ 全体計画に基づき、教科書や副教材を効果的に活用する年間指導計画の見直し

※ 別葉とは、道徳授業以外の道徳教育の内容及び時期を、全体計画の一部として一覧表にして示し

たもの

③ 道徳科の授業の充実

○ 主体的に考え、他者の考えを通して道徳的価値の自覚を深めるための指導の手だての

検討

○ 道徳科の授業の日常的な公開による、教員相互の指導力を高める機会の確保

○ 模擬授業やワークショップ方式の検討会等による校内研修の活性化と質の向上

④ 家庭や地域と連携した道徳教育の推進

○ 地域人材や専門家などゲストティーチャーと連携・協働した授業や、児童生徒が保護者

や地域の方とともに語り合う参加型の授業などによる取組の推進

○ 学校運営協議会と連携し、道徳教育の視点から目的を共有した教育活動の展開

３ 誰一人取り残されることのない教育の推進
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「やまぐちっ子の心を育む道徳教育」プロジェクト

児童生徒がいじめの問題等に主体的に対処することのできる実効性ある力を育成
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■ 道徳教育推進教師等を対象に開催

■ 学習指導要領の趣旨や魅力ある道徳教育

の推進についての講義の実施
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＜＜国国参参考考資資料料＞＞  

文部科学省  

「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策（COCOLOプラン）」（Ｒ５.３） 

https://www.mext.go.jp/content/20230418-mxt_jidou02-000028870-cc.pdf 

 

❹文部科学省「生命（いのち）の安全教育」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index2.html 

 

 

＜＜県県参参考考資資料料＞＞  

❶学校安全・体育課「山口県いじめ防止基本方針」（Ｈ29.12） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26675.html 

 

❷学校安全・体育課「心の教育推進の手引き」（Ｈ24.１） 

hhttttppss://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/77974.pdf 

 

❸学校安全・体育課「授業における『発達支持的生徒指導』チェック25問」（R６.10） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/life/332736_638351_misc.pdf 

 

❺学校安全・体育課「インターネットＫＹＴ資料集」（Ｈ27.３） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/77996.pdf 

 

教育政策課「教育相談・相談窓口一覧」 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26265.html 

 

❼義務教育課「『考え、議論する道徳』の授業づくり～道徳科を要とした道徳教育の充実に向けて～」  

パンフレット（Ｒ２.３） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/214960.pdf 
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⑫ 特別支援教育の推進 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 障害のある幼児児童生徒が自己のもつ力や可能性を最大限に伸ばすことができるよう、

きめ細かな指導や切れ目ない支援の充実に向けて、「個別の教育支援計画」及び「個別の指

導計画」の作成と活用の充実を図るとともに、支援情報の確実な引継ぎを推進します。 

 ◆ 障害のある幼児児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な指導や支援の充実に

向け、管理職をはじめとする全ての教員の特別支援教育に関する専門性向上及び児童生徒

のＩＣＴ活用に係る指導力向上を図る取組を一層推進します。 

◆ 共生社会の実現に向けて、全ての幼児児童生徒が共に学び、支え合い、将来を見据えて

地域社会の一員として心豊かに成長できるよう、地域住民や企業・大学等が参画する学校

間の交流及び共同学習や、地域交流スペース等を日常的に活用したカフェ運営等による実

践的・体験的な学習活動を推進します。 

◆ 障害のある幼児児童生徒の可能性を最大限に伸ばす学びの場の判断や決定のために、市

町教育委員会と連携して、教育支援に携わる関係者の理解促進や関係機関との連携強化を

図り、インクルーシブ教育システムの充実に向けた取組❶を一層推進します。 
 
【主な取組】（担当課：特別支援教育推進室／義務教育課／高校教育課／地域連携教育推進課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 総合支援学校における教育の充実 

 ○ 教育内容等の充実 

 

・ 幼児児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じたＩＣＴ機器や補助

具の活用推進のための研修会の実施及び活用事例の収集 

・ 障害の多様化に応じた弾力的・効果的な教育課程の編成と円滑な実

施のための校内研修の推進や研究協議会の実施 

・ ふれあい教育センターと連携した授業づくり研修等、各学校の人材

育成をサポートする体制の整備 

新 生成ＡＩを活用した「個別の指導計画（自立活動）」の作成アシスト  

 ツールの検討 

拡 外部専門家との連携や障害により行動面等で著しい困難を示す児童

生徒への指導・支援に関する事例の収集と活用 

拡 主治医等の助言よる医療的ケア実施体制の更なる整備と、保護者の

負担軽減を含めた医療的ケア実施体制ガイドラインの見直し 

県教委  

・ 実践的・体験的な学習活動の一層の充実に向けたテレプレゼンスア

バターロボット※１の活用 

・ 医療的ケア実施体制ガイドラインの活用による校内支援体制の整備 

学校

（特） 

P139 
P152 

○ キャリア教育・職業教育の推進 

 

拡 「きらめき検定」（山口県特別支援学校技能検定）の充実 

・ 総合支援学校就職支援コーディネーターの配置による現場実習先の 

開拓及び企業等への障害者雇用の理解促進 

・ 企業等との連携による就業実践科及び普通科（職業コース含む）に

おける実践的・専門的な職業教育の充実 

県教委 
P139 
P152 

・ 地域交流スペースを活用したカフェ運営等による実践的・体験的な

学習活動を推進するなど、コミュニティ・スクールの連携・協働体制

を生かした取組の充実 

学校

（特） 

P118 
P153 
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○ 教育環境の整備促進 

・ 防府総合支援学校の建て替えなどの施設の整備や老朽化及び教室不

足への対応の検討  

県教委 
P124 
P155 

■ 高等学校等における特別支援教育の充実 

 ○ 支援体制の充実 

 ・ 特別支援教育拠点校７校を中心とした継続的な相談支援の充実 県教委  

 

・ 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を活用した中学校との  
連携、情報の確実な引継ぎ 
・ 特別支援教育推進教員や地域コーディネーター等の助言による 
「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成と活用 

学校 

（高） 
P152 

○ 特別支援教育の視点を取り入れた指導・支援の充実 

 
拡 発達障害等のある生徒への具体的な指示や発問の仕方などを学ぶ 

「授業づくりセミナー」の実施と実践事例の収集 
県教委 

P139 
P152 

 
・ 特別支援教育推進教員や地域コーディネーターによる学校訪問 
・ 県教委の研修資料等を活用した校内研修の実施 
・ 「学校における『合理的配慮』の提供」(リーフレット)の活用 

学校

（高） 
P152 

○ 通級による指導等の充実 

 

・ 特別支援教育拠点校及び推進校への特別支援教育推進教員の配置 

・ 全校体制による障害特性等に応じた適切な指導や支援のための校内

コーディネーター研修会の実施 
県教委  

 

・ 「高等学校等における『通級による指導』」（ガイドブック）の活用 

新 発達障害等のある生徒の困難さと自立活動の指導内容を示したチラ

シの活用による指導・支援の充実 

学校（高）  

■ 小・中学校における特別支援教育の充実 

 ○ 特別支援教育の視点を取り入れた学級経営及び授業改善の推進 

 

・ 合理的配慮の適切な提供に関する一層の周知 

拡 通常の学級において全ての児童生徒が「わかる」「できる」を実感で

きる「授業づくりセミナー」の実施と実践事例の収集 

県教委 

市町教委 
P152 

 
・ 県教委の研修資料等を活用した校内研修の実施 

・ 通常の学級に在籍する障害のある児童生徒について「個別の教育 

支援計画」「個別の指導計画」の積極的な作成と活用 

学校 

（小・中） 
 

○ 特別支援学級、通級による指導の充実 

 

拡 中核的な役割を果たす教員の育成のための体制整備の充実 

・ 特別支援学級、通級による指導を担当する教員等を対象とした研修会の実施 

・ 地域において特別支援教育の中核的な役割を果たす教員を育成する

ための「特別支援教育アドバンス講座」の実施 

県教委 

市町教委 

P139 
P152 

 
・ 「個別の教育支援計画」を活用した支援情報の確実な引継ぎ 
・ 自立活動の指導の充実及び特別の教育課程の適切な編成と運用 

学校 

（小・中） 
 

■ 早期からの切れ目ない支援体制の充実 

 ○ 医療・保健・福祉等と連携した早期からの支援体制の充実 

 ・ 総合支援学校と市町教育委員会、医療、保健、福祉、労働等が連携

した早期からの支援体制の推進 

新  障害のある子どもの「学びの場」に関する理解啓発資料の活用促進❶ 

新 通常の学級用「個別の指導計画」参考様式の活用促進  

・ 保護者が見通しをもち安心して就学について考えることのできる

「お子さんのよりよい就学に向けて」（リーフレット）の活用 

県教委 
市町教委 

P152 
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○ 教育環境の整備促進 

・ 防府総合支援学校の建て替えなどの施設の整備や老朽化及び教室不

足への対応の検討  

県教委 
P124 
P155 

■ 高等学校等における特別支援教育の充実 

 ○ 支援体制の充実 

 ・ 特別支援教育拠点校７校を中心とした継続的な相談支援の充実 県教委  

 

・ 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を活用した中学校との  
連携、情報の確実な引継ぎ 
・ 特別支援教育推進教員や地域コーディネーター等の助言による 
「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成と活用 

学校 

（高） 
P152 

○ 特別支援教育の視点を取り入れた指導・支援の充実 

 
拡 発達障害等のある生徒への具体的な指示や発問の仕方などを学ぶ 

「授業づくりセミナー」の実施と実践事例の収集 
県教委 

P139 
P152 

 
・ 特別支援教育推進教員や地域コーディネーターによる学校訪問 
・ 県教委の研修資料等を活用した校内研修の実施 
・ 「学校における『合理的配慮』の提供」(リーフレット)の活用 

学校

（高） 
P152 

○ 通級による指導等の充実 

 

・ 特別支援教育拠点校及び推進校への特別支援教育推進教員の配置 

・ 全校体制による障害特性等に応じた適切な指導や支援のための校内

コーディネーター研修会の実施 
県教委  

 

・ 「高等学校等における『通級による指導』」（ガイドブック）の活用 

新 発達障害等のある生徒の困難さと自立活動の指導内容を示したチラ

シの活用による指導・支援の充実 

学校（高）  

■ 小・中学校における特別支援教育の充実 

 ○ 特別支援教育の視点を取り入れた学級経営及び授業改善の推進 

 

・ 合理的配慮の適切な提供に関する一層の周知 

拡 通常の学級において全ての児童生徒が「わかる」「できる」を実感で

きる「授業づくりセミナー」の実施と実践事例の収集 

県教委 

市町教委 
P152 

 
・ 県教委の研修資料等を活用した校内研修の実施 

・ 通常の学級に在籍する障害のある児童生徒について「個別の教育 

支援計画」「個別の指導計画」の積極的な作成と活用 

学校 

（小・中） 
 

○ 特別支援学級、通級による指導の充実 

 

拡 中核的な役割を果たす教員の育成のための体制整備の充実 

・ 特別支援学級、通級による指導を担当する教員等を対象とした研修会の実施 

・ 地域において特別支援教育の中核的な役割を果たす教員を育成する

ための「特別支援教育アドバンス講座」の実施 

県教委 

市町教委 

P139 
P152 

 
・ 「個別の教育支援計画」を活用した支援情報の確実な引継ぎ 
・ 自立活動の指導の充実及び特別の教育課程の適切な編成と運用 

学校 

（小・中） 
 

■ 早期からの切れ目ない支援体制の充実 

 ○ 医療・保健・福祉等と連携した早期からの支援体制の充実 

 ・ 総合支援学校と市町教育委員会、医療、保健、福祉、労働等が連携

した早期からの支援体制の推進 

新  障害のある子どもの「学びの場」に関する理解啓発資料の活用促進❶ 

新 通常の学級用「個別の指導計画」参考様式の活用促進  

・ 保護者が見通しをもち安心して就学について考えることのできる

「お子さんのよりよい就学に向けて」（リーフレット）の活用 

県教委 
市町教委 

P152 
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※１ テレプレゼンスアバターロボット：テレビ電話、ロボット、遠隔技術を組み合わせたロボット

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値 目標値

(2027(令和９)年度)

総合支援学校高等部の就職希望生徒の就職決定率
98.8％

(2022(令和４)年度)

95.7％

(2024(令和６)年度)
100％

公立幼・小・中・高等学校等において、個別の教育支

援計画の作成を必要とする幼児児童生徒のうち、実際

に作成されている幼児児童生徒の割合

89.2％

(2022(令和４)年度)

93.9％

(2024(令和６)年度)
100%

・ 「個別の教育支援計画」の活用による、情報の確実な引継ぎと進学

先での支援体制の充実及び「個別の指導計画」に基づく指導・支援の充実

学校

（小・中・高・特）

■ 特別支援教育を推進する体制の充実

○ 相談支援の充実  

・ ふれあい教育センターによる特別支援教育に関する相談支援機能の充実

拡 地域コーディネーターと市町教育委員会等の連携による各学校の特

別支援教育に関する体制整備の充実

拡 外部専門家の活用による視覚障害教育センター・聴覚障害教育セン

ターの相談支援の充実

県教委
市町教委

P152

・ 総合支援学校のセンター的機能を活用した幼・小・中・高等学校等

への相談支援と研修会の実施

学校
（小・中・高・特）

P152

○ 教員の専門性の向上❶

拡 管理職対象「特別支援教育研修動画コンテンツ」の周知と活用

拡 地域コーディネーター等の養成に向けた研修会、県外研修派遣の充実

県教委

市町教委
P139
P152

・ 特別支援教育研修パッケージの活用

新 「特別支援教育教員専門性向上コアカリキュラム」及び「教員の学

び方ガイド」（リーフレット）を活用した校内研修の充実

学校

（小・中・高・特）

○ 交流及び共同学習の推進❶

拡 地域住民や大学・企業等の参画や協力による総合支援学校と小・中・

高等学校等との交流及び共同学習の推進

県教委

市町教委

P118
P153

・ 特別支援学校と居住地の小・中学校等との対面とオンラインの効果的な

組み合わせによる交流及び共同学習の充実
学校（特）

○ 障害及び障害者理解の促進❶

・ 学校や地域の施設等を活用し、障害者スポーツやレクリエーション、

芸術活動を通じた、障害のある幼児児童生徒と障害のない幼児児童生

徒の相互理解の促進

県教委

市町教委

・ 障害のある児童生徒の芸術作品展や作業製品の販売等を一体的に

実施する「特別支援教育フェスティバル」の開催

学校

（特）

P118
P153

○ 総合支援学校におけるコミュニティ・スクールの充実

・ 共生社会の実現に向けた「やまぐち型社会連携教育」の推進❶ 県教委
P118
P153

・ 学校教育目標・学校経営ビジョンの共有や熟議の実施等による学校

運営協議会の一層の活性化

・ 教育課程と関連付けた、作業製品の販売、喫茶サービス、障害者  

スポーツ等の体験活動の充実

学校

（小・中・高・特）

P118
P153

取組の進捗 p-d-Check-a
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公立幼・小・中・高等学校等において、個別の指導計

画の作成を必要とする幼児児童生徒のうち、実際に作

成されている幼児児童生徒の割合

86.7％

(2022(令和４)年度)

83.5％

(2024(令和６)年度)
100%

義務教育段階から高等学校段階に進学、就職する生徒

について、個別の教育支援計画を活用した支援情報の

引継ぎ率

77.5％

(2022(令和４)年度)

81.0％

(2024(令和６)年度)
100%

コミュニティ・スクールを核とした交流及び共同学習

を、地域住民や大学・企業等の参画を得て実施した総

合支援学校数

２校

(2022(令和４)年度)

６校

(2024(令和６)年度)
全 12校

➊インクルーシブ教育システムの充実に向けた取組

＜県参考資料＞

特別支援教育推進室 Ｗｅｂページ
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/181/

研修情報・特別支援教育研修テキスト・マニュアル等 Ｗｅｂページ
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/181/26576.html

参考

特別支援教育は、共生社会の実現に向け、インクルーシブ教育システムの充実のために必要不可欠です。

管理職をはじめ全ての教員が特別支援教育に関する理解を深め、専門性を高めていくことが必要です。

「共生社会」の実現に向けたインクルーシブ教育システムの構築・推進
(担当：特別支援教育推進室)
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公立幼・小・中・高等学校等において、個別の指導計

画の作成を必要とする幼児児童生徒のうち、実際に作

成されている幼児児童生徒の割合

86.7％

(2022(令和４)年度)

83.5％

(2024(令和６)年度)
100%

義務教育段階から高等学校段階に進学、就職する生徒

について、個別の教育支援計画を活用した支援情報の

引継ぎ率

77.5％

(2022(令和４)年度)

81.0％

(2024(令和６)年度)
100%

コミュニティ・スクールを核とした交流及び共同学習

を、地域住民や大学・企業等の参画を得て実施した総

合支援学校数

２校

(2022(令和４)年度)

６校

(2024(令和６)年度)
全 12校

➊インクルーシブ教育システムの充実に向けた取組

＜県参考資料＞

特別支援教育推進室 Ｗｅｂページ
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/181/

研修情報・特別支援教育研修テキスト・マニュアル等 Ｗｅｂページ
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/181/26576.html

参考

特別支援教育は、共生社会の実現に向け、インクルーシブ教育システムの充実のために必要不可欠です。

管理職をはじめ全ての教員が特別支援教育に関する理解を深め、専門性を高めていくことが必要です。

「共生社会」の実現に向けたインクルーシブ教育システムの構築・推進
(担当：特別支援教育推進室)
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⑬ 多様なニーズに応じた児童生徒への支援の充実 
【2026（令和８）年度の取組方針】  
◆ 小・中学校における日本語指導については、１人１台タブレット端末を活用して支援を
充実させるとともに、各市町が配置する日本語指導補助者や支援員等による日本語教育サ
ポート等を行います。 
◆ 少人数指導・少人数学級については、教員不足の中においても、組織的・計画的な取組
となるよう工夫しながら、基本的な生活習慣や学習習慣の形成、学力の向上に向け、更な
る推進を図ります。 
◆ 夜間中学については、引き続き、ニーズの把握に努めるとともに、最新のニーズ調査や
国勢調査等の結果、各地域の実情を勘案のうえ、設置等の必要性について、市町教育委員
会とともに検討します。 
◆ ヤングケアラーへの支援に加え、経済的理由や居住場所（中山間地域等）等で修学が困
難な状況にある子どもたちへの支援体制のさらなる充実を図ります。 

【主な取組】    （担当課：義務教育課／高校教育課／学校安全・体育課／教育政策課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 日本語指導が必要な児童生徒への支援 

 ○ １人１台タブレット端末の活用 

 

・ ＮＰＯ等との連携による遠隔・オンライン日本語指導体制づくり❶ 
・ 学校生活や社会生活において、必要な知識や日常生活に必要な  
基本的な日本語習得に向けた個別支援体制づくり 

県教委 
市町教委 

P140 
P152 

・ 該当児童生徒及び保護者との情報共有・連携 
・ 特別の教育課程による日本語指導体制づくり 
・ 遠隔・オンライン日本語指導受講児童生徒への支援 

学校 
（小・中） 

 

○ 日本語指導補助者や支援員等の配置 
・ 必要に応じて日本語指導補助者や支援員等を配置❶ 
・ 日本語と教科の統合指導、生活指導等を含めた総合的・多面的な 
指導・支援体制づくり 

県教委 
市町教委 

P140 
P152 

○ 日本語教育サポート体制の整備 

 ・ 日本語教育支援体制整備事業におけるサポート体制の充実 
県教委 
市町教委 

P140 
P152 

 
・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした地域     
サポーターとの協力体制の構築 
・ 地域サポーターによる日本語学習支援・通訳等 

学校 
（小・中） 

 

■ 少人数指導(複数教員による指導、学習集団の編成)や少人数学級の充実 

 ○ 学習形態や指導方法の検証と工夫改善 

 
・ 小・中学校において学力向上や生徒指導上の諸問題に対応するため、
より多くの教員を配置 

県教委 
市町教委 

P151 

 
・ 児童生徒の習熟度等に応じた指導方法を工夫することにより、児童生
徒一人ひとりの能力・適性や進路希望に応じたきめ細かな指導を実施 

学校 
（小・中） 

 

○ 「小１プロブレム」解消のための30 人学級加配教員配置 

 
・ 「小１プロブレム」等の課題の解決を積極的に行う大規模校に   
対して、30 人学級加配教員を配置 

県教委 
市町教委 

P152 

 
・ 子どもたちの状況に応じたきめ細かな指導体制を充実することによ
り、基本的な生活習慣・学習習慣の確実な定着とその取組の成果を普及 

学校 
（小・中） 

 

■ 夜間中学設置の必要性等についての検討 

 ○ 市町教育委員会とともに設置の必要性等の検討 
・ ニーズ❷や各地域の実情などを勘案のうえ、夜間中学設置の必要性
等について各市町教育委員会とともに検討 

・ 具体的な検討を行う市町に対し、教職員の配置や教育課程の編成、施設改修
等に係る補助制度に関する情報の提供など、設置・運営に必要な支援の実施 

県教委 
市町教委 
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

「授業は、自分にあった教え方、教材、学習

時間などになっていた」と答えた児童生徒

の割合（公立小・中学校）

小 84.8％

中 80.3％

(2023(令和５)年度)

小 85.3％

中 83.1％

(2025(令和７)年度)

90.0%

日本語指導が必要な児童生徒のうち、日本

語指導を受けている児童生徒の割合（公立

小・中学校）

92.5％

(2021(令和３)年度)

94.0％

(2024(令和６)年度)
100%

勉強が「好き」「どちらかといえば好き」で

ある児童生徒の割合（公立小・中学校）（再

掲）

小 61.6％

中 62.6％

(2023(令和５)年度)

小 57.6％

中 57.2％

(2025(令和７)年度)

80.0%

日本語指導が必要な児童生徒が、適切な指導・支援の下で将来への現実的な展望がもてるよ

うにするため、集中的・長期的な支援を行い、切れ目のない継続的な日本語教育を推進します。

■ ヤングケアラーの支援

○ ヤングケアラーへの必要な支援
・ スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）やスクールカウンセラー
（ＳＣ）の配置を支援し、福祉部局によるヤングケアラーへの必要な
支援につなぐための教育相談体制の一層の充実

県教委
市町教委

■ 経済的理由や居住場所（中山間地域等）等により、修学が困難な状況にある生徒等に対する支援

○ 高校生等への就学支援金、奨学給付金等の支給等による修学支援❸
・ 受給資格要件を満たす者からの申請に基づき、授業料や、その他教育費の支給
・ （公財）山口県ひとづくり財団を通じ、経済的理由により修学が困難な高校生等へ奨学金を貸与

県教委
P140  
P141
P152

○ 県立高校の再編整備の影響を受ける高校生等の遠距離通学支援❹
・ 再編整備により、居住地域に高校が無くなった高校生等に対して、
申請に基づき通学費を一定期間支援

県教委
P141
P152

取組の進捗 p-d-Check-a

❶日本語指導が必要な児童生徒への支援 (担当：義務教育課)

参考
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

「授業は、自分にあった教え方、教材、学習

時間などになっていた」と答えた児童生徒

の割合（公立小・中学校）

小 84.8％

中 80.3％

(2023(令和５)年度)

小 85.3％

中 83.1％

(2025(令和７)年度)

90.0%

日本語指導が必要な児童生徒のうち、日本

語指導を受けている児童生徒の割合（公立

小・中学校）

92.5％

(2021(令和３)年度)

94.0％

(2024(令和６)年度)
100%

勉強が「好き」「どちらかといえば好き」で

ある児童生徒の割合（公立小・中学校）（再

掲）

小 61.6％

中 62.6％

(2023(令和５)年度)

小 57.6％

中 57.2％

(2025(令和７)年度)

80.0%

日本語指導が必要な児童生徒が、適切な指導・支援の下で将来への現実的な展望がもてるよ

うにするため、集中的・長期的な支援を行い、切れ目のない継続的な日本語教育を推進します。

■ ヤングケアラーの支援

○ ヤングケアラーへの必要な支援
・ スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）やスクールカウンセラー
（ＳＣ）の配置を支援し、福祉部局によるヤングケアラーへの必要な
支援につなぐための教育相談体制の一層の充実

県教委
市町教委

■ 経済的理由や居住場所（中山間地域等）等により、修学が困難な状況にある生徒等に対する支援

○ 高校生等への就学支援金、奨学給付金等の支給等による修学支援❸
・ 受給資格要件を満たす者からの申請に基づき、授業料や、その他教育費の支給
・ （公財）山口県ひとづくり財団を通じ、経済的理由により修学が困難な高校生等へ奨学金を貸与

県教委
P140  
P141
P152

○ 県立高校の再編整備の影響を受ける高校生等の遠距離通学支援❹
・ 再編整備により、居住地域に高校が無くなった高校生等に対して、
申請に基づき通学費を一定期間支援

県教委
P141
P152

取組の進捗 p-d-Check-a

❶日本語指導が必要な児童生徒への支援 (担当：義務教育課)

参考
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❸❸高高校校生生等等へへのの就就学学支支援援金金のの支支給給  

高高校校等等のの授授業業料料負負担担のの軽軽減減をを図図るるたためめ、、国国のの制制度度にに沿沿っってて一一定定のの要要件件をを設設けけ就就学学支支援援金金等等をを支支給給  

区 分 

(支給期間) 

支  給  限  度  額 

県立・市立 私  立 

定額授業料 単位制授業料 定額授業料 単位制授業料 

全日制 

（36月） 

9,900 円/月 

（年額118,800円） 

－ 38,100円/月 

（年額457,200円） 

18,528円/単位 
 ※通算74単位、年30単位まで 

定時制 

（48月） 

 900円/月 

（年額10,800円） 

－ 38,100円/月 

（年額457,200円） 

18,528円/単位 
 ※通算74単位、年30単位まで 

通信制 

（48月） 

－ 100円/単位 
 ※通算74 単位、年30 単位まで 

28,100円/月 

（年額337,200円） 

13,668円/単位 
 ※通算74単位、年30単位まで 

❸❸高高校校生生等等へへのの奨奨学学給給付付金金のの支支給給  

高高校校等等のの授授業業料料以以外外のの教教育育費費負負担担のの軽軽減減をを図図るるたためめ、、低低中中所所得得世世帯帯のの生生徒徒にに奨奨学学ののたためめのの給給付付金金をを支支給給  

区    分 
給 付 年 額 

国公立 私立 

生活保護受給世帯（生業扶助受給世帯） 32,300円 (通信制：32,300円) 52,600円 (通信制：52,100円) 

住民税所得割非課税世帯 143,700円 (通信制：50,500円) 152,000円 (通信制：52,100円) 

年収約270万円以上約380万円未満世帯 47,900円 (通信制：16,830円) 50,670円 (通信制：17,370円) 

年収約380万円以上約490万円未満世帯 35,930円 (通信制：12,630円) 38,000円 (通信制：13,030円) 

❸❸高高校校等等専専攻攻科科生生へへのの修修学学支支援援金金のの支支給給 

授授業業料料及及びび授授業業料料以以外外のの教教育育費費負負担担のの軽軽減減をを図図るるたためめ、、低低中中所所得得世世帯帯のの生生徒徒にに修修学学支支援援金金等等をを支支給給  

 年収目安等 
支 援 額 

国公立 私立 

授業料 

年収約270万円未満世帯 9,900 円/月  35,600 円/月  

年収約270万円以上約380万円未満世帯 4,950 円/月  17,800 円/月  

多子世帯 9,900 円/月  35,600 円/月  

授業料以外の

教育費 

生活保護・住民税所得割非課税世帯 50,500 円/年  52,100 円/年  

年収約270万円以上約380万円未満世帯 16,830 円/年  17,370 円/年  

年収約380万円以上約600万円未満の多子世帯 12,630 円/年  13,030 円/年  

❸❸高高校校生生・・大大学学生生等等へへのの奨奨学学金金制制度度のの概概要要  

学学ぶぶ意意欲欲とと能能力力をを有有ししななががらら、、経経済済的的理理由由にによよりり修修学学がが困困難難なな生生徒徒・・学学生生にに対対しし、、奨奨学学金金等等をを貸貸与与  

事 業 主 体 事 業 内 容 

 

公益財団法人 

山口県ひとづくり 

財団 

貸 与 区 分 貸与月額 

一般貸与 国公立高校 18,000円～30,000円 

私立高校 30,000円～41,000円 

国公立・私立大学（含短大） 43,000円～52,000円 

定住促進

貸与 

国公立・私立大学（含短大）【一般貸与へ上乗せ】 20,000円 

専修学校（国公立） 63,000円 

専修学校（私立） 71,000円 

入学一時金 300,000円(一時金) 

定時制通信制就学奨励費（国公立・私立） 14,000円 

経済的理由や居住場所（中山間地域等）等により、修学が困難な状況にある 
児童・生徒等に対する支援                                (担当：教育政策課) 
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❹❹県県立立高高等等学学校校再再編編にに係係るる遠遠距距離離通通学学支支援援のの概概要要  

県県立立高高校校のの再再編編整整備備にによよりり、、遠遠距距離離通通学学がが必必要要ととななっったた生生徒徒にに対対ししてて通通学学費費のの一一部部をを補補助助  

対 象 者 
県立高校再編整備により、平成の合併前(H15.３)の旧56市町村単位で高校がなくなった地域に

居住し、県内の高等学校（私立・国立含む）等に通学する生徒 

対象経費 公共交通機関等の通学に要する経費の７千円／月を超える額（上限１万円/月） 

対象期間 
募集停止後５年の期間内  

※募集停止となった前年度に中学生であった者が高校を卒業するまで 

 

＜＜県県参参考考資資料料＞＞ 

❷義務教育課資料 「中学校夜間学級（夜間中学）に係るニーズ調査の結果について」（Ｒ５.２） 
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/140339.pdf 
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❹❹県県立立高高等等学学校校再再編編にに係係るる遠遠距距離離通通学学支支援援のの概概要要  

県県立立高高校校のの再再編編整整備備にによよりり、、遠遠距距離離通通学学がが必必要要ととななっったた生生徒徒にに対対ししてて通通学学費費のの一一部部をを補補助助  

対 象 者 
県立高校再編整備により、平成の合併前(H15.３)の旧56市町村単位で高校がなくなった地域に

居住し、県内の高等学校（私立・国立含む）等に通学する生徒 

対象経費 公共交通機関等の通学に要する経費の７千円／月を超える額（上限１万円/月） 

対象期間 
募集停止後５年の期間内  

※募集停止となった前年度に中学生であった者が高校を卒業するまで 

 

＜＜県県参参考考資資料料＞＞ 

❷義務教育課資料 「中学校夜間学級（夜間中学）に係るニーズ調査の結果について」（Ｒ５.２） 
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/140339.pdf 
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 本県教育の基盤であるコミュニティ・スクールを核として、学校・家庭・地域が連携・協働

し、社会総がかりによる子どもたちの学びや育ちを支える取組の充実を図ります。 

 
 施策 
  ⑭ 地域連携教育の充実 
  ⑮  家庭教育支援の充実 
⑯ 部活動改革の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

2026（令和8）年度の施策の展開 
４ 学校・家庭・地域が連携・協働した教育の推進 

※ 施策ごとに2026（令和８）年度の取組方針、主な取組、取組の進捗、参考について記

載しています。 

※ 【主な取組】の見方 

➢ 主な取組を取組主体別に記載しています。 

■：山口県教育振興基本計画に示す主な取組 

○：主な取組の柱 

・：具体的な取組内容 

新新：2026（令和８）年度の新規事業関連の取組 

新：2026（令和８）年度の予算計上を伴わない新たな取組 

拡：2026（令和8）年度の拡充する取組 

➢ 予算の欄には、関連資料（令和８年度教育委員会当初予算の概要）のページ数を記載しています。 

➢ 参考に説明資料等を掲載している取組や資料名には下線を引いています。 

 

注 各施策の参考に記載している＜国参考資料＞及び＜県参考資料＞には、その他の関連資料、閲覧す

るためのＵＲＬや二次元コードを示しています。情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性が

あります。 
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⑭ 地域連携教育の充実 
【2026（令和８）年度の取組方針】 
 ◆ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」の醸成に向け、ふるさと山口への誇りと愛着をもって、地域の
多様な人々と協働しながら、地域の未来を自ら考え、豊かな人生を主体的に切り拓いてい
く「地域の創り手」を育成する山口県ならではの地域連携教育を推進します。 
◆ 小・中学校では、９年間を通したカリキュラムに基づいて、子どもが主体的に地域課題
の解決に向けた取組に参画し、ふるさと山口の未来に向けた提案を行う学習活動を推進す
るなど、「やまぐち型地域連携教育❶」の更なる充実に取り組みます。 

 ◆ 県立学校では、「やまぐち型地域連携教育」で育まれた子どもたちの資質・能力を更に伸
ばすとともに、学校を核とした魅力的な地域づくりに向け、大学や企業等、地域の枠を越
えて広く社会と連携し、各学校・学科の特色や専門性に応じた県立学校ならではの取組等
を支援する「やまぐち型社会連携教育❷」を推進します。 

 ◆ 小・中学校から高校までの地域連携の取組を切れ目なく支援する連携推進体制を整備し、
次代を担う人材の育成を推進します。 

【主な取組】(担当課：地域連携教育推進課／義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室) 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 全県的な連携推進体制の構築・強化 

 ○ 全県的な連携推進体制の構築・強化 
・ 県の施策の充実や改善について協議する「山口県地域連携教育推進
協議会」の開催 

新 県内各地域の高校を拠点校とした、企業、大学、社会教育団体・施
設、自治体等と緊密に連携・協働するための「やまぐち型地域連携教
育プラットフォーム」の構築 
新  ＣＳチーフ（特別支援学校）、ＣＳサポーター（高校等）、地域学校協働活動推進
員（小・中学校）に加え、地域連携教育プラットフォームマネージャー（拠点校）
と連携した「地域連携教育次世代型サポートチーム」の設置（７地域） 

県教委 

市町教委 

P118 

P142 

P153 

○ 活動充実に向けた普及・啓発 

新 「『やまぐちＰＲＩＤＥ』創生フォーラム」(対象：児童生徒、地域住民、

保護者、教職員等)の開催 

・ リーフレット、取組事例の紹介資料の作成・周知 

・ ＳＮＳ(やまぐちＣＳプロモーション等)、広報テレビ番組「はつらつ山口っ子」

を活用した情報発信 

県教委 

市町教委 

P118 

P142 

P153 

○ 推進を担う関係者の資質能力の向上 

・ 「地域連携教育担当者研修会」の開催 

拡 オンデマンド形式による「コミュニティ・スクール経営研修会」 

(対象：管理職、学校運営協議会会長等)の実施 

・ 各学校に対して、熟議の活性化を支援する「熟議サポート事業」の実施 

県教委 

市町教委 

P142 

P153 

■ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた「やまぐち型地域連携教育」の推進 

 ○ 地域と連携・協働する活動に主体的に参画する児童生徒の育成 

 

・ 児童生徒の学校運営協議会等への主体的な参画の促進 

新 「子どもが『地域の創り手』プロジェクト」の推進と取組事例の普

及（県内７地区のモデル校） 

県教委 

市町教委 

P118 

P142 

P153 

 

・ 子どもや地域住民による、学校や地域の課題解決に向けた熟議・協働活動の実施 

新 子どもが主体的に地域課題の解決に向けた取組に参画し、ふるさと

山口の未来に向けた提案を行う学習活動の推進（県内７地区のモデル校） 

学校 

(小・中) 

P118 

P142 

P153 

○ 「学校・地域連携カリキュラム」の活用の促進 

 
・ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」の視点から「学校・地域連携カリキュラム」

を更新する仕組みづくり及び地域との連携による活用の促進 

県教委 

市町教委 
 

 
・ ふるさとの自然や歴史、産業等、地域資源を生かしたふるさとのよさ

や魅力を実感・再発見する教育活動の推進 

学校 

(小・中) 
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⑭ 地域連携教育の充実 
【2026（令和８）年度の取組方針】 
 ◆ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」の醸成に向け、ふるさと山口への誇りと愛着をもって、地域の
多様な人々と協働しながら、地域の未来を自ら考え、豊かな人生を主体的に切り拓いてい
く「地域の創り手」を育成する山口県ならではの地域連携教育を推進します。 
◆ 小・中学校では、９年間を通したカリキュラムに基づいて、子どもが主体的に地域課題
の解決に向けた取組に参画し、ふるさと山口の未来に向けた提案を行う学習活動を推進す
るなど、「やまぐち型地域連携教育❶」の更なる充実に取り組みます。 

 ◆ 県立学校では、「やまぐち型地域連携教育」で育まれた子どもたちの資質・能力を更に伸
ばすとともに、学校を核とした魅力的な地域づくりに向け、大学や企業等、地域の枠を越
えて広く社会と連携し、各学校・学科の特色や専門性に応じた県立学校ならではの取組等
を支援する「やまぐち型社会連携教育❷」を推進します。 

 ◆ 小・中学校から高校までの地域連携の取組を切れ目なく支援する連携推進体制を整備し、
次代を担う人材の育成を推進します。 

【主な取組】(担当課：地域連携教育推進課／義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室) 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 全県的な連携推進体制の構築・強化 

 ○ 全県的な連携推進体制の構築・強化 
・ 県の施策の充実や改善について協議する「山口県地域連携教育推進
協議会」の開催 

新 県内各地域の高校を拠点校とした、企業、大学、社会教育団体・施
設、自治体等と緊密に連携・協働するための「地域連携教育プラット
フォーム」の構築 
新  ＣＳチーフ（特別支援学校）、ＣＳサポーター（高校等）、地域学校協働活動推進
員（小・中学校）に加え、地域連携教育プラットフォームマネージャー（拠点校）
と連携した「地域連携教育次世代型サポートチーム」の設置（７地域） 

県教委 

市町教委 

P118 

P142 

P153 

○ 活動充実に向けた普及・啓発 

新 「『やまぐちＰＲＩＤＥ』創生フォーラム」(対象：児童生徒、地域住民、

保護者、教職員等)の開催 

・ リーフレット、取組事例の紹介資料の作成・周知 

・ ＳＮＳ(やまぐちＣＳプロモーション等)、広報テレビ番組「はつらつ山口っ子」

を活用した情報発信 

県教委 

市町教委 

P118 

P142 

P153 

○ 推進を担う関係者の資質能力の向上 

・ 「地域連携教育担当者研修会」の開催 

拡 オンデマンド形式による「コミュニティ・スクール経営研修会」 

(対象：管理職、学校運営協議会会長等)の実施 

・ 各学校に対して、熟議の活性化を支援する「熟議サポート事業」の実施 

県教委 

市町教委 

P142 

P153 

■ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた「やまぐち型地域連携教育」の推進 

 ○ 地域と連携・協働する活動に主体的に参画する児童生徒の育成 

 

・ 児童生徒の学校運営協議会等への主体的な参画の促進 

新 「子どもが『地域の創り手』プロジェクト」の推進と取組事例の普

及（県内７地区のモデル校） 

県教委 

市町教委 

P118 

P142 

P153 

 

・ 子どもや地域住民による、学校や地域の課題解決に向けた熟議・協働活動の実施 

新 子どもが主体的に地域課題の解決に向けた取組に参画し、ふるさと

山口の未来に向けた提案を行う学習活動の推進（県内７地区のモデル校） 

学校 

(小・中) 

P118 

P142 

P153 

○ 「学校・地域連携カリキュラム」の活用の促進 

 
・ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」の視点から「学校・地域連携カリキュラム」

を更新する仕組みづくり及び地域との連携による活用の促進 

県教委 

市町教委 
 

 
・ ふるさとの自然や歴史、産業等、地域資源を生かしたふるさとのよさ

や魅力を実感・再発見する教育活動の推進 

学校 

(小・中) 
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⑭ 地域連携教育の充実 
【2026（令和８）年度の取組方針】 
 ◆ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」の醸成に向け、ふるさと山口への誇りと愛着をもって、地域の
多様な人々と協働しながら、地域の未来を自ら考え、豊かな人生を主体的に切り拓いてい
く「地域の創り手」を育成する山口県ならではの地域連携教育を推進します。 
◆ 小・中学校では、９年間を通したカリキュラムに基づいて、子どもが主体的に地域課題
の解決に向けた取組に参画し、ふるさと山口の未来に向けた提案を行う学習活動を推進す
るなど、「やまぐち型地域連携教育❶」の更なる充実に取り組みます。 

 ◆ 県立学校では、「やまぐち型地域連携教育」で育まれた子どもたちの資質・能力を更に伸
ばすとともに、学校を核とした魅力的な地域づくりに向け、大学や企業等、地域の枠を越
えて広く社会と連携し、各学校・学科の特色や専門性に応じた県立学校ならではの取組等
を支援する「やまぐち型社会連携教育❷」を推進します。 

 ◆ 小・中学校から高校までの地域連携の取組を切れ目なく支援する連携推進体制を整備し、
次代を担う人材の育成を推進します。 

【主な取組】(担当課：地域連携教育推進課／義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室) 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 全県的な連携推進体制の構築・強化 

 ○ 全県的な連携推進体制の構築・強化 
・ 県の施策の充実や改善について協議する「山口県地域連携教育推進
協議会」の開催 

新 県内各地域の高校を拠点校とした、企業、大学、社会教育団体・施
設、自治体等と緊密に連携・協働するための「やまぐち型地域連携教
育プラットフォーム」の構築 
新  ＣＳチーフ（特別支援学校）、ＣＳサポーター（高校等）、地域学校協働活動推進
員（小・中学校）に加え、地域連携教育プラットフォームマネージャー（拠点校）
と連携した「地域連携教育次世代型サポートチーム」の設置（７地域） 

県教委 

市町教委 

P118 

P142 

P153 

○ 活動充実に向けた普及・啓発 

新 「『やまぐちＰＲＩＤＥ』創生フォーラム」(対象：児童生徒、地域住民、

保護者、教職員等)の開催 

・ リーフレット、取組事例の紹介資料の作成・周知 

・ ＳＮＳ(やまぐちＣＳプロモーション等)、広報テレビ番組「はつらつ山口っ子」

を活用した情報発信 

県教委 

市町教委 

P118 

P142 

P153 

○ 推進を担う関係者の資質能力の向上 

・ 「地域連携教育担当者研修会」の開催 

拡 オンデマンド形式による「コミュニティ・スクール経営研修会」 

(対象：管理職、学校運営協議会会長等)の実施 

・ 各学校に対して、熟議の活性化を支援する「熟議サポート事業」の実施 

県教委 

市町教委 

P142 

P153 

■ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた「やまぐち型地域連携教育」の推進 

 ○ 地域と連携・協働する活動に主体的に参画する児童生徒の育成 

 

・ 児童生徒の学校運営協議会等への主体的な参画の促進 

新 「子どもが『地域の創り手』プロジェクト」の推進と取組事例の普

及（県内７地区のモデル校） 

県教委 

市町教委 

P118 

P142 

P153 

 

・ 子どもや地域住民による、学校や地域の課題解決に向けた熟議・協働活動の実施 

新 子どもが主体的に地域課題の解決に向けた取組に参画し、ふるさと

山口の未来に向けた提案を行う学習活動の推進（県内７地区のモデル校） 

学校 

(小・中) 

P118 

P142 

P153 

○ 「学校・地域連携カリキュラム」の活用の促進 

 
・ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」の視点から「学校・地域連携カリキュラム」

を更新する仕組みづくり及び地域との連携による活用の促進 

県教委 

市町教委 
 

 
・ ふるさとの自然や歴史、産業等、地域資源を生かしたふるさとのよさ

や魅力を実感・再発見する教育活動の推進 

学校 

(小・中) 
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

地域や社会をよくするために何をすべきかを考

えることがある児童生徒の割合(公立小・中学校)

小 54.4％

中 46.4％

(2022(令和４)年度)

小 64.7％

中 50.5％

(2025(令和７)年度)

小 70.0％

中 70.0％

学校運営協議会等において、児童生徒を交えて
協議を行うとともに、児童生徒の意見や思いを
反映させて、「学校・地域連携カリキュラム」の
見直し等を行った学校の割合(公立小・中学校)

小 27.8％

中 51.8％

(2022(令和４)年度)

小 47.0％

中 66.0％

(2024(令和６)年度)

小 100％

中 100％

学校・家庭・地域が連携して、子どもと地域の
大人の協働的な学習活動を計画的・組織的に実
施している学校の割合(公立小・中・高・特別支援
学校等)

0.6%

(2022(令和４)年度)

33.8％

(2025(令和７)年度)
80.0%

地域協育ネットコーディネーター養成講座修了

者数(累計)

541人

(2022(令和４)年度)

672人

(2025(令和７)年度)
800人

■ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた「やまぐち型社会連携教育」の推進

○ 地域協育ネットの仕組みを生かしながら、広く社会と連携する高校ならではの取組の推進

新 高校生等が地域の魅力や強みを再発見・再構築することによる学校

を核とした魅力ある地域づくりの推進
県教委 P118

新 高校生等が主体となり、企業・大学・自治体等と連携・協働して、

地域の魅力や強みを再発見・再構築する取組の実施

学校

(高・特)
P118

○ 学校運営協議会、教育課程内における学習活動の充実

新 コミュニティ・スクールの効果的な運営に向けたリーフレット及び

チェックシートの活用促進

新 「地域の創り手」の育成に資する学習活動の実践事例集の作成

県教委
P118

P142

・ 学校運営協議会での目標・ビジョンの共有や計画的な評価・改善の実施
学校

(高・特)

■ 多様な人材の参画による社会総がかりの活動の推進

○ コーディネーター等に必要な知識・技能等を身に付ける講座の開催

・ 「地域協育ネットコーディネーター養成講座」の開催

・ 「地域協育ネットコーディネーターステップアップ講座」の開催

県教委

市町教委

P142

P153

○ 地域学校協働活動(地域協育ネットの取組)の充実に向けた支援

・ 活動の充実に向けた県教委、市町教委による経費補助

・ 地域社会と連携した高校生スキルアップ事業の実施

県教委

市町教委

P142

P153

・ 地域学校協働活動推進員の活動の充実

・ 「地域学校協働活動推進員ハンドブック」の活用

・ 放課後等における多様なプログラムや地域未来塾による教育活動の充実

学校

(小・中・高)

○ 放課後子ども教室等の充実と放課後児童クラブとの連携促進

・ 放課後子ども教室等の高校生ボランティアを活用した運営

・ 市町行政担当者を対象とした研修会の開催

・ 「教育支援員等研修会」の開催

県教委

市町教委

P142

P153

・ 放課後子ども教室等の取組の充実 地域

○ 学校を生涯学習の場とした子どもと大人がともに学び合う活動の推進

新 学校を学びの場とした、大人向けの生涯学習に係る講座等と、学校

における教育活動を融合した取組の推進

県教委

市町教委
P118

新 学校を学びの場とし、子どもと大人のつながりを深め、ともに学び

合い・育ち合う活動の実施

団体
学校

(小・中・高)
P118

取組の進捗 p-d-Check-a
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＜県参考資料＞

地域連携教育推進課「山口県の地域連携教育」
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/183/26646.html

参考

❶❷ 山口県の地域連携教育の推進概念図 (担当：地域連携教育推進課)

―ふるさと山口の未来を創る心意気―

「やまぐち「やまぐち「やまぐち PRIDEPRIDEPRIDE」」」
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❶❷ 山口県の地域連携教育の推進概念図 (担当：地域連携教育推進課)

―ふるさと山口の未来を創る心意気―
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⑮ 家庭教育支援の充実 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

  ◆ 市町教育委員会と連携し、「やまぐち型家庭教育支援チーム❶」をはじめとした「家庭教

育支援チーム❷」の設置を促進することにより、保護者等への学習機会の提供や地域にお

ける相談・支援体制の充実を図ります。 

  ◆ 地域の実情や保護者からの要望に対応した取組等、活動の好事例の紹介を通して、家庭

教育支援チームの活動内容の充実を図ります。 

【主な取組】           （担当課：地域連携教育推進課／やまぐち総合教育支援センター） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 地域における相談・支援体制の充実 

 ○ 身近な地域で家庭への教育支援を行う体制づくりの促進 

・ 「やまぐち型家庭教育支援チーム」の設置促進 

・ 家庭教育支援チーム連絡会議の開催による支援内容の充実 

・ 不登校対応等に取り組む家庭教育支援チームに関する調査研究事業の実施 

県教委 

市町教委 

P142 
P153 

○ 市町と連携した家庭教育支援者の養成・活用 

・ 「家庭教育支援員等合同研修会」の開催 

・ 「家庭教育アドバイザー養成講座」の開催 

・ 「家庭教育アドバイザーステップアップ講座」の開催 

県教委 

市町教委 

P142 
P153 

■ 保護者等への学習機会の提供 

 
○ ＰＴＡや企業等を対象とした家庭教育出前講座の開催 

・ 家庭教育アドバイザー等と連携した家庭教育出前講座の開催 

県教委 

市町教委 

P142 
P153 

○ ＰＴＡ活動の活性化に向けた学習機会の充実 

・ 「ＰＴＡ家庭教育リーダー研修会」の開催 

・ 山口県ＰＴＡ連合会との教育懇談会の開催 

県教委 

団体 
 

○ おやじの会の活動を通じた保護者等の学習機会の充実 

・ 活動事例の紹介を通した取組支援 

・ 「山口県おやじの会連絡会」等が主催する「おやじの学校」への協力 

県教委 

市町教委 

団体 

 

■ 意識啓発・情報提供の推進 

 ○ 「やまぐち家庭教育支援強化月間」（10月）を中心とした「家庭の元気

応援キャンペーン」の展開 

・ 関係機関等と連携した普及啓発活動の実施 

県教委 

市町教委 

団体 

P142 
P153 

○ 保護者向けリーフレット「夢をはぐくむ家庭の元気」等を活用した、  

情報の提供と家庭における取組の啓発 

・ 「家庭教育５つのポイント」の周知 

・ 「家庭の日」（毎月第３日曜日を標準）の取組の推進 

・ 「わが家のやくそく大作戦」の実施による家庭における取組の促進 

・ 広報テレビ番組「はつらつ山口っ子」等を活用した情報発信 

県教委 

市町教委 

団体 

P142 
P153 

■ 専門機関による相談・支援の充実 

 ○ やまぐち総合教育支援センター等での相談・支援の充実 

拡 「子どもと親のサポートセンター」等に配置しているＳＳＷによる 

支援の充実を図るとともに、関係機関との連携を強化 

県教委 
P125 
P126 
P151 
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値 目標値

(2027(令和９)年度)

「やまぐち型家庭教育支援チーム」の設置率
全中学校区の

38.0％
(2022(令和４)年度)

全中学校区の

44.5％
(2024(令和６)年度)

全中学校区の

60.0％

家庭教育支援チームの活動実績数
2,190回

(2022(令和４)年度)

1,811回
(2024(令和６)年度)

3,000回

家庭教育支援チームにおける相談対応件数
416件

(2022(令和４)年度)

942件
(2024(令和６)年度)

550件

❷【家庭教育支援チーム】

学校や地域、教育委員会などの行政機関や福祉関係機関

等と連携・協働しながら、子育てや家庭教育についての相

談活動や講座等を実施し、サポートするために市町等で編

成されたチームのことです。

❶【やまぐち型家庭教育支援チーム】

家庭教育支援チームのうち、「やまぐち型地域連携教育」

の仕組みを生かし、概ね中学校区で学校等と連携しながら、

地域の実情に応じた家庭教育支援を行うチームのことで、

保護者の子育てに関する不安や悩みの軽減をめざします。

取組の進捗 p-d-Check-a

参考

「家庭教育支援チーム」「やまぐち型家庭教育支援チーム」 (担当：地域連携教育推進課)
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⑯ 部活動改革の推進
【2026(令和８)年度の取組方針】
◆ 公立中学校における休日の学校部活動の地域連携、または、地域展開の取組による部活
動改革を推進します。
◆ 市町における部活動改革の取組の進捗状況を把握し、市町に対して必要な指導助言、支
援を進めるとともに、学校・保護者など、関係者への周知・理解促進を図ります。

【主な取組】                （担当課室：学校安全・体育課／義務教育課）

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値

(2027(令和９)年度)

休日の学校部活動の地域への展開の
取組を実施した市町数

０市町

(2022(令和４)年度)

19市町
(2025(令和７)年度)

19市町

公立中学校における学校部活動（運

動部・文化部）、及び地域におけるス

ポーツ・文化芸術活動に参加する生

徒の割合

88.7%
(2022(令和４)年度)

82.7%
(2025(令和７)年度)

90.0％

主な取組と内容 主な取組主体 予算
■ 知事部局等と連携した新たな地域クラブ活動の構築に向けた段階的な体制整備

○ 市町及び関係機関・団体等との連携体制の構築

・ 市町担当者情報交換会の開催

・ 関係機関・団体等による「やまぐち部活動改革推進協議会」の開催

市町

県教委

市町教委

P133

P142

○ 市町との連携による地域の実情に応じた中学生等にとってふさわしいスポーツ・文化芸術環境の構築

・ 市町における協議会の開催

・ 知事部局及び関係団体等との連携による指導者研修会の開催

新 学校部活動の地域展開に向けた体制整備や地域クラブ活動の活動費

等に対する支援

・ 地域クラブ活動の指導者として期待される部活動指導員の公立中学

校への配置支援

市町

県教委

市町教委

P133

P142

拡 地域クラブ活動の運営団体・実施主体との連携の推進

・ 部活動指導員の活用などによる学校部活動の地域連携の推進

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした環境の構築

学校

（中）

P133

P142

■ 部活動改革に関する取組の趣旨・内容等についての周知・理解の促進

○ 部活動の地域展開に係る国の動向や市町の取組の方向性の周知など、学校・家庭・地域への

理解の促進

・ 県教委Ｗｅｂページを通じた啓発

・ 学校関係者等を対象とした「やまぐち部活動改革セミナー」の開催
県教委

P133

P142

・ 市町の取組の方向性について、保護者等への理解の促進
市町

市町教委

P133

P142

・ 地域で実施するスポーツ・文化芸術活動の内容等の生徒や保護者へ

の周知

学校

（中）

P133

P142

取組の進捗 p-d-Check-a
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県民のニーズに応える学習機会を提供し、人生100年時代を見据えた社会教育の推進を

図るとともに、文化・芸術に親しむ環境の整備や、スポーツを楽しみ、競技力向上に向けた

施策を展開します。 

 

 施策 
  ⑰ 社会教育の充実 
  ⑱ 地域社会における人権教育の推進 
⑲ 文化にふれあい親しむ環境づくりの推進 
⑳ 「輝く、夢あふれるスポーツ元気県やまぐち」の実現に 

向けた取組の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

2026（令和8）年度の施策の展開 
５ 生涯を通じた学びの充実 

※ 施策ごとに2026（令和8）年度の取組方針、主な取組、取組の進捗、参考について記

載しています。 

※ 【主な取組】の見方 

➢ 主な取組を取組主体別に記載しています。 

■：山口県教育振興基本計画に示す主な取組 

○：主な取組の柱 

・：具体的な取組内容 

新新：2026（令和8）年度の新規事業関連の取組 

新：2026（令和8）年度の予算計上を伴わない新たな取組 

拡：2026（令和8）年度の拡充する取組 

➢ 予算の欄には、関連資料（令和8年度教育委員会当初予算の概要）のページ数を記載しています。 

➢ 参考に説明資料等を掲載している取組や資料名には下線を引いています。 

 

注 各施策の参考に記載している＜国参考資料＞及び＜県参考資料＞には、その他の関連資料、閲覧す

るためのＵＲＬや二次元コードを示しています。情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性が

あります。 

 

 - 72 -



５ 生涯を通じた学びの充実 

- 72 - 

 

 

 

 

 

 
県民のニーズに応える学習機会を提供し、人生100年時代を見据えた社会教育の推進を

図るとともに、文化・芸術に親しむ環境の整備や、スポーツを楽しみ、競技力向上に向けた

施策を展開します。 

 

 施策 
  ⑰ 社会教育の充実 
  ⑱ 地域社会における人権教育の推進 
⑲ 文化にふれあい親しむ環境づくりの推進 
⑳ 「輝く、夢あふれるスポーツ元気県やまぐち」の実現に 

向けた取組の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

2026（令和8）年度の施策の展開 
５ 生涯を通じた学びの充実 

※ 施策ごとに2026（令和8）年度の取組方針、主な取組、取組の進捗、参考について記

載しています。 

※ 【主な取組】の見方 

➢ 主な取組を取組主体別に記載しています。 

■：山口県教育振興基本計画に示す主な取組 

○：主な取組の柱 

・：具体的な取組内容 

新新：2026（令和8）年度の新規事業関連の取組 

新：2026（令和8）年度の予算計上を伴わない新たな取組 

拡：2026（令和8）年度の拡充する取組 

➢ 予算の欄には、関連資料（令和8年度教育委員会当初予算の概要）のページ数を記載しています。 

➢ 参考に説明資料等を掲載している取組や資料名には下線を引いています。 

 

注 各施策の参考に記載している＜国参考資料＞及び＜県参考資料＞には、その他の関連資料、閲覧す

るためのＵＲＬや二次元コードを示しています。情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性が
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⑰ 社会教育の充実 
【2026（令和８）年度の取組方針】 
 ◆ 山口ならではの豊かな自然の中で、山口ならではの教育手法を用いた体験活動や青少年
教育施設における教育活動の充実及び指導者・ボランティア養成を推進し、「やまぐち
PRIDE」を醸成します。 

 ◆ 県民の学びのニーズに対応した企画を運営し、その取組で得た学びを促進するための効
果的な広報活動につなげるなど、多様な学びの場の充実を図るとともに、それらの取組を
支援する社会教育主事有資格者の養成にも努めます。 

 ◆ 障害の有無にかかわらず、誰もが共に学び、生きる共生社会の実現に向けた学びの場の
充実を図ります。 

 ◆ 社会教育施設等においては、デジタル技術を活用した所蔵資料の公開や魅力的な講座の
開講による質の高い学習環境の整備を推進します。 

 
【主な取組】（担当課：地域連携教育推進課／学校運営・施設整備室／ 

総務部学事文書課／特別支援教育推進室） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 多様な体験活動を通じた青少年教育の充実 

 ○ 山口ならではの教育手法を用いた主体性等を育む長期自然体験活動の

実施やＡＦＰＹ※１の推進による体験の場の充実 

・ 小・中学生を対象とした長期自然体験活動「やまぐちアドベンチャ

ーキャンプ※２」の実施（７泊８日、十種ヶ峰青少年自然の家及び周辺山域） 

・ 学校や地域の社会教育関係団体等でのＡＦＰＹ出前講座の実施及び 

相談支援 

県教委 
P143 

P153 

○ 山口ならではの自然と地域の魅力を感じ・学ぶ体験ツアーの実施 

・ 小・中学生を対象とした「Mine 秋吉台ジオパークツアー※３」及び

「魅力発見ツアー※４」の実施（美祢市） 

県教委 

団体 

企業等 

P143 

P153 

○ 各種研修会等の充実と各青少年教育施設間の連携強化による指導者・ボランティア

の養成と指導力向上のための実践機会の拡充 

 

・ やまぐちアドベンチャーキャンプ指導者研修会の実施（８泊９日、

十種ヶ峰青少年自然の家及び周辺山域、若手ボランティア養成の充実） 

・ ＡＦＰＹの手法を学ぶ研修会の実施及びＡＦＰＹ出前講座への  

ＡＦＰＹアドバイザーの派遣 

・ ＷｅｂページによるＡＦＰＹの手引き、実践事例集、アクティビティ

集や動画コンテンツ等の資料提供 

県教委 
P143 

P153 

 
・ 県内の青少年教育施設による連絡協議会及び研修会を実施 

・ 体験活動ボランティア養成研修会の実施 

青少年 

教育施設 

P143 

P153 

■ 学習情報の提供による学習機会の充実 

 〇 「かがやきネットやまぐち❶
※５」の情報登録と情報発信の充実による学習機会の拡充 

 ・ 情報更新の促進による検索用の情報、新着ニュース、      

「山口県子どもホームページ※６」等の登録情報の充実  
県教委 P153 

 ・ 各種研修会等における周知 
県教委 

市町教委 
P153 

〇 県立図書館における情報提供サービスの充実 

・ 「図書館ネットワークシステム※７」を活用した県内図書館間の相互貸借 

サービス及び所在情報の提供 

・ レファレンスサービス※８の充実 

県立 

図書館 
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※１ ＡＦＰＹ：他者と関わり合う活動を通して、個人の成長を図り、豊かな人間関係を築くための考え方と行動
の在り方を学び合う、山口県独自の体験学習法(Adventure Friendship Program in Yamaguchiの略) 

※２ やまぐちアドベンチャーキャンプ：世界的な冒険教育機関であるＯＢＳ（Outward Bound School）の手法を
取り入れ、野外活動とカウンセリングを組み合わせて個人や集団の成長を図る小・中学生対象の長期自然体験
活動 

※３ Mine秋吉台ジオパークツアー：Mine秋吉台ジオパークでの自然体験活動を通じて、地域の自然について学
ぶプログラム 

※４ 魅力発見ツアー：地域の歴史や文化、産業等について地域の方と体験しながら学ぶプログラム 
※５ かがやきネットやまぐち：生涯学習の振興のために運用している生涯学習情報提供システム 
※６ 山口県子どもホームページ：子どもたちと保護者の学びを支援するウェブサイト（「かがやきネットやま
ぐち」内のコンテンツ） 

※７ 図書館ネットワークシステム：山口県内にある複数の公立・大学図書館の所蔵資料をＷｅｂ上で同時に検
索することができるシステム 

※８ レファレンスサービス：図書館利用者が求める資料や情報に対して、図書館職員が当該資料や情報を調査
し、提供または提示すること。またはそれに関わる業務のこと 

 

〇 公民館活動の活性化と効果的な周知による多様な学習機会の拡充 

・ 公民館活動の活性化に向けた研修の実施 
県教委  

■ 学習成果を生かす活動の促進 

 〇 ボランティア活動に関する学習相談及び生涯学習情報誌等の周知に 

よる活動の促進 

・ 「かがやきネットやまぐち」によるボランティア活動に関する学習

相談及び情報の周知 

・ 生涯学習推進センター主催事業等におけるボランティアの活用 

県教委 P153 

 〇 「山口県の地域連携教育」の取組の成果を学校や地域で生かすことが 

できる場の創出 

・ 学校・家庭・地域との連携促進による地域住民の学習を学校や地域

で生かす場の促進 

県教委 

市町教委 

学校 

（小・中・高・特） 

P153 

■ 社会教育推進のための人材育成 

 〇 社会教育主事有資格者の養成 

  ・ 指導者養成・人材育成を目的とした研修の実施 

・ 社会教育主事講習受講への支援 

県教委  

■ 障害者の生涯を通じた学びの推進 

 〇 社会教育施設や民間団体における学びの場や機会の提供と周知 

・ 「かがやきネットやまぐち」を活用した学びの場や機会の情報提供 

県教委 

市町教委 
P153 

 〇 障害に関する理解促進や障害者の学びを担う人材育成・確保のための 

研修の充実 

  ・ 県内社会教育関係者に対する研修の実施 

県教委 P153 

■ 社会教育施設等における質の高い学習環境の整備 

 〇 山口博物館における展示、講座等の充実 

新新 特別展「やまぐち昆虫発見隊」(７月23日～８月23日)等の開催  

  ・ 「バーチャル山口博物館」のコンテンツの充実 

・ デジタル技術を活用した出前授業・館内授業の実施 

山口 

博物館 

P143 

P153 

〇 県立図書館における図書・資料等の充実 

・ 電子書籍、マルチメディアデイジー❷図書等の充実 

県立 

図書館 
P148 

〇 文書館における歴史資料等の保存・公開 

・ 歴史資料として重要な公文書等・古文書の収集・保存 

・ 「デジタルアーカイブ」のコンテンツの充実 

文書館  
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※１ ＡＦＰＹ：他者と関わり合う活動を通して、個人の成長を図り、豊かな人間関係を築くための考え方と行動
の在り方を学び合う、山口県独自の体験学習法(Adventure Friendship Program in Yamaguchiの略) 

※２ やまぐちアドベンチャーキャンプ：世界的な冒険教育機関であるＯＢＳ（Outward Bound School）の手法を
取り入れ、野外活動とカウンセリングを組み合わせて個人や集団の成長を図る小・中学生対象の長期自然体験
活動 

※３ Mine秋吉台ジオパークツアー：Mine秋吉台ジオパークでの自然体験活動を通じて、地域の自然について学
ぶプログラム 

※４ 魅力発見ツアー：地域の歴史や文化、産業等について地域の方と体験しながら学ぶプログラム 
※５ かがやきネットやまぐち：生涯学習の振興のために運用している生涯学習情報提供システム 
※６ 山口県子どもホームページ：子どもたちと保護者の学びを支援するウェブサイト（「かがやきネットやま
ぐち」内のコンテンツ） 

※７ 図書館ネットワークシステム：山口県内にある複数の公立・大学図書館の所蔵資料をＷｅｂ上で同時に検
索することができるシステム 

※８ レファレンスサービス：図書館利用者が求める資料や情報に対して、図書館職員が当該資料や情報を調査
し、提供または提示すること。またはそれに関わる業務のこと 

 

〇 公民館活動の活性化と効果的な周知による多様な学習機会の拡充 

・ 公民館活動の活性化に向けた研修の実施 
県教委  

■ 学習成果を生かす活動の促進 

 〇 ボランティア活動に関する学習相談及び生涯学習情報誌等の周知に 

よる活動の促進 

・ 「かがやきネットやまぐち」によるボランティア活動に関する学習

相談及び情報の周知 

・ 生涯学習推進センター主催事業等におけるボランティアの活用 

県教委 P153 

 〇 「山口県の地域連携教育」の取組の成果を学校や地域で生かすことが 

できる場の創出 

・ 学校・家庭・地域との連携促進による地域住民の学習を学校や地域

で生かす場の促進 

県教委 

市町教委 

学校 

（小・中・高・特） 

P153 

■ 社会教育推進のための人材育成 

 〇 社会教育主事有資格者の養成 

  ・ 指導者養成・人材育成を目的とした研修の実施 

・ 社会教育主事講習受講への支援 

県教委  

■ 障害者の生涯を通じた学びの推進 

 〇 社会教育施設や民間団体における学びの場や機会の提供と周知 

・ 「かがやきネットやまぐち」を活用した学びの場や機会の情報提供 

県教委 

市町教委 
P153 

 〇 障害に関する理解促進や障害者の学びを担う人材育成・確保のための 

研修の充実 

  ・ 県内社会教育関係者に対する研修の実施 

県教委 P153 

■ 社会教育施設等における質の高い学習環境の整備 

 〇 山口博物館における展示、講座等の充実 

新新 特別展「やまぐち昆虫発見隊」(７月23日～８月23日)等の開催  

  ・ 「バーチャル山口博物館」のコンテンツの充実 

・ デジタル技術を活用した出前授業・館内授業の実施 

山口 

博物館 

P143 

P153 

〇 県立図書館における図書・資料等の充実 

・ 電子書籍、マルチメディアデイジー❷図書等の充実 

県立 

図書館 
P148 

〇 文書館における歴史資料等の保存・公開 

・ 歴史資料として重要な公文書等・古文書の収集・保存 

・ 「デジタルアーカイブ」のコンテンツの充実 

文書館  
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

野外教育活動及びＡＦＰＹの指導実践者数
101人

(2022(令和４)年度)

123人

(2024(令和６)年度)
150人

社会教育主事有資格者養成数（５年平均）
19.2人

(2022(令和４)年度)

18.5人

(2024(令和６)年度)
25人

生涯学習情報提供システム「かがやきネッ

トやまぐち」情報検索件数

40,856件

(2022(令和４)年度)

44,550件

(2024(令和６)年度)
45,000件

山口博物館における「博物館学校地域連携教

育支援事業」利用者の満足度

85.0％

(2022(令和４)年度)

95.6％

(2024(令和６)年度)
90.0%

読書が好きと感じている児童生徒の割合

（公立小・中学校）（再掲）

小 72.6%

中 68.1%

(2022(令和４)年度)

小 65.3%

中 62.6%

(2024(令和６)年度)

小 80.0％

中 75.0％

山口ならではの豊かな自然の中で、山口ならではの手法を用いた体験活動を推進し、子どもたちのふ

るさとやまぐちへの誇りと愛着を醸成するとともに、生きる力の向上を図ります。

「地域の創り手」を創出し、「やまぐちPRIDE」を醸成！

子どもたちのふるさとへの
誇りと愛着の醸成

子どもたちの主体性をはじめ
とした「生きる力」の向上

山口ならではの豊かな自然体験

豊かな自然を感じ・学ぶ

◆山口県の豊かな自然を２泊３日のキャンプで体験
◆Mine秋吉台ジオパークを中心に展開
◆秋吉台青少年自然の家のノウハウを活用

地域とつながり・学ぶ

◆美祢市の自然・歴史文化等の魅力を２泊３日
で体験

◆美祢市の中・高校生等と連携してプログラムを企画
◆地域の人との交流を設定
（学びを通じたかかわり・つながり）

山口ならではの教育手法による体験活動の推進

子どもたちの主体性を向上

◆長期のさまざまな困難を仲間と乗り越える体験
◆OBS・AFPY手法を活用した自然体験による生きる力の向上
◆主体性向上に向けたプログラムの開発

やまぐちアドベンチャーキャンプ

指導者養成の充実と若手指導者の確保
◆大学生・高校生をはじめとした若手指導者の育成
◆指導者研修生と子どもの交流によるあこがれの連鎖
◆山口ならではのOBS・AFPY手法の更なる普及

取組の進捗 p-d-Check-a

山口ならではの体験活動を通じた青少年教育の充実 （担当：地域連携教育推進課）

参考
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様々な施設及び団体が学習機会を提供し、学習の場を「かがやきネットやまぐち」を活用し

て県民に周知することにより、学びが広がり、充実した生活を送ることができるようにします。

また、学習したことを生かす場をつくることで、学びを進化させ、生涯を通した学びを推進し

ます。

＜県参考資料＞

❶かがやきネットやまぐちＷｅｂページ
https://www.kagayaki.pref.yamaguchi.lg.jp/

❷県立図書館「マルチメディアデイジー室の利用」
https://library.pref.yamaguchi.lg.jp/user_guide/multimediadaisy/

山口県教育委員会
・指導者養成・人材育成

市・町

図書館・博物館・

文書館・公民館 等

社会教育施設

学習成果を生かす活動

大学

企業

NPO等
（公財）山口県ひとづくり財団

生涯学習推進センター

生涯学習情報提供システム

「かがやきネットやまぐち」

情報登録

やまぐち総合教育支援センター
・指導者養成・人材育成

・講座や展示の実施

・学習相談対応

・指導者養成・人材育成

情報登録

県 民

学習機会の提供学習機会の提供 学習機会の提供

情報提供

情報登録

人材育成人材育成 人材育成

連携・協働連携・協働

・学習コンテンツの充実

・講座情報の登録

・ボランティア情報の登録

社会教育の充実による生涯学習推進のイメージ （担当：地域連携教育推進課）
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様々な施設及び団体が学習機会を提供し、学習の場を「かがやきネットやまぐち」を活用し

て県民に周知することにより、学びが広がり、充実した生活を送ることができるようにします。

また、学習したことを生かす場をつくることで、学びを進化させ、生涯を通した学びを推進し

ます。

＜県参考資料＞

❶かがやきネットやまぐちＷｅｂページ
https://www.kagayaki.pref.yamaguchi.lg.jp/

❷県立図書館「マルチメディアデイジー室の利用」
https://library.pref.yamaguchi.lg.jp/user_guide/multimediadaisy/

山口県教育委員会
・指導者養成・人材育成

市・町

図書館・博物館・

文書館・公民館 等

社会教育施設

学習成果を生かす活動

大学

企業

NPO等
（公財）山口県ひとづくり財団

生涯学習推進センター

生涯学習情報提供システム

「かがやきネットやまぐち」

情報登録

やまぐち総合教育支援センター
・指導者養成・人材育成

・講座や展示の実施

・学習相談対応

・指導者養成・人材育成

情報登録

県 民

学習機会の提供学習機会の提供 学習機会の提供

情報提供

情報登録

人材育成人材育成 人材育成

連携・協働連携・協働

・学習コンテンツの充実

・講座情報の登録

・ボランティア情報の登録

社会教育の充実による生涯学習推進のイメージ （担当：地域連携教育推進課）
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⑱ 地域社会における人権教育の推進
【2026（令和８）年度の取組方針】

◆ 「山口県人権推進指針❶」及び「山口県人権教育推進資料❷」に基づいて、人権尊重の意

識と自主的な取組の高まりをめざし、市町との一層の連携を図ります。

◆ 地域社会における人権教育の指導者養成に努めるとともに、職場を含めた地域社会にお

ける学習機会の充実や市町の実態（学習者のニーズや地域社会の課題等）に即した取組を

推進します。

【主な取組】                         （担当課：人権教育課）

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

地域社会における人権教育の指導者養成に
係る県教委主催の研修会の受講者数（年間）

279人
(2022(令和４)年度)

266人
(2025(令和７)年度)

320人

人権に関する視聴覚資料等を活用した研修
会の実施講座数（累計）

278講座
（５年間・55.6講座/年）

(2018(平成30)年度
～2022(令和４)年度)

213講座
（３年間・71講座/年）

(2023(令和５)年度
～2025(令和７)年度)

300講座
（５年間・60講座/年）

主な取組と内容 主な取組主体 予算
■ 地域社会における自主的な取組への支援

○ 市町等が開催する研修等への支援

・ 人権教育を推進する講座開設事業への支援

・ 各市町における県費補助事業を活用した取組に関する情報提供

・ 「ふれあい夢通信」等、教育庁の情報発信ツールを活用した市町や

事業所等における取組に関する広報 県教委

市町教委

P144
P154

○ 学校、家庭、地域社会が連携・協働した人権教育の推進❸
・ 学校、家庭、地域社会が連携・協働した人権教育に関する実践研究

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした、基本的人権

の意義や人権尊重の理念に関する学習機会の充実

■ 人権教育指導者の養成

○ 地域社会において中核となる指導者の養成

・ 市町の人権教育担当者や社会教育関係者を対象とした、各種研修会

の企画・運営等のためのスキル習得に向けた実践的な研修（演習）の

実施

・ ハンセン病療養所への訪問や入所者との懇談等を通した、人権教育

指導者養成のための県外実地研修の実施

県教委
市町教委

P154

■ 人権に関する資料の整備と活用の促進

○ 基本的人権に関する理解を深めるための資料の提供

・ 「山口県人権推進指針」及び「山口県人権教育推進資料」等の活用促進

・ 様々な人権課題に関する法律や施策等についての情報提供
県教委

市町教委
P154○ 視聴覚資料等の整備と活用の促進

・ 地域社会や事業所等を対象とした研修における人権教育推進に活用

できる資料の提供

・ 視聴覚資料を効果的に活用した実践的演習を取り入れた研修の実施

取組の進捗 p-d-Check-a
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大学生と連携して
人権に関する理解を深める活動

職場を含めた地域社会における学習機会の充実により、地域社会における人権尊重の意識と

自主的な取組の高まりをめざします。

地域社会における学習機会の充実（例）

＜国参考資料＞

法務省「人権教育・啓発に関する基本計画（第二次）」
https://www.moj.go.jp/JINKEN/JINKEN83/jinken83.html

＜県参考資料＞

❶人権対策室「山口県人権推進指針」（Ｈ14.３策定、Ｈ24.３改定、Ｒ６.12改定）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/36/14902.html

❷人権教育課「山口県人権教育推進資料」（Ｈ24.３作成、Ｒ７.３改定）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/291558.html

❸地域社会における基本的人権に関わる学び (担当：人権教育課)

参考

子どもたちが
地域住民に提言する活動

郷土のよさを
子どもたちに伝える活動

県民一人ひとりの人権が尊重された心豊かな地域社会をめざして

子どもたちが考え、作成し

た啓発動画を使いながら、

SNS等の使い方について地

域住民に伝えることで、イン

ターネットを活用したより

よい関わりについて、ともに

考える機会となりました。

大学生が考案した人権に
関するすごろく遊びを通じ
て、皆で小学生の日常生活
の中で起こり得る出来事へ
のかかわり方を考えること
で、自他を大切にする言動
について理解する機会とな
りました。

基本的人権尊重の視点に立った取組
個人の尊重、生命・自由・幸福追求の権利の尊重、
法の下の平等など、〈基本的人権に関わる学び〉

◯ 基本的人権の意義
◯ 人権尊重の理念

の正しい理解 ◯ 人権の大切さに気付く豊かな感性
◯ 実践的な人権感覚

の育成

様々な人権課題

地域住民と子どもたちが、
間伐や枝打ち、丸太切りな
どの林業体験を通じて、地
域の伝統産業や豊かな自然、
郷土への愛着などを深める
とともに、よりよい地域を
築き守り続けていくことの
大切さに気付く機会となり
ました。

学  校

コミュニティ・スクール

連携・協働
地域住民

企業・大学等
家  庭
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大学生と連携して
人権に関する理解を深める活動

職場を含めた地域社会における学習機会の充実により、地域社会における人権尊重の意識と

自主的な取組の高まりをめざします。

地域社会における学習機会の充実（例）

＜国参考資料＞

法務省「人権教育・啓発に関する基本計画（第二次）」
https://www.moj.go.jp/JINKEN/JINKEN83/jinken83.html

＜県参考資料＞

❶人権対策室「山口県人権推進指針」（Ｈ14.３策定、Ｈ24.３改定、Ｒ６.12改定）
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❷人権教育課「山口県人権教育推進資料」（Ｈ24.３作成、Ｒ７.３改定）
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地域住民

企業・大学等
家  庭
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⑲ 文化にふれあい親しむ環境づくりの推進 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 県立文化施設等における鑑賞機会の充実など、県民誰もが文化芸術を鑑賞、参加及び創

造できる環境づくりを推進するとともに、文化芸術を担う人材の育成や活躍支援により、

これからの文化芸術を創る人づくりを推進します。 
 ◆ 郷土に誇りと愛着をもち、豊かな感性や創造力をもった児童生徒を育成するため、学校
において優れた文化芸術にふれる機会を提供します。 

 ◆ 感動する心を育むため、児童生徒の主体的な文化芸術活動を支援し、文化芸術活動の発
表の機会を提供します。 

【主な取組】    （担当課：観光スポーツ文化部文化振興課／義務教育課／高校教育課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 文化芸術を担う人材の育成と活躍支援 

 ○ 未来の地域文化の担い手育成  

・ 県立文化施設における子どもを対象としたプログラムの実施 

・ 子どもの文化芸術活動を支える人材の確保・育成 

・ 文化財出前講座「学べる！文化財講座」の開催 

県・市町 
団体 

※ 

 ○ 若手芸術家・伝統文化伝承者等の活躍支援  

・ 文化人材バンク「パフォーマーズやまぐち」登録者の発表機会の 

創出や交流連携の促進 

・ 若手芸術家等を対象とした創作活動の支援 

県 
団体 

※ 

■ 県民誰もが文化芸術に親しめる環境の整備 

 ○ 県民の鑑賞、参加及び創造の機会の充実  

・ 県立文化施設等における鑑賞事業（県立美術館等における企画展の 

開催） 

・ 県民や文化団体等が主体的に行う文化行事の後援及び支援 

県・市町 
団体 

※ 

■ 文化資源を活かした「文化観光」の推進 

 ○ 多彩な文化資源を活かした交流の拡大  

・ 美術館等を核とした文化施策による交流の促進（美術館魅力発信 

プロジェクト） 

・ 山口きらら博記念公園での文化イベントの開催 

・ 総合芸術文化祭（分野別フェスティバル）の実施 

県・市町 
団体 

※ 

 ○ 地域伝統芸能の振興 

・ デジタル技術による地域伝統芸能に親しむ機会の創出 

・ 無形民俗文化財体験講座の実施 

県 
団体 

※ 

■ 学校現場での優れた芸術にふれあう機会の提供 

 
○ 学校芸術文化ふれあい事業の充実  

・ 「山口県青少年劇場」(演劇、伝統芸能、音楽) 

・ 「山口県巡回ふれあい公演」(音楽、演劇) 

・ 「山口県巡回芸術劇場」(管弦楽、合唱、演劇、雅楽、能楽、邦楽) 

・ 「学校における文化芸術鑑賞・体験推進事業」等の実施 

文化庁 
県教委 
学校 

（小・中・高・特） 

P○ 
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※別途予算計上（知事部局）

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

県立美術館の入館者数（５年間の平均）
15.4万人

(2022(令和４)年度)

19.9万人

(2023～2024年度

平均)

20万人

(2023～2027年度

平均)

学校芸術文化ふれあい事業等を活用し

て、舞台芸術を鑑賞した公立小・中学生

の割合（年間）

32.4％

(2022(令和４)年度)

24.3％

(2024(令和６)年度)

33.4%

(2027(令和９)年度)

■ 文化芸術活動の発表の機会の提供

○ 山口県中学校総合文化祭の開催（宇部市）

・ 幅広い分野の文化芸術活動の発表の場を提供（11月７日～８日）

県教委

市町教委

学校（中）

団体

P154

○ 山口県高等学校総合文化祭の開催（総合開会式：宇部市）

・ 生徒の文化芸術活動の発表の場を提供（５月～11月）

県

県教委

学校（高）

P154

○ 山口県中学校総合文化祭と山口県高等学校総合文化祭の交流の促進

・ 山口県中学校総合文化祭において高校生の作品を展示するなど、中

学生・高校生相互の交流を促進

県教委

学校

（中・高）

○ 全国総合文化祭への派遣

・ 「全国中学校総合文化祭」（東京都）、「全国高等学校総合文化祭」（秋

田県）に生徒を派遣し、文化芸術活動の発表の場を提供するとともに、

全国の中学生・高校生との交流を充実

県

県教委

学校

（中・高）

P154

拡 本県での全国高等学校総合文化祭の開催に向けた準備の推進

・ 2028（令和 10）年の開催が内定している全国高等学校総合文化祭

に向け、実行委員会を設立し、関係団体等と連携して準備を推進

文化庁

県・市町

県教委

市町教委

学校

（小・中・高・特）

団体

P144
P154

○ 子どもの文化芸術活動等の機会確保・充実に向けた部活動改革

・ 関係機関・団体等による「やまぐち部活動改革推進協議会」の開催

（新たな体制整備に向けた諸課題の対応についての検討等）

・ 関係者への周知及び理解促進に向けた説明会の開催

・ 学校部活動の地域連携及び地域移行に向けた県・市町との連携に

よる環境整備

県・市町

県教委

市町教委

団体

■ 県立文化施設等との連携による企画展や講座等の充実

○ 美術館等と連携した山口県学校美術展覧会の開催

・ 県内の幼児及び児童生徒の思いや工夫の感じられる造形作品を展示

し、文化芸術に親しむ機会を創出

県
県教委

取組の進捗 p-d-Check-a
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※別途予算計上（知事部局）

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

県立美術館の入館者数（５年間の平均）
15.4万人

(2022(令和４)年度)

19.9万人

(2023～2024年度

平均)

20万人

(2023～2027年度

平均)

学校芸術文化ふれあい事業等を活用し

て、舞台芸術を鑑賞した公立小・中学生

の割合（年間）

32.4％

(2022(令和４)年度)

24.3％

(2024(令和６)年度)

33.4%

(2027(令和９)年度)

■ 文化芸術活動の発表の機会の提供

○ 山口県中学校総合文化祭の開催（宇部市）

・ 幅広い分野の文化芸術活動の発表の場を提供（11月７日～８日）

県教委

市町教委

学校（中）

団体

P154

○ 山口県高等学校総合文化祭の開催（総合開会式：宇部市）

・ 生徒の文化芸術活動の発表の場を提供（５月～11月）

県

県教委

学校（高）

P154

○ 山口県中学校総合文化祭と山口県高等学校総合文化祭の交流の促進

・ 山口県中学校総合文化祭において高校生の作品を展示するなど、中

学生・高校生相互の交流を促進

県教委

学校

（中・高）

○ 全国総合文化祭への派遣

・ 「全国中学校総合文化祭」（東京都）、「全国高等学校総合文化祭」（秋

田県）に生徒を派遣し、文化芸術活動の発表の場を提供するとともに、

全国の中学生・高校生との交流を充実

県

県教委

学校

（中・高）

P154

拡 本県での全国高等学校総合文化祭の開催に向けた準備の推進

・ 2028（令和 10）年の開催が内定している全国高等学校総合文化祭

に向け、実行委員会を設立し、関係団体等と連携して準備を推進

文化庁

県・市町

県教委

市町教委

学校

（小・中・高・特）

団体

P144
P154

○ 子どもの文化芸術活動等の機会確保・充実に向けた部活動改革

・ 関係機関・団体等による「やまぐち部活動改革推進協議会」の開催

（新たな体制整備に向けた諸課題の対応についての検討等）

・ 関係者への周知及び理解促進に向けた説明会の開催

・ 学校部活動の地域連携及び地域移行に向けた県・市町との連携に

よる環境整備

県・市町

県教委

市町教委

団体

■ 県立文化施設等との連携による企画展や講座等の充実

○ 美術館等と連携した山口県学校美術展覧会の開催

・ 県内の幼児及び児童生徒の思いや工夫の感じられる造形作品を展示

し、文化芸術に親しむ機会を創出

県
県教委

取組の進捗 p-d-Check-a

５ 生涯を通じた学びの充実

- 81 -

やまぐち文化芸術振興プラン（第３次）【計画期間 Ｒ４（2022）年度～Ｒ８（2026）年度】

《 計画の位置付け 》

○ 文化芸術基本法第７条の２に定める「地方文化芸術推進基本計画」

○ 山口県文化芸術振興条例第６条第１項に定める「文化芸術の振興に関する基本的な方針」

○ 障害者による文化芸術活動の推進に関する法律第８条第１項「障害者による文化芸術活

動の推進に関する計画」

○ 県の総合計画「やまぐち未来維新プラン」の分野別計画

《 基本理念 》

上記の基本理念の下、３つの施策の柱に基づき取組を推進します。

施策の体系

１ やまぐちの文化資源を活かした「文化観光」の推進

① 多彩な文化資源を活かした交流の拡大

② 地域伝統芸能の振興

③ 「錦帯橋」の世界文化遺産登録に向けた取組の推進

④ 多彩な文化資源の国内外への情報発信

２ やまぐちの文化芸術を担う人材の育成と活躍支援

⑤ 若手芸術家・伝統文化伝承者等の活躍支援

⑥ 未来の地域文化の担い手育成

⑦ 文化芸術で活躍し、振興に寄与した人々の顕彰

３ 県民誰もが文化芸術に親しめる環境の整備

⑧ 県民の鑑賞、参加及び創造の機会の充実

⑨ 文化芸術の発展に向けた多様な主体との協働の推進

＜県参考資料＞

やまぐち文化芸術振興プラン（Ｒ５.３策定）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/97/24387.html

山口県文化芸術振興条例

山口県では、文化芸術の振興について、基本理念を定め、県の責務を明らかにするとともに、文
化芸術の振興に関する施策の基本となる事項を定めた「山口県文化芸術振興条例」を平成19年
12月に制定しました。
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/97/24386.html

参考

心豊かで活力ある地域を育む やまぐちの文化力の創造
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⑳ 「輝く、夢あふれるスポーツ元気県やまぐち」の実現に向けた取組の推進 
【2026(令和８)年度の取組方針】 
 ◆ 県民誰もが生涯にわたって、スポーツに親しみ、スポーツを楽しみスポーツを支える活
動に参画できるよう、多様な主体の参画によるスポーツの推進に取り組みます。 

 ◆ 県民スポーツの新たな拠点の整備や、本県アスリートの競技力向上に向けたスポーツ医・
科学の新たな拠点の構築を進めます。 
◆ 市町、関係団体、企業等と連携し、スポーツを通じた交流人口の拡大や地域の活性化を
推進します。 

【主な取組】 （担当課室：観光スポーツ文化部スポーツ推進課／健康福祉部障害者支援課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 多様な主体の参画によるスポーツの推進 

 ○ スポーツ参画機会の拡大 

・ ライフスタイルやニーズ等に応じて、気軽に参加・体験・観戦で

きるスポーツイベントの開催などの取組を支援 
・ 部活動改革の推進 

県・市町 
団体 

※ 

○ 地域スポーツの推進拠点の充実・強化 

・ 総合型クラブの設立促進・充実強化 
・ スポーツ少年団の活動の充実 

県・市町 

団体 
※ 

○ スポーツによる健康及び体力の保持増進 
・ 遊びを取り入れた運動体験イベントの実施など、運動の大切さ、楽
しさを実感できる取組の充実 

県・市町 

団体 
※ 

■ 競技力の向上 

 ○ 計画的な選手・指導者の育成 

  ・ ジュニア世代を対象にした多競技種目を経験させるプログラムの実

施などにより、有望なアスリートの早期の発掘・育成 

  ・ 指導者に必要な専門的知識・指導技術や倫理・社会規範を習得する

ための研修会を開催 

県 

団体 
※ 

○ スポーツ医・科学の推進やデジタル技術の活用 

  ・ 大学等の関係機関との連携によるスポーツ医・科学支援体制の強化 

県 

団体 
※ 

■ スポーツ環境の整備 

 ○ スポーツ施設・設備の充実、利用促進 

  ・ 県東部地域県立武道館（仮称）の2028（令和10）年度の供用開始に

向け、計画的な整備を推進 

・ 県民が気軽に安全にスポーツ施設等を利用できるよう、施設環境の

整備・充実 

県・市町 ※ 

○ スポーツを支える人材の育成 

・ 地域のスポーツを推進する指導者の養成講習会等を計画的に開催 

・ 学校や大学と連携し、若者がスポーツボランティアの体験をする機 

会を設けること等により、スポーツボランティア活動の普及啓発 

・ 中学校・高等学校体育大会の開催や出場に要する経費支援 

県・市町 

県教委 

団体 

P154 

■ 障害者スポーツの推進 

 ○ 指導者やボランティアの養成、障害者スポーツ団体の育成 

  ・ パラスポーツボランティア養成研修の実施 

・ パラスポーツ指導者養成研修の実施 

県・市町 

団体 
※ 

○ 障害者スポーツを体験し交流するスポーツ教室等の開催 

  ・ 障害のある子とない子が交流するスポーツ教室の開催 

県・市町 

団体 
※ 
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⑳ 「輝く、夢あふれるスポーツ元気県やまぐち」の実現に向けた取組の推進 
【2026(令和８)年度の取組方針】 
 ◆ 県民誰もが生涯にわたって、スポーツに親しみ、スポーツを楽しみスポーツを支える活
動に参画できるよう、多様な主体の参画によるスポーツの推進に取り組みます。 

 ◆ 県民スポーツの新たな拠点の整備や、本県アスリートの競技力向上に向けたスポーツ医・
科学の新たな拠点の構築を進めます。 
◆ 市町、関係団体、企業等と連携し、スポーツを通じた交流人口の拡大や地域の活性化を
推進します。 

【主な取組】 （担当課室：観光スポーツ文化部スポーツ推進課／健康福祉部障害者支援課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 多様な主体の参画によるスポーツの推進 

 ○ スポーツ参画機会の拡大 

・ ライフスタイルやニーズ等に応じて、気軽に参加・体験・観戦で

きるスポーツイベントの開催などの取組を支援 
・ 部活動改革の推進 

県・市町 
団体 

※ 

○ 地域スポーツの推進拠点の充実・強化 

・ 総合型クラブの設立促進・充実強化 
・ スポーツ少年団の活動の充実 

県・市町 

団体 
※ 

○ スポーツによる健康及び体力の保持増進 
・ 遊びを取り入れた運動体験イベントの実施など、運動の大切さ、楽
しさを実感できる取組の充実 

県・市町 

団体 
※ 

■ 競技力の向上 

 ○ 計画的な選手・指導者の育成 

  ・ ジュニア世代を対象にした多競技種目を経験させるプログラムの実

施などにより、有望なアスリートの早期の発掘・育成 

  ・ 指導者に必要な専門的知識・指導技術や倫理・社会規範を習得する

ための研修会を開催 

県 

団体 
※ 

○ スポーツ医・科学の推進やデジタル技術の活用 

  ・ 大学等の関係機関との連携によるスポーツ医・科学支援体制の強化 

県 

団体 
※ 

■ スポーツ環境の整備 

 ○ スポーツ施設・設備の充実、利用促進 

  ・ 県東部地域県立武道館（仮称）の2028（令和10）年度の供用開始に

向け、計画的な整備を推進 

・ 県民が気軽に安全にスポーツ施設等を利用できるよう、施設環境の

整備・充実 

県・市町 ※ 

○ スポーツを支える人材の育成 

・ 地域のスポーツを推進する指導者の養成講習会等を計画的に開催 

・ 学校や大学と連携し、若者がスポーツボランティアの体験をする機 

会を設けること等により、スポーツボランティア活動の普及啓発 

・ 中学校・高等学校体育大会の開催や出場に要する経費支援 

県・市町 

県教委 

団体 

P154 

■ 障害者スポーツの推進 

 ○ 指導者やボランティアの養成、障害者スポーツ団体の育成 

  ・ パラスポーツボランティア養成研修の実施 

・ パラスポーツ指導者養成研修の実施 

県・市町 

団体 
※ 

○ 障害者スポーツを体験し交流するスポーツ教室等の開催 

  ・ 障害のある子とない子が交流するスポーツ教室の開催 

県・市町 

団体 
※ 
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※別途予算計上（知事部局）

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値

(2027(令和９)年度)

県立スポーツ施設の年間利用者数 999千人
(2022(令和４)年度)

1,777千人
(2024(令和６)年度)

2,000千人

県民のスポーツ実施率（週１回以上）
38.3％

(2022(令和４)年度)
39.3％

(2025(令和７)年度)
70％

主要競技大会入賞種目数

（国体、インターハイ・選抜大会、全中体大会等）

103種目

(2022(令和４)年度)

111種目
(2024(令和６)年度)

120種目

○ キラリンピック（山口県障害者スポーツ大会）等の開催

・ キラリンピック（山口県障害者スポーツ大会）の開催

・ 団体競技の大会の開催

県・市町

団体
※

○ トップアスリートの育成強化

  ・ パラリンピックやデフリンピックなどの世界レベルの国際競技大会

への出場を目指すパラアスリートを「やまぐちパラアスリート」とし

て認定し、遠征費や用具購入費等の経費の一部を支援

県

団体
※

■ スポーツによるまちづくり・地域活性化

○ 本県の豊かな自然など、地域資源や特性を活かした「スポーツフィール

ドやまぐち」の推進

  ・ キャンプ場とアウトドアアクティビティを結び付けた新しいツーリ

ズムである「スポーツフィールドやまぐち」を推進し、誘客の促進及

び交流人口の拡大を図る

・ サイクリスト応援施設の設置やサイクルマップの配布など、「サイ

クル県やまぐち」の取組を通じた交流促進

県・市町

団体
※

○ 本県を拠点に活躍するトップスポーツクラブとの連携強化

  ・ 県内を拠点に活動するトップスポーツクラブと連携を図りながら、

アスリートとの交流イベントの開催などスポーツ活動の活性化を図

るとともに、サポーター等を県内誘客に結び付ける取組を推進

県・市町

団体

企業

※

○ オリンピック等、世界大会のレガシーの継承・発展、県民運動の展開

・ 県ゆかりのオリンピアン等との連携によるスポーツ活動の促進

・ 「スポーツ元気県やまぐち推進団体」の普及など、県民運動として、

県民のスポーツ活動への参加を促進

県・市町

団体
※

取組の進捗 p-d-Check-a
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《 計画の位置付け 》

○ スポーツ基本法第 10 条に基づく地方スポーツ推進計画

○ 山口県スポーツ推進条例第７条に基づくスポーツ推進計画

○ 「やまぐち未来維新プラン」の分野別計画

《 基本理念 》

４つの施策の柱に沿って、スポーツ推進施策を計画的・総合的に展開します。

施策の柱 基本施策

Ⅰ 多様な主体の参画による

スポーツの推進

１ スポーツ参画機会の拡大

２ 地域スポーツ推進拠点の整備充実

３ スポーツによる健康及び体力の保持増進

４ 障害者スポーツの推進

Ⅱ 競技力の向上

５ アスリート・指導者の計画的な育成・強化

６ スポーツ医・科学の推進

７ クリーンでフェアなスポーツの推進

Ⅲ スポーツ環境の整備

８ 新たな県民スポーツの拠点整備

９ 施設や設備の充実と利用促進

10 地域のスポーツ人材の育成

Ⅳ スポーツによるまちづく

り・地域活性化

11 「スポーツフィールドやまぐち」の推進による新たな

交流の創出

12 トップスポーツクラブ等と連携した魅力発信や交流

人口の拡大

13 オリンピック等世界大会のレガシーの継承・発展

14 県民運動の展開

＜県参考資料＞

やまぐちスポーツ推進プラン2022（Ｒ５．３策定）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/96/194226.html

山口県スポーツ推進条例（Ｈ24．３制定）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/96/13993.html

参考

やまぐちスポーツ推進プラン 2022 【計画期間 Ｒ４（2022）年度～Ｒ８（2026）年度】
（担当：観光スポーツ文化部スポーツ推進課）

「輝く、夢あふれるスポーツ元気県やまぐち」の実現
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《 計画の位置付け 》

○ スポーツ基本法第 10 条に基づく地方スポーツ推進計画

○ 山口県スポーツ推進条例第７条に基づくスポーツ推進計画

○ 「やまぐち未来維新プラン」の分野別計画

《 基本理念 》

４つの施策の柱に沿って、スポーツ推進施策を計画的・総合的に展開します。

施策の柱 基本施策

Ⅰ 多様な主体の参画による

スポーツの推進

１ スポーツ参画機会の拡大

２ 地域スポーツ推進拠点の整備充実

３ スポーツによる健康及び体力の保持増進

４ 障害者スポーツの推進

Ⅱ 競技力の向上

５ アスリート・指導者の計画的な育成・強化

６ スポーツ医・科学の推進

７ クリーンでフェアなスポーツの推進

Ⅲ スポーツ環境の整備

８ 新たな県民スポーツの拠点整備

９ 施設や設備の充実と利用促進

10 地域のスポーツ人材の育成

Ⅳ スポーツによるまちづく

り・地域活性化

11 「スポーツフィールドやまぐち」の推進による新たな

交流の創出

12 トップスポーツクラブ等と連携した魅力発信や交流

人口の拡大

13 オリンピック等世界大会のレガシーの継承・発展

14 県民運動の展開

＜県参考資料＞

やまぐちスポーツ推進プラン2022（Ｒ５．３策定）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/96/194226.html

山口県スポーツ推進条例（Ｈ24．３制定）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/96/13993.html

参考

やまぐちスポーツ推進プラン 2022 【計画期間 Ｒ４（2022）年度～Ｒ８（2026）年度】
（担当：観光スポーツ文化部スポーツ推進課）

「輝く、夢あふれるスポーツ元気県やまぐち」の実現
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学校における働き方改革の推進や、教員の確保と教職員の育成に取り組むととともに、特色

ある学校づくりなどにより、持続可能な教育体制と質の高い学校教育を推進します。 

また、学校施設の老朽化対策や防災対策など、学校の安心・安全対策を進めるとともに、特

色ある私学教育の振興に取り組みます。 

 施策 
  ㉑ 安心・安全で質の高い教育環境の整備 
  ㉒ 学校安全の推進 
㉓ 学校における働き方改革の推進 
㉔ 教員確保と教職員の資質能力の向上 

  ㉕ 多様な学びのニーズに応える特色ある学校づくり 
  ㉖ 私立学校における特色ある教育の推進 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

2026（令和８）年度の施策の展開 
６ 豊かな学びを支える教育環境の充実 

※ 施策ごとに2026（令和８）年度の取組方針、主な取組、取組の進捗、参考について記

載しています。 

※ 【主な取組】の見方 

➢ 主な取組を取組主体別に記載しています。 

■：山口県教育振興基本計画に示す主な取組 

○：主な取組の柱 

・：具体的な取組内容 

新新：2026（令和８）年度の新規事業関連の取組 

新：2026（令和８）年度の予算計上を伴わない新たな取組 

拡：2026（令和８）年度の拡充する取組 

➢ 予算の欄には、関連資料（令和８年度教育委員会当初予算の概要）のページ数を記載しています。 

➢ 参考に説明資料等を掲載している取組や資料名には下線を引いています。 

 

注 各施策の参考に記載している＜国参考資料＞及び＜県参考資料＞には、その他の関連資料、閲覧す

るためのＵＲＬや二次元コードを示しています。情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性が

あります。 
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㉑ 安心・安全で質の高い教育環境の整備 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 県立学校については、老朽化対策や防災機能の更なる強化に向けた施設整備を計画的か

つ着実に実施するとともに、教育環境の向上に向けた施設整備にも一体的に取り組み、安

心・安全で質の高い魅力ある教育環境づくりを推進します。 

 ◆ 市町立学校については、各市町が計画する、耐震化対策や老朽化対策などの各種施設整

備が円滑に進むよう、必要な支援に努めます。 

【主な取組】                                       （担当課：学校運営・施設整備室） 

 ※ 別途予算計上（知事部局） 
※１ ＺＥＢ：Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、快適な室内環境を実 

   現しながら、建物で消費する年間の⼀次エネルギーの収⽀をゼロにすることをめざした建築物 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 県立学校における安心・安全な教育環境の整備 

 ○ 学校施設における長寿命化・老朽化対策の推進 

・ 「山口県立学校施設長寿命化計画❶」に基づき、外壁改修や屋上防水 

改修等、学校施設の長寿命化に向けた改修等の実施 

県教委 
P124 

P155 

○ 学校施設における防災機能の強化 

・ 非構造部材の耐震対策や急傾斜地の法面対策等の実施 

・ 非構造部材について専門的な知識を持った有資格者による点検を 実施 

県教委 
P124 

P155 

■ 県立学校における質の高い魅力ある教育環境の整備 

 ○ 再編整備に係る施設整備の推進 

・ 「第３期県立高校将来構想」に基づく再編整備や学科改編、併設中

学校設置等により質の高い高校教育を提供できるよう、必要な施設の

整備の実施 

県教委 
P124 

P155 

○ 総合支援学校における教育環境の向上 

・ 学校施設の老朽化や児童生徒数の増加等に伴う施設の狭隘化、教室

不足の解消に向けた施設整備の実施 

県教委 
P124 

P155 

○ 快適な学習環境の実現 

拡 特別教室における空調整備のさらなる推進 

・ 学校体育館の空調整備に向けた課題の整理 

・ 照明のＬＥＤ化による学校施設のＺＥＢ※１化の推進 

・ トイレの洋式化や多目的トイレの整備による学校施設のユニバー 

 サルデザイン化の推進  

県 

県教委 

P123 

P124 

P155 

※ 

■ 市町立学校の施設整備の促進 

 ○ 学校施設の老朽化対策など教育環境の改善等の促進 

・ 校舎等の耐震化や老朽化対策等の着実な実施に向けた関係市への働きかけ 

・ 特別教室や体育館などの空調整備、トイレの洋式化など、教育環境 

の質的な向上に向けた施設整備に関する助言・情報提供 

・ 国に対する財政支援措置の拡充や必要な財源の確保についての要請 

県教委  

 ○ 学校施設の老朽化対策など教育環境の改善等の推進 

・ 校舎等の耐震化をはじめ老朽化対策等の着実な実施 
市町教委  
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㉑ 安心・安全で質の高い教育環境の整備 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 県立学校については、老朽化対策や防災機能の更なる強化に向けた施設整備を計画的か

つ着実に実施するとともに、教育環境の向上に向けた施設整備にも一体的に取り組み、安

心・安全で質の高い魅力ある教育環境づくりを推進します。 

 ◆ 市町立学校については、各市町が計画する、耐震化対策や老朽化対策などの各種施設整

備が円滑に進むよう、必要な支援に努めます。 

【主な取組】                                       （担当課：学校運営・施設整備室） 

 ※ 別途予算計上（知事部局） 
※１ ＺＥＢ：Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、快適な室内環境を実 

   現しながら、建物で消費する年間の⼀次エネルギーの収⽀をゼロにすることをめざした建築物 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 県立学校における安心・安全な教育環境の整備 

 ○ 学校施設における長寿命化・老朽化対策の推進 

・ 「山口県立学校施設長寿命化計画❶」に基づき、外壁改修や屋上防水 

改修等、学校施設の長寿命化に向けた改修等の実施 

県教委 
P124 

P155 

○ 学校施設における防災機能の強化 

・ 非構造部材の耐震対策や急傾斜地の法面対策等の実施 

・ 非構造部材について専門的な知識を持った有資格者による点検を 実施 

県教委 
P124 

P155 

■ 県立学校における質の高い魅力ある教育環境の整備 

 ○ 再編整備に係る施設整備の推進 

・ 「第３期県立高校将来構想」に基づく再編整備や学科改編、併設中

学校設置等により質の高い高校教育を提供できるよう、必要な施設の

整備の実施 

県教委 
P124 

P155 

○ 総合支援学校における教育環境の向上 

・ 学校施設の老朽化や児童生徒数の増加等に伴う施設の狭隘化、教室

不足の解消に向けた施設整備の実施 

県教委 
P124 

P155 

○ 快適な学習環境の実現 

拡 特別教室における空調整備のさらなる推進 

・ 学校体育館の空調整備に向けた課題の整理 

・ 照明のＬＥＤ化による学校施設のＺＥＢ※１化の推進 

・ トイレの洋式化や多目的トイレの整備による学校施設のユニバー 

 サルデザイン化の推進  

県 

県教委 

P123 

P124 

P155 

※ 

■ 市町立学校の施設整備の促進 

 ○ 学校施設の老朽化対策など教育環境の改善等の促進 

・ 校舎等の耐震化や老朽化対策等の着実な実施に向けた関係市への働きかけ 

・ 特別教室や体育館などの空調整備、トイレの洋式化など、教育環境 

の質的な向上に向けた施設整備に関する助言・情報提供 

・ 国に対する財政支援措置の拡充や必要な財源の確保についての要請 

県教委  

 ○ 学校施設の老朽化対策など教育環境の改善等の推進 

・ 校舎等の耐震化をはじめ老朽化対策等の着実な実施 
市町教委  
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

県立学校施設の長寿命化計画に係る長寿

命化改修に着手した学校数（累計）
10校

(2022(令和４)年度)

30校

(2025(令和７)年度)
50校

県立学校における多目的トイレの設置率
82.1％

(2022(令和４)年度)

93.1％

(2025(令和７)年度)
100%

市町立小・中学校の耐震化率
98.7％

(2022(令和４)年)

99.2％

(2025(令和７)年)
100%

市町立幼稚園の耐震化率
97.6％

(2022(令和４)年)

100％

(2025(令和７)年)
100%

＜県参考資料＞

❶学校運営・施設整備室「山口県立学校施設長寿命化計画」（Ｒ４.３）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/111975.pdf

取組の進捗 p-d-Check-a

参考
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㉒ 学校安全の推進 
【2026(令和８)年度の取組方針】 
 ◆ 学校における安全管理体制の整備をはじめ、危険予測学習（KYT）の手法による子ども
たちの危険予測・回避能力の育成や、学校と家庭・地域・関係機関等の連携により学校安
全の取組を推進します。 

 ◆ 児童生徒や教職員が学校安全に関する資料やデータ等について１人１台タブレット端末
を活用して学習できるよう推進します。 

 ◆ 危機管理マニュアルや学校安全計画等が常に実践的なものとなるよう、外部の有識者等
の知見を加えた見直し・改善を推進します。 

【主な取組】                      （担当課：学校安全・体育課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 児童生徒への「安全教育」の充実 

 ○ 安全意識・能力を育む「防犯を含む生活安全」の推進 

 

・ 不審者対応等の「防犯を含む生活安全」に係る学校安全セーフティライフセミナーの開催 
・ 防犯教室・訓練の実践事例の収集及びＷｅｂページへの掲載 
・ 地域安全マップの作成や更新等の取組事例の周知を通じた、安全意
識・能力の向上を図る取組の推進 

県教委 
市町教委 

P145 
P155 

・ 警察や専門家等と連携した防犯教室・訓練等の実施 
・ 地域安全マップの作成や更新を通じた、「防犯を含む生活安全」に係る資質能力の育成 

学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 

○ 自他の命を守る「交通安全」の推進 

 

・ 「交通安全」に係る学校安全セーフティライフセミナーの開催 
・ 「自転車の安心・安全確認テスト」の活用促進 

県教委 
市町教委 
関係機関 

P145 
P155 

・ 警察や専門家等と連携した交通安全教室（自転車教室を含む）の実施 
・ ヘルメット着用及び自転車の安全利用に向けた取組の推進 

学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 

○ 防災対応能力の向上を図る「災害安全（防災）」の推進 

 

・ 防災訓練の実地指導を行う学校防災アドバイザーの派遣 
・ 防災出前授業実施校への専門家（大学や気象台、企業等）の派遣 
・ 災害ボランティア活動への理解を深めることを目的とした、ボラン
ティア経験者による講師の派遣 

県教委 
市町教委 
関係機関 

P145 
P155 

・ 地域の災害リスクや災害の種類（地震、津波、風水害、土砂災害等）に応じた防災教育の実施  
・ 日時等を事前に告げないなど、不測の事態を想定したより実践的な避難訓練の実施 
・ 市町防災部局や消防団、まちづくり推進協議会等、地域との協働による防災教育・避難訓練の実施  

学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 

○ ＩＣＴ環境を生かした安全教育の取組 

 

・ 「危険予測学習（ＫＹＴ）資料」❶等のデジタル教材の活用促進 
・ 地域安全マップのデジタル化促進 

県教委 
市町教委 

P145 
P155 

・ 安全教育における「危険予測学習（ＫＹＴ）資料」等の活用 
・ デジタル化した地域安全マップの活用による学校と地域が一体とな
った安全教育に係る児童生徒の資質能力の育成 

学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 

○ 現代的課題への対応 

 
・ 生命（いのち）を大切にし、子どもたちを性暴力・性犯罪の加害者、被害者、
傍観者にさせないための「生命（いのち）の安全教育」❷の充実 
・ 専門家と連携したＳＮＳ利用に関する安全教育の取組の推進 

県教委 
市町教委 

P145 
P155 

■ 教職員の資質向上に向けた研修等の充実 

 ○ 教職員の危機管理能力の向上 

 

・ 「第３次山口県学校安全推進計画」❸に沿った、より実効性のある
学校安全の取組の推進 
・ 「学校安全取組状況調査」等の結果の周知や、ＰＤＣＡサイクルに
よる学校安全に係る取組の見直し・改善の推進 

県教委 
市町教委 

P145 
P155 

 
・ 学校安全担当教職員を中心とした学校安全活動の推進 
・ 危機管理マニュアルに基づく教職員の実践的な訓練の実施 
・ 「学校危機対応演習資料」や学校安全セーフティライフセミナーの活用 

学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 
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㉒ 学校安全の推進 
【2026(令和８)年度の取組方針】 
 ◆ 学校における安全管理体制の整備をはじめ、危険予測学習（KYT）の手法による子ども
たちの危険予測・回避能力の育成や、学校と家庭・地域・関係機関等の連携により学校安
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 ◆ 児童生徒や教職員が学校安全に関する資料やデータ等について１人１台タブレット端末
を活用して学習できるよう推進します。 
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・ 不審者対応等の「防犯を含む生活安全」に係る学校安全セーフティライフセミナーの開催 
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県教委 
市町教委 

P145 
P155 
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学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 

○ 自他の命を守る「交通安全」の推進 

 

・ 「交通安全」に係る学校安全セーフティライフセミナーの開催 
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学校 
（小・中・高・特） 

P145 
P155 

○ 防災対応能力の向上を図る「災害安全（防災）」の推進 
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学校 
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学校 
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P145 
P155 

○ 現代的課題への対応 

 
・ 生命（いのち）を大切にし、子どもたちを性暴力・性犯罪の加害者、被害者、
傍観者にさせないための「生命（いのち）の安全教育」❷の充実 
・ 専門家と連携したＳＮＳ利用に関する安全教育の取組の推進 

県教委 
市町教委 

P145 
P155 

■ 教職員の資質向上に向けた研修等の充実 

 ○ 教職員の危機管理能力の向上 

 

・ 「第３次山口県学校安全推進計画」❸に沿った、より実効性のある
学校安全の取組の推進 
・ 「学校安全取組状況調査」等の結果の周知や、ＰＤＣＡサイクルに
よる学校安全に係る取組の見直し・改善の推進 

県教委 
市町教委 

P145 
P155 

 
・ 学校安全担当教職員を中心とした学校安全活動の推進 
・ 危機管理マニュアルに基づく教職員の実践的な訓練の実施 
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※１ 通学路交通安全プログラム：市町が策定した通学路の安全確保の基本的方針

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値

(2027(令和９)年度)

日時等を事前に告げない避難訓練を
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69.0％
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72.4%
(2025(令和７)年度)

80％

専門家と連携した防災学習を実施し
ている学校の割合

42.6％
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85.7%
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70％
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関係機関

P145
P155
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P145
P155
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・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした保護者、地域、
関係機関等の参画による学校安全の取組（安全点検、登下校の見守り
活動等）の推進

学校
（小・中・高・特）
関係機関

P145
P155
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関係機関
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○ 地域と一体となった安全管理体制の確立

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした学校安全管理
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県教委
市町教委

P145
P155

・ 学校と家庭、地域の関係機関・団体等及び学校相互の連携や情報交
換を密にした地域ぐるみの学校安全管理体制の整備

学校
（小・中・高・特）

P145
P155

取組の進捗 p-d-Check-a
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「第３次山口県学校安全推進計画」に基づき、学校安全３領域・３活動の取組を総合的かつ効果的に

推進し、ＰＤＣＡサイクルによる各学校の学校安全の質と水準の向上を図ります。

＜国参考資料＞

文部科学省×学校安全「学校安全ポータルサイト」

https://anzenkyouiku.mext.go.jp/

❷文部科学省「生命（いのち）の安全教育」

https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index2.html

＜県参考資料＞

❶学校安全・体育課「危険予測学習（ＫＹＴ）資料」（Ｒ７．３更新）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26730.html

❸学校安全・体育課「第３次山口県学校安全推進計画」（Ｒ６．３改訂）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/189336.html

安心・安全な学校づくりに向けて (担当：学校安全・体育課)

参考

学校安全の目標

めざす姿

～学校安全３領域・３活動の取組を総合的かつ効果的に推進～
（３領域）
１ 安全意識・能力を育む「防犯を含む生活安全」の取組の推進
２ 自他の命を守る「交通安全」の取組の推進
３ 防災対応能力の向上を図る「災害安全(防災)」の取組の推進
（３活動）
４ 学校教育活動全体を通じた「安全教育」の充実
５ ＰＤＣＡサイクルの確立を重視した「安全管理」の充実
６ 教職員の資質向上と、総合的な学校安全の取組による「組織活動」の充実

学校安全の推進のための基本方針

Action 学校安全活動の
見直し・改善

Plan
学校安全計画 ・危機管理
マニュアル等の共通理解・
体制の整備

Do
計画に基づく

学校安全活動の実施Check
学校安全活動の

点検・評価

〇 地域の実情に応じた実践的な防災教育・
訓練の実施
〇 地域の災害リスクを踏まえた実践的な
防災教育の充実
〇 学校における教育手法の改善
〇 安全教育の好事例等の収集・発信
〇 現代的課題への対応
〇 児童生徒の主体的な安全活動の推進等

「安全教育」の取組
〇 学校経営における学校安全の明確な位置付け
〇 学校安全計画・危機管理マニュアルの見直
し・改善をするサイクルの構築と取組内容の
充実
〇 コミュニティ・スクールとして、家庭・地域・
関係機関等と連携・協働した取組の推進
〇 学校安全に関する校長・教職員の研修及び
訓練の充実
〇 地域に向けた安全に関する啓発活動 等

「組織活動」の取組

〇 危機管理マニュアルの周知・徹底
〇 子どもたちの視点を加えた安全対策の推進
〇 学校における安全点検に関する手法の改善
〇 重大事故の予防のためのヒヤリハット事例の活用
〇 施設・設備・通学路等の安全点検と改善
〇 地域の特性に応じた危機管理体制の確立
〇 学校安全に関する情報共有体制の整備 等

「安全管理」の取組

各学校における学校安全の質と水準の向上
（第 ３ 次 山 口県 学 校 安 全推 進 計 画 ）

安心・安全な学校づくり

○ 事件等による被害を未然に防ぎ、子どもたちのかけがえのない命を守ること
○ 子どもたちが、自らの命を自ら守るために主体的に行動できる力を育成すること(自助)
○ 自分の安全を確保した上で、周囲の人や社会の安全に貢献できる力を育成すること(共助・公助)

○ 全ての子どもたちが、自ら適切に判断し、主体的に行動できるよう、安全に関する資質・
能力を確実に身に付けること
○ 学校管理下における子どもたちの死亡事故の発生件数について限りなくゼロにすること
○ 学校管理下における子どもたちの負傷・疾病の発生率について、障害や重度の負傷を
伴う事故を中心に減少させること

計画に基づく学校安全
の総合的かつ効果的な

取組の推進

中核となる教職員に
よる取組の推進

管理職の
リーダーシップ

「学校安全の目標」を
学校・家庭・地域が

共有

学校安全推進の
「基本方針」を
踏まえた取組
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㉓ 学校における働き方改革の推進 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 「山口県 学校における働き方改革加速化プラン【第3期】」（R８.４改訂）❶に基づき、

持続可能な学校の指導・運営体制※１の構築や教職員のワーク・ライフ・バランスの実現に

向けて、「コミュニティ・スク－ルの連携・協働体制」と「ＩＣＴ環境」を取組に共通する

視点とし、県、市町、学校が一体となった学校における働き方改革❷を推進します。 

 ◆ 法令で定められた教員の時間外在校等時間の上限※２を踏まえ、教職員の業務量の適切な
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【主な取組】  （担当課：教職員課／教育政策課/教育情報化推進室／高校教育課／学校安全・体育課／地域連携教育推進課）  
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県教委 
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 ・ ＩＣＴの活用やタイムカード等による客観的な時間外在校等時間の把握 
学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 事業・校務等の精選 

 ・ 各種会議・諸調査、各種事業等の精選・簡素化 
県教委 

市町教委 
 

 
・ 県教育委員会作成の「働き方改革 現状分析ツール」等の活用による

各学校におけるＰＤＣＡサイクルの推進 

学校 
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○ 意識改革や業務の効率化を図る研修の充実   

 

・ やまぐち総合教育支援センターにおける研修の充実 
県教委 

市町教委 
 

・ 文部科学省作成の「全国の学校における働き方改革事例集」❸等を活

用した校内研修の実施 

学校 

（小・中・高・特） 
 

■ 校務の効率化  ・ ＩＣＴの活用 

 ○ 統合型校務支援システムの効率的な運用 

・ 統合型校務支援システムと各種システムの連携による校務の効率化 

・ 統合型校務支援システムを活用した各校種間でのデータ連携の推進 

県教委 

市町教委 
 

○ 校務におけるＩＣＴの活用促進 

 

・ 文部科学省「ＧＩＧＡスクール構想の下での校務ＤＸチェックリス

ト❹」に基づく自己点検と取組の推進 

県教委 
市町教委 
学校 
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・ 公立高等学校における入学者選抜のＷＥＢ出願システム※４の導入 県教委  

 

・ クラウド型採点システムの活用（県立高等学校等） 

・ 資料の共有や会議などにおける教職員間のコミュニケーションツールの活用 
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・ 校務における生成ＡＩの活用推進 

学校 
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P129 

P150 

・ 教職員のＩＣＴ活用指導力向上に向けた研修の充実 
県教委 

市町教委 
P155 
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■ 勤務体制等の改善 

 ○ メリハリのある働き方のルール化 

 ・ 「時差出勤」や「学校閉庁日」などのより効果的な実施方法の検討 
県教委 

市町教委 
 

 
・ 「時差出勤」「学校閉庁日」の実施、「最終退校時刻」「ノー残業デー」

等の設定・実施及び「留守番電話」の活用 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 教職員の健康の確保  

 

・ 健康診断の実施 

・ ストレスチェックの実施 

・ メンタルヘルス事業の充実 

県教委 

市町教委 

共済組合 

互助会 

 

・ 長時間勤務の教職員に対する面接指導の実施 

・  コミュニケーションの良好な職場環境づくり 

・ 管理職を中心としたラインケアの充実 

学校 

(小・中 ・ 高 ・ 特 ） 
 

○ 教員業務支援員の配置 

拡「教員業務支援員配置事業」による県立高等学校等への配置 

・ 国事業を活用し、教員業務支援員を配置する市町を支援 

県教委 

市町教委 

P131 

P155 

○ 部活動指導員の配置と部活動の適正化   

 

・ 学校部活動における単独での指導や大会への引率等を行う部活動 

指導員の県立学校への配置 

・ 「学校部活動の在り方に関する方針」に基づいた、各学校における取

組の把握及び遵守の徹底 

県教委 

市町教委 
 

・ 各学校が策定する学校部活動方針に基づいた活動の実施 
学校 

（中・高） 
 

○ ＩＣＴ支援員の配置 

・ 教職員の日常的なＩＣＴ活用をサポートする支援員の配置 

・ １人１台タブレット端末の故障対応等を行う「やまぐちＧＩＧＡ 

スクール運営支援センター」の設置 

県教委 

市町教委 

P129 

P150 

■ 学校・家庭・地域の連携・協働 

 ○ 学校・教員が担う業務の在り方の整理※５と保護者・地域への理解促進 

・ 学校運営協議会やＰＴＡを通じた保護者・地域への理解促進 

・ 学校運営協議会での熟議等による、学校や教職員が担う業務につい 

ての役割分担や適正化の検討及び取組の実施 

  ・ Ｗｅｂページ等による働き方改革に係る取組状況の公表 

学校 

（小・中・高・特） 
 

○ 学校と家庭・地域の良好な関係づくりについて 

・ 学校における保護者等対応ガイドラインを基本とした良好な関係

づくり 

県教委 
市町教委 
学校 

（小・中・高・特） 

 

○ 部活動改革の推進 

・ 公立中学校における学校部活動の地域連携、または、地域展開の取組の推進 

・ 部活動改革の推進に向け、部活動指導員を配置する市町を支援 

県教委 

市町教委 
 

○ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした、地域のネットワークの強化 

 
・ 学校や保護者・地域など多様な人々による熟議・協働活動の推進 

・ 連絡調整等を担う人材（コーディネーター）の養成及び活躍の場の創出 

県教委 

市町教委 
 

 
・ 学校運営の評価・改善や学校支援に係る協働体制の構築に向けた 

多様な人々による熟議・協働活動の実施 

学校 

（小・中・高・特） 
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※１ 持続可能な学校の指導・運営体制：教員が、限られた時間の中で児童生徒と接する時間を十分に確保し、そ

の専門性を生かしながら、児童生徒に必要な総合的な指導(学習・生徒指導・学級経営等)を持続的・効果的に

行うことができる体制

※２ 時間外在校等時間の上限：教員の在校等時間（教員が学校教育に関する業務を行っている時間）から所定

の勤務時間を除いた時間の上限であり、１か月について４５時間、１年について３６０時間（児童生徒等に

係る臨時的な特別の事情がある場合は、１か月について１００時間、１年について７２０時間）

※３ クラウド型出退勤管理システム：教職員の在校等時間をクラウド上で記録し、管理するシステム

※４ ＷＥＢ出願システム：公立高等学校における入学者選抜手続きをデジタル化し、Ｗｅｂ上で出願の手続きが

完結できるシステム

※５ 学校・教員が担う業務の在り方の整理：文部科学省「公立学校の教育職員の業務量の適切な管理その他教育

職員の服務を監督する教育委員会が教育職員の健康及び福祉を図るために講ずべき措置に関する指針」（令和

７年９月）において、「学校と教師の業務の３分類」を以下のとおり提示

【学校以外が担うべき業務】

① 登下校時と通学時における日常的な見守り活動等   

② 放課後から夜間などにおける校外の見回り、児童生徒が補導された時の対応

③ 学校徴収金の徴収・管理  ④ 地域学校協働活動の関係者間の連絡調整等

⑤ 保護者等からの過剰な苦情や不当な要求等の学校では対応が困難な事案への対応

【教師以外が積極的に参画すべき業務】

⑥ 調査・統計等への回答等  ⑦ 学校の広報資料・ウェブサイトの作成・管理

⑧ ＩＣＴ機器・ネットワーク設備の日常的な保守・管理

⑨ 学校プールや体育館等の施設・設備の管理    ⑩ 校舎の開錠・施錠

⑪ 児童生徒の休み時間における安全への配慮    ⑫ 校内清掃  ⑬ 部活動

【教員の業務だが負担軽減を促進すべき業務】

⑭ 給食の時間における対応  ⑮ 授業準備    ⑯ 学習評価や成績処理

⑰ 学校行事の準備・運営   ⑱ 進路指導の準備 ⑲ 支援が必要な児童生徒・家庭への対応

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

教員の１か月当たりの時間外在校等

時間の平均

小学校 38.4時間

中学校 47.0時間

県立学校 33.0時間
(2022(令和４)年度)

小学校 35.0時間

中学校 41.7時間

県立学校 32.1時間

(2024(令和６)年度)

30時間

働き方改革に係る取組状況をＷｅｂ

ページ等で公表している学校の割合

小学校 11.0%

中学校 16.3%

県立学校 6.6%
(2022(令和４)年度)

小学校 55.0%

中学校 54.0%

県立学校 73.8%

(2024(令和６)年度)

100%

取組の進捗 p-d-Check-a
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助言・支援

市町立
学 校

学校における
働き方改革推進室

学校における

働き方改革推進会議

県教育委員会

市町

教育委員会

連携

県立

学校

助言・支援

・業務の見直し・適正化

・校務の効率化

・勤務体制等の改善

・学校・家庭・地域の連携・協働

豊かな学びを支える教育環境の充実

検証、改善・見直し

学校における働き方改革の推進

学校における働き方改革 推進体制

【各取組に共通する視点】

コミュニティ・スクールの

連携・協働体制
ＩＣＴ環境

持続可能な学校の指導・運営体制の構築や、教職員のワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、４

つの柱と 13の取組を設定するとともに、「コミュニティ・スクールの連携・協働体制」と「ＩＣＴ環境」

を各取組に共通する視点として位置付け、取組を推進します。

学校における働き方改革 推進体制

県教育委員会に設置した「学校における働き方改革推進室」による進行管理の下、豊かな学びを支え

る教育環境の充実に向け、市町教育委員会や学校と連携し、各種取組の検証、改善・見直しを行いなが

ら、学校における働き方改革を推進します。

    

参考

➋学校における働き方改革 推進体制 (担当：教職員課)

❶「山口県 学校における働き方改革加速化プラン【第 3期】」（Ｒ８.4改訂 概要）(担当：教職員課)
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＜＜国国参参考考資資料料＞＞  

❸文部科学省「全国の学校における働き方改革事例集（Ｒ５.３改訂版）」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/mext_00008.html 

 

❷文部科学省「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法等の一部を改正す

る法律の公布について（通知）（R7.6月）」 

https://www.mext.go.jp/content/20250618-mxt_syoto01-000042920_8.pdf 

 

❷文部科学省「教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況（教職員の勤務実態の把握状

況、具体の取組状況、取組の好事例等）」について 
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❹文部科学省「ＧＩＧＡスクール構想の下での校務ＤＸチェックリスト（学校設置者向け）」 
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＜＜県県参参考考資資料料＞＞  

❶、❷教職員課Ｗｅｂページ（学校における働き方改革の推進（専用ページ）） 
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㉔ 教員確保と教職員の資質能力の向上 
【2026（令和８）年度の取組方針】 
◆ 学校、市町教育委員会及び大学等と連携し、教員の養成・採用・研修の一体的な取組を
推進します。 
◆ 教育課題に的確に対応するため、教職員の資質能力の向上を図り、多様な専門性を有す
る教職員集団の形成をめざすとともに、教職員の健康の維持・増進を図ります。 
◆ 「新たな教師の学びの姿」の実現に向け、教員の研修履歴の記録の作成と当該記録を活
用した資質能力向上に関する指導助言等の取組を推進します。 

【主な取組】            （担当課：教職員課／やまぐち総合教育支援センター／関係課室） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 教員の養成・採用・研修の一体的な取組の推進 

 ○ 養成・採用・研修の一体的な取組の推進 

・ 「山口県教員養成等検討協議会」を通した大学等との連携の強化、教 

員養成や採用試験の改善・充実 

・ 「山口県教職員人材育成基本方針❶」「山口県教員育成指標❷」等の

活用による計画的・継続的な人材育成の推進 

県教委  

■ 優秀で意欲のある教員や多様な経験を有する教員の確保 

 ○ 優れた人材が本県の教員をめざすための支援及び採用試験等の改善・充実 

拡 「中高校生のための教職セミナー」の開催（中高校生とその保護者対象） 

・ 教育委員会・学校と大学等が連携した「教員をめざす学生の学校体験 

制度」(大学１・２年生等対象)、「採用前教職インターンシップ」（学校で

初めて勤務する新規採用予定者対象） 

・ 採用試験の５月実施 

・ 採用試験の第一次試験における大学３年生受験制度 

新 自己推薦特別選考の導入 

県教委 

市町教委 

P131 

P132 

○ 教職の魅力や採用試験等の積極的な情報発信の推進 

・ 教職の魅力ややりがい等を分かりやすく伝えるＰＲ動画のＳＮＳ等による配信  

・ ＬＩＮＥ公式アカウントによる情報発信 

・ 採用試験説明会の開催や大学等への訪問 

・ 県外在住者を対象とした相談会の実施 

・ 教職に就いていない免許保有者等に向けた教職入門セミナー（先生にな

るなら“やまぐち”で！セミナー）の実施 

・ 山口県教員採用試験受験者や教職に興味をもつ者を対象とした先生にな

るなら“やまぐち”で！学びサイト❸を開設 

県教委 
P131 

P132 

○ 多様な専門性や背景を持つ人材を教員として取り入れるための採用試験の更なる工夫・改善 

・ 教員免許未取得者を対象とした特別選考 

・ 多様な経験や得意分野等を評価する採用試験の工夫・改善 

拡 特別免許状に関する運用の改善 

県教委 
P131 

P132 

■ 「新たな教師の学びの姿」の実現 

 ○ 教職員評価の充実 

・ 教職員一人ひとりのよさの伸長と課題の解決に向けた教職員評価の

充実 

県教委 
市町教委
学校 

（小・中・高・特） 

 

○ 研修体制の整備❹ 

・ 全国教員研修プラットフォーム（Plant）を活用した受講申込や受講

履歴の登録などによる研修管理の一元化 

・ 管理職等による教職員との対話に基づく適切な研修奨励を通した教職

員一人ひとりの主体的で個別最適・協働的な学びの支援 

県教委 
市町教委
学校 

（小・中・高・特） 

P155 
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○ 研修内容の充実 

・ 「受講者が主体的に参加する探究型の研修」「ＩＣＴを効果的に活用 

した研修」「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた研修」の３つを 

柱としたやまぐち総合教育支援センターの研修講座の工夫・改善 

・ 学習指導要領の趣旨を踏まえた「主体的・対話的で深い学び」の実 

現に関する研修の充実 

・ 障害の特性に応じた支援、いじめ・不登校への対応など喫緊の教育 

課題に応じた研修の充実 

・ 授業や校務における１人１台タブレット端末やクラウドサービス等 

の活用及び情報モラル教育に関する研修の充実 

県教委 

市町教委 
P155 

○ 校内研修の支援 

 ・ やまぐち総合教育支援センターのサテライト研修の活用促進 

・ ＩＣＴを活用した授業実施等を支援するＷｅｂページ「やまぐち 

ＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）❺」による研修コンテン

ツや授業映像の提供 

県教委 

市町教委 
 

 
・ 校内研修年間計画の作成・活用 

・ 全国教員研修プラットフォーム（Plant）及びオープン校内研修案内

（「ようこそ校内研」）の活用 

学校

（小・中・高・特） 
 

○ 人材育成の推進❻ 

・ 人材育成校内会議が進行管理する「若手人材育成1,000日プラン」 

による、新採から３年次までの教職員を中心とした人材育成 

・ 学校運営協議会や校内研修等における教職員と地域人材との交流な 

ど、コミュニティ・スクールの強みを生かした人材育成（ユニット 

型研修の推進） 

・ 「学校におけるＯＪＴ推進の手引き❼」を活用した組織的・計画的な 

ＯＪＴの実施 

県教委 

市町教委 

学校 

（小・中・高・特） 

 

■ 「チームとしての学校」を牽引するミドルリーダー及び管理職の育成 

 ○ 学校運営や人材育成の中核となるミドルリーダーの育成 

  ・ 教務、学年、保健、生徒指導の各分野の主任に求められる専門的ス

キルと指導力の向上を図る「主任研修」の実施 

  ・ 積極的な学校運営への参画や人材育成に関する資質能力の向上を図

る「マネジメント研修」の実施 

・ 独立行政法人教職員支援機構（ＮＩＴＳ）山口大学センターと連携 

した資質能力の向上に係る研修の充実 

・ 学校課題の解決に向けた実践研究により課題解決力及び調整力の育成 

を図る「やまぐち総合教育支援センター長期研修」の実施 

県教委 P155 

○ キャリアステージを意識した計画的な管理職候補者の育成と選考 

・ 多様な教職経験や実績を有し、学校課題の解決や学校教育目標の実 

現に向けて指導力を発揮する人材の登用 

・ 女性管理職候補者の積極的な育成 

県教委 

市町教委 

学校 

（小・中・高・特） 

 

○ 管理職登用後の研修の充実 

・ 管理職に必要な素養であるリーダーシップやコミュニケーション能

力、マネジメント能力等の向上に向けた、新任管理職研修会をはじめ

とする研修の充実 

県教委  
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値 目標値

(2027(令和９)年度)

教員採用試験における志願倍率
2.9倍

(2022(令和４)年度)

2.3倍

(2025(令和７)年度)
3.2倍

研修奨励により校内における教職員の協働的な

学び合いが充実していると回答した学校の割合
0.0％

(2022(令和４)年度)

92.3％

(2024(令和６)年度)
100%

授業の内容がよくわかると答えた

児童生徒の割合（公立小・中学校）

小国

小算

86.9％

83.1％

(2023(令和５)年度)

84.8％

79.5％

(2025(令和７)年度)

90.0％

90.0％

中国

中数

82.9％

77.4％

(2023(令和５)年度)

79.1％

74.0％

(2025(令和７)年度)

90.0％

90.0％

１ ➊「山口県教職員人材育成基本方針」

  キャリアステージ（教職経験）ごとに求められる教員の役割や資質能力を示すとともに、

本県教育を担う人材の育成に向けた取組の方針を示したもの。

取組の進捗 p-d-Check-a

１ 教員の養成・採用・研修の一体的な取組を推進します。
２ 大学等と連携し、優秀で意欲のある教員の養成を図ります。
３ 人物重視の選考や採用制度の改善を通して、教員の確保を図ります。

４ 研修の充実を図り、キャリアステージや適性等に応じた資質能力の向上を図ります。

５ 適切な目標管理や適材適所の人事異動により、教職員一人ひとりの主体的な成長を図ります。

教員の養成・採用・研修の一体的な取組の推進
(担当：教職員課／やまぐち総合教育支援センター／関係課室)

参考
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５ 適切な目標管理や適材適所の人事異動により、教職員一人ひとりの主体的な成長を図ります。

教員の養成・採用・研修の一体的な取組の推進
(担当：教職員課／やまぐち総合教育支援センター／関係課室)

参考
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資質能力

２ ➋「山口県教員育成指標」

  教員がキャリアステージに応じて計画的・継続的に資質能力の向上を図るための目安を具

体的に示したもの。

  教職の魅力や採用試験等の積極的な情報発信の推進と優れた人材が本県の教員をめざすた

めの支援を充実するとともに、多様な専門性や背景を持つ人材を教員として取り入れるため

の採用試験の更なる工夫・改善に取り組みます。

山口県の教諭に共通的に求められる資質能力（構造図）

注１）「特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応に関すること」は、「学習指導」「生徒指導」「学校教育全体を通じた活動」を個別最適に行うものとして
   位置付けており、特別な配慮や支援には「日本語指導が必要な子どもへの対応など」も含む
注２）「ＩＣＴや情報・教育データの利活用に関すること」は、「学習指導」「生徒指導」「学校教育全体を通じた活動」「特別な配慮や支援を必要とする子ども

への対応」をより効果的に行う手段として位置付け
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管
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１ ❹研修体制の整備

全国教員研修プラットフォーム（Plant）を活用した受講申込や受講履歴の登録などによ

る研修管理の一元化及び当該登録を活用した対話に基づく研修奨励を実施します。

２ ❻人材育成の推進

人材育成校内会議の進行管理により、「育成可能な学校づくり」「確実な育成の進行管理」

「校内の共通実践づくり」「安心できる関係づくり」「若手の状況・有効な指導支援方法の情

報共有」の５つのポイントに取り組み、新採から３年次までの教職員を中心とした人材育成を

推進します。

若手人材を支える校内支援体制
○ ユニット型研修・チーム編成
○ 若手教員チームのリーダーの指名
○ 若手教員チームによるミニ研修の時間の確保

地域の方と一
緒に全国学力・
学習状況調査
の問題を解い
てみよう

子どもたちに
はこんな学力
が必要なの
か！

話し合い活動が充実し
ていて説明する力がつ
いているね

説明する力はついてきて
いるので、次は各力をつ
けるための活動を取り入
れたらどうでしょう？

もっといろいろな人
に見てもらおう

教員とは異なる視点で意見
をもらうことができるので
授業改善の参考になってい
るよ！

課題の共有 授 業 参 観 ユニット型研修

授 業 改 善

参加者の拡大

○ 人材育成

校内会議の充実

○ 校内研修の充実

○ 校内支援体制の確立

○ 教育委員会との連携

学校の課題解決に向かう授業改善に課題解解解決に向かう授業
直結する校内研修

★ 評価・調査の結果に基づく校内研修計画づくり

★ 共通実践に基づく授業改善（板書型指導案活用）

★ 教科・学年・学級の壁を取り除く工夫

      （小：教科担任制 小・中：ユニット型研修）

若手教員人材育成若手教員人材育成
スペシャリスト会議

初任研担当者 担当指導主事等

（総合教育支援センター・県教委）

○ 情報共有・育成プランの検討

■育成状況の
確認

■状況に応じた
指導

■育成に効果的
な情報提供

研修会情報の提供
○ 他校教員が校内研修に参加できる  

体制の整備（中心校と連携）

合同研修会
○ 県教委と各市町教委が、各学校の

成果と課題について協議

各種研修資料作成
○ 各教科における「指導と評価の一体化」のための学習
評価のポイントの活用

○ 教科等の指導における ICTの活用
○ ４点セットの活用

初任研
○ 実践的指導力、使命感、幅広い知見を養う○ 実践的指導力、使命感、幅広い知見を養う

フォローアップ研
○ 日々の教育実践に生きる確かな資質能力を高める

校内において複数の先輩教員が複数の初任
者や経験の浅い教員と、継続的、定期的に
交流し、信頼関係を築きながら日常の活動
を支援し、相互の人材育成を図る。

情
報
共
有

市町教委

県教委

学 校 教育委員会

校長 教頭 初任研担当者校長 教頭 初任研担当者
学年主任 担当指導主事等学学学学学学

新採から３年目までの教職員に新採から３年目までの教職員に
関する現状・課題・育成方針に関する現状・課題・育成方針に
ついて情報共有

管理職を中心とした管理職を中心とした
「ラインケア」「ラインケア」
の取り組み

■効果的な指
導・支援の  
共有

■育成状況の
相談・報告

学校ならではの
日常化・拡大化

「新たな教師の学びの姿」の実現 (担当：教職員課／やまぐち総合教育支援センター)
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＜＜国国参参考考資資料料＞＞ 

中央教育審議会答申 

「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について 

～学び合い、高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～」(Ｈ27.12.21) 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1365665.htm 

 

中央教育審議会答申 

「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について 

～「新たな教師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成～」(Ｒ４.12.19) 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00004.htm 

 

 

＜＜県県参参考考資資料料＞＞  

教職員課 

❶❶「山口県教職員人材育成基本方針」（Ｒ６.３） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26295.html 

 

教職員課 

❷❷「山口県教員育成指標」（Ｒ８.３）及び「山口県教員研修計画」（Ｒ８.３） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26367.html 

 

教職員課 

❸❸「先生になるなら“やまぐち”で！学びサイト」 

https://sites.google.com/g.ysn21.jp/naruyama/ 

 

教職員課 

❼❼「学校におけるＯＪＴ推進の手引き」（Ｈ24.４） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26308.html 

 

 

教職員課 

「教育実習実施に当たってのガイドライン」 （Ｈ25.３） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26386.html 

 

教職員課 

「組織的な学校運営による学校の総合力の向上に向けて～５つのアプローチ～」(Ｈ24.６） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/76039.pdf 

 

教職員課 

「学校事務職員の学校運営への参画による学校の総合力の向上に向けて」（Ｈ25.３） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26368.html 

 

教職員課 

「組織的な学校運営による学校の総合力の向上に向けた『実践事例・提案事例集』」（Ｈ25.３） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26369.html  

 

❺❺「やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）」 
https://www.yama-labo.ysn21.jp/ 
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㉕ 多様な学びのニーズに応える特色ある学校づくり 
【2026（令和８）年度の取組方針】 

 ◆ 「第３期県立高校将来構想❶」に基づき、中学校卒業見込者数の推移や中学生の志願状

況、地域バランスや分散型都市構造にある本県の特性等を踏まえながら、全県的な視点に

立って、年次的・計画的に学校・学科の再編整備を推進します。 

◆ 生徒や保護者の学習ニーズの多様化に、より的確に対応した教育の推進を図るとともに、

生徒が新しい時代に対応し、他者と協働して主体的に未来を切り拓いていく力を育成する

ため、教育活動のより一層の充実や教育環境の整備に努めます。 

◆ 大学等への進学に重点を置く取組や高度な専門性をもった産業人材を育成する取組、他

校・他学科と連携・協働した探究活動などを拠点的に推進する学校を県内にバランスよく

配置することで、特色ある学校づくりを全県的に推進します。 

◆ 各学校においては、コミュニティ・スクールを核とした多様な人々による熟議や協働活 

動等を通じて、地域・社会や異校種との連携体制の構築・強化を進めます。 
 
【主な取組】       （担当課：県立高校再編整備推進室／高校教育課／地域連携教育推進課） 

主な取組と内容 主な取組主体 予算 
■ 「第３期県立高校将来構想」に基づく年次的・計画的な取組の推進 

 ○ 高校教育の質の確保・向上をめざした再編整備の推進 

・ 望ましい学校規模（１学年４～８学級）の確保をめざした再編整備

の推進 

県教委  

○ 県立高校再編整備計画 前期実施計画（令和４年度～令和８年度〔2022年

度～2026年度〕）❷及び後期実施計画（令和９年度～令和15年度〔2027年

度～2033年度〕）❸の実施 

・ 学校・学科の再編整備の着実な推進 

県教委  

■ 「特色ある学校づくり」の推進 

 ○ 「スクール・ミッション」「スクール・ポリシー」に基づく各学校の特色化・魅力化の推進 

 
・ 「特色ある学校づくり」の推進による、多様な学びのニーズへの対

応と中学生の主体的な進路選択の促進 
県教委  

 
・ 各学校のスクール・ミッション及びスクール・ポリシーによる、  

めざす学校の姿や育てたい生徒像などの明確化 

学校 

（高） 
 

○ 中学生の進路選択に資する取組の推進 

 
・ 公立高等学校の特色を紹介するＷｅｂページ「中学生のための学校

紹介」❹の充実 
県教委  

 
・ ＩＣＴを活用した申込みの簡略化やオンライン開催の併用など、 

中学生が参加しやすい体験入学や説明会等の実施 

学校 

（高） 
 

拡 特色・魅力ある学びを実現する学校・学科の検討 

・ 先進的な技術や高度な専門性を身に付けることができる高校や、多

様な進路選択に柔軟に対応できる学科など、各学校や地域の実情、生

徒・保護者のニーズに応じた学校・学科の在り方についての検討 

県教委  

新 県立高校における教育活動・教育環境の更なる充実 

・ 国の「高校教育改革に関する基本方針」を踏まえた、「高等学校教育

改革実行計画」の策定 

県教委 
P121 
P156 
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学校 

（高） 
 

拡 特色・魅力ある学びを実現する学校・学科の検討 
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P121 
P156 
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主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

中学生が説明会（各高校で開催される

体験入学や学校説明会等）に参加する

ために訪問した高校の数

1.31校

(2022(令和４)年度)

1.29校

(2024(令和６)年度)
1.5校

教育課程内において、地域・社会との

協働活動を行った県立高校等の割合

0.0％

(2022(令和４)年度)

100.0％

(2025(令和７)年度)
100%

■ 校種間連携・一貫教育の推進

○ 中学生の進路選択に係る中学校・高校間の連携促進

  ・ 体験入学や学校説明会の開催と参加促進

  ・ 高校教員による出前授業の充実

・ 中学校における高校生を招いた進路学習会等の充実

学校

（中・高）

○ 今後の中高一貫教育の推進に向けた検討

・ 進学指導に重点を置いた中高一貫教育の推進 県教委

・ 各中高一貫教育校（中等教育学校・併設型）の実情を踏まえた教育
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○ 大学等と連携した進路指導の工夫・改善

・ 学校の枠を越え、切磋琢磨する機会の創出 県教委
P122
P149
P151
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学校
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P149
P151
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新 高校生等が地域の魅力や強みを再発見・再構築することによる学校
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新 高校生等が主体となり、企業・大学・自治体等と連携・協働して、
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学校

(高・特)

P118
P153

取組の進捗 p-d-Check-a
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実施内容

■ 全日制課程

（１）再編統合・募集停止

・ 宇部西高校の生徒募集を停止し、教育機能等を山口農業高校などに継承（令和６年度〔2024

年度〕）

・ 家庭科教育の充実を図るため、厚狭高校と田部高校を再編統合して、校地を厚狭高校北校舎

とする厚狭明進高校を設置（令和７年度〔2025年度〕）

・ 教育の質の確保・向上を図るため、柳井高校・柳井商工高校・熊毛南高校・田布施農工高校・

熊毛北高校の５校を再編統合して、新高校「柳井高校」「田布施農工高校」を設置（令和８年度

〔2026年度〕）

※ 萩高校奈古分校の生徒募集の停止を検討

（２）文理探究科の設置

・ 進学に重点を置く取組を推進するため、岩国高校・徳山高校・山口高校に文理探究科を設置

（令和７年度〔2025年度〕）

※ 宇部高校、下関西高校、萩高校の「探究科」についても、名称を変更

（３）中高一貫教育校（併設型）の設置

・ 進学指導に重点を置いた中高一貫教育を行うため、岩国高校・下関西高校に岩国高校附属中

学校・下関西高校附属中学校を設置（令和８年度〔2026年度〕）

※ 岩国高校への併設型中学校設置に合わせて、高森みどり中学校の生徒募集を停止（令和８年度〔2026年度〕）

実施内容

■ 全日制課程

（１）再編統合・募集停止

・下松高校と華陵高校を再編統合（校地：下松高校／令和１１年度〔2029年度〕）

・豊浦高校と長府高校を再編統合（校地：豊浦高校／令和１２年度〔2030年度〕）

・萩高校と萩商工高校を再編統合（校地：萩高校／令和１２年度〔2030年度〕）

・新南陽高校と南陽工業高校を再編統合（校地：南陽工業高校／令和１３年度〔2031年度〕）

・宇部工業高校と小野田工業高校を再編統合（校地：宇部工業高校／令和１３年度〔2031年度〕）

・岩国総合高校と岩国商業高校を再編統合（校地：岩国商業高校／令和１４年度〔2032年度〕）

・下関西高校と下関南高校を再編統合（校地：下関西高校／令和１５年度〔2033年度〕）

※岩国高校坂上分校、山口農業高校西市分校、萩高校奈古分校の生徒募集の停止を検討

参考

❷「県立高校再編整備計画 前期実施計画（令和４年度～令和８年度）」

（Ｒ４.12策定、Ｒ５.12一部改定）の概要  (担当：県立高校再編整備推進室)

❸「県立高校再編整備計画 後期実施計画（令和９年度～令和 15年度）」

（Ｒ８.３策定）の概要                 (担当：県立高校再編整備推進室)

(2022年度～2026年度)

(2027年度～2033年度)
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❷「県立高校再編整備計画 前期実施計画（令和４年度～令和８年度）」

（Ｒ４.12策定、Ｒ５.12一部改定）の概要  (担当：県立高校再編整備推進室)

❸「県立高校再編整備計画 後期実施計画（令和９年度～令和 15年度）」
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・下松高校と華陵高校を再編統合（校地：下松高校／令和１１年度〔2029年度〕）

・豊浦高校と長府高校を再編統合（校地：豊浦高校／令和１２年度〔2030年度〕）

・萩高校と萩商工高校を再編統合（校地：萩高校／令和１２年度〔2030年度〕）
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・宇部工業高校と小野田工業高校を再編統合（校地：宇部工業高校／令和１３年度〔2031年度〕）

・岩国総合高校と岩国商業高校を再編統合（校地：岩国商業高校／令和１４年度〔2032年度〕）
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※岩国高校坂上分校、山口農業高校西市分校、萩高校奈古分校の生徒募集の停止を検討

参考

❷「県立高校再編整備計画 前期実施計画（令和４年度～令和８年度）」

（Ｒ４.12策定、Ｒ５.12一部改定）の概要  (担当：県立高校再編整備推進室)

❸「県立高校再編整備計画 後期実施計画（令和９年度～令和 15年度）」

（Ｒ８.３策定）の概要                 (担当：県立高校再編整備推進室)

(2022年度～2026年度)

(2027年度～2033年度)
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（２）学科改編 

＜未来デザイン科※１（仮称）の設置＞ 

・美祢青嶺高校※２、下関北高校 （令和１０年度〔2028年度〕） 

・高森高校、防府西高校 （令和１１年度〔2029年度〕） 

※１ 令和４年度より設置が可能となった普通教育を主とする学科の名称 
※２ 工業に関する学科は学科改編を検討 

 

＜普通科教職コース、デジタル創造科（仮称）の設置＞ 

・山口中央高校 （令和１２年度〔2030年度〕） 

■ 定時制課程 

（１）分校の独立 

・岩国商業高校東分校 （令和１３年度〔2031年度〕） 

（２）募集停止 

・岩国商業高校東分校定時制夜間部 （令和１０年度〔2028年度〕） 

・小野田工業高校定時制 （令和１２年度〔2030年度〕）  
 

  
 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜県県参参考考資資料料＞＞  

❶県立高校再編整備推進室「第３期県立高校将来構想」（Ｒ４.３策定） 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/262/297302.html 

 

❷❸県立高校再編整備推進室「第３期県立高校将来構想の推進」 

＜県立高校再編整備計画 前期実施計画＞＜県立高校再編整備計画 後期実施計画＞ 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/262/297301.html 

 

❹山口県教育委員会「中学生のための学校紹介」 

https://sites.google.com/g.ysn21.jp/s-navi/ 

各高校のスクール・ミッションやスクール・ポリシー、具体的な取組などを見ることができます。 
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㉖ 私立学校における特色ある教育の推進
【2026(令和８)年度の取組方針】

◆ 経常的経費を対象とした補助など私学助成の充実や、積極的な情報提供等により、私立

学校の特色ある教育活動の展開を支援し、私立学校の更なる振興を図ります。

◆ 幼稚園は、地域の幼児教育のセンターとしての役割が期待されることから、私立幼稚園

での子育て支援など、地域に開かれた幼稚園づくりを支援します。
◆ 幼児・生徒の安心・安全を図るため、県費助成制度等による支援により、私立学校施設
の耐震化を促進します。

【主な取組】                     （担当課室：総務部学事文書課）

※別途予算計上（知事部局）

主な指標
基準値

(計画策定時)
最新値

目標値
(2027(令和９)年度)

子育て支援を行っている私立幼稚園の割合
93.3％

(2022(令和４)年)

96.6％
(2024(令和６)年)

100%

私立学校（幼・中・高）の耐震化率
［２階以上又は 200㎡以上の非木造施設］

93.8％
(2022(令和４)年)

94.0％
(2024(令和６)年)

概ね解消

主な取組と内容 主な取組主体 予算
■ 私学助成の充実

○ 幼稚園、高等学校等の教育に係る経常的経費への補助

・ 私立幼稚園、中学校、高等学校における教育に係る経常的経費の  

一部を補助

・ 私立幼稚園が幼児教育水準の維持向上のために実施する教員処遇改

善への補助

県

学校

(幼・中・高)

※

■ 地域に開かれた幼稚園づくりへの支援

○ 預かり保育に要する経費への補助

・ 私立幼稚園が平日の早朝及び教育時間終了後、土・日、夏休み等の

休業日に実施する預かり保育に係る担当教員人件費等の一部を補助

県

学校(幼)
※

○ 特別の支援が必要な幼児の受入れに要する経費への補助

・ 私立幼稚園が実施する特別の支援が必要な障害のある幼児の受入

れ、医療的ケアを行う看護職員等の配置に要する経費の一部を補助

県

学校(幼)
※

○ 幼稚園の幼児教育のセンター機能を活用した地域開放に要する経費へ

の補助

・ 私立幼稚園が実施する幼児教育相談、幼児教育講演会、園の教育  

機能等の地域への開放、未就園児の親子登園等に要する経費の一部を

補助

県

学校(幼)
※

■ 私立学校の耐震化の促進

○ 私立学校における耐震化への補助

・ 私立幼稚園、中学校、高等学校が実施する園舎・校舎等の耐震補強・

改築工事等に要する経費の一部を補助

県

学校

(幼・中・高)

※

取組の進捗 p-d-Check-a
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取組の進捗 p-d-Check-a

数値 年/年度 数値 年/年度

1
「全国学力・学習状況調査」の全国平均との差
（公立小・中学校）
※（　）内は全国平均値

小国　67%(67.2%)
小算　61%(62.5%)
中国　70％(69.8%)
中数　52%(51.0%)

2023
(R5)

小国　68％（66.8％）
小算　58％（58.0％）
中国　55％（54.3％）
中数　48％（48.3％）

2025
(R7)

全国平均を3ポイント
上回る 義務教育課

2 勉強が「好き」「どちらかといえば好き」である児童生徒の割合
（公立小・中学校）

小　61.6％
中　62.6％

2023
(R5)

小　57.6％
中　57.2％

2025
(R7) 80.0% 義務教育課

3 コンピュータなどのICT機器を学級の友達と意見交換する場面で
週３回以上使用する児童生徒の割合（公立小・中学校）

小５　49.7％
小６　54.6％
中１　43.7％
中２　51.0％

2022
(R4)

小５　49.6％
小６　57.1％
中１　48.5％
中２　56.8％

2025
(R7) 70.0% 義務教育課

4 課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む児童生徒の
割合（公立小・中学校）

小　78.4％
中　82.4％

2023
(R5)

小　78.8％
中　79.1％

2025
(R7) 90.0% 義務教育課

5 学校の枠を越えて高校生が学び合う活動に取り組んだ学校の割
合（県立高等学校等） 75.0% 2022

(R4) 85.4% 2024
(R6) 100% 高校教育課

6 地域の関係機関や人材等を活用した主権者教育又は消費者教
育を行っている学校の割合（県立高等学校等） 79.2% 2022

(R4) 91.7% 2024
(R6) 100% 高校教育課

7 読書が好きと感じている児童生徒の割合
（公立小・中学校）

小　72.6％
中　68.1％

2022
(R4)

小　65.3%
中　62.6%

2024
(R6)

小　80.0％
中　75.0％

地域連携教
育推進課

8 学校以外で、月に1冊も本(漫画本を除く)を読まない児童生徒の
割合

小　29.4%
中　35.6%

2022
(R4)

小　32.3%
中　38.4%

2025
(R7)

小　25.0％
中　30.0％

地域連携教
育推進課

9 県立図書館における児童書貸出冊数 110,478冊 2022
(R4) 89,920冊 2024

(R6) 120,000冊 地域連携教
育推進課

10 県立図書館の電子図書館サービス閲覧数 12,268件 2022
(R4) 12,464件 2024

(R6) 15,000件 地域連携教
育推進課

11 人権教育に関するサテライト研修等への県教委からの講師派遣
回数

223回
（５年間・44.6回/年）

2018(H30)
~2022(R4)

93回
(2年間・46.5回/年)

2023(R５)
～

2024(R６)

250回
（5年間・50回/年） 人権教育課

12 人権に関する視聴覚資料の貸出状況 724本
（５年間・144.8本/年）

2018(H30)
~2022(R4)

286本
(2年間・143本/年)

2023(R５)
～

2024(R６)

750本
（5年間・150本/年） 人権教育課

13
「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」における、体力合計点
の県平均（公立小・中学校）
※（　）内は全国平均値

小5男子　50.5点（52.3点）
小5女子　52.9点（54.3点）
中2男子　39.8点（40.9点）
中2女子　47.2点（47.3点）

2022
(R4)

小５男子　53.0点（53.0点）
小５女子　54.3点（54.0点）
中２男子　42.3点（42.1点）
中２女子　48.2点（47.5点）

2025
(R7) 全国平均値を超える 学校安全・

体育課

14
「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」における、１週間の総
運動時間が４２０分以上の児童生徒の割合
（公立小・中学校）

小5男子　54.1％
小5女子　33.1％
中2男子　84.2％
中2女子　62.5％

2022
(R4)

小５男子　50.2％
小５女子　29.3％
中２男子　74.1％
中２女子　52.0％

2025
(R7)

2019(令和元)年度
山口県平均値

小5男子　56.4％
小5女子　36.9％
中2男子　87.6％
中2女子　67.7％

学校安全・
体育課

15 肥満傾向児の出現率 小５男子　11.42％
小５女子　  8.09％

2021
(R3)

小５男子　16.39％
小５女子　10.50％

2024
(R6)

小5男子　9.0％
小5女子　6.0％

学校安全・
体育課

16 １２歳でむし歯（う歯）のない人の割合 70.1% 2021
(R3) 70.8% 2024

(R6) 80.0% 学校安全・
体育課

17 朝食を毎日食べる児童生徒の割合（公立小･中学校） 小６　94.4％
中３　92.6％

2023
(R5)

小６　93.8％
中３　92.7％

2025
(R7) 100% 学校安全・

体育課

18 学校給食における地場産食材を使用する割合 69.1% 2022
(R4) 64.6% 2024

(R6) 72.0% 学校安全・
体育課

19 県主催の保育者対象の研修会等において研修の目標が十分に
達成できた参加者の割合 71.3% 2022

(R4) 62.7% 2025
(R7) 100%

義務教育課
（乳幼児の
育ちと学び支
援センター）

20 スタートカリキュラムの改善に向けて幼児教育施設との意見交換
や合同の研究の機会などを設けている公立小学校の割合 78.8% 2022

(R4) 95.6% 2024
(R6) 100%

義務教育課
（乳幼児の
育ちと学び支
援センター）

②

最新値
施策 No 推進指標 基準値 2027年/年度

目標値 所管課

①

③

④

⑤

⑥

推進指標 一覧
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数値 年/年度 数値 年/年度
最新値

施策 No 推進指標 基準値 2027年/年度
目標値 所管課

推進指標 一覧

21 中学校・高校卒業者のうち進路決定者の割合 中　99.0%
高　97.2%

2021
(R3)

中　99.1%
高　97.5%

2024
(R6)

中　99.5％
高　99.0％ 高校教育課

22 将来の夢や目標をもっている児童生徒の割合
（公立小・中学校）

小　83.9％
中　66.1％

2023
(R5)

小　85.1%
中　67.9%

2025
(R7)

小　88.0％
中　75.0％ 義務教育課

23 地域と連携して「1/2 成人式」や「立志式」を行っている公立小 ・
中学校の割合

小　26.7％
中　37.9％

2022
(R4)

小　94.8%
中　96.5%

2024
(R6) 100% 義務教育課

24 高校生等の就職決定率 99.7% 2022
(R4) 99.6% 2024

(R6) 100% 高校教育課

25 高校生等の県内就職割合 83.0% 2021
(R3) 80.8% 2024

(R6) 90.0% 高校教育課

26 在学中に体験的なキャリア教育(インターンシップ、大学・企業訪
問等)を経験した高校生等の割合 高　97.9% 2022

(R4) 高　99.1％ 2024
(R6) 高　100% 高校教育課

27 学習者用端末を活用した学習活動に、情報活用能力の向上の
効果があると感じている生徒の割合（特別支援学校を除く県立学校）

87.1% 2022
(R4) 91.1% 2025

(R7) 95.0% 教育情報化
推進室

28 情報活用の基盤となる知識や態度について指導する能力を有する
教員の割合（公立小・中・高等学校、中等教育学校、特別支援学校）

85.8% 2021
(R3) 87.5% 2024

(R6) 90.0% 教育情報化
推進室

29 授業にＩＣＴを活用して指導する能力を有する教員の割合
（公立小・中・高等学校、中等教育学校、特別支援学校） 77.9% 2021

(R3) 82.4% 2024
(R6) 85.0% 教育情報化

推進室

30 教育ダッシュボードで可視化した教育データを活用している学校の
割合（県立学校） 0.0% 2022

(R4) 67.2% 2025
(R7) 100% 教育情報化

推進室

31 中学校卒業段階で英検3級相当以上、高等学校卒業段階で英
検準2級相当以上を達成した中高生の割合

中学校卒業段階   　50.7％
高等学校卒業段階　48.3％

2022
(R4)

中学校卒業段階   　53.3％
高等学校卒業段階　47.5％

2024
(R6)

中学校卒業段階　　 60.0％
高等学校卒業段階　60.0％ 高校教育課

32 高等学校卒業段階で英検2級相当以上を達成した高校生の割
合 20.6% 2022

(R4) 18.9% 2024
(R6) 30.0% 高校教育課

33 海外の教育機関等と交流した（オンラインによる交流も含む）学
校の割合（県立高等学校等） 54.2% 2022

(R4) 68.8% 2024
(R6) 100% 高校教育課

34 県教委が独自に開発した探究的な学習に資する教育プログラム
を活用した公立高校の割合 55.1% 2022

(R4) 47.9% 2024
(R6) 100% 高校教育課

35 産業界等と連携した学習活動（インターンシップ、共同研究等）
を行っている県立高校の割合 97.9% 2022

(R4) 95.8% 2024
(R6) 100% 高校教育課

36 大学等と連携した理数教育に関する体験的・探究的な学習活動
に参加した普通科設置校の割合 37.0% 2022

(R4) 56.3% 2024
(R6) 70.0% 高校教育課

37 「いじめはどんな理由があってもいけないことだ」と思っている児童
生徒の割合（公立小・中学校）

小　84.2％
中　81.9％

2023
(R5)

小　83.6％
中　80.3％

2025
(R7)

小　87.8％
中　86.1％

学校安全・
体育課

38 いじめの解消率
（公立小・中・高等学校、特別支援学校） 97.6% 2021

(R3) 96.2% 2024
(R6) 100% 学校安全・

体育課

39 1,000人当たりの不登校児童生徒数
（公立小・中・高等学校）

小・中 26.6人
高　9.5人

2021
(R3)

小・中　39.0人
高　13.6人

2024
(R6)

小・中 19人
高　6.0人

学校安全・
体育課

40 不登校児童生徒のうち、学校内外の機関等で相談・指導等を受
けている児童生徒数の割合（公立小・中・高等学校） 67.6% 2021

(R3) 93.7% 2024
(R6) 100% 学校安全・

体育課

41 1,000人当たりの暴力行為発生件数
（公立小・中・高等学校） 6.0件 2021

(R3) 11.0件 2024
(R6) 4.0件 学校安全・

体育課

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

-108 -- 108 -



数値 年/年度 数値 年/年度
最新値

施策 No 推進指標 基準値 2027年/年度
目標値 所管課

推進指標 一覧

21 中学校・高校卒業者のうち進路決定者の割合 中　99.0%
高　97.2%

2021
(R3)

中　99.1%
高　97.5%

2024
(R6)

中　99.5％
高　99.0％ 高校教育課

22 将来の夢や目標をもっている児童生徒の割合
（公立小・中学校）

小　83.9％
中　66.1％

2023
(R5)

小　85.1%
中　67.9%

2025
(R7)

小　88.0％
中　75.0％ 義務教育課

23 地域と連携して「1/2 成人式」や「立志式」を行っている公立小 ・
中学校の割合

小　26.7％
中　37.9％

2022
(R4)

小　94.8%
中　96.5%

2024
(R6) 100% 義務教育課

24 高校生等の就職決定率 99.7% 2022
(R4) 99.6% 2024

(R6) 100% 高校教育課

25 高校生等の県内就職割合 83.0% 2021
(R3) 80.8% 2024

(R6) 90.0% 高校教育課

26 在学中に体験的なキャリア教育(インターンシップ、大学・企業訪
問等)を経験した高校生等の割合 高　97.9% 2022

(R4) 高　99.1％ 2024
(R6) 高　100% 高校教育課

27 学習者用端末を活用した学習活動に、情報活用能力の向上の
効果があると感じている生徒の割合（特別支援学校を除く県立学校）

87.1% 2022
(R4) 91.1% 2025

(R7) 95.0% 教育情報化
推進室

28 情報活用の基盤となる知識や態度について指導する能力を有する
教員の割合（公立小・中・高等学校、中等教育学校、特別支援学校）

85.8% 2021
(R3) 87.5% 2024

(R6) 90.0% 教育情報化
推進室

29 授業にＩＣＴを活用して指導する能力を有する教員の割合
（公立小・中・高等学校、中等教育学校、特別支援学校） 77.9% 2021

(R3) 82.4% 2024
(R6) 85.0% 教育情報化

推進室

30 教育ダッシュボードで可視化した教育データを活用している学校の
割合（県立学校） 0.0% 2022

(R4) 67.2% 2025
(R7) 100% 教育情報化

推進室

31 中学校卒業段階で英検3級相当以上、高等学校卒業段階で英
検準2級相当以上を達成した中高生の割合

中学校卒業段階   　50.7％
高等学校卒業段階　48.3％

2022
(R4)

中学校卒業段階   　53.3％
高等学校卒業段階　47.5％

2024
(R6)

中学校卒業段階　　 60.0％
高等学校卒業段階　60.0％ 高校教育課

32 高等学校卒業段階で英検2級相当以上を達成した高校生の割
合 20.6% 2022

(R4) 18.9% 2024
(R6) 30.0% 高校教育課

33 海外の教育機関等と交流した（オンラインによる交流も含む）学
校の割合（県立高等学校等） 54.2% 2022

(R4) 68.8% 2024
(R6) 100% 高校教育課

34 県教委が独自に開発した探究的な学習に資する教育プログラム
を活用した公立高校の割合 55.1% 2022

(R4) 47.9% 2024
(R6) 100% 高校教育課

35 産業界等と連携した学習活動（インターンシップ、共同研究等）
を行っている県立高校の割合 97.9% 2022

(R4) 95.8% 2024
(R6) 100% 高校教育課

36 大学等と連携した理数教育に関する体験的・探究的な学習活動
に参加した普通科設置校の割合 37.0% 2022

(R4) 56.3% 2024
(R6) 70.0% 高校教育課

37 「いじめはどんな理由があってもいけないことだ」と思っている児童
生徒の割合（公立小・中学校）

小　84.2％
中　81.9％

2023
(R5)

小　83.6％
中　80.3％

2025
(R7)

小　87.8％
中　86.1％

学校安全・
体育課

38 いじめの解消率
（公立小・中・高等学校、特別支援学校） 97.6% 2021

(R3) 96.2% 2024
(R6) 100% 学校安全・

体育課

39 1,000人当たりの不登校児童生徒数
（公立小・中・高等学校）

小・中 26.6人
高　9.5人

2021
(R3)

小・中　39.0人
高　13.6人

2024
(R6)

小・中 19人
高　6.0人

学校安全・
体育課

40 不登校児童生徒のうち、学校内外の機関等で相談・指導等を受
けている児童生徒数の割合（公立小・中・高等学校） 67.6% 2021

(R3) 93.7% 2024
(R6) 100% 学校安全・

体育課

41 1,000人当たりの暴力行為発生件数
（公立小・中・高等学校） 6.0件 2021

(R3) 11.0件 2024
(R6) 4.0件 学校安全・

体育課
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数値 年/年度 数値 年/年度
最新値

施策 No 推進指標 基準値 2027年/年度
目標値 所管課

推進指標 一覧

42 総合支援学校高等部の就職希望生徒の就職決定率 98.8% 2022
(R4) 95.7% 2024

(R6) 100% 特別支援教
育推進室

43
公立幼・小・中・高等学校等において、個別の教育支援計画の作
成を必要とする幼児児童生徒のうち、実際に作成されている幼児
児童生徒の割合

89.2% 2022
(R4) 93.9% 2024

(R6) 100% 特別支援教
育推進室

44
公立幼・小・中・高等学校等において、個別の指導計画の作成を
必要とする幼児児童生徒のうち、実際に作成されている幼児児童
生徒の割合

86.7% 2022
(R4) 83.5% 2024

(R6) 100% 特別支援教
育推進室

45 義務教育段階から高等学校段階に進学、就職する生徒につい
て、個別の教育支援計画を活用した支援情報の引継ぎ率 77.5% 2022

(R4) 81.0% 2024
(R6) 100% 特別支援教

育推進室

46 コミュニティ・スクールを核とした交流及び共同学習を、地域住民
や大学・企業等の参画を得て実施した総合支援学校数 ２校 2022

(R4) ６校 2024
(R6) 全12校 特別支援教

育推進室

47 「授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていた」
と答えた児童生徒の割合（公立小・中学校）

小　84.8％
中　80.3％

2023
(R5)

小　85.3％
中　83.1％

2025
(R7) 90.0% 義務教育課

48 日本語指導が必要な児童生徒のうち、日本語指導を受けている
児童生徒の割合（公立小・中学校） 92.5% 2021

(R3) 94.0% 2024
(R6) 100% 義務教育課

再掲
勉強が「好き」「どちらかといえば好き」である児童生徒の割合
（公立小・中学校）（再掲）

小　61.6％
中　62.6％

2023
(R5)

小　57.6％
中　57.2％

2025
(R7) 80.0% 義務教育課

49 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある児童
生徒の割合（公立小・中学校）

小　54.4％
中　46.4％

2022
(R4)

小　64.7％
中　50.5％

2025
(R7)

小　70.0％
中　70.0％

地域連携教
育推進課

50
学校運営協議会等において、児童生徒を交えて協議を行うととも
に、児童生徒の意見や思いを反映させて、「学校・地域連携カリ
キュラム」の見直し等を行った学校の割合（公立小・中学校）

小　27.8％
中　51.8％

2022
(R4)

小　47.0％
中　66.0％

2024
(R6)

小　100％
中　100％

地域連携教
育推進課

51
学校・家庭・地域が連携して、子どもと地域の大人の協働的な学
習活動を計画的・組織的に実施している学校の割合
（公立小・中・高・特別支援学校等）

0.6% 2022
(R4) 33.8% 2025

(R7) 80.0% 地域連携教
育推進課

52 地域協育ネットコーディネーター養成講座修了者数（累計） 541人 2022
(R4) 672人 2025

(R7) 800人 地域連携教
育推進課

53 「やまぐち型家庭教育支援チーム」の設置率 全中学校区の
38.0%

2022
(R4)

全中学校区の
44.5％

2024
(R6)

全中学校区の
60.0％

地域連携教
育推進課

54 家庭教育支援チームの活動実績数 2,190回 2022
(R4) 1,811回 2024

(R6) 3,000回 地域連携教
育推進課

55 家庭教育支援チームにおける相談対応件数 416件 2022
(R4) 942件 2024

(R6) 550件 地域連携教
育推進課

56 休日の学校部活動の地域への移行の取組を実施した市町数 0市町 2022
(R4) 19市町 2025

(R7) 19市町 学校安全・
体育課

57 公立中学校における学校部活動（運動部・文化部）、及び地域
におけるスポーツ・文化芸術活動に参加する生徒の割合 88.7% 2022

(R4) 82.7% 2025
(R7) 90.0%

学校安全・
体育課

義務教育課

58 野外教育活動及びAFPYの指導実践者数 101人 2022
(R4) 123人 2024

(R6) 150人 地域連携教
育推進課

59 社会教育主事有資格者養成数（５年平均） 19.2人 2022
(R4) 18.5人 2024

(R6) 25人 地域連携教
育推進課

60 生涯学習情報提供システム「かがやきネットやまぐち」情報検索件
数 40,856件 2022

(R4) 44,550件 2024
(R6) 45,000件 地域連携教

育推進課

61 山口博物館における「博物館学校地域連携教育支援事業」利用
者の満足度 85.0% 2022

(R4) 95.6% 2024
(R6) 90.0% 学校運営・

施設整備室

再掲
読書が好きと感じている児童生徒の割合（公立小・中学校）
（再掲）

小　72.6％
中　68.1％

2022
(R4)

小　65.3%
中　62.6%

2024
(R6)

小　80.0％
中　75.0％

地域連携教
育推進課
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数値 年/年度 数値 年/年度
最新値施策 No 推進指標 基準値 2027年/年度

目標値 所管課
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42 総合支援学校高等部の就職希望生徒の就職決定率 98.8% 2022
(R4) 95.7% 2024

(R6) 100% 特別支援教
育推進室

43
公立幼・小・中・高等学校等において、個別の教育支援計画の作
成を必要とする幼児児童生徒のうち、実際に作成されている幼児
児童生徒の割合

89.2% 2022
(R4) 93.9% 2024

(R6) 100% 特別支援教
育推進室

44
公立幼・小・中・高等学校等において、個別の指導計画の作成を
必要とする幼児児童生徒のうち、実際に作成されている幼児児童
生徒の割合

86.7% 2022
(R4) 83.5% 2024

(R6) 100% 特別支援教
育推進室

45 義務教育段階から高等学校段階に進学、就職する生徒につい
て、個別の教育支援計画を活用した支援情報の引継ぎ率 77.5% 2022

(R4) 81.0% 2024
(R6) 100% 特別支援教

育推進室

46 コミュニティ・スクールを核とした交流及び共同学習を、地域住民や
大学・企業等の参画を得て実施した総合支援学校数 ２校 2022

(R4) ６校 2024
(R6) 全12校 特別支援教

育推進室

47 「授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていた」
と答えた児童生徒の割合（公立小・中学校）

小　84.8％
中　80.3％

2023
(R5)

小　85.3％
中　83.1％

2025
(R7) 90.0% 義務教育課

48 日本語指導が必要な児童生徒のうち、日本語指導を受けている
児童生徒の割合（公立小・中学校） 92.5% 2021

(R3) 94.0% 2024
(R6) 100% 義務教育課

再掲
勉強が「好き」「どちらかといえば好き」である児童生徒の割合
（公立小・中学校）（再掲）

小　61.6％
中　62.6％

2023
(R5)

小　57.6％
中　57.2％

2025
(R7) 80.0% 義務教育課

49 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある児童
生徒の割合（公立小・中学校）

小　54.4％
中　46.4％

2022
(R4)

小　64.7％
中　50.5％

2025
(R7)

小　70.0％
中　70.0％

地域連携教
育推進課

50
学校運営協議会等において、児童生徒を交えて協議を行うととも
に、児童生徒の意見や思いを反映させて、「学校・地域連携カリ
キュラム」の見直し等を行った学校の割合（公立小・中学校）

小　27.8％
中　51.8％

2022
(R4)

小　47.0％
中　66.0％

2024
(R6)

小　100％
中　100％

地域連携教
育推進課

51
学校・家庭・地域が連携して、子どもと地域の大人の協働的な学
習活動を計画的・組織的に実施している学校の割合
（公立小・中・高・特別支援学校等）

0.6% 2022
(R4) 33.8% 2025

(R7) 80.0% 地域連携教
育推進課

52 地域協育ネットコーディネーター養成講座修了者数（累計） 541人 2022
(R4) 672人 2025

(R7) 800人 地域連携教
育推進課

53 「やまぐち型家庭教育支援チーム」の設置率 全中学校区の
38.0%

2022
(R4)

全中学校区の
44.5％

2024
(R6)

全中学校区の
60.0％

地域連携教
育推進課

54 家庭教育支援チームの活動実績数 2,190回 2022
(R4) 1,811回 2024

(R6) 3,000回 地域連携教
育推進課

55 家庭教育支援チームにおける相談対応件数 416件 2022
(R4) 942件 2024

(R6) 550件 地域連携教
育推進課

56 休日の学校部活動の地域への移行の取組を実施した市町数 0市町 2022
(R4) 19市町 2025

(R7) 19市町
学校安全・
体育課

義務教育課

57 公立中学校における学校部活動（運動部・文化部）、及び地域
におけるスポーツ・文化芸術活動に参加する生徒の割合 88.7% 2022

(R4) 82.7% 2025
(R7) 90.0%

学校安全・
体育課

義務教育課

58 野外教育活動及びAFPYの指導実践者数 101人 2022
(R4) 123人 2024

(R6) 150人 地域連携教
育推進課

59 社会教育主事有資格者養成数（５年平均） 19.2人 2022
(R4) 18.5人 2024

(R6) 25人 地域連携教
育推進課

60 生涯学習情報提供システム「かがやきネットやまぐち」情報検索件
数 40,856件 2022

(R4) 44,550件 2024
(R6) 45,000件 地域連携教

育推進課

61 山口博物館における「博物館学校地域連携教育支援事業」利用
者の満足度 85.0% 2022

(R4) 95.6% 2024
(R6) 90.0% 学校運営・

施設整備室

再掲
読書が好きと感じている児童生徒の割合（公立小・中学校）
（再掲）

小　72.6％
中　68.1％

2022
(R4)

小　65.3%
中　62.6%

2024
(R6)

小　80.0％
中　75.0％

地域連携教
育推進課
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数値 年/年度 数値 年/年度
最新値

施策 No 推進指標 基準値 2027年/年度
目標値 所管課

推進指標 一覧

62 地域社会における人権教育の指導者養成に係る県教委主催の
研修会の受講者数（年間） 279人 2022

(R4) 266人 2025
(R7) 320人 人権教育課

63 人権に関する視聴覚資料等を活用した研修会の実施講座数
（累計）

278講座
(５年間・55.6講座/年）

2018(H30)
~2022(R4)

213講座
（３年間・71講座/年）

2023(R5)
~

2025(R7)

300講座
(5年間・60講座/年) 人権教育課

64 県立美術館の入館者数（５年間の平均） 15.4万人 2022
(R4) 19.9万人

2023～
2024
平均

20万人 文化振興課

65 学校芸術文化ふれあい事業等を活用して、舞台芸術を鑑賞した
公立小・中学生の割合 （年間） 32.4% 2022

(R4) 24.3% 2024
(R6) 33.4% 義務教育課

66 県立スポーツ施設の年間利用者数 999千人 2022
(R4) 1,777千人 2024

(R6) 2,000千人 スポーツ推
進課

67 県民のスポーツ実施率（週１回以上） 38.3% 2022
(R4) 39.3% 2025

(R7) 70.0% スポーツ推
進課

68 主要競技大会入賞種目数
（国体、インターハイ・選抜大会、全中大会等） 103種目 2022

(R4) 111種目 2024
(R6) 120種目 スポーツ推

進課

69 県立学校施設の長寿命化計画に係る長寿命化改修に着手した
学校数（累計） 10校 2022

(R4) 30校 2025
(R7) 50校 学校運営・

施設整備室

70 県立学校における多目的トイレの設置率 82.1% 2022
(R4) 93.1% 2025

(R7) 100% 学校運営・
施設整備室

71 市町立小・中学校の耐震化率 98.7% 2022
(R4) 99.2% 2025

(R7) 100% 学校運営・
施設整備室

72 市町立幼稚園の耐震化率 97.6% 2022
(R4) 100% 2025

(R7) 100% 学校運営・
施設整備室

73 日時等を事前に告げない避難訓練を実施している学校の割合 69.0% 2022
(R4) 72.4% 2025

(R7) 80.0% 学校安全・
体育課

74 専門家と連携した防災学習を実施している学校の割合 42.6% 2022
(R4) 85.7% 2025

(R7) 70.0% 学校安全・
体育課

75 教員の１か月当たりの時間外在校等時間の平均
小　38.4時間
中　47.0時間
県立　33.0時間

2022
(R4)

小　 35.0時間
中　 41.7時間
県立 32.1時間

2024
(R6) 30時間 教職員課

76 働き方改革に係る取組状況をWebページ等で公表している
学校の割合

小　11.0%
中　16.3%
県立　6.6%

2022
(R4)

小　 55.0%
中　 54.0%
県立 73.8%

2024
(R6) 100% 教職員課

77 教員採用試験における志願倍率 2.９倍 2022
(R4) 2.3倍 2025

(R7) 3.2倍 教職員課

78 研修奨励により校内における教職員の協働的な学び合いが
充実していると回答した学校の割合 0.0% 2022

(R4) 92.3% 2024
(R6) 100% 教職員課

79 「授業の内容がよくわかる」と答えた児童生徒の割合
（公立小・中学校）

小国　86.9％　小算　83.1％
中国　82.9％　中数　77.4％

2023
(R5)

小国　84.8％　小算　79.5％
中国　79.1％　中数　74.0％

2025
(R7)

小国　90.0％　小算　90.0％
中国　90.0％　中数　90.0％ 教職員課

80 中学生が説明会（各高校で開催される体験入学や学校説明会
等）に参加するために訪問した高校の数 1.31校 2022

(R4) 1.29校 2024
(R6) 1.5校 高校教育課

81 教育課程内において、地域・社会との協働活動を行った
県立高校等の割合 0.0% 2022

(R4) 100.0% 2025
(R7) 100% 地域連携教

育推進課

82 子育て支援を行っている私立幼稚園の割合 93.3% 2022
(R4) 96.6% 2024

(R6) 100% 学事文書課

83 私立学校（幼・中・高）の耐震化率
[2階以上又は200㎡以上の非木造施設] 93.8% 2022

(R4) 94.0% 2024
(R6) 概ね解消 学事文書課
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数値 年/年度 数値 年/年度
最新値

施策 No 推進指標 基準値 2027年/年度
目標値 所管課

推進指標 一覧
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研修会の受講者数（年間） 279人 2022

(R4) 266人 2025
(R7) 320人 人権教育課

63 人権に関する視聴覚資料等を活用した研修会の実施講座数
（累計）

278講座
(５年間・55.6講座/年）

2018(H30)
~2022(R4)

213講座
（３年間・71講座/年）

2023(R5)
~

2025(R7)

300講座
(5年間・60講座/年) 人権教育課

64 県立美術館の入館者数（５年間の平均） 15.4万人 2022
(R4) 19.9万人

2023～
2024
平均

20万人 文化振興課

65 学校芸術文化ふれあい事業等を活用して、舞台芸術を鑑賞した
公立小・中学生の割合 （年間） 32.4% 2022

(R4) 24.3% 2024
(R6) 33.4% 義務教育課

66 県立スポーツ施設の年間利用者数 999千人 2022
(R4) 1,777千人 2024

(R6) 2,000千人 スポーツ推
進課

67 県民のスポーツ実施率（週１回以上） 38.3% 2022
(R4) 39.3% 2025

(R7) 70.0% スポーツ推
進課

68 主要競技大会入賞種目数
（国体、インターハイ・選抜大会、全中大会等） 103種目 2022

(R4) 111種目 2024
(R6) 120種目 スポーツ推

進課

69 県立学校施設の長寿命化計画に係る長寿命化改修に着手した
学校数（累計） 10校 2022

(R4) 30校 2025
(R7) 50校 学校運営・

施設整備室

70 県立学校における多目的トイレの設置率 82.1% 2022
(R4) 93.1% 2025

(R7) 100% 学校運営・
施設整備室

71 市町立小・中学校の耐震化率 98.7% 2022
(R4) 99.2% 2025

(R7) 100% 学校運営・
施設整備室

72 市町立幼稚園の耐震化率 97.6% 2022
(R4) 100% 2025

(R7) 100% 学校運営・
施設整備室

73 日時等を事前に告げない避難訓練を実施している学校の割合 69.0% 2022
(R4) 72.4% 2025

(R7) 80.0% 学校安全・
体育課

74 専門家と連携した防災学習を実施している学校の割合 42.6% 2022
(R4) 85.7% 2025

(R7) 70.0% 学校安全・
体育課

75 教員の１か月当たりの時間外在校等時間の平均
小　38.4時間
中　47.0時間
県立　33.0時間

2022
(R4)

小　 35.0時間
中　 41.7時間
県立 32.1時間

2024
(R6) 30時間 教職員課

76 働き方改革に係る取組状況をWebページ等で公表している
学校の割合

小　11.0%
中　16.3%
県立　6.6%

2022
(R4)

小　 55.0%
中　 54.0%
県立 73.8%

2024
(R6) 100% 教職員課

77 教員採用試験における志願倍率 2.９倍 2022
(R4) 2.3倍 2025

(R7) 3.2倍 教職員課

78 研修奨励により校内における教職員の協働的な学び合いが
充実していると回答した学校の割合 0.0% 2022

(R4) 92.3% 2024
(R6) 100% 教職員課

79 「授業の内容がよくわかる」と答えた児童生徒の割合
（公立小・中学校）

小国　86.9％　小算　83.1％
中国　82.9％　中数　77.4％

2023
(R5)

小国　84.8％　小算　79.5％
中国　79.1％　中数　74.0％

2025
(R7)

小国　90.0％　小算　90.0％
中国　90.0％　中数　90.0％ 教職員課

80 中学生が説明会（各高校で開催される体験入学や学校説明会
等）に参加するために訪問した高校の数 1.31校 2022

(R4) 1.29校 2024
(R6) 1.5校 高校教育課

81 教育課程内において、地域・社会との協働活動を行った
県立高校等の割合 0.0% 2022

(R4) 100.0% 2025
(R7) 100% 地域連携教

育推進課

82 子育て支援を行っている私立幼稚園の割合 93.3% 2022
(R4) 96.6% 2024

(R6) 100% 学事文書課

83 私立学校（幼・中・高）の耐震化率
[2階以上又は200㎡以上の非木造施設] 93.8% 2022

(R4) 94.0% 2024
(R6) 概ね解消 学事文書課
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ⅠⅠ  当当初初予予算算のの基基本本的的なな考考ええ方方  

 

県教委では、本県教育を取り巻く社会状況の変化や子どもたちの状況、国の動向等

を踏まえ、令和５年10月に策定した「山口県教育振興基本計画」（以下、「計画」）に基

づき、本県の教育課題に的確に対応した諸施策を総合的・計画的に推進しています。 

このような中、県の令和８年度当初予算は、人口減少が進む中にあっても、本県の

さらなる飛躍をめざし、「成長と安心の好循環」に向けた新たな挑戦を速やかにスター

トすることとされています。 

こうした県の予算編成の基本的な考え方のもと、県教委においては、計画に基づく

取組の成果を最大化していく予算と位置付け、諸施策をさらに加速するとともに、喫緊

の教育課題等の克服や教育環境のさらなる充実に向けて、特に重点的に取り組むべき５

つの施策を下表のとおり掲げ、積極果敢に挑戦してまいります。 

まず、少子化の進行等により地域の担い手不足が深刻化する中、郷土に誇りと愛着を

もち、主体的に地域づくりに参画しようとする児童生徒を育成することが重要であるこ

とから、「やまぐちPRIDE」を合言葉に、キャリア教育と地域連携教育を一体的に推進し、

地域との関わりの中で自己の在り方や生き方を考えさせる教育活動に取り組みます。 

また、急速な技術革新に対応したＩＣＴのさらなる活用に積極的に取り組むととも

に、国が進める高校教育改革に呼応した県立高等学校の特色化・魅力化のさらなる推進

や、依然として厳しい状況にある、いじめ・不登校への対応、質の高い教育環境整備に

も的確に対応してまいります。 

引き続き、学校・家庭・地域をはじめ、関係機関とも緊密に連携し、教育目標であ

る「未来を拓く たくましい『やまぐちっ子』の育成」の実現に向けて、本県教育の一

層の充実・発展に取り組んでまいります。 

 

 
 

令和８年度重点施策 
１ 「やまぐちPRIDE」の醸成 
２ 県立高校の特色化・魅力化の推進 
３ いじめ・不登校等対策の一層の強化 
４ 「やまぐちスマートスクール構想2.0」の推進 
５ 質の高い教育環境づくりの推進 
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ⅠⅠ  当当初初予予算算のの基基本本的的なな考考ええ方方  
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令和８年度重点施策 
１ 「やまぐちPRIDE」の醸成 
２ 県立高校の特色化・魅力化の推進 
３ いじめ・不登校等対策の一層の強化 
４ 「やまぐちスマートスクール構想2.0」の推進 
５ 質の高い教育環境づくりの推進 
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Ⅱ 予算規模等

１ 予算規模                         （単位：千円、％）

区   分
令和８年度 令和７年度

増減額(A-B)
当初予算額A 構成比 対前年度比 当初予算額B 構成比

教育委員会所管 136,499,007 17.4 111.9 121,988,382 16.5 14,510,625

給与関係経費除く 28,525,796 3.6 120.2 23,725,906 3.2 4,799,890

県 一 般 会 計 786,294,830 － 106.3 739,840,443 － 46,454,387

２ 内 訳
【目的別内訳】                         （単位：千円、％）

区  分
令和８年度 令和７年度

増減額（A-B）
当初予算額A 対前年度比 当初予算額B

教 育 総 務 費 23,942,255 144.7 16,543,885 7,398,370

小 学 校 費 39,328,614 104.8 37,544,836 1,783,778

中 学 校 費 24,397,793 105.6 23,109,805 1,287,988

高 等 学 校 費 28,818,026 100.1 28,792,884 25,142

特別支援学校費 14,144,483 107.2 13,197,598 946,885

社 会 教 育 費 1,623,015 88.9 1,824,868 △201,853

保 健 体 育 費 4,184,821 457.6 914,506 3,270,315

災 害 復 旧 費 60,000 100.0 60,000 0

合  計 136,499,007 111.9 121,988,382 14,510,625

【経費別内訳】                        （単位：千円、％）

区  分 令和８年度 令和７年度
増減額（A-B）

当初予算額A 対前年度比 当初予算額B

給 与 関 係 経 費 107,973,211 109.9 98,262,476 9,710,735

一 般 行 政 経 費 12,981,024 95.3 13,624,439 △643,415

施 策 的 経 費 9,534,618 159.8 5,965,921 3,568,697

県営建築事業費 5,950,154 146.0 4,075,546 1,874,608

災害復旧事業費 60,000 100.0 60,000 0

合  計 136,499,007 111.9 121,988,382 14,510,625

【目的別内訳】                【経費別内訳】

46,454,387
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ⅢⅢ  令令和和８８年年度度重重点点施施策策  

 
◆令和８年度においては、特に重点的に取り組んでいく５つの重点施策を掲げ、喫緊の教
育課題等の克服や教育環境のさらなる充実に向け、積極的な施策展開を図ります。 

 
 
１ 「やまぐちPRIDE」の醸成 

少子化の進行や、若者の県外流出により、地域の担い手不足が深刻化する中、郷土への誇りと

愛着を一層育み、本県の未来に貢献したいという気持ちを持つ児童生徒を「ふるさと山口の創り

手」として育成していくことが、ますます重要となっています。 

このため、児童生徒がふるさと山口を大切にする気持ちを持って、主体的に地域づくりに参画

しようとする心意気を「やまぐちＰＲＩＤＥ」という合言葉で表し、キャリア教育と地域連携教

育を一体的に推進することにより、地域との関わりの中で、自己の在り方や生き方を考えさせる

教育活動に取り組みます。 

 

２ 県立高校の特色化・魅力化の推進  

国は2040年の社会状況を見据えた高校教育改革に関する基本方針を策定するとともに、産業イ

ノベーション人材の育成等に資する高等学校教育改革を推進するため、都道府県に対して支援措

置を講じることとしており、本県においても国の支援を継続的に活用できるよう、令和７年度３

月県議会において、「山口県公立高等学校教育改革促進基金」を設置することとしたところです。 

令和８年度は、本県における高等学校教育改革実行計画を策定し、計画に沿った取組を着実に

実行するとともに、教育内容の充実や施設整備を推進し、県立高校の教育活動・教育環境を充実

させ、特色化・魅力化を図ります。 

 

３ いじめ・不登校等対策の一層の強化  

いじめの認知件数や不登校児童生徒数は全国同様増加傾向にあり、いじめ・不登校等への対応

は重要な課題となっています。 

このため、未然防止、早期発見・早期対応に向けた組織的な取組を充実させるとともに、不登

校児童生徒に対し、段階的な教室復帰に向けた学びの場を確保するなど、誰一人取り残されない

学校づくりを推進します。 

 

４ 「やまぐちスマートスクール構想2.0」の推進  

社会のデジタル化やＡＩ技術の急速な進展等を踏まえ、本県が策定した「やまぐちスマートス

クール構想 2.0」に基づき、１人１台タブレット端末などのデジタル学習基盤やＡＩ技術を効果

的に活用し、子ども一人ひとりの可能性を最大限に引き出します。 

 

５ 質の高い教育環境づくりの推進  

本県教育を支える教員の確保に向けた取組を充実させるとともに、中学校卒業者数の継続的な

減少が見込まれる中、学校・学科の再編整備等に対応するため必要となる施設の整備と老朽化対

策に一体的に取り組むことで、質の高い教育環境づくりを推進します。 

  

- 116 -



- 116 - 

ⅢⅢ  令令和和８８年年度度重重点点施施策策  

 
◆令和８年度においては、特に重点的に取り組んでいく５つの重点施策を掲げ、喫緊の教
育課題等の克服や教育環境のさらなる充実に向け、積極的な施策展開を図ります。 

 
 
１ 「やまぐちPRIDE」の醸成 

少子化の進行や、若者の県外流出により、地域の担い手不足が深刻化する中、郷土への誇りと

愛着を一層育み、本県の未来に貢献したいという気持ちを持つ児童生徒を「ふるさと山口の創り

手」として育成していくことが、ますます重要となっています。 

このため、児童生徒がふるさと山口を大切にする気持ちを持って、主体的に地域づくりに参画

しようとする心意気を「やまぐちＰＲＩＤＥ」という合言葉で表し、キャリア教育と地域連携教

育を一体的に推進することにより、地域との関わりの中で、自己の在り方や生き方を考えさせる

教育活動に取り組みます。 

 

２ 県立高校の特色化・魅力化の推進  

国は2040年の社会状況を見据えた高校教育改革に関する基本方針を策定するとともに、産業イ

ノベーション人材の育成等に資する高等学校教育改革を推進するため、都道府県に対して支援措

置を講じることとしており、本県においても国の支援を継続的に活用できるよう、令和７年度３

月県議会において、「山口県公立高等学校教育改革促進基金」を設置することとしたところです。 

令和８年度は、本県における高等学校教育改革実行計画を策定し、計画に沿った取組を着実に

実行するとともに、教育内容の充実や施設整備を推進し、県立高校の教育活動・教育環境を充実

させ、特色化・魅力化を図ります。 

 

３ いじめ・不登校等対策の一層の強化  

いじめの認知件数や不登校児童生徒数は全国同様増加傾向にあり、いじめ・不登校等への対応

は重要な課題となっています。 

このため、未然防止、早期発見・早期対応に向けた組織的な取組を充実させるとともに、不登

校児童生徒に対し、段階的な教室復帰に向けた学びの場を確保するなど、誰一人取り残されない

学校づくりを推進します。 

 

４ 「やまぐちスマートスクール構想2.0」の推進  

社会のデジタル化やＡＩ技術の急速な進展等を踏まえ、本県が策定した「やまぐちスマートス

クール構想 2.0」に基づき、１人１台タブレット端末などのデジタル学習基盤やＡＩ技術を効果

的に活用し、子ども一人ひとりの可能性を最大限に引き出します。 

 

５ 質の高い教育環境づくりの推進  

本県教育を支える教員の確保に向けた取組を充実させるとともに、中学校卒業者数の継続的な

減少が見込まれる中、学校・学科の再編整備等に対応するため必要となる施設の整備と老朽化対

策に一体的に取り組むことで、質の高い教育環境づくりを推進します。 

  

- 117 - 

１ 「やまぐち PRIDE」の醸成 
 

 新 あこがれの連鎖で紡ぐキャリア教育推進事業 12,039千円 

 ふるさと山口の地域づくりに主体的に参画しようとする人材を育成するため、小・中・高・地

域産業等の連携・協働体制を構築し、「やまぐちＰＲＩＤＥ」を合言葉に、地域との関わりの中で

キャリア教育を促進します。 

■ 小・中学校と県立高等学校、地域産業等が一体的に連携・協働した取組の推進 

○ 推進校を中心に、県立高等学校や地域産業等と連携・協働する探究的な教育活動を支援 

 [推 進 校] 計14校程度（公立の小学校または中学校） 

 [内  容] 小・中学生と、高校生や大人が共に探究的に学ぶ実践研究 

[テーマ例] 子ども主体で「学校・地域連携カリキュラム」の更新・改善を図った実践研究 

キャリア・パスポートの効果的な活用に係る実践研究  等 

○ 自己の在り方や生き方を考える機会の充実 

・ 推進校における職業講話やキャリア教育講座の実施 

○ 圏域を越えた他推進校の研修会への参加機会の創出等、教員の資質向上に資する取組を実施 

・ 他市町の推進校（区）への視察やその推進校（区）の研修会への参加 

 

■ 賛同協力企業等の情報や推進校の好事例を一元的に管理するポータルサイトの構築 

○ 県内の地域産業等の情報（事業所概要や職場体験、職業講話等に関する情報）や推進校 

の取組事例を掲載し、各学校の取組を推進 

[内   容] 職場見学や職場体験、職業講話等に協力できる企業等の紹介 

推進校の取組の紹介 

 

■ キャリア教育推進連絡協議会の設置 

○ 学校関係や産業界等の県内キャリア教育関係者による協議会を開催し、「やまぐちＰＲＩＤＥ」 

の醸成に関する取組について検討 
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 新 やまぐち創生！「地域の創り手」育成推進事業 66,880千円 

 

「やまぐちＰＲＩＤＥ」の醸成に向け、地域・社会の多様な人々とつながり、協働することを

通じて、次代を創る子どもたちのふるさと山口への誇りと愛着を高め、豊かな人生を主体的に切

り拓いていく「地域の創り手」を育みます。 

■ 子どもが「地域の創り手」プロジェクト 

 ○ 子どもが主体的に地域課題の解決に参画し、ふるさと山口の未来に向けた提案を行う取組を促進 

［対象モデル中学校区］７地区×１中学校区 

［取組例］子どもによる「“住み続けたい”まちづくり計画」の策定 

ふるさとの伝統文化を生かした子ども主体の地域おこし 
 
■ 高校生等によるやまぐちリブランディング事業 

 ○ 高校生等が主体となって、地域の魅力や強みを再発見・再構築し、社会実装をめざす取組を推進 

［対 象］県立高等学校・中等教育学校・特別支援学校（３年間で全ての学校を対象） 

［取組例］ＲＥＳＡＳを活用した地域経済活性化プランの立案 

      地域資源を活用した新商品開発による持続可能な地域づくり 
 
■ 学校は学びのフィールド推進事業 

 ○ 学校をフィールドとした、大人と子どもがつながり、学び合う活動を促進 

［委託先］社会教育団体、社会教育施設等 

［取組例］学校の授業への大人の参加（子どもとともに学び直し） 

      学校の余裕教室を活用した中学生による高齢者向けＳＮＳ講座 
 
■ 「地域連携教育次世代型ネットワーク」構築事業 

 ○ 県内各エリアに企業・大学・自治体等と連携・協働するための「地域連携教育プラットフォー

ム」を構築するとともに、「地域連携教育プラットフォームマネージャー」を配置 

○ ＣＳチーフ、ＣＳサポーター、地域学校協働活動推進員等に加え、地域連携教育プラットフォー

ムマネージャーが連携した、「地域連携教育次世代型サポートチーム」を設置 
 
■ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」創生フォーラム 

 ○ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」の醸成に向けた取組の成果を共有するとともに、交流を拡大 

 ［対 象］地域住民、児童生徒、教職員、保護者等 

 ［内 容］児童生徒による取組の成果発表、子どもと大人の交流企画 等 
 
■ 地域連携教育の効果検証事業 

 ○ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」醸成に向けた地域連携教育の効果を専門家の知見や学術的な考察に基

づいて実証的に検証し、新たな地域連携教育のモデルを構築 
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 ［内 容］児童生徒による取組の成果発表、子どもと大人の交流企画 等 
 
■ 地域連携教育の効果検証事業 

 ○ 「やまぐちＰＲＩＤＥ」醸成に向けた地域連携教育の効果を専門家の知見や学術的な考察に基

づいて実証的に検証し、新たな地域連携教育のモデルを構築 
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 新 やまぐち専門高校魅力創出事業 19,931千円 

 

専門高校の学科特性を活かした課題解決型学習（ＰＢＬ）を推進するとともに、小・中学生や

保護者等に対して専門高校の魅力を積極的に発信することで、進路意識の醸成及び専門高校の更

なる魅力向上を図ります。 

■ 企業から学ぶ！ローカル×テック探究プロジェクト 

 ○ 地元企業との連携による課題解決型学習（ＰＢＬ）の推進 

  ・ 地元企業の伴走支援による年間を通じた課題解決型学習（ＰＢＬ）を実施し、専門高校にお 

ける探究的・実践的な学びを充実 

■ 専門高校プロモーションプロジェクト 

 ○ やまぐちスペシャリストＥＸＰＯ（仮称）の開催 

・ 県内の専門高校が一堂に会し、各校の特色ある学科・活動内容の紹介や、地元企業と連携し

た展示・体験ブースを設けるイベントを開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               【EXPOイメージ】 

 ○ 魅力発信コンテンツの制作 

  ・ 専門高校ならではの実践的な学びや進路面での強み等、県内の専門高校を横断的に紹介す 

るパンフレットや専用ホームページを制作 

 

   

  

［対 象］小・中学生及び保護者 等 

［日 時］11月下旬開催（予定） 

［開催場所］維新大晃アリーナ（予定） 
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【新社会人スタートアップ研修】

明日のやまぐちを創る！高校生就職支援事業 58,476千円

「ガイダンスの充実」と「マッチングの促進」に重点を置き、入学後の早い段階から生徒に寄

り添った伴走型の就職支援を行うことで、高校生の主体的な県内就職・県内定住を促進します。

■ 高校生キャリアデザイン支援事業

○ 県内産業や山口県の魅力の理解促進、県内就職・県内定住に向けた意識の醸成

  ・ 県内企業の技術者等による、ものづくりの仕組みや企業がもつ優れた技術についての講義

及び演習の実施

  ・ ライフプランニングや社会人として求められる資質等について考えるワークショップの開催

  ・ 就業への円滑な移行を図るための労働法制等に関するガイダンスの開催

■ やまぐち産学マッチング事業

○ 生徒の適切な職業選択と県内中小企業とのマッチングを促進

・ 高校が立地する地元の中小企業を学校に招聘し、高校生と企業の採用担当者等が直接交流

する機会を創出

  ・ 就職支援を担う人材等を配置し、１年時から、キャリアデザイン及び就職に向けた個別相

談・マッチングまでを生徒の希望・適性に沿って伴走支援

■ やまぐちリーディングカンパニー連携事業

○ ＤＸを推進している企業や各産業分野で主導的な地位にある企業と連携した企業見学・実習

を推進

・ ＤＸに関する取組や働き方改革を推進している企業への訪問等の実施

・ 産業界のＤＸの進展に伴い必要となる知識・技術の習得に向けた講習会の開催及び企業や

学校の施設・設備を活用した実習の実施

【ものづくり産業魅力体験セミナー】
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２ 県立高校の特色化・魅力化の推進

新 山口県公立高等学校教育改革促進基金積立金 R7補正：60,000千円

国の「高校教育改革に関する基本方針」に沿って、教育改革を先導するパイロットケースとな

るよう、産業人材等の育成に向けた高校づくりの財源として、「高等学校等教育改革促進事業費補

助金」を活用した基金を設置することとし、先行して事業実施体制の構築等に係る経費を造成す

るとともに、適切な管理運用を行います。

■ 高等学校教育改革促進事業

次の３類型に対応した高等学校教育改革を先導する拠点校のパイロットケースを創出し、取組・

成果を県内の高等学校等に普及する。

○ アドバンスト・エッセンシャルワーカー等育成

地域創生を支える核となる専門学科等の機能強化・高度化を図り、アドバンスト・エッセンシャ

ルワーカーなどの産業イノベーション人材を育成する。

○ 理数系人材育成

   先進的な新たな知を生み出す力を育成するため、理数的素養を身に付けつつ、自ら問いを立て、

解決する研究を行う高等教育を見据えた文理融合の学びを実現する。

○ 多様な学習ニーズに対応した教育機会の確保

   全国どこにいても多様な学びが保障されるよう、人口減少地域においても地域の実情や生徒の

学習ニーズ等に応じた魅力ある学びの選択肢を増やすため、地域の教育資源を生かした学びや遠

隔授業を活用した学びの提供を実現する。

新 高等学校教育改革実行計画策定経費 1,807千円

公立高校における教育活動・教育環境の更なる充実に向け、国の「高校教育改革に関する基本

方針」を踏まえた、「高等学校教育改革実行計画」を策定します。

■ 高等学校教育改革実行計画の策定

○ いわゆる高校無償化など、公立高校を取り巻く状況が大きく変化する中、公立高校の教育活

動・教育環境を充実させ、更なる魅力ある学校づくりを進めるため、国の「高校教育改革に関

する基本方針」を踏まえた、「高等学校教育改革実行計画」を策定

○ 策定にあたっては、「第３期県立高校将来構想」及び「県立高校再編整備計画（前期・後期）

実施計画」の方向性も踏まえた上で、外部の有識者等で構成する協議会において内容を検討

県教委

協議会

学校関係者、社会教育関係者
学識経験者、県知事部局、市町教委
地域の小・中学校、関係市町
経済団体、県内企業、県内大学

- 121 -



- 122 -

ＤＸで未来を創る！やまぐち探究レベルアップ事業 10,000千円

新たな価値を創造する人材の育成に向け、ＩＣＴ・ＡＩ等を活用し、文理横断的・探究的な学

習の高度化を図り、その取組・成果を広く県内に発信・横展開することで、探究的な学習活動を

推進します。

■ 教員研修・生徒対象講座

○ 文理横断的・探究的な学習の推進を担う教員を育成する研修等の実施

○ 生徒の探究基礎力・推進力を向上させるために、ＩＣＴ・ＡＩ等の活用講座を実施

■ 学校における探究学習への支援

  ○ 専門人材を活用し、探究的な学習の質を向上させる取組を計画・実施する学校の取組について

支援

■ 成果の共有と波及

○ 他校の生徒との交流による個々の生徒の研

究の充実や学習内容の深化及び県内全域的

な成果の波及

■ 成果の可視化

  ○ 調査・分析・フィードバックにより学習成

果を可視化

やまぐち高大パートナーシップ強化事業 4,011千円

高校と県内大学との連携を一層強めることにより、県内大学の学部・学科等の理解につなげ、

主体的な進路選択による県内大学への進学意識の向上を図り、若者の県内定着を促進します。

■ 高校と県内大学の年間を通じて連携した教育活動の実施

○ 高校と県内大学との定期的な連携により、県内大学への主体的な進路選択を促進

［対 象］県立高校等

［内 容］

《高大パートナーシップ授業》

・県立学校と県内大学が連携し、高校が設定した

テーマに基づく授業を、年３回程度実施

《地域医療探究プログラム》

  ・山口大学医学部等と連携し、地域医療に関する

   プログラムを実施

《新たな学び創出コンペティション》

・大学での学びに必要な課題発見・解決能力の育成

に向け、県内大学等と連携した内容や研究成果等

について発表・協議する大会を開催
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拡 県立高校空調整備関連事業 276,368千円

県立高校の空調整備の早期完了に向け、恒常的に使用する特別教室の整備を前倒しで実施しま

す。

拡 県立高校の空調整備

［対 象 校］全県立高校

［整 備 内 容］特別教室の空調新設

[早期整備対象] 恒常的に使用する特別教室であり、他教室で代替できない教室

（例）理科・美術等の専門教科教室、工業・農業等の専門実習室

≪空調整備事例≫         ≪恒常的に使用する特別教室の空調設置率≫

                            （R8.3月見込み）

県立学校施設等のトイレ洋式化（総務部一括計上） 372,000千円

ライフスタイルの変化への対応や良質な教育環境を確保するため、県立学校や社会教育施設の

トイレの洋式化を進めます。

■ 県立学校施設等のトイレ洋式化

［対象施設］県立学校、山口図書館

［整備内容］和式便器の洋式化（暖房便座、温水洗浄機能付き）、トイレブースの改修 等

■ 洋式化における基本的な考え方

○ 原則、既設の和式便器を洋式化

○ 一部に和式を望む意見があることから一定数の和式便器を残置

《洋式化のイメージ》 《バリアフリートイレの整備例》 【参考】トイレ洋式化率（R7.4月現在）

分 類
トイレ洋式化率

（概数）

高 等 学 校 50％

総 合 支 援 学 校 83％

博 物 館 50％

図 書 館 71％

青少年自然の家 52％

学校区分 普通教室 特別教室

高 等 学 校 100% 52.3%

総合支援学校 100% 100%
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 拡 高校再編に係る施設整備関連事業 3,973,448千円 

 
「第３期県立高校将来構想」を踏まえた、学校・学科の再編に必要な施設整備を計画的に推進

します。 

拡 「第３期県立高校将来構想」に基づく施設整備 

○ 新たな柳井高校と田布施農工高校における学科の設置に係る継続した施設整備 
○ 中高一貫教育校となる岩国高校と下関西高校における継続した施設整備 等 

   

 県立学校施設整備事業 5,741,924千円 

 
より質の高い高校教育を提供するための学校・学科の再編整備や児童生徒の増加に伴う総合支

援学校の教室不足に対応するために必要な施設整備を進めるとともに、安全で快適な学習環境を

整備するため、施設の長寿命化・老朽化対策や非構造部材の耐震対策等を実施します。 

■ 質の高い魅力ある教育環境の整備 
〇 高校再編整備 

・ 「第３期県立高校将来構想」に基づく学校・学科の再編整備や、併設中学校設置に必要な 
  施設整備を実施 

〇 総合支援学校における教室不足対策等 
・ 児童生徒の増加に伴う施設狭隘化解消や職業教育の充実に向け、必要な施設整備等を実施 

〇 空調設備整備 
・ 良好な教育環境を確保するため特別教室に空調設備を整備 

■ 安心・安全な教育環境の整備 
〇 長寿命化・老朽化対策 

・ 老朽化施設の建替整備や非構造部材の耐震対策等の実施 
〇 非構造部材の耐震対策 

・ 定期点検結果等を踏まえ、外壁等の非構造部材の落下防止対策工事等を実施 
〇 その他 

・ 法面危険箇所改修、多目的トイレの整備等を実施   

区   分 予算額 摘   要 

質の高い魅力ある教育環境の整備 

 高校再編整備 3,973,448 柳井、田布施農工ほか 

総合支援学校教室不足対策等 103,477  防府総支、豊浦総支ほか 

空調設備整備(早期整備含む） 383,732 県立高校等 

安心・安全な教育環境の整備 

 
長寿命化・老朽化対策 

4,618,087 

(再掲3,578,099) 
岩国工業、南陽工業ほか 

非構造部材の耐震対策 
634,092  

(再掲628,606) 
萩総支、岩国総合ほか 

その他 235,793 岩国工業、下関南総支ほか 
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 県立学校施設整備事業 5,741,924千円 

 
より質の高い高校教育を提供するための学校・学科の再編整備や児童生徒の増加に伴う総合支

援学校の教室不足に対応するために必要な施設整備を進めるとともに、安全で快適な学習環境を

整備するため、施設の長寿命化・老朽化対策や非構造部材の耐震対策等を実施します。 
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３ いじめ・不登校等対策の一層の強化

誰一人取り残されないいじめ不登校対策事業 222,425千円

いじめ・不登校等の未然防止、早期発見・早期対応に向け、アウトリーチ型の相談支援の実施

等により、様々な困難を抱える全ての児童生徒が安心して学ぶことのできる学校づくりを推進し

ます。

■ アウトリーチ型支援による教育相談体制の充実

○ 専門家による教育相談体制の充実
・ 全中学校区及び全県立学校へのスクールカウンセラー（ＳＣ）の配置
・ スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）による児童生徒・家庭への支援
・ 県のＳＳＷをスーパーバイザーとして位置付け、市町のＳＳＷの取組を支援
・ 全公立学校でＳＣによる「心理教育プログラム」等の心の教育の実施
・ 小学校の就学時健診等へのＳＣの派遣

○ 「心の健康観察アプリ」による児童生徒の心の健康状態の把握
・ 全ての県立学校で１人１台タブレット端末を活用した心の健康観察の実施

○ 生徒指導や教育相談に関する教職員研修の実施
  ・ 多様化・複雑化するいじめや不登校に関する研修会の実施 等

■ 不登校等児童生徒に対する校内の居場所づくり

○ 市町が設置する校内教育支援センターの設置促進
  ・ 教室に入りづらい子どもの居場所づくりに向け、小中学校に「校内教育支援センター」を設

置する市町に対し、相談支援等を行う人材の配置に係る支援

■ 組織的対応を支える取組の推進

○ 緊急時等の学校への支援
・ 重大事態等に対してＳＣ、ＳＳＷ等の専門家の派遣による、心のケア・早期復帰の支援
・ ＳＣ、ＳＳＷ等の専門家の資質の向上及び連携の強化に向けた合同研修会の実施
・「いじめ対策マイスター（警察ＯＢ）」や「学校問題解決支援コーディネーター(学校管理職

ＯＢ)」を県教委内に配置し、学校に派遣するなどの伴走型の支援 等
○ 法に基づく県のいじめ対策組織の運営

  ・ 「山口県いじめ問題対策協議会」の開催、「山口県いじめ問題調査委員会」の運営

中学校及び高校０年生からの教育相談事業 34,038千円

中学校及び高校の入学前後の児童生徒に対し、心理教育テストや教育相談を実施するなど、切

れ目のない支援体制により、いじめや不登校等の未然防止を図ります。

■ 切れ目のない教育相談体制

［対  象］公立中学校及び公立高校入学前の児童生徒

［支援イメージ］
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 拡 不登校対策のためのステップアップルームの取組強化 給与費 

 
在籍する学級での学習や集団での生活が困難となった児童生徒のための教室「ステップア

ップルーム」に、指導経験豊富な専属教員（サポート教員）を配置します。 

拡 ステップアップルーム設置校の拡大 

〇 ステップアップルームを中学校に加え新たに小学校に設置し、学びの場の確保及び教室復帰

に向けた支援を充実 《小学校》新規設置 《中学校》Ｒ７：35校⇒Ｒ８：増設 

拡 サポート教員アドバイザーの拡充 

〇 サポート教員への指導・助言や校内教育支援センターにおける不登校支援等を行うアドバイ 

ザーを配置 Ｒ７：１人⇒Ｒ８：２人 

■ 不登校等児童生徒への支援の充実に向けた会議の運営 

〇 サポート教員や市町教育委員会等を対象に、不登校対策の取組やステップアップルームにお 

ける取組・支援について具体的な方策等を検討するための連絡会議の実施 

     
 拡 スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）による支援体制の強化 給与費 

 
困難な問題を抱える児童生徒の環境への働きかけや関係機関との連携・調整を図るとともに、

市町配置のＳＳＷへの指導・援助を行います。 

拡 県のスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の配置拡充 

〇 やまぐち総合教育支援センターに正規雇用（常勤）のＳＳＷを１人増員し、５人体制（正規職

員２人、会計年度任用職員３人）で県立学校及びその児童生徒・保護者への継続した支援や緊

急時の迅速な対応を実施 

〇 県のＳＳＷをスーパーバイザーとして位置付け、市町配置のＳＳＷの取組を支援する体制を

強化 
     
 法務相談等の支援強化に向けたスクールロイヤーの配置 6,499千円 

 
学校におけるいじめ対応など法務の専門家への相談を必要とする事案に対応するため、県教委

内に配置した弁護士による、教育行政に係る法務相談等の支援を実施します。 

■ 教育全般に係る法務相談等の支援 

〇 学校におけるいじめ対応やハラスメント相談など教育全般に係る法務相談の実施 

〇 学校だけでは解決困難な事案への対応に係る法的な助言など、学校現場を訪問し、初期対応の

段階から支援を実施 

■ いじめ等の生徒向け及び教職員向けの研修の実施 

〇 いじめに係る生徒向けの未然防止や教職員向けの初期対応等に関する研修の実施 
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４ 「やまぐちスマートスクール構想 2.0」の推進

新 生成ＡＩ搭載やまプリＣＢＴ※による学力向上支援事業 102,849千円

本県独自の「やまぐちっ子学習プリント」をＣＢＴ化し、生成ＡＩによるサポート機能を導入

することで、学校でも家庭でも、児童生徒が生成ＡＩと対話しながら、学びを自ら推し進める力

の向上と確かな学力の定着を図ります。

■ 生成ＡＩ搭載やまプリＣＢＴの開発

〇 「やまぐちっ子学習プリント」のＣＢＴ化

［対象］

公立小中学校の児童生徒（小学校４学年から

中学校３学年）

［教科］

国語、社会、算数・数学、理科、英語の５教科

［内容］

紙媒体で作成・提供してきた「やまぐちっ子

学習プリント」について、ＣＢＴとして利用

可能な形に整備

〇 生成ＡＩサポート機能の搭載

・ 生成ＡＩが、問い返しやヒント提示を通して、児童生徒の思考を促しながら学習を支援

する仕組みの構築

・ 即時のフィードバックを可能とする生成ＡＩによる自動採点機能を付加

・ 教員が児童生徒の学習状況を把握し、きめ細かな学習支援を実施するための学習ログ分析

機能等を付加

■教職員対象の研修等による活用の促進

〇 導入初期における活用支援

・ 操作方法についての説明会の実施

・ 学校での活用促進に向けた研修の実施
「やまプリＣＢＴ」に取り組む生徒（Ｒ６実証時）

システムによる採点と生成ＡＩによるチャット形式でのサポート

ＣＢＴ化

従 来 導入後

媒 体 紙 デジタル

準 備 印刷 不要

課題内容 一斉配付 個別に選択

把 握 教員の目視 学習ログ

採 点 手作業 自動

※ＣＢＴ(Computer Based Testing)：コンピュータ上で実施する試験や調査等
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 生成ＡＩ・学習アシスタントアプリケーション運用保守経費 42,174千円 

 

生成ＡＩ・学習アシスタントアプリの県域共同利用が行える体制を構築することにより、個に

応じた学習支援を充実させ、家庭における「学び」と学校における「学び」の好循環を創出し、

子どもの「主体的に学習に取り組む態度」「思考力・判断力・表現力」の育成を図ります。 

■ 生成ＡＩを活用した家庭学習の支援 

〇 令和６年度のモデル校での実証及び 

令和７年度の全県での運用の成果と 

課題を踏まえ、生成ＡＩ・学習アシ 

スタントアプリの県域共同利用が行 

える体制を構築 

［アプリの特徴］ 

・ 直接答えを教えないプログラム 

を基本とし、個々の生徒のニーズ 

や学習活動の目的に合わせた動作 

が可能 

・ 生徒が自分で考え、課題の解決 

に向かうサポートを行える設計 

 

■ 生成ＡＩの利活用に関する研修会等の実施 

 〇 導入するアプリについての操作説明会を開催 

〇 生成ＡＩ利活用にあたっての留意事項の共有や効果的な活用方法の習得を行う教員対象の 

研修会を開催  

［研修内 容］ 

・ 生成ＡＩの特性の理解 

・ 生成ＡＩを利活用した学習活動の工夫について 

・ 生成ＡＩやインターネット上での情報の取扱やセキュリティ対策について 

・ 児童生徒の情報活用能力（情報モラル含む）の育成 

 〇 クラウドで年間を通じて情報共有を行うことのできる体制を構築 

〇 各市町における生成ＡＩの学習での利活用についてのサポート 

   
 山口県公立学校情報機器整備基金積立金    R7補正：908,868千円 

 
義務教育段階における１人１台タブレット端末等の更新を計画的に進めるため、国の補助金を

原資に造成した基金を効率的に運用します。 

■ 義務教育段階における１人１台タブレット端末等の更新（国補助制度） 

［事業期 間］令和５年度～令和１０年度 

［補助対 象］小・中学校段階（特別支援学校を含む。） 

区    分 補助基準額 補 助 率 

１人１台タブレット端末 5.5万円／台 国2/3、設置者1/3 

入出力支援装置 定額補助 国10/10 
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拡 やまぐちスマートスクール構想２．０推進事業 2,178,936千円
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○ デジタル関連の最新情報やデジタルで解決すべき社
会課題、キャリア支援につながる情報を提供・共有す
る高校生等を対象としたシビックテックコミュニテ
ィを創設・運営

〇 デジタル関連のイベントや高度ＡＩ人材育成のため
のセミナー等を開催

○ 地域のデジタル人材や過去の教育ＩＣＴ関連事業の
参加者等の協力のもと、参加した高校生の伴走支援を
実施するとともに、憧れの好循環を創出
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■ 教育ダッシュボードやクラウド型採点システムの運用

○ 学習の記録や出欠の記録等の様々な教育データを集
約・可視化する教育ダッシュボードの運用

〇 定期考査等の採点・集計業務のデジタル化による採点時間の短縮と、採点結果を分析し生徒の
学習指導の充実を可能にするクラウド型採点システムの運用

■ １人１台タブレット端末の更新に係る市町への支援

○ 「山口県公立学校情報機器整備基金」を活用し、市町へ補助金を交付するとともに複数市町

での共同調達を支援することで、市町における１人１台タブレット端末の計画的な更新を推進

《令和８年度更新予定》

対象市町数 更新対象台数

１３ 約55,000台（予備機分含む。）
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 ＤＸハイスクール推進事業 76,000千円 

 

高校段階におけるデジタル等の成長分野を支える人材育成の抜本的強化を図るため、情報、数

学等の教育を重視するカリキュラムを実施するとともに、ＩＣＴを活用した文理横断的・探究的

な学びを強化する教育活動の充実などデジタル人材育成に向けた環境整備を推進します。 

■ 高校等のデジタル人材育成環境の整備 

○ 大学・企業等との連携による学習指導の充実 

・ データ分析等のノウハウや専門知識が豊富な人材を有する大学等との連携により、生徒に充

実した指導を提供 

・ 教員の指導力の向上を図るため、専門機関等での研修を実施 

○ 高性能パソコンや３Ｄプリンタ等のＩＣＴ機器等の導入 

 

   
 県立高校等１人１台端末購入費支援事業 
 

155,895千円 

 

 
県立高校等の１人１台端末の整備に係る費用を保護者負担へ移行するにあたり、端末購入費の

一部を支援するとともに、低所得者世帯を対象とした支援を実施します。 

■ 高校段階の１人１台端末のＢＹＡＤ化 

○ 県立高校等の１人１台タブレット端末について、生徒一人ひとりにあった活用を一層促進す

るため、令和８年度入学生からＢＹＡＤ（指定された端末を個人が私費で購入し、学校及び家

庭で活用）に順次移行 

■ 端末購入費の支援の概要 

〇 全世帯向け端末購入費補助 

区分 県立高校・中等教育学校（後期課程） 県立特別支援学校（高等部） 

対 象 入学者全員 入学者全員 

補助率 端末購入費の1/3 
定額 

就学奨励費(※) 

  ※ 障害のある児童生徒が特別支援学校等で学ぶ際に、保護者等が負担する教育関係経費に 

ついて、家庭の経済状況等に応じ、国及び地方公共団体が補助する仕組み。 

〇 低所得者世帯向け端末購入費補助 

区分 県立高校・中等教育学校（後期課程） 県立特別支援学校（高等部） 

対 象 住民税非課税世帯等 
就学奨励費における 

支弁区分Ⅰの世帯 

補助率 定額（保護者負担分） 定額（保護者負担分） 

 
 
  

［対 象］県立高校等（継続校：10校、新規校：４校程度） 

［補 助 率］３年目継続校10/10（基本類型：上限300万円/校、重点類型：上限500万円/校）  

２年目継続校10/10（基本類型：上限500万円/校、重点類型：上限700万円/校） 

新規校10/10（基本類型：上限1,000万円/校） 

債務負担行為（限度額 201,197千円、期間 R8～R9） 
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５ 質の高い教育環境づくりの推進
教員業務支援員の配置 148,960千円

教員の長時間勤務を是正し、学校の指導・運営体制のさらなる充実を図るため、教員の事務的

業務を補助する教員業務支援員を配置する市町を支援するとともに、県立高校等に配置します。

■ 教員業務支援員の配置

［配  置］

○ 教員業務支援員配置支援事業：市町立小・中学校への配置（400人）

   ○ 教員業務支援員配置事業：県立高校等への配置（９人）

［業務内容］

印刷等業務、学習・学級事務業務、集計・データ入力等業務 等

拡 教職調整額 給与費

教員の処遇改善を図り、優れた人材を確保するため、教育職員に支給されている教職調整額の

引き上げを段階的に実施します。

拡 教職調整額の引き上げ

○ これまで支給されていた給与月額の４％を令和８年から５％に改善し、以降段階的に実施

令和８年１月～ ４％→５％

令和９年１月～ ５％→６％

人づくりを支える教師確保推進事業 13,354千円

教員志願者の著しい減少による教員不足の問題を解消していくため、教員採用試験の志願者の

増加等を図り、本県の人づくりを支える教員の確保を推進します。

■ 魅力ＰＲ動画「先生になるなら“やまぐち”で！」の配信

○ 現職教員インタビューによる教職の魅力ややりがい、

山口県教育の魅力を分かりやすく伝える動画の配信

■ 教職に就いていない免許保有者等に向けた教職入門

セミナーの実施

○ 教職に就いていない免許保有者等が、教員の仕事や

給与・共済制度、採用試験、臨採登録等について

学ぶとともに現職教員と交流するセミナーの開催

■ 教員免許未取得者を対象とした特別選考の実施及び

免許取得に係る経費の支援

○ 教員採用試験において、教員免許未取得者が受験

できる特別選考を実施し、特別選考合格後の教員

免許取得に対する費用を補助
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免許取得に対する費用を補助（免許取得に対する費用

補助は、令和７年度実施の教育採用試験合格者までが対象）
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拡 教職員採用等選考実施費 25,997千円

本県の「求める教職員像」に示す資質能力を備えた人材の確保に向けて、教員採用候補者選考   

試験を着実に実施します。

拡 教員採用候補者選考試験の改善

○ 「自己推薦特別選考」の新設

■ 教員採用候補者選考試験受験者等への学習資料の提供

○ 先生になるなら“やまぐち”で！学びサイト「なる

やまサイト」の開設

■ 大学訪問及び大学生向けガイダンス等の実施

○ 県内外の大学を訪問し、本県の教員を志望する大学生を対象としたガイダンス等を実施

新 学校給食費負担軽減事業 3,199,777千円

学校給食費の保護者負担の軽減を図るため、給食を実施する公立小学校の設置者である市町及

び県立特別支援学校小学部に対し、国の基準額に基づく食材費相当額の支援を実施します。

■ 市町に対する支援

[支援対象] 給食を実施する公立小学校の設置者である市町

[負担割合] 国1/2、県1/2

[基準 額] １か月あたり5,200円

[支援 額] 在籍児童数×基準額×11か月

■ 県立特別支援学校に対する支援

[支援対象] 給食を実施する県立特別支援学校

の小学部

[負担割合] 国1/2、県1/2

[基準 額] １か月あたり6,200円

[支援 額] 在籍児童数×基準額×11か月

県立学校給食費に係る物価高騰差額補助事業 14,272千円

県立学校において、これまでどおりの栄養バランスや量を保った学校給食が実施されるよう、

物価高騰に伴う学校給食費の高騰に対応するため、保護者負担の軽減を目的とした支援を実施し
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が軽減されるよう、支援を実施

［対象学校］学校給食を実施している県立学校

県立中学校、県立中等教育学校（前期課程）、

定時制課程夜間部を置く県立高等学校、県立特別支援学校
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[支援対象] 給食を実施する公立小学校の設置者である市町

[負担割合] 国1/2、県1/2

[基準 額] １か月あたり5,200円

[支援 額] 在籍児童数×基準額×11か月
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 新 部活動の地域展開・地域クラブ活動推進事業 479,270千円 

 
国が示す令和８年度からの「改革実行期間」における部活動の地域展開の推進に向け、地域ク

ラブ活動等に係る市町の取組を支援します。 

■ 地域クラブ活動の活動費等に対する支援 

○ 休日の地域クラブ活動の実施に要する経費に係る市町への補助 

   ［対象経費］人件費、諸謝金、旅費、通信運搬費、印刷製本費、会議費、備品費 等 

［対象］市町が認定した「認定地域クラブ活動」 

 

■ 地域展開に向けた体制整備に対する支援 

 ○ 部活動の地域展開等に向けた推進体制の整備等の実施に要する経費に係る市町への補助 

  ［対象経費］人件費、諸謝金、旅費、通信運搬費、印刷製本費、会議費、備品費 等 

［対象］市町 

［内容］コーディネーターの配置、人材バンクの設置・運用、指導者研修の実施、 

移動手段の確保、ポータルサイト等の開設・運用 等 

 

■ 地域展開等の加速化に向けた実証事業に対する支援 

○平日の部活動の地域展開等について、実現可能な活動の在り方や課題への対応策の検証等を 

目的に行う実証事業の実施 

［対象経費］人件費、諸謝金、旅費、通信運搬費、印刷製本費、会議費、備品費 等 

［対象］市町 

［主な課題］・平日の地域クラブ活動の移動手段の確保 

・地元大学等との連携による指導・運営体制の整備 

・指導者の資質向上のための公認資格取得促進や育成プログラムの構築  

・多種目・多世代など地域クラブ活動における新たな価値の創出 等 

 

  
《再掲》                                                 （単位：千円） 

事 業 名 事 業 費 再 掲 項 

拡 県立高校空調整備関連事業 276,368 123 

県立学校施設等のトイレ洋式化（総務部一括計上） 372,000 123 

拡 高校再編に係る施設整備関連事業 3,973,448 124 

県立学校施設整備事業 5,741,924 124 
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ⅣⅣ  教教育育振振興興基基本本計計画画のの６６つつのの施施策策のの柱柱にに基基づづくく主主なな事事業業  

 
◆教育目標である「未来を拓く(ひらく) たくましい『やまぐちっ子』の育成」に向け
て、重点施策に掲げた５つの取組に加え、教育振興基本計画に掲げた６つの施策の
柱に沿った事業を総合的・計画的に推進します。 

 
 
１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進 
 学習指導要領の趣旨を踏まえた確かな学力の育成を図るとともに、生涯にわたる人格形成

の基礎を培う重要な時期である乳幼児期の教育など、子どもたちが多様な人々と協働して

力強く生きていくための基礎となる力を育みます。 

 また、豊かな心を育むため、人権教育を推進するとともに、体力の向上などにより、健

やかな体を育成します。 

 

 

２ 新たな時代を創造する人材を育む教育の推進  
グローバルな視点で活躍し、イノベーションを担う人材の育成に資する英語教育や理数

教育の充実を図りながら、未来を切り拓いていくために必要な新たな価値を生み出す創造性と

多様な他者と協働して行動できる人材を育みます。 

 

 

３ 誰一人取り残されることのない教育の推進  
 障害や、いじめ・不登校等の困難を有する児童生徒の多様なニーズに対応した教育を

推進します。 

 

 

４ 学校・家庭・地域が連携・協働した教育の推進  
本県教育の基盤であるコミュニティ・スクールを核として、学校・家庭・地域が連携・協働し、

社会総がかりによる子どもたちの学びや育ちを支える取組の充実を図ります。 

 

 

５ 生涯を通じた学びの充実   

県民のニーズに応える学習機会を提供し、人生 100 年時代を見据えた社会教育の推進を

図るとともに、文化・芸術に親しむ環境の整備や、スポーツを楽しみ、競技力向上に向けた

施策を展開します。 

 

 

 

６ 豊かな学びを支える教育環境の充実   

学校における働き方改革の推進や、教員の確保と教職員の育成に取り組むとともに、

特色ある学校づくりなどにより、持続可能な教育体制と質の高い学校教育を推進します。 

また、学校施設の老朽化対策や防災対策など、学校の安心・安全対策を進めます。 
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１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

学びに向かうやまぐちっ子育成事業 7,293千円

全ての子どもたちの可能性を引き出すために、特定の学力課題の克服や学習習慣の確立などの

課題解決を図るとともに、学習指導要領で求められる資質・能力を本県の子どもたちに確実に身

に付けさせ、子どもたちの自己実現を支援します。

■ 学力ＰＤＣＡサイクル事業

○ 山口県学力定着状況確認問題の作成及びＣＢＴによる実施

○ 学力分析支援ツールの提供と活用促進 等

■ 授業力向上事業

○ キャリアステージに応じた研修会の実施

・ 管理職リーダーシップアップ研修  

・ ミドルリーダーレベルアップ研修

○ 授業力向上実践研究の推進（指定校：県内７校）

学校マネジメント力強化推進事業 5,096千円

子どもが新たな時代に社会で活躍するために必要な力を身に付けることをめざし、校長のマネ

ジメント力の強化など、教員同士が学び合う環境を構築することで、組織的な教育活動の実践を

推進します。

■ 新たな学びの推進

〇 市町立小・中学校の校長等管理職と中堅教諭等を

対象とした学校マネジメントに関する研修の実施

〇 組織的な教育活動の校内実践による、多様な他者

と協働した探究的な学びや、教科等横断的な学び

といった、「新たな学び」の全県展開

■ 「やまぐち型伴走支援」の推進

〇 指導主事・社会教育主事等を対象とした学校支援に

関する研修の実施により、学校の新たな学びの推進

に向けた取組を支援

〇「やまぐち型伴走支援の手引書」の改訂・活用による、

県内全ての公立小・中学校の教育水準の維持・向上

［実 施 時 期］１０月中旬       

［対象学年（実施教科）］小学校 第５・６学年（国語、算数）

           中学校 第１学年（国語、数学）

           中学校 第２学年（国語、数学、英語）

      中学校 第２学年   国語 数学 英語

【授業力向上実践研究指定校の研究発表会】

《探究的な学びの授業風景》
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乳幼児の育ちと学び支援事業 26,087千円

「山口県乳幼児の育ちと学び支援センター」を拠点として、幼児教育・保育施設に対し、国公私

立や施設類型の区別なく研修等の機会や情報を提供して、幼児教育・保育の質の向上を図ります。

■ 保育士・幼稚園教諭・保育教諭に対する研修

○ 現場のニーズ等に対応した研修の充実

○ 幼稚園教諭一種免許状取得に係る認定講習の実施

■ 市町や幼児教育・保育施設に対する助言

○ アドバイザー等による訪問支援の拡充

○ 次世代のアドバイザーの育成（プレアドバイザー）

■ 乳幼児期の教育及び保育に関する情報提供・啓発

  ○ 幼児教育・保育施設、保護者等への情報発信

○ SNSを活用した積極的な情報発信

■ 保幼小連携の推進

〇 冊子｢はじめのいっぽ もういっぽ｣の活用・成  

果検証

〇 県担当架け橋期のコーディネーター及び地域  

担当架け橋期のコーディネーター（幼児教育・

保育長期研修生派遣市町）の派遣

○ 架け橋期のコーディネーター育成研修の実施

【アドバイザー等による訪問支援】       【架け橋期のコーディネーターによる講演】

《重点施策（再掲）》                                           （単位：千円）

事 業 名 事 業 費 再 掲 項

新 あこがれの連鎖で紡ぐキャリア教育推進事業 12,039 117

新 生成ＡＩ搭載やまプリＣＢＴによる学力向上支援事業 102,849 127

生成ＡＩ・学習アシスタントアプリケーション運用保守経費 42,174 128

明日のやまぐちを創る！高校生就職支援事業 58,476 120

やまぐち高大パートナーシップ強化事業 4,011 122

新 学校給食費負担軽減事業 3,199,777 132

県立学校給食費に係る物価高騰差額補助事業 14,272 132

乳幼児期の教育及び保育に関する

保育者への研修や幼児教育・保育施設

に対する助言・情報提供等の施策を総

合的に実施する拠点
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■ 市町や幼児教育・保育施設に対する助言
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■ 保幼小連携の推進

〇 冊子｢はじめのいっぽ もういっぽ｣の活用・成  

果検証

〇 県担当架け橋期のコーディネーター及び地域  

担当架け橋期のコーディネーター（幼児教育・

保育長期研修生派遣市町）の派遣

○ 架け橋期のコーディネーター育成研修の実施

【アドバイザー等による訪問支援】       【架け橋期のコーディネーターによる講演】

《重点施策（再掲）》                                           （単位：千円）

事 業 名 事 業 費 再 掲 項

新 あこがれの連鎖で紡ぐキャリア教育推進事業 12,039 117

新 生成ＡＩ搭載やまプリＣＢＴによる学力向上支援事業 102,849 127

生成ＡＩ・学習アシスタントアプリケーション運用保守経費 42,174 128

明日のやまぐちを創る！高校生就職支援事業 58,476 120

やまぐち高大パートナーシップ強化事業 4,011 122

新 学校給食費負担軽減事業 3,199,777 132

県立学校給食費に係る物価高騰差額補助事業 14,272 132

乳幼児期の教育及び保育に関する

保育者への研修や幼児教育・保育施設

に対する助言・情報提供等の施策を総

合的に実施する拠点
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２ 新たな時代を創造する人材を育む教育の推進

やまぐち発！グローバル・リーダー育成事業 14,545千円

海外留学に向けた機運の醸成や、海外留学する高校生への支援とともに、世界トップレベルの

大学と連携した講義の実施により、将来の山口県を担う、グローバル・リーダーを育成します。

■ スタンフォードe-Yamaguchiプログラム

○ スタンフォード大学と連携したオンラインプログラムの実施

  現代的な諸課題をテーマとして、スタンフォード大学教員のファシリテートを受けながら、

オールイングリッシュによるオンラインの講義・ディスカッション・プレゼンテーション

を実施

■ 短期留学プログラム

○ 短期留学プログラムの実施及び参加生徒への留学経費補助（一人６万円）

東部地域グローカル人材育成事業 103,520千円

「地域に住む外国人や海外との交流を通した地域活性化に関する教育活動」を実施することに

より、地球規模・国際的（グローバル）な視点や経験を生かして、自分たちの地域（ローカル）

社会に貢献する活動を行う人材を育成します。

○ グローカル人材に必要とされる「語学力・コミュニケーション力」「多様性や多文化共生を理

解する力」「自ら考え、物おじせず行動する力」及び「地域で活躍し、自らが地域を変えてい

く力」の総合的な育成をめざして、５つのプログラムを実施

［内 容］

（１）語学力育成プログラム（オンライン英会話）

（２）グローバル探究プログラム（海外研修）
（３）国際交流体験プログラム（外国人との交流等）
（４）ローカル探究プログラム（地域探究）
（５）グローカル・ラボ（人材育成へとつなげる研修）

［対 象］県内の高校生30名
［時 期］９月から３月（全10回）
［内 容］現代的な諸課題についてのテーマ別講義

・ディスカッション・プレゼンテーション
等をオールイングリッシュにより実施

［対 象］県内の高校生20名
［派遣先］オーストラリア（夏期約２週間）
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 やまぐち燦めきサイエンス事業 6,993千円 

 将来の国際的な科学技術系人材を育成するため、科学技術に対する興味・関心の喚起や体験的・

探究的活動の充実など、質の高い系統的・継続的な理数教育の推進を図ります。 

■ ヤング・サイエンティスト拡大事業（ＹＳＥ事業） 

○ 山口大学等と連携して開催する科学教室に、高校生が講師として参加することで、小・中学校 

  段階での科学技術に対する興味関心を喚起するとともに、高校生の科学に関する資質・能力を 

  向上 

■ やまぐちサイエンス・サポート事業（ＹＳＳ事業） 

○ 理数教育推進拠点校における理数教育に関する体験的・探究的な教育活動の取組を充実し、全 

県的に理数教育を推進 

■ やまぐちサイエンス・チャレンジ事業（ＹＳＣ事業） 

○ やまぐちサイエンス・キャンプの開催 

○ 「科学の甲子園・科学の甲子園Ｊｒ」山口県大会の開催 

 

            
《重点施策（再掲）》                                           （単位：千円） 

事 業 名 事 業 費 再 掲 項 

山口県公立学校情報機器整備基金積立金（R7補正） 908,868 128 

拡 やまぐちスマートスクール構想２．０推進事業 2,178,936 129 

ＤＸハイスクール推進事業 76,000 130 

県立高校等１人１台端末購入費支援事業 155,895 130 

新 やまぐち専門高校魅力創出事業 19,931 119 

ＤＸで未来を創る！やまぐち探究レベルアップ事業 10,000 122 

やまぐち高大パートナーシップ強化事業 4,011 122 
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３ 誰一人取り残されることのない教育の推進 
 

 拡 インクルーシブ教育システム推進事業 11,696千円 

  障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組みであるインクルーシブ教育システムの充実に

向けて、特別支援教育に係る体制整備を推進します。 

■ 外部専門家の活用 

○ 障害の重度・重複化、多様化に対応するため、障害のある児童生徒が在籍する学校へ専門家

を派遣 

■ 就職支援コーディネーターの配置 

○ 高等部生徒の卒業後の自立や社会参加を促進するため、コーディネーターを県立特別支援学

校４校に配置し、現場実習先の確保や就職支援を実施 

■ 高等学校における特別支援教育の充実 

○ 専門性の高い退職校長等を「特別支援教育スーパーバイザー」として配置し、校内体制の整

備、人材育成に向けた管理職への助言 

■ 特別支援学校におけるキャリア形成 

○ 「きらめき検定」を通して、児童生徒の社会参加できる力を育成 

 

 

   
 就学奨励費 258,165千円 

 
特別支援学校に通う児童生徒の保護者等の経済的負担を軽減するため、その負担能力の程度に

応じ、国の制度に沿って、就学のために必要な経費を支給します。 

［対 象 者］特別支援学校に在籍する児童生徒の保護者等 

［対象経費］特別支援学校の就学に必要な経費 

［主な支給内容等］ 

《負担割合》国 1/2 県1/2 

経費区分 支弁区分 支給額 経費区分 支弁区分 支給額 

学校給食費 

Ⅰ 実費 修学旅行費 
（本人経費） 

※上限あり 

Ⅰ 実費 

Ⅱ 実費の1/2 Ⅱ 実費の1/2 

Ⅲ ― Ⅲ ― 

交通費 
（本人経費） 

Ⅰ 実費 
学用品購入費 

※上限あり 

Ⅰ 実費  

Ⅱ 実費 Ⅱ 実費の1/2 

Ⅲ 実費 Ⅲ ― 
 

【外部専門家の活用】 【きらめき検定】 
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日本語教育支援体制整備事業 18,434千円

日本語指導が必要な児童生徒が、適切な指導・支援の下で将来への現実的な展望がもてるよう

にするため、遠隔・オンラインによる日本語指導等の充実を図るとともに、日本語指導補助者・

支援員等による継続的な支援を行い、切れ目ない日本語教育を推進します。

■ ＮＰＯ法人との遠隔・オンライン日本語指導の実施

○ 日本語指導が必要な児童生徒を対象に、遠隔日本語教育に知見を有する民間団体によるオン

ライン日本語指導を実施

○ 対象児童生徒は、１人１台タブレット端末を活用して、日本語レベルに適した双方向のオン

ライン日本語指導や学習支援講座を集中的に受講

【ＮＰＯ法人】        【オンライン】        【学校】

■ 指導補助者・支援員等による日本語教育サポートの補助

○ 日本語指導が必要な児童生徒が、在籍学級において一斉指導を受ける中で、各市町が配置する

日本語指導補助者や支援員等が、日本語指導が必要な児童生徒のそばに付き添って学習を支

援し、教科学習に必要な日本語能力の向上を図る取組を補助

国公立高校生奨学給付金事業 502,507千円

授業料以外の教育費負担の軽減を図り、生徒が安心して教育を受けられる環境を整備するた

め、低中所得世帯等の生徒に対して奨学のための給付金を支給します。

■ 高校生等奨学給付金

［対 象 者］〇年収約490万円未満の世帯で国公立の高等学校（専攻科除く）、中等教育学校（後
期課程）、高等専門学校（１～３学年）に在学する生徒

            〇年収約380万円未満の世帯または年収約380万円以上約600万円未満の多子世帯
で国公立の高等学校（専攻科）に在学する生徒

       ※外国籍生徒は一部対象外
［対象経費］授業料以外の教育に必要な経費（教科書費等）
［給付年額］                                              《負担割合》国 1/2 県1/2

世帯区分 支給額

生活保護受給世帯
32,300円

（通信制：32,300円 専攻科：50,500円）

住民税所得割非課税世帯
143,700円

（通信制：50,500円 専攻科：50,500円）

年収約270万円以上約380万円未満の世帯
47,900円

（通信制：16,830円 専攻科：16,830円）

年収約380万円以上約490万円未満の世帯
35,930円

（通信制：12,630円）

年収約380万円以上約600万円未満の多子世帯
12,630円
（専攻科）

【実際の授業の様子】
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【実際の授業の様子】
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 公立高等学校等就学支援事業 2,429,109千円 

 
公立高等学校等における教育に係る経済的負担の軽減を図るため、国の制度に沿って就学支援

金等を支給することで、授業料を実質無償化します。 

■ 高等学校等就学支援金 

［対 象 者］公立の高等学校、中等教育学校（後期課程）に在学する生徒 

      ※外国籍生徒は一部対象外 

［支 給 額］全日制：9,900円/月、定時制：900円/月、通信制：100円/単位 

      《負担割合》国 3/4 県1/4 
 

■ 専攻科修学支援事業 

［対 象 者］年収約380万円未満の世帯または多子世帯で公立の高等学校（専攻科）に在学 

する生徒 

［支 給 額］年収約270万円未満の世帯             9,900円/月 

年収約270万円以上約380万円未満の世帯 4,950円/月 

多子世帯 ※所得制限なし             9,900円/月 

《負担割合》国 1/2 県1/2 

   
 県立高等学校再編に係る遠距離通学支援事業 51,884千円 

 
県立高等学校の再編整備により、居住地域に県立高校がなくなることに伴い、予期せぬ進路変

更により遠距離通学が必要となった生徒に対して、一定の期間、通学費の支援を行います。 

■ 遠距離通学支援制度 

［対 象 者］県立高校の再編整備により、平成の合併前の市町村単位で高校がなくなった地域に 

居住し、県内の高等学校（私立高校含む）に通学する生徒 

［対象経費］公共交通機関等により通学に要する経費の７千円／月を超える額 

（上限額１万円／月） 

［対象期間］募集停止後５年の期間内 

     
《重点施策（再掲）》                                           （単位：千円） 

事 業 名 事 業 費 再 掲 項 

誰一人取り残されないいじめ不登校対策事業 222,425 125 

中学校及び高校０年生からの教育相談事業 34,038 125 

拡 不登校対策のためのステップアップルームの取組強化 給与費 126 

拡 スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）による支援体制の強化 給与費 126 

法務相談等の支援強化に向けたスクールロイヤーの配置 6,499 126 
 

- 141 -



- 142 - 

４ 学校・家庭・地域が連携・協働した教育の推進 
  
 地域教育力日本一推進事業 43,004千円 

 
学校・家庭・地域が連携・協働し、社会総がかりで子どもたちの学びや育ちを見守り、支援す

る本県ならではの地域連携教育の一層の充実に向けた取組を推進します。 

■ 全県的な推進体制の強化 

○ 山口県地域連携教育推進協議会の開催 

・各学校・地域において質の高い取組が行われるよう、県施策の充実や改善について協議 

■ 推進の核となる人材の養成 

○ 地域協育ネットコーディネーター・家庭教育アドバイザー養成講座及びステップアップ 

  講座の開催 

■ 研修の充実 

○ 管理職・学校運営協議会会長等を対象としたコミュニティ・スクール経営に係る研修会の開催 

○ 地域連携教育関係者を対象にした研修会の開催 

〇 家庭教育支援チーム等を対象にした研修会の開催 

■ 活動充実に向けた普及啓発 

○ 地域連携教育に係るリーフレット等の作成・配布及び取組事例の紹介資料の作成・周知 

○ 地域連携教育広報番組「はつらつ山口っ子」制作・放映（第３日曜日「家庭の日」放映） 

■ 地域学校協働活動の充実 

○ 地域協育ネット等の取組・放課後子ども教室・地域未来塾の充実【実施主体：市町】 

○ 地域学校協働活動推進員の活動充実【実施主体：県・市町】 

○ 家庭教育支援の充実【実施主体：県・市町】 

 
 やまぐち部活動改革推進事業 28,317千円 

 
公立中学校等における部活動の地域展開に向け、学校や保護者等を対象とした普及啓発や、人

材確保を図ります。 

■ 協議会・セミナーの開催 

 ○ 関係機関・団体等との連携による協議会の開催 

 ○ 学校関係者等を対象としたセミナーの開催 

■ 部活動指導員を配置する市町の支援 

 ○ 学校部活動の地域展開に向けた人材確保のため、部活動の技術的な指導や大会への引 

率等を行う部活動指導員を公立中学校に配置 

  
《重点施策（再掲）》                                           （単位：千円） 

事 業 名 事 業 費 再 掲 項 

新 やまぐち創生！「地域の創り手」育成推進事業 66,880 118 

新 部活動の地域展開・地域クラブ活動推進事業 479,270 133 
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４ 学校・家庭・地域が連携・協働した教育の推進 
  
 地域教育力日本一推進事業 43,004千円 

 
学校・家庭・地域が連携・協働し、社会総がかりで子どもたちの学びや育ちを見守り、支援す

る本県ならではの地域連携教育の一層の充実に向けた取組を推進します。 

■ 全県的な推進体制の強化 

○ 山口県地域連携教育推進協議会の開催 

・各学校・地域において質の高い取組が行われるよう、県施策の充実や改善について協議 

■ 推進の核となる人材の養成 

○ 地域協育ネットコーディネーター・家庭教育アドバイザー養成講座及びステップアップ 

  講座の開催 

■ 研修の充実 

○ 管理職・学校運営協議会会長等を対象としたコミュニティ・スクール経営に係る研修会の開催 

○ 地域連携教育関係者を対象にした研修会の開催 

〇 家庭教育支援チーム等を対象にした研修会の開催 

■ 活動充実に向けた普及啓発 

○ 地域連携教育に係るリーフレット等の作成・配布及び取組事例の紹介資料の作成・周知 

○ 地域連携教育広報番組「はつらつ山口っ子」制作・放映（第３日曜日「家庭の日」放映） 

■ 地域学校協働活動の充実 

○ 地域協育ネット等の取組・放課後子ども教室・地域未来塾の充実【実施主体：市町】 

○ 地域学校協働活動推進員の活動充実【実施主体：県・市町】 

○ 家庭教育支援の充実【実施主体：県・市町】 

 
 やまぐち部活動改革推進事業 28,317千円 

 
公立中学校等における部活動の地域展開に向け、学校や保護者等を対象とした普及啓発や、人

材確保を図ります。 

■ 協議会・セミナーの開催 

 ○ 関係機関・団体等との連携による協議会の開催 

 ○ 学校関係者等を対象としたセミナーの開催 

■ 部活動指導員を配置する市町の支援 

 ○ 学校部活動の地域展開に向けた人材確保のため、部活動の技術的な指導や大会への引 

率等を行う部活動指導員を公立中学校に配置 

  
《重点施策（再掲）》                                           （単位：千円） 

事 業 名 事 業 費 再 掲 項 

新 やまぐち創生！「地域の創り手」育成推進事業 66,880 118 

新 部活動の地域展開・地域クラブ活動推進事業 479,270 133 
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５ 生涯を通じた学びの充実 
 
 新 「やまぐち昆虫発見隊」開催費 15,370千円 

 
県立山口博物館において、標本展示をはじめ、イラストや体験型コンテンツにより、昆虫の暮

らしぶりや驚きの生態を楽しく学ぶことができる特別展を開催します。 

■ 開催期間  令和８年７月２３日（木）～８月２３日（日）［会期：２８日間］ 

■ 展示構成  １ 身近で気になる昆虫ランキング 

２ Let’s go 昆虫ハンティング 

３ 山口県の昆虫 

４ 体験・撮影コーナー 

５ 工作コーナー 
《みどころ》 ・よく目にするけど、名前も知らない昆虫たちのあっと驚く生態を紹介！ 

       ・数万匹に1匹！雌雄両方の特徴をもつクワガタ標本の公開 

       ・カブトムシなどの甲虫が集まる夜のライトトラップ体験 

・県内各地域のシンボルとなる昆虫の週替わり展示 

・生き物観察アプリを用いた親子で楽しむ昆虫探し企画 

・紙に描いた昆虫イラストが壁に投影され動き出す参加型アトラクション 

■ 県内関連施設等との連携  スタンプラリー、ギャラリートーク 
  

 新 山口ならではの自然体験活動推進事業 5,000千円 

 
山口ならではの豊かな自然の中で、山口ならではの教育手法を用いた自然体験活動を推進し、

子どもたちのふるさと山口への誇りと愛着や、主体性をはじめとした「生きる力」を高め、地域

の未来を自ら考え、豊かな人生を主体的に切り拓いていく「地域の創り手」を育みます。 

■山口ならではの豊かな自然の体験 

○ユネスコ世界ジオパーク認定に向け機運の高まるMine秋吉台ジオパークを舞台として、 

地域の人と交流しながら、自然や歴史、文化等を体験 

 ［対 象］小・中学生 

［内 容］・自然体験キャンプの実施 

         ・歴史・文化など地域の魅力を発見するプログラムの実施 

     ・地域の子ども等のプログラム企画への参画 

■山口ならではの手法による「地域の創り手」の育成  

○やまぐちアドベンチャーキャンプの実施 

［対 象］小・中学生 

［内 容］・野外活動とカウンセリングを組み合わせた長期自然体験 

活動の実施 

      ・主体性等、「生きる力」を向上するプログラムの構築 

○ＡＦＰＹ（Adventure Friendship Program in Yamaguchi）の推進 

・個人の成長を図り、豊かな人間関係を築く、山口県独自の体験学習法の普及・促進 

〇地域を創る力の測定手法の設定 

・「ふるさと山口の未来を創る心意気の向上」と「主体性をはじめとした生きる力の変容」 

 に着目した体験活動の効果を測定する手法の設定 

・測定結果を踏まえたプログラムの充実 

○体験活動に取り組む若手指導者の確保と指導者養成の充実 
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市町人権教育推進事業費補助事業 2,640千円

人権教育に関わる学習機会の確保、充実に努めるため、市町で実施する人権教育に係る事業を

支援し、「県民一人ひとりの人権が尊重された心豊かな地域社会」の実現に向けた取組を推進します。

■ 人権教育を推進するための講座開設事業への補助

［対 象］市町

［内 容］○ 広く地域住民を対象とした講座開設

     ○ 市町内を巡回して行う講座開設

     ○ 体験・交流活動等を主とした講座開設

○ 指導者を養成するための講座開設

全国高等学校総合文化祭開催準備経費 25,988千円

令和 10 年に山口県での開催が内定している「第 52 回全国高等学校総合文化祭」（やまぐち総

文2028）の開催に向けて、関係団体と連携して準備を推進します。

■ 事業内容

○ 実行委員会・生徒実行委員会の設置・運営

○ 大会ＰＲイベントの開催や広報活動の充実

○ 各開催部門の活動強化の支援

■ 大会概要

○ 会   期 令和10年７月下旬～８月上旬（予定）

○ 会   場 県内の文化施設等

○ 開会行事 総合開会式、パレード

○ 開催部門 規定19部門、協賛２部門

新 令和８年度全国中学校体育大会開催費 13,260千円

中国ブロックで開催される令和８年度全国中学校体育大会の円滑な運営を図るため、その開催

費を支援します。

■ 大会概要

○ 開催期間 令和８年８月17日（月）～８月24日（月）

○ 開催競技 16競技

○ 山口県の開催競技及び開催市等

開催競技 開催市・競技会場 開催期間

陸上競技

山口市

維新みらいふスタジアム

（維新百年記念公園陸上競技場）

8/20～8/23

［４日間］

剣道

下関市

J:COMアリーナ下関

（下関市総合体育館）

8/21～8/23

［３日間］
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市町人権教育推進事業費補助事業 2,640千円

人権教育に関わる学習機会の確保、充実に努めるため、市町で実施する人権教育に係る事業を

支援し、「県民一人ひとりの人権が尊重された心豊かな地域社会」の実現に向けた取組を推進します。

■ 人権教育を推進するための講座開設事業への補助

［対 象］市町

［内 容］○ 広く地域住民を対象とした講座開設

     ○ 市町内を巡回して行う講座開設

     ○ 体験・交流活動等を主とした講座開設

○ 指導者を養成するための講座開設

全国高等学校総合文化祭開催準備経費 25,988千円

令和 10 年に山口県での開催が内定している「第 52 回全国高等学校総合文化祭」（やまぐち総

文2028）の開催に向けて、関係団体と連携して準備を推進します。

■ 事業内容

○ 実行委員会・生徒実行委員会の設置・運営

○ 大会ＰＲイベントの開催や広報活動の充実

○ 各開催部門の活動強化の支援

■ 大会概要

○ 会   期 令和10年７月下旬～８月上旬（予定）

○ 会   場 県内の文化施設等

○ 開会行事 総合開会式、パレード

○ 開催部門 規定19部門、協賛２部門

新 令和８年度全国中学校体育大会開催費 13,260千円

中国ブロックで開催される令和８年度全国中学校体育大会の円滑な運営を図るため、その開催

費を支援します。

■ 大会概要

○ 開催期間 令和８年８月17日（月）～８月24日（月）

○ 開催競技 16競技

○ 山口県の開催競技及び開催市等

開催競技 開催市・競技会場 開催期間

陸上競技

山口市

維新みらいふスタジアム

（維新百年記念公園陸上競技場）

8/20～8/23

［４日間］

剣道

下関市

J:COMアリーナ下関

（下関市総合体育館）

8/21～8/23

［３日間］
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６ 豊かな学びを支える教育環境の充実 
 
 学校安全総合推進事業 4,915千円 

 

「第３次山口県学校安全推進計画」を踏まえ、学校安全の取組を総合的かつ効果的に推進して

いくため、「防犯を含む生活安全」「交通安全」「災害安全（防災）」の３領域において、学校・家

庭・地域・関係機関が一体となった学校安全の取組等を実施します。 

■ 第３次山口県学校安全推進計画に基づく取組の推進 

各学校における安全確保に向けた取組状況の検証及び、地域の実情に応じた実効性のある取組

の在り方についての研修の実施 

○ 地域別学校安全推進研修会 

■ 地域ぐるみの学校防災総合推進事業 

大規模災害の発生に備え、学校が家庭・地域・関係機関との連携を強化するとともに、災害発

生時に児童生徒が自らの安全確保と他の人々や地域の安全に貢献する力を育成 

○ コミュニティ・スクール等の連携・協働体制を生かした、大規模災害対応訓練 

○ 能登半島地震等の災害ボランティア活動講演会 

○ 専門家等と連携した出前授業や学校防災アドバイザーの派遣 

■ 子どもたちの安心安全総合推進事業 

コミュニティ・スクール等の連携・協働体制を生かした、学校・家庭・地域が連携した防犯を

含む生活安全や交通安全の取組の実施 

 
 
 
 
 
《重点施策（再掲）》                                           （単位：千円） 

事 業 名 事 業 費 再 掲 項 

新 山口県公立高等学校教育改革促進基金積立金（R7補正） 60,000 121 

拡 県立高校空調整備関連事業 276,368 123 

県立学校施設等のトイレ洋式化（総務部一括計上） 372,000 123 

拡 高校再編に係る施設整備関連事業 3,973,448 124 

県立学校施設整備事業 5,741,924 124 

教員業務支援員の配置 148,960 131 

拡 教職調整額 給与費 131 

人づくりを支える教師確保推進事業 13,354 131 

拡 教職員採用等選考実施費 25,997 132 

新 高等学校教育改革実行計画策定経費 1,807 121 
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ⅤⅤ  事事業業一一覧覧  

 
 

施策名 事業名 頁 

① 主体的・対話的で深い 
学びの実現に向けた 
学習指導の充実 

新生成ＡＩ搭載やまプリCBTによる学力向上支援事業【再掲】 
生成ＡＩ・学習アシスタントアプリケーション運用保守経費【再掲】 
学びに向かうやまぐちっ子育成事業【再掲】 
学校マネジメント力強化推進事業【再掲】 
学習指導要領趣旨徹底事業 
学力向上等支援員の配置 

148 

② 読書活動の推進 
子ども読書支援センター経費 
図書館資料充実事業 

 

③ 学校における人権 
教育の推進 

人権教育調査研究事業 
学校人権教育推進事業 

 

④ 体力向上の推進 
プロスポーツチームとの連携による体力向上推進事業 
学校体育指導費 

149 

⑤ 学校保健、学校給食・
食育の充実 

新学校給食費負担軽減事業【再掲】 
県立学校給食費に係る物価高騰差額補助事業【再掲】 
保健管理指導費 
食に関する指導普及事業 

 

⑥ 乳幼児期における教
育及び保育の充実 

乳幼児の育ちと学び支援事業【再掲】 
 

⑦ キャリア教育・進路 
指導の充実 

新あこがれの連鎖で紡ぐキャリア教育推進事業【再掲】 
明日のやまぐちを創る！高校生就職支援事業【再掲】 
やまぐち高大パートナーシップ強化事業【再掲】 
進学支援推進費 

 

 

施策名 事業名 頁 

⑧ 教育ＤＸの推進 

拡やまぐちスマートスクール構想２．０推進事業【再掲】 
県立高校等１人１台端末購入費支援事業【再掲】 
ＤＸハイスクール推進事業【再掲】 
山口県公立学校情報機器整備基金積立金（R7補正）【再掲】 
教育ＩＣＴ管理運営費 

150 
 
 
 
 

⑨ グローバルに活躍する
人材の育成 

国際交流支援員による国際交流推進事業 
小学校英語専科教員の配置 
児童生徒慶尚南道友好相互交流事業 
やまぐち発！グローバル・リーダー育成事業【再掲】 
東部地域グローカル人材育成事業【再掲】 
外国青年英語指導事業 

 

⑩ 新たな価値を創造す
る人材の育成 

新やまぐち専門高校魅力創出事業【再掲】 
やまぐち高大パートナーシップ強化事業【再掲】 
ＤＸで未来を創る！やまぐち探究レベルアップ事業【再掲】 
やまぐち燦めきサイエンス事業【再掲】 

151 
 
 
 

 

施策名 事業名 頁 

⑪ いじめ・不登校等の 
諸課題への取組の充実 

拡不登校対策のためのステップアップルームの取組強化【再掲】 
拡スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）による支援体制の強化【再掲】 
法務相談等の支援強化に向けたスクールロイヤーの配置【再掲】 
誰一人取り残されないいじめ不登校対策事業【再掲】 
中学校及び高校０年生からの教育相談事業【再掲】 
教育相談実施事業 
生徒指導・相談体制充実強化のための教員配置 
道徳教育振興事業 

 
 
 
 
 
 
 
 

⑫ 特別支援教育の推進 

拡インクルーシブ教育システム推進事業【再掲】 
特別支援教育センター管理運営費 
通学対策費 
地域コーディネーターの配置 
 
 

152 
 
 
 

３ 誰一人取り残されることのない教育の推進  

２ 新たな時代を創造する人材を育む教育の推進  

１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進  
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ⅤⅤ  事事業業一一覧覧  

 
 

施策名 事業名 頁 

① 主体的・対話的で深い 
学びの実現に向けた 
学習指導の充実 

新生成ＡＩ搭載やまプリCBTによる学力向上支援事業【再掲】 
生成ＡＩ・学習アシスタントアプリケーション運用保守経費【再掲】 
学びに向かうやまぐちっ子育成事業【再掲】 
学校マネジメント力強化推進事業【再掲】 
学習指導要領趣旨徹底事業 
学力向上等支援員の配置 

148 

② 読書活動の推進 
子ども読書支援センター経費 
図書館資料充実事業 

 

③ 学校における人権 
教育の推進 

人権教育調査研究事業 
学校人権教育推進事業 

 

④ 体力向上の推進 
プロスポーツチームとの連携による体力向上推進事業 
学校体育指導費 

149 

⑤ 学校保健、学校給食・
食育の充実 

新学校給食費負担軽減事業【再掲】 
県立学校給食費に係る物価高騰差額補助事業【再掲】 
保健管理指導費 
食に関する指導普及事業 

 

⑥ 乳幼児期における教
育及び保育の充実 

乳幼児の育ちと学び支援事業【再掲】 
 

⑦ キャリア教育・進路 
指導の充実 

新あこがれの連鎖で紡ぐキャリア教育推進事業【再掲】 
明日のやまぐちを創る！高校生就職支援事業【再掲】 
やまぐち高大パートナーシップ強化事業【再掲】 
進学支援推進費 

 

 

施策名 事業名 頁 

⑧ 教育ＤＸの推進 

拡やまぐちスマートスクール構想２．０推進事業【再掲】 
県立高校等１人１台端末購入費支援事業【再掲】 
ＤＸハイスクール推進事業【再掲】 
山口県公立学校情報機器整備基金積立金（R7補正）【再掲】 
教育ＩＣＴ管理運営費 
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⑨ グローバルに活躍する
人材の育成 

国際交流支援員による国際交流推進事業 
小学校英語専科教員の配置 
児童生徒慶尚南道友好相互交流事業 
やまぐち発！グローバル・リーダー育成事業【再掲】 
東部地域グローカル人材育成事業【再掲】 
外国青年英語指導事業 

 

⑩ 新たな価値を創造す
る人材の育成 

新やまぐち専門高校魅力創出事業【再掲】 
やまぐち高大パートナーシップ強化事業【再掲】 
ＤＸで未来を創る！やまぐち探究レベルアップ事業【再掲】 
やまぐち燦めきサイエンス事業【再掲】 

151 
 
 
 

 

施策名 事業名 頁 

⑪ いじめ・不登校等の 
諸課題への取組の充実 

拡不登校対策のためのステップアップルームの取組強化【再掲】 
拡スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）による支援体制の強化【再掲】 
法務相談等の支援強化に向けたスクールロイヤーの配置【再掲】 
誰一人取り残されないいじめ不登校対策事業【再掲】 
中学校及び高校０年生からの教育相談事業【再掲】 
教育相談実施事業 
生徒指導・相談体制充実強化のための教員配置 
道徳教育振興事業 

 
 
 
 
 
 
 
 

⑫ 特別支援教育の推進 

拡インクルーシブ教育システム推進事業【再掲】 
特別支援教育センター管理運営費 
通学対策費 
地域コーディネーターの配置 
 
 

152 
 
 
 

３ 誰一人取り残されることのない教育の推進  

２ 新たな時代を創造する人材を育む教育の推進  

１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進  
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⑬ 多様なニーズに応じた
児童生徒への支援の
充実 

小中学校日本語指導支援員配置事業 
日本語教育支援体制整備事業【再掲】 
小１プロブレム解消のための３０人学級加配教員配置 
３５人学級化関連事業 
県立高等学校再編に係る遠距離通学支援事業【再掲】 
公立高等学校等就学支援事業【再掲】 
国公立高校生奨学給付金事業【再掲】 
県立高校生等奨学事業 
離島高校生修学支援事業 
定時制通信教育教科書等給与事業 
就学奨励費【再掲】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

施策名 事業名 頁 

⑭ 地域連携教育の充実 

新やまぐち創生！「地域の創り手」育成推進事業【再掲】 
地域教育力日本一推進事業【再掲】 
県立学校コミュニティ・スクール推進事業 
「ふれあい夢通信」配信事業 

153 

⑮ 家庭教育支援の充実 地域教育力日本一推進事業【再掲】  
⑯ 部活動改革の推進 

新部活動の地域展開・地域クラブ活動推進事業【再掲】 
やまぐち部活動改革推進事業【再掲】  

 
 

施策名 事業名 頁 

⑰ 社会教育の充実 

新山口ならではの自然体験活動推進事業【再掲】 
生涯学習推進体制整備事業 
博物館学校地域連携教育支援事業 
新「やまぐち昆虫発見隊」開催費【再掲】 

 
 
 
 

⑱ 地域社会における人権
教育の推進 

市町人権教育推進事業費補助事業【再掲】 
人権教育視聴覚資料整備事業 
社会人権教育推進事業 

154 
 
 

⑲ 文化にふれあい親しむ
環境づくりの推進 

学校芸術文化ふれあい事業 
中学生文化活動活性化事業 
高等学校総合文化祭推進費 
全国高等学校総合文化祭開催準備経費【再掲】 

 

⑳ 「輝く、夢あふれるスポ
ーツ元気県やまぐち」の
実現に向けた取組の推進 

中学校高等学校体育大会開催費 
中学校中国大会全国大会派遣費 
全国高等学校体育大会派遣費 
新令和８年度全国中学校体育大会開催費【再掲】 

 
 
 
  

 

施策名 事業名 頁 

㉑ 安心・安全で質の高い
教育環境の整備 

拡県立高校空調整備関連事業【再掲】 
県立学校施設等の照明ＬＥＤ化関連事業 
県立学校施設等トイレの洋式化（総務部一括計上）【再掲】 
拡 高校再編に係る施設整備関連事業【再掲】 
県立学校施設整備事業【再掲】 
産業教育設備整備費 
理科数学教育設備費 
東部地域高校教育支援事業 

155 

㉒ 学校安全の推進 学校安全総合推進事業【再掲】  

㉓ 学校における働き方 
改革の推進 

教員業務支援員の配置【再掲】  

㉔ 教員確保と教職員の 
資質能力の向上 

拡教職調整額【再掲】 
拡教職員採用等選考実施費【再掲】 
人づくりを支える教師確保推進事業【再掲】 
教職員等研修事業 
初任者・中堅教諭等資質向上研修事業 
総合教育支援センター管理運営費 
教職員定数 

 
 
 
 

156 
 
 

㉕ 多様な学びのニーズに 
応える特色ある学校 
づくり 

新山口県公立高等学校教育改革促進基金積立金（R7補正）【再掲】 
新高等学校教育改革実行計画策定経費【再掲】 

 

 

６ 豊かな学びを支える教育環境の充実  

４ 学校・家庭・地域が連携・協働した教育の推進  

５ 生涯を通じた学びの充実  
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１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進 
施策名 事業名 予算額 事業の概要 

① 主体的・対
話的で深い

学びの実現

に向けた学

習指導の充

実 

新生成ＡＩ搭載やまプ

リ CBT による学力向上

支援事業 

[義務教育課] 

102,849 【再掲127頁】 

生成ＡＩ・学習アシスタ

ントアプリケーション

運用保守経費 

[義務教育課] 

42,174 【再掲128頁】 

学びに向かうやまぐちっ子

育成事業 

[義務教育課] 

7,293 【再掲135頁】 

学校マネジメント力強

化推進事業 

[義務教育課] 

5,096 【再掲135頁】 

学習指導要領趣旨徹底

事業 

[義務教育課] 

4,270 ○学習指導要領の趣旨を踏まえた取組の推進 

学力向上等支援員の

配置 

［義務教育課] 

[特別支援教育推進室] 

給与費 ○学力向上に向けた個別指導など、きめ細かな指

導を充実させるため、非常勤講師を配置 

 ▽学力向上等支援、特別支援教育支援 

② 読書活動の
推進 

子ども読書支援センター

経費 

（図書館管理運営費） 

[学校運営・施設整備室] 

[地域連携教育推進課] 

442 ○子ども読書支援センターによる支援の充実 

図書館資料充実事業 

[学校運営・施設整備室] 

51,083 ○マルチメディアデイジー図書や、ふるさと山口

文学ギャラリーに係る郷土資料等の充実 

③ 学校におけ
る人権教育

の推進 

人権教育調査研究事業 

[人権教育課] 

1,486 ○様々な人権課題等に対応した研修資料の作成・

配付や指導者養成研修の実施 

○人権に関する児童生徒作品の募集・表彰 

学校人権教育推進事業 

[人権教育課] 

3,330 ○学校教育における指導者の養成 

▽校種やキャリアステージに応じた教職員研修の

実施 

○地域との連携に基づく人権教育の研究 

▽地域及び学校において総合的に研究を行い、指導内

容や指導方法を開発 

（単位：千円） 
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１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進 
施策名 事業名 予算額 事業の概要 

① 主体的・対
話的で深い

学びの実現

に向けた学

習指導の充

実 

新生成ＡＩ搭載やまプ

リＣＢＴによる学力向

上支援事業 

[義務教育課] 

102,849 【再掲127頁】 

生成ＡＩ・学習アシスタ

ントアプリケーション

運用保守経費 

[義務教育課] 

42,174 【再掲128頁】 

学びに向かうやまぐちっ子

育成事業 

[義務教育課] 

7,293 【再掲135頁】 

学校マネジメント力強

化推進事業 

[義務教育課] 

5,096 【再掲135頁】 

学習指導要領趣旨徹底

事業 

[義務教育課] 

4,270 ○学習指導要領の趣旨を踏まえた取組の推進 

学力向上等支援員の

配置 

［義務教育課] 

[特別支援教育推進室] 

給与費 ○学力向上に向けた個別指導など、きめ細かな指

導を充実させるため、非常勤講師を配置 

 ▽学力向上等支援、特別支援教育支援 

② 読書活動の
推進 

子ども読書支援センター

経費 

（図書館管理運営費） 

[学校運営・施設整備室] 

[地域連携教育推進課] 

442 ○子ども読書支援センターによる支援の充実 

図書館資料充実事業 

[学校運営・施設整備室] 

51,083 ○マルチメディアデイジー図書や、ふるさと山口

文学ギャラリーに係る郷土資料等の充実 

③ 学校におけ
る人権教育

の推進 

人権教育調査研究事業 

[人権教育課] 

1,486 ○様々な人権課題等に対応した研修資料の作成・

配付や指導者養成研修の実施 

○人権に関する児童生徒作品の募集・表彰 

学校人権教育推進事業 

[人権教育課] 

3,330 ○学校教育における指導者の養成 

▽校種やキャリアステージに応じた教職員研修の

実施 

○地域との連携に基づく人権教育の研究 

▽地域及び学校において総合的に研究を行い、指導内

容や指導方法を開発 

（単位：千円） 
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１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進 
施策名 事業名 予算額 事業の概要 

① 主体的・対
話的で深い

学びの実現

に向けた学

習指導の充

実 

新生成ＡＩ搭載やまプ

リ CBT による学力向上

支援事業 

[義務教育課] 

102,849 【再掲127頁】 

生成ＡＩ・学習アシスタ

ントアプリケーション

運用保守経費 

[義務教育課] 

42,174 【再掲128頁】 

学びに向かうやまぐちっ子

育成事業 

[義務教育課] 

7,293 【再掲135頁】 

学校マネジメント力強

化推進事業 

[義務教育課] 

5,096 【再掲135頁】 

学習指導要領趣旨徹底

事業 

[義務教育課] 

4,270 ○学習指導要領の趣旨を踏まえた取組の推進 

学力向上等支援員の

配置 

［義務教育課] 

[特別支援教育推進室] 

給与費 ○学力向上に向けた個別指導など、きめ細かな指

導を充実させるため、非常勤講師を配置 

 ▽学力向上等支援、特別支援教育支援 

② 読書活動の
推進 

子ども読書支援センター

経費 

（図書館管理運営費） 

[学校運営・施設整備室] 

[地域連携教育推進課] 

442 ○子ども読書支援センターによる支援の充実 

図書館資料充実事業 

[学校運営・施設整備室] 

51,083 ○マルチメディアデイジー図書や、ふるさと山口

文学ギャラリーに係る郷土資料等の充実 

③ 学校におけ
る人権教育

の推進 

人権教育調査研究事業 

[人権教育課] 

1,486 ○様々な人権課題等に対応した研修資料の作成・

配付や指導者養成研修の実施 

○人権に関する児童生徒作品の募集・表彰 

学校人権教育推進事業 

[人権教育課] 

3,330 ○学校教育における指導者の養成 

▽校種やキャリアステージに応じた教職員研修の

実施 

○地域との連携に基づく人権教育の研究 

▽地域及び学校において総合的に研究を行い、指導内

容や指導方法を開発 

（単位：千円） 
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施策名 事業名 予算額 事業の概要 

④ 体力向上の
推進 

プロスポーツチームと

の連携による体力向上

推進事業 

[学校安全・体育課] 

10,000 ○プロスポーツチーム、民間企業等のリソースを

活用し、学校や保護者、地域住民と一体となっ

て、運動への興味・関心や運動の重要性に関する

意識啓発の取組を推進 

学校体育指導費 

[学校安全・体育課] 

4,998 ○各校種における教員の指導力及び資質向上を図

ることを目的に、外部指導者の派遣や各種研修

会を実施 

⑤ 学校保健、
学校給食・

食育の推進 

新学校給食費負担軽減

事業 

[学校運営・施設整備室] 

[学校安全・体育課] 

3,199,777 【再掲132頁】 

 

県立学校給食費に係る

物価高騰差額補助事業 

[学校安全・体育課] 

14,272 【再掲132頁】 

 

保健管理指導費 
[学校安全・体育課] 

2,504 ○歯と口の健康づくり促進活動 

○学校におけるアレルギー疾患対応委員会 
○学校におけるがん教育推進事業 

食に関する指導普及事

業（保健管理指導費） 

[学校安全・体育課] 

57 ○食に関する指導研修会の開催 

⑥ 乳幼児期に
おける教育

及び保育の

充実 

乳幼児の育ちと学び支

援事業 

[義務教育課] 

26,087 【再掲136頁】 

 

⑦ キャリア教
育・進路指

導の充実 

新あこがれの連鎖で紡

ぐキャリア教育推進事

業 

[義務教育課] 

12,039 【再掲117頁】 

明日のやまぐちを創

る！高校生就職支援事業 

[高校教育課] 

58,476 【再掲120頁】 

やまぐち高大パートナ

ーシップ強化事業 

[高校教育課] 

4,011 【再掲122頁】 

進学支援推進費 

[高校教育課] 

1,813 ○各学校が実施する、進学に関するオリジナリティ

あふれる取組の支援 

 
 
 
 

（単位：千円） 

- 149 -



- 150 - 

２ 新たな時代を創造する人材を育む教育の推進 
施策名 事業名 予算額 事業の概要 

⑧ 教育ＤＸの 

推進 

拡やまぐちスマートス

クール構想２．０推進

事業 

[教育情報化推進室] 

2,178,936 【再掲129頁】 

県立高校等１人１台端

末購入費支援事業 

[教育情報化推進室] 

155,895 【再掲130頁】 

ＤＸハイスクール推進

事業 

[教育情報化推進室] 

76,000 【再掲130頁】 

山口県公立学校情報機

器整備基金積立金 

（R7補正） 

[教育情報化推進室] 

908,868 【再掲128頁】 

教育ＩＣＴ管理運営費 

[教育情報化推進室] 

1,023,488 ○1人1台タブレット端末等ICT環境の管理運営 

⑨ グローバル
に活躍する

人材の育成 

国際交流支援員による

国際交流推進事業 

[義務教育課] 

77,530 ○基地周辺地域の市町立中学校等への国際交流支

援員の配置を支援 

小学校英語専科教員の

配置 

[義務教育課] 

給与費 〇専科教員の専門性に基づく外国語の学習指導を

行うため、英語に関する専門的な知識・技能を 

もった教諭を県内のモデル校に配置 

児童生徒慶尚南道友好

相互交流事業 

（児童生徒学習活動充実事業） 

[教育政策課] 

[高校教育課] 

2,879 ○山口県・慶尚南道のトップ（教育長、教育監）

による会談 

○県立高等学校等の生徒と慶尚南道高校生との直

接交流体験を実施 

やまぐち発！グローバ

ル・リーダー育成事業 

[高校教育課] 

14,545 【再掲137頁】 

東部地域グローカル人

材育成事業 

   [高校教育課] 

103,520 【再掲137頁】 

 

 

外国青年英語指導事業 

[高校教育課] 

131,307 ○全県立学校でＡＬＴによるティーム・ティーチ

ングなどの活動を通じた英語教育の改善・充実

と国際教育の推進 

（単位：千円） 

- 150 -



- 150 - 

２ 新たな時代を創造する人材を育む教育の推進 
施策名 事業名 予算額 事業の概要 

⑧ 教育ＤＸの 

推進 

拡やまぐちスマートス

クール構想２．０推進

事業 

[教育情報化推進室] 

2,178,936 【再掲129頁】 

県立高校等１人１台端

末購入費支援事業 

[教育情報化推進室] 

155,895 【再掲130頁】 

ＤＸハイスクール推進

事業 

[教育情報化推進室] 

76,000 【再掲130頁】 

山口県公立学校情報機

器整備基金積立金 

（R7補正） 

[教育情報化推進室] 

908,868 【再掲128頁】 

教育ＩＣＴ管理運営費 

[教育情報化推進室] 

1,023,488 ○1人1台タブレット端末等ICT環境の管理運営 

⑨ グローバル
に活躍する

人材の育成 

国際交流支援員による

国際交流推進事業 

[義務教育課] 

77,530 ○基地周辺地域の市町立中学校等への国際交流支

援員の配置を支援 

小学校英語専科教員の

配置 

[義務教育課] 

給与費 〇専科教員の専門性に基づく外国語の学習指導を

行うため、英語に関する専門的な知識・技能を 

もった教諭を県内のモデル校に配置 

児童生徒慶尚南道友好

相互交流事業 

（児童生徒学習活動充実事業） 

[教育政策課] 

[高校教育課] 

2,879 ○山口県・慶尚南道のトップ（教育長、教育監）

による会談 

○県立高等学校等の生徒と慶尚南道高校生との直

接交流体験を実施 

やまぐち発！グローバ

ル・リーダー育成事業 

[高校教育課] 

14,545 【再掲137頁】 

東部地域グローカル人

材育成事業 

   [高校教育課] 

103,520 【再掲137頁】 

 

 

外国青年英語指導事業 

[高校教育課] 

131,307 ○全県立学校でＡＬＴによるティーム・ティーチ

ングなどの活動を通じた英語教育の改善・充実

と国際教育の推進 

（単位：千円） 
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３ 誰一人取り残されることのない教育の推進 

施策名 事業名 予算額 事業の概要 

⑩ 新たな価値
を創造する

人材の育成 

新やまぐち専門高校魅

力創出事業 

[高校教育課] 

19,931 【再掲119頁】 

やまぐち高大パートナ

ーシップ強化事業 

[高校教育課] 

4,011 【再掲122頁】 

ＤＸで未来を創る！や

まぐち探究レベルアッ

プ事業   [高校教育課] 

10,000 【再掲122頁】 

やまぐち燦めきサイエ

ンス事業 [高校教育課] 

6,993 【再掲138頁】 

施策名 事業名 予算額 事業の概要 

⑪ いじめ・不
登校等の諸

課題への取

組の充実 

誰一人取り残されないい

じめ不登校対策事業 

 [学校安全・体育課] 

222,425 【再掲125頁】 

中学校及び高校０年生

からの教育相談事業 

[学校安全・体育課] 

34,038 【再掲125頁】 

拡不登校対策のための

ステップアップルームの

取組強化 

[学校安全・体育課] 

給与費 【再掲126頁】 

拡スクールソーシャルワ

ーカー（ＳＳＷ）による支

援体制の強化 

[学校安全・体育課] 

給与費 【再掲126頁】 

法務相談等の支援強化に

向けたスクールロイヤー

の配置 

[学校安全・体育課] 

6,499 【再掲126頁】 

教育相談実施事業 

[教職員課] 

24,009 ○やまぐち総合教育支援センターで、課題等を抱え

る子どもや保護者、教育現場へ専門的支援を実施 

▽電話相談や専門家による個別相談の実施 

生徒指導・相談体制充実

強化のための教員配置 

   [義務教育課] 

[学校安全・体育課] 

給与費 ○児童生徒支援加配教員の配置 

▽問題行動等への対応が困難な小・中学校に配置 

○生徒指導緊急加配教員の配置 

▽問題行動の早期解決を図る小・中学校に年度途中配置 

道徳教育振興事業（児童

生徒学習活動充実事業） 

[義務教育課] 

[高校教育課] 

8,967 ○「やまぐちっ子の心を育む道徳教育」プロジェク

ト推進校による取組（17校） 

○道徳科の授業改善に向けた県作成資料を活用し

た研修の充実 

（単位：千円） 
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施策名 事業名 予算額 事業の概要 

⑫ 特別支援教
育の推進 

拡インクルーシブ教育

システム推進事業 

[特別支援教育推進室] 

11,696 【再掲139頁】 

特別支援教育センター管

理運営費 

[特別支援教育推進室] 

2,160 

 

○県内７地域に設置した特別支援教育センターに

おいて障害のある子どもやその保護者、小・中学

校等に対する支援を実施 

通学対策費 

[特別支援教育推進室] 

843,263 ○総合支援学校（10校）の通学バスを運行 

地域コーディネーターの

配置 

[特別支援教育推進室] 

給与費 ○地域コーディネーターの配置 

⑬ 多様なニー

ズに応じた 

児童生徒への 

支援の充実 

小中学校日本語指導支援

員配置事業 

[義務教育課] 

19,485 ○基地周辺地域の市町立小中学校における日本語

指導支援員の配置を支援 

日本語教育支援体制整備

事業      [義務教育課] 

18,434 【再掲140頁】 

小１プロブレム解消のた

めの３０人学級加配教員

配置   [義務教育課] 

給与費 ○いわゆる「小１プロブレム」など課題の解決を積極

的に行う学校に対して、30人学級加配教員を配置 

３５人学級化関連事業 

[義務教育課] 

給与費 ○生徒の状況に応じたきめ細かな指導体制の充実を図

るため、35人学級化のための教員配置を継続 

県立高等学校再編に係る

遠距離通学支援事業 
[教育政策課] 

51,884 【再掲141頁】 

公立高等学校等就学支援

事業      [教育政策課] 

2,429,109 【再掲141頁】 

国公立高校生奨学給付金

事業   [教育政策課] 

502,507 【再掲140頁】 

県立高校生等奨学事業 

[教育政策課] 

41,301 ○経済的理由により修学が困難な生徒・学生に対
し、奨学金を貸与 
[実施主体] (公財)山口県ひとづくり財団 

離島高校生修学支援事業 

[教育政策課] 

728 ○国の制度を活用し、離島出身の高校生が修学に

要する通学費等の補助事業を行う市町への補助 

 [負担割合]  国1/2、県1/4、市町1/4 

定時制通信教育教科書等

給与事業 

[高校教育課] 

452 ○県立高等学校の定時制及び通信制に在籍する生

徒のうち、有職で一定の単位を修得し、かつ経済

的困窮状態にある生徒を対象として、教科書等

の無償給与を実施 

就学奨励費 

[特別支援教育推進室] 

258,165 【再掲139頁】 
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施策名 事業名 予算額 事業の概要 

⑫ 特別支援教
育の推進 

拡インクルーシブ教育

システム推進事業 

[特別支援教育推進室] 

11,696 【再掲139頁】 

特別支援教育センター管

理運営費 

[特別支援教育推進室] 

2,160 

 

○県内７地域に設置した特別支援教育センターに

おいて障害のある子どもやその保護者、小・中学

校等に対する支援を実施 

通学対策費 

[特別支援教育推進室] 

843,263 ○総合支援学校（10校）の通学バスを運行 

地域コーディネーターの

配置 

[特別支援教育推進室] 

給与費 ○地域コーディネーターの配置 

⑬ 多様なニー

ズに応じた 

児童生徒への 

支援の充実 

小中学校日本語指導支援

員配置事業 

[義務教育課] 

19,485 ○基地周辺地域の市町立小中学校における日本語

指導支援員の配置を支援 

日本語教育支援体制整備

事業      [義務教育課] 

18,434 【再掲140頁】 

小１プロブレム解消のた

めの３０人学級加配教員

配置   [義務教育課] 

給与費 ○いわゆる「小１プロブレム」など課題の解決を積極

的に行う学校に対して、30人学級加配教員を配置 

３５人学級化関連事業 

[義務教育課] 

給与費 ○生徒の状況に応じたきめ細かな指導体制の充実を図

るため、35人学級化のための教員配置を継続 

県立高等学校再編に係る

遠距離通学支援事業 
[教育政策課] 

51,884 【再掲141頁】 

公立高等学校等就学支援

事業      [教育政策課] 

2,429,109 【再掲141頁】 

国公立高校生奨学給付金

事業   [教育政策課] 

502,507 【再掲140頁】 

県立高校生等奨学事業 

[教育政策課] 

41,301 ○経済的理由により修学が困難な生徒・学生に対
し、奨学金を貸与 
[実施主体] (公財)山口県ひとづくり財団 

離島高校生修学支援事業 

[教育政策課] 

728 ○国の制度を活用し、離島出身の高校生が修学に

要する通学費等の補助事業を行う市町への補助 

 [負担割合]  国1/2、県1/4、市町1/4 

定時制通信教育教科書等

給与事業 

[高校教育課] 

452 ○県立高等学校の定時制及び通信制に在籍する生

徒のうち、有職で一定の単位を修得し、かつ経済

的困窮状態にある生徒を対象として、教科書等

の無償給与を実施 

就学奨励費 

[特別支援教育推進室] 

258,165 【再掲139頁】 

- 153 - 

４ 学校・家庭・地域が連携・協働した教育の推進 
 

 
５ 生涯を通じた学びの充実 

施策名 事業名 予算額 事業の概要 

⑭ 地域連携教 

育の充実 
新やまぐち創生！「地域の

創り手」育成推進事業 

[地域連携教育推進課] 

66,880 【再掲118頁】 

地域教育力日本一推進事業 

[地域連携教育推進課] 

43,004 【再掲142頁】 

県立学校コミュニティ・

スクール推進事業 

[地域連携教育推進課] 

4,711 ○各学校・学科の特色に応じて、地元地域や大学・

企業等との協働体制を確立 

「ふれあい夢通信」配信

事業 

[教育政策課] 

480 ○保護者や教育関係者等に、県教委の施策や行事

など、山口県の教育情報を提供 
[提供手段] ウェブページ、SNS 

⑮ 家庭教育支

援の充実 

地域教育力日本一推進事業 

[地域連携教育推進課] 

43,004 【再掲142頁】 

⑯ 部活動改革

の推進 

新部活動の地域展開・地

域クラブ活動推進事業 

[義務教育課] 

[学校安全・体育課] 

479,270 【再掲133頁】 

やまぐち部活動改革推進

事業 
[学校安全・体育課] 

28,317 【再掲142頁】 

施策名 事業名 予算額 事業の概要 

⑰ 社会教育の

充実 

新山口ならではの自然

体験活動推進事業 

[地域連携教育推進課] 

5,000 【再掲143頁】 

生涯学習推進体制整備事業 

[地域連携教育推進課] 

29,876 ○生涯学習情報の提供 

○生涯学習推進センターを拠点に県・市町等関係

機関とのネットワークを構築し、県民の多様な

ライフスタイルに対応した生涯学習活動を支援 

博物館学校地域連携教育

支援事業 

 [学校運営・施設整備室]  

2,105 ○学校や地域と連携した学習支援 

▽学習教材の作成、Webページ、ﾒﾙﾏｶﾞによる広報 

▽小中学校･子ども会等への出前授業、館内授業など 

▽各種講座、講演会、実験・体験教室等の開催 

新「やまぐち昆虫発見

隊」開催費 

[学校運営・施設整備室] 

15,370 【再掲143頁】 

（単位：千円） 

（単位：千円） 
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施策名 事業名 予算額 事業の概要 

⑱ 地域社会に

おける人権

教育の推進 

市町人権教育推進事業費

補助事業 [人権教育課] 

2,640 【再掲144頁】 

 

人権教育視聴覚資料整備

事業   [人権教育課] 

459 ○学校等への貸出用に人権教育視聴覚資料を県立

図書館へ整備 

社会人権教育推進事業 

[人権教育課] 

455 ○市町教委の社会教育主事、社会教育関係者、人権

教育推進委員等を対象とした研修会の実施 

⑲ 文化にふれ

あい親しむ

環境づくり

の推進 

学校芸術文化ふれあい事業 

[義務教育課] 

6,444 ○巡回芸術劇場の開催 
管弦楽公演2回、合唱公演2回、演劇公演3回、 
雅楽公演2回、邦楽公演2回、能楽公演2回 

○青少年劇場の開催 

 演劇公演6回 

○巡回ふれあい公演の開催 
 音楽公演6回、演劇公演6回 

中学生文化活動活性化事業 

[義務教育課] 

988 ○山口県中学校文化連盟総合文化祭開催支援 

[開催期日] 令和8年11月7日、8日 

[開催場所] 宇部市 

○全国中学校総合文化祭派遣 

 [開催期日] 令和8年8月20日、21日 

[開催場所] 東京都大田区 

高等学校総合文化祭推進費 

[高校教育課] 

3,715 ○山口県高等学校総合文化祭の開催支援 

  令和８年５月～11月 宇部市ほか 

○全国高等学校総合文化祭派遣 

  令和８年７月26日～８月１日  秋田県 

全国高等学校総合文化祭

開催準備経費  

 [高校教育課] 

25,988 【再掲144頁】 

⑳ 「輝く、夢あ

ふれるスポ

ーツ元気県

やまぐち」

の実現に向

けた取組の

推進 

中学校高等学校体育大会

開催費 

[学校安全・体育課] 

 

1,026 ○中学校体育大会の開催支援 
 [期日] 令和8年7月～10月 
 [会場] 県内各地 

○高等学校体育大会の開催支援 
 [期日] 令和8年5月～11月 
 [会場] 県内各地 

中学校中国大会全国大会

派遣費 

 

[学校安全・体育課] 

12,052 ○中国大会 
  [期日] 令和8年8月上旬 

○全国大会 
 [期日] 令和8年8月～令和9年2月 

 [会場] 中国ブロック 

全国高等学校体育大会派

遣費 

[学校安全・体育課] 

23,884 ○夏季大会 
  [期日] 令和８年7月22日～8月21日 

 [会場] 滋賀県 等 

○冬季大会 
 [期日] 令和８年12月下旬～令和９年2月上旬 

 [会場] 秋田県 等 

○定時制通信制大会 
[期日] 令和８年7月下旬～８月下旬 

[会場] 東京都 等 

新令和８年度全国中学

校体育大会開催費 

[学校安全・体育課] 

13,260 【再掲144頁】 
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施策名 事業名 予算額 事業の概要 

⑱ 地域社会に

おける人権

教育の推進 

市町人権教育推進事業費

補助事業 [人権教育課] 

2,640 【再掲144頁】 

 

人権教育視聴覚資料整備

事業   [人権教育課] 

459 ○学校等への貸出用に人権教育視聴覚資料を県立

図書館へ整備 

社会人権教育推進事業 

[人権教育課] 

455 ○市町教委の社会教育主事、社会教育関係者、人権

教育推進委員等を対象とした研修会の実施 

⑲ 文化にふれ

あい親しむ

環境づくり

の推進 

学校芸術文化ふれあい事業 

[義務教育課] 

6,444 ○巡回芸術劇場の開催 
管弦楽公演2回、合唱公演2回、演劇公演3回、 
雅楽公演2回、邦楽公演2回、能楽公演2回 

○青少年劇場の開催 

 演劇公演6回 

○巡回ふれあい公演の開催 
 音楽公演6回、演劇公演6回 

中学生文化活動活性化事業 

[義務教育課] 

988 ○山口県中学校文化連盟総合文化祭開催支援 

[開催期日] 令和8年11月7日、8日 

[開催場所] 宇部市 

○全国中学校総合文化祭派遣 

 [開催期日] 令和8年8月20日、21日 

[開催場所] 東京都大田区 

高等学校総合文化祭推進費 

[高校教育課] 

3,715 ○山口県高等学校総合文化祭の開催支援 

  令和８年５月～11月 宇部市ほか 

○全国高等学校総合文化祭派遣 

  令和８年７月26日～８月１日  秋田県 

全国高等学校総合文化祭

開催準備経費  

 [高校教育課] 

25,988 【再掲144頁】 

⑳ 「輝く、夢あ

ふれるスポ

ーツ元気県

やまぐち」

の実現に向

けた取組の

推進 

中学校高等学校体育大会

開催費 

[学校安全・体育課] 

 

1,026 ○中学校体育大会の開催支援 
 [期日] 令和8年7月～10月 
 [会場] 県内各地 

○高等学校体育大会の開催支援 
 [期日] 令和8年5月～11月 
 [会場] 県内各地 

中学校中国大会全国大会

派遣費 

 

[学校安全・体育課] 

12,052 ○中国大会 
  [期日] 令和8年8月上旬 

○全国大会 
 [期日] 令和8年8月～令和9年2月 

 [会場] 中国ブロック 

全国高等学校体育大会派

遣費 

[学校安全・体育課] 

23,884 ○夏季大会 
  [期日] 令和８年7月22日～8月21日 

 [会場] 滋賀県 等 

○冬季大会 
 [期日] 令和８年12月下旬～令和９年2月上旬 

 [会場] 秋田県 等 

○定時制通信制大会 
[期日] 令和８年7月下旬～８月下旬 

[会場] 東京都 等 

新令和８年度全国中学

校体育大会開催費 

[学校安全・体育課] 

13,260 【再掲144頁】 
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６ 豊かな学びを支える教育環境の充実 
施策名 事業名 予算額 事業の概要 

㉑ 安心・安全

で質の高い

教育環境の

整備 

拡県立高校空調整備関

連事業 

[学校運営・施設整備室] 

276,368 【再掲123頁】 

県立学校施設等の照明Ｌ

ＥＤ化関連事業 

[学校運営・施設整備室] 

620,884 ○脱炭素社会の実現と教育環境の更なる向上に向

け、県立学校や総合教育支援センターの照明Ｌ

ＥＤ化を促進 

県立学校施設等のトイレ

洋式化（総務部一括計上） 

[学校運営・施設整備室] 

372,000 【再掲123頁】 

拡高校再編に係る施設

整備関連事業 

[学校運営・施設整備室] 

3,973,448 【再掲124頁】 

県立学校施設整備事業 

[学校運営・施設整備室] 

5,741,924 【再掲124頁】 

拡産業教育設備整備費 

[学校運営・施設整備室] 

 

200,000 ○県内産業を支える人材を育成するため、専門高

等学校等に地域産業の特徴や県内企業のニーズ

を踏まえた実験・実習設備を整備 

理科数学教育設備費 

[学校運営・施設整備室] 

8,230 ○科学的な知識、技能及び態度の習得を図るため、

理科教育振興法に基づき、施設・設備を整備 

㉒ 学校安全の 

推進 

学校安全総合推進事業 

[学校安全・体育課] 

4,915 【再掲145頁】 

㉓ 学校におけ

る働き方改

革の推進 

教員業務支援員の配置 

[教職員課] 

148,960 【再掲131頁】 

㉔ 教員確保と

教職員の資

質能力の向

上 

拡 教職調整額 

[教職員課] 

給与費 【再掲131頁】 

人づくりを支える教師確

保推進事業 

[教職員課］ 

13,354 【再掲131頁】 

拡 教職員採用等選考実

施費 

[教職員課] 

25,997 【再掲132頁】 

教職員等研修事業 

[教職員課］ 

29,185 ○教職員のキャリアステージに応じた基本研修に
加え、職能や課題に応じて資質能力の向上を図
るキャリアアップ研修やマネジメント研修等の
実施 

○独立行政法人教職員支援機構（NITS）山口大学セ
ンターと連携した研修の実施 

（単位：千円） 
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施策名 事業名 予算額 事業の概要 

初任者・中堅教諭等資質

向上研修事業 

[教職員課] 

19,752 ○教育公務員特例法で定められた法定研修の実施 

総合教育支援センター管

理運営費 

[教職員課] 

180,027 ○学校現場などに対する総合的、専門的サポート

機関として教育活動に関する支援などの事業を

推進 

教職員定数 

[教職員課] 

[義務教育課] 

[特別支援教育推進室] 

給与費 ○児童生徒数の減少等に伴い、全体で90人減 

区  分 小学校 中学校 高等学校 
中等教育 

学  校 

特別支援 

学  校 
合 計 

教職員 

R8 5,123 2,927 2,371 64 1,440 11,925 

R7 5,163 2,948 2,400 64 1,440 12,015 

増減 △40 △21 △29 0 0 △90 

児 童 

生 徒 

R8 55,760 30,536 22,390 630 2,251 111,567 

R7 57,434 30,655 22,875 630 2,195 113,789 

増減 △1,674 △119 △485 0 56 △2,222 

 

㉕ 多様な学び

のニーズに

応える特色

ある学校づ

くり 

新山口県公立高等学校教

育改革促進基金積立金（R7

補正） 

[学校運営・施設整備室] 

60,000 【再掲121頁】 

新高等学校教育改革実行

計画策定経費 

[高校教育課] 

1,807 【再掲121頁】 
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施策名 事業名 予算額 事業の概要 

初任者・中堅教諭等資質

向上研修事業 

[教職員課] 

19,752 ○教育公務員特例法で定められた法定研修の実施 

総合教育支援センター管

理運営費 

[教職員課] 

180,027 ○学校現場などに対する総合的、専門的サポート

機関として教育活動に関する支援などの事業を

推進 

教職員定数 

[教職員課] 

[義務教育課] 

[特別支援教育推進室] 

給与費 ○児童生徒数の減少等に伴い、全体で90人減 

区  分 小学校 中学校 高等学校 
中等教育 

学  校 

特別支援 

学  校 
合 計 

教職員 

R8 5,123 2,927 2,371 64 1,440 11,925 

R7 5,163 2,948 2,400 64 1,440 12,015 

増減 △40 △21 △29 0 0 △90 

児 童 

生 徒 

R8 55,760 30,536 22,390 630 2,251 111,567 

R7 57,434 30,655 22,875 630 2,195 113,789 

増減 △1,674 △119 △485 0 56 △2,222 

 

㉕ 多様な学び

のニーズに

応える特色

ある学校づ

くり 

新山口県公立高等学校教

育改革促進基金積立金（R7

補正） 

[学校運営・施設整備室] 

60,000 【再掲121頁】 

新高等学校教育改革実行

計画策定経費 

[高校教育課] 

1,807 【再掲121頁】 
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ⅥⅥ  イイベベンントト等等一一覧覧  

 

 

 
■県立山口博物館 

企画展名 開催期間 内 容 

特別展「やまぐち昆虫発見

隊」 

7 月 23 日(木) 

～8 月 23 日(日) 

県立山口博物館において、標本展示をはじめ、イラ

ストや体験型コンテンツにより、昆虫の暮らしぶりや

驚きの生態を楽しく学ぶことができる特別展を開催し

ます。 

サイエンスやまぐち 2026 

(第80回山口県科学作品展) 

10 月 23 日(金) 

～11 月８日(日) 

山口県内の児童生徒の科学活動を推奨するため「科

学作品展」を開催します。 

 

■県立山口図書館 

企画展名 開催期間 内 容 

ふるさと山口文学ギャラ

リー企画展「「昭和」の

文学者たち １」 

5 月 1日(金) 

～8 月 27 日(木) 

昭和 101 年目となることにちなんで、昭和に生まれ

たやまぐちの文学者を紹介します。１では、おおむね

戦前期の文学者を取りあげます。 

ふるさと山口文学ギャラ

リー企画展「宇野千代と

岩国のものがたり」 

8 月 29 日(土) 

～12 月 27 日(日) 

テレビドラマ化で話題の宇野千代と、同郷の作家で

ある伊藤正一、元島英三、鑓田研一らを紹介します。 

ふるさと山口文学ギャラ

リー企画展「「昭和」の

文学者たち ２」 

1 月 5日(火) 

～4 月末（予定） 

昭和 101 年目となることにちなんで、昭和に生まれ

たやまぐちの文学者を紹介します。２では、おおむね

戦後期の文学者を取りあげます。 

やまぐちの文学者 通年 やまぐち文学回廊構想推進協議会により「やまぐち

の文学者」として選定された文学者について、半年毎

に五十音順で 20 人ずつ展示紹介します。 

 
■文書館 

企画展名 開催期間 内 容 

第 21 回中国四国地区アー

カイブズウィーク「防長

紀行～文書館資料で旅す

る山口県～」 

5 月 30 日(土) 

～6 月 7 日(日) 

文書館資料の中から旅や観光に関する資料で防長の

歴史の一コマを紹介する「アーカイブズ展示」のほ

か、ギャラリートーク、「リレートーク」、書庫見学

ツアー、「文書館を使ってみよう！」、古文書体験講

座を開催します。  

県有施設における企画展等 
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イベント等の名称 内　容

下旬 高等学校等進路指導連絡協議会
高校生等の求人開拓、進路指導に関する協議、情報
交換等

23～5/12 こどもの読書週間
山口県子ども読書活動団体表彰、県立山口図書館で
の関連イベント等

～11月 山口県高等学校総合体育大会 県内高校生によるスポーツ競技大会

～11月 山口県高等学校総合文化祭 県内高校生による芸術文化の発表・展示等

中旬～
6月中旬

県内就職促進協議会
高等学校等の教員等と県内企業採用担当者による学
校の教育内容や企業の業務内容及び求人情報の交換

7 やまぐちサイエンス・キャンプ 山口大学理学部における科学に関する実習・実験等

9
第52回全国高等学校総合文化祭山口県実行委員
会設立会

議事の実施及び公募優秀作品の表彰等

上旬～中旬 ふるさと山口企業合同就職フェア
生徒・保護者を対象に、企業の魅力を直接伝える説
明会を実施

11 山口県高校生短期留学プログラム事前研修会 短期留学参加者の事前学習会

22～8/21 全国高等学校総合体育大会（夏季） 会場：滋賀県　他

26～8/1 全国高等学校総合文化祭 会場：秋田県

下旬～
8月上旬

山口県高校生短期留学プログラム オーストラリアへの短期留学

上旬～
下旬

全国高等学校総合体育大会（定時制・通信制） 会場：東京都　他

19 子どもの未来を考えるフォーラム いじめ・不登校等の解決に向けた意識啓発

22 第14回科学の甲子園ジュニア山口県大会 中学生対象の科学の競技大会(全国大会予選)

17～24 全国中学校体育大会（夏季） 山口県開催競技：陸上競技、剣道

９
月

12 山口県高校生短期留学プログラム事後報告会
留学体験発表や留学支援事業者による説明会等を実
施

1～31 やまぐち家庭教育支援強化月間 家庭の元気応援キャンペーン

上旬 山口県特別支援学校文化祭美術作品展 県内の特別支援学校の児童生徒の美術作品の展示

10,11 山口県中学校新人体育大会 県内中学生によるスポーツ競技大会

中旬 地区別進路指導連絡協議会
高等学校等の教員等による生徒の就職内定状況等に
関する情報交換

31 第16回科学の甲子園 山口県大会 高校生対象の科学の競技大会(全国大会予選)

下旬 児童生徒慶尚南道友好相互交流事業 慶尚南道と山口県の高校生がSDGsをテーマに交流

7～8
山口県中学校文化連盟第22回総合文化祭宇部大
会

様々な文化活動の県大会（発表・交流）

下旬 やまぐちスペシャリストEXPO（仮称）
県内の専門高校が一堂に会し、各校の特色ある学
科・教育活動等を紹介

4～10 人権週間 人権に関する児童生徒作品(ﾎﾟｽﾀｰ)の入賞作品展示

下旬～
2月上旬

全国高等学校総合体育大会（冬季） 会場：秋田県　他

中旬 特別支援教育フェスティバル
障害のある児童生徒による芸術作品展示、作業製品
販売等を一体的に実施

23 「やまぐちＰＲＩＤＥ」創生フォーラム
児童生徒によるポスターセッション、子どもと大人
の交流企画等

下旬～
2月上旬

全国中学校体育大会（冬季） 会場：長野県　他

31
やまぐち高校生ICT活用コンテスト2026最終審査
会

県内高校生等のＩＣＴを活用した社会変革につなが
るアイデア等を審査

21～24 第79回山口県学校美術展覧会 県内の幼児児童生徒の優れた作品の展示

２
月

5 やまぐち教育フォーラム 県内教員等による研究成果・教育実践の発表

中旬
第52回全国高等学校総合文化祭 500日前イベン
ト

全国高等学校総合文化祭に向けて高校生が企画・運
営する大会ＰＲイベント

中旬 山口県高等学校等探究学習成果発表大会 文理探究科等の生徒による成果発表

３
月

４
月

８
月

時　期

５
月

６
月

10
月

12
月

７
月

１
月

11
月

令和８年度の主なイベント等
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イベント等の名称 内　容

下旬 高等学校等進路指導連絡協議会
高校生等の求人開拓、進路指導に関する協議、情報
交換等

23～5/12 こどもの読書週間
山口県子ども読書活動団体表彰、県立山口図書館で
の関連イベント等

～11月 山口県高等学校総合体育大会 県内高校生によるスポーツ競技大会

～11月 山口県高等学校総合文化祭 県内高校生による芸術文化の発表・展示等

中旬～
6月中旬

県内就職促進協議会
高等学校等の教員等と県内企業採用担当者による学
校の教育内容や企業の業務内容及び求人情報の交換

7 やまぐちサイエンス・キャンプ 山口大学理学部における科学に関する実習・実験等

9
第52回全国高等学校総合文化祭山口県実行委員会
設立会

議事の実施及び公募優秀作品の表彰等

上旬～中旬 ふるさと山口企業合同就職フェア
生徒・保護者を対象に、企業の魅力を直接伝える説
明会を実施

上旬～
下旬

全国高等学校総合体育大会（定時制・通信制） 会場：東京都　他

11 山口県高校生短期留学プログラム事前研修会 短期留学参加者の事前学習会

22～8/21 全国高等学校総合体育大会（夏季） 会場：滋賀県　他

26～8/1 全国高等学校総合文化祭 会場：秋田県

下旬～
8月上旬

山口県高校生短期留学プログラム オーストラリアへの短期留学

17～24 全国中学校体育大会（夏季） 山口県開催競技：陸上競技、剣道

19 子どもの未来を考えるフォーラム いじめ・不登校等の解決に向けた意識啓発

22 第14回科学の甲子園ジュニア山口県大会 中学生対象の科学の競技大会(全国大会予選)

９
月

12 山口県高校生短期留学プログラム事後報告会
留学体験発表や留学支援事業者による説明会等を実
施

1～31 やまぐち家庭教育支援強化月間 家庭の元気応援キャンペーン

10,11 山口県中学校新人体育大会 県内中学生によるスポーツ競技大会

上旬 山口県特別支援学校文化祭美術作品展 県内の特別支援学校の児童生徒の美術作品の展示

中旬 地区別進路指導連絡協議会
高等学校等の教員等による生徒の就職内定状況等に
関する情報交換

下旬 児童生徒慶尚南道友好相互交流事業 慶尚南道と山口県の高校生がSDGsをテーマに交流

31 第16回科学の甲子園 山口県大会 高校生対象の科学の競技大会(全国大会予選)

7～8 山口県中学校文化連盟第22回総合文化祭宇部大会 様々な文化活動の県大会（発表・交流）

下旬 やまぐちスペシャリストEXPO（仮称）
県内の専門高校が一堂に会し、各校の特色ある学
科・教育活動等を紹介

4～10 人権週間 人権に関する児童生徒作品(ﾎﾟｽﾀｰ)の入賞作品展示

下旬～
2月上旬

全国高等学校総合体育大会（冬季） 会場：秋田県　他

中旬 特別支援教育フェスティバル
障害のある児童生徒による芸術作品展示、作業製品
販売等を一体的に実施

下旬～
2月上旬

全国中学校体育大会（冬季） 会場：長野県　他

21～24 第79回山口県学校美術展覧会 県内の幼児児童生徒の優れた作品の展示

23 「やまぐちＰＲＩＤＥ」創生フォーラム
児童生徒によるポスターセッション、子どもと大人
の交流企画等

31
やまぐち高校生ICT活用コンテスト2026最終審査
会

県内高校生等のＩＣＴを活用した社会変革につなが
るアイデア等を審査

２
月

5 やまぐち教育フォーラム 県内教員等による研究成果・教育実践の発表

中旬
第52回全国高等学校総合文化祭 500日前イベン
ト

全国高等学校総合文化祭に向けて高校生が企画・運
営する大会ＰＲイベント

中旬 山口県高等学校等探究学習成果発表大会 文理探究科等の生徒による成果発表

３
月

４
月

時　期

５
月

６
月

10
月

12
月

１
月

11
月

７
月

８
月

令和８年度の主なイベント等
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ＩＣＴを授業や校務において効果的に活用できる情報を集積したウェブサイトです。タブレット端末

を活用した授業や情報モラル教育、探究的な学びに関する資料などを多数掲載中です！！

   

  

「家庭の元気応援キャンペーン」

マスコットキャラクター

ファミリン

やまぐち教育応援団

シンボルマーク

ええるくん

❏ 活用型情報モラル教材「GIGAワークブックやまぐち」の提供

❏ 「教育ＤＸ通信やまぐち」等の教育ＤＸ推進に向けた情報発信

❏ 生成ＡＩ、Microsoft Teams、Google Workspace等の活用に関する研修動画の公開

❏ ＩＣＴを活用した授業提案や県内の先生方の取組紹介 好事例を募集中

❏ ＰＢＬ（課題解決型学習）で活用できる「教育プログラム」 など

掲載内容例

やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ
https://www.yama-labo.ysn21.jp

↑ここからアクセス
できます

山口県教育委員会
〒753-8501 
山口市滝町１番１号

令和８年度山口県教育推進の手引き
2026 年(令和 8 年)4 月

山口県教職員募集

ロゴマーク

山口県教職員募集
山口県立山口博物館

マスコットキャラクター

なっとくん

山口県立山口博物館
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